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夕1路市阿寒国際ツルセンター「グルス」
〒085-0245

釧路市阿寒町上阿寒23線40

電話 0154-66-401l FAX 0154-66-4022
∪RL:http〃 aicc.webcrow.ip/
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〒085-0201
釧路市阿寒町下仁々志別11
電話 0154-56-21 21 FA× 0154-56-2140
∪RLi http〃 www.city.kushiro.lg.jp/z00/
館長 阿部 友行
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数多くの家族を見つづけている正門

コE Fl動rusH'Ro zoo

エゾリスが出迎える。北海道ゾーン入口
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◆ アミメキリン

◆ アムール トラ

◆ レッサーバンダ

代 物

◆ホッキョクグマ

いつも仲睦まじい

元気に 7歳になつた「ココア」

◆チンパンジー
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遊びの天才「ミルク」

郷土の誇る武将の名を持つ「シンゲン」 子育てに奮闘中の「リリー」
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〒084-0926

釧路市鶴丘112

電言舌 0154-56-221 9  FA×  0154-56-2216

URLihttp〃 kushiro― tancho.ip
夕‖路市冊頂鶴自然公園

多くの人々を迎えてきた鶴公園入ロ

鶴公園の歴史やタンチョウについて紹介する展示室
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¬i=085-0822
釧路市春湖台 1-7
電言舌 0154-41-5809  1=AX 0154-42-6000
http:

館長
〃www夕4路 市 立 博 物 館

一
、
釧
路
市
立
博
物
館

ｕｍ／
　
　
釧
路
市
立
博
物
館
は
、
昭
和
十

一
年
七
月
十
四
日

ｕｓｅ
　

に
創
立
し
、
現
在
地
の
春
採
湖
畔
に
は
昭
和
五
十
八

ｐ／ｍ
　

年
十

一
月
三
日
に
移
転
新
築
し
て
い
ま
す
。
中
央
の

■
　

ド
ー
ム
を
境
に
左
右
対
称
の
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
は
、

ｈｉｒ
　

翼
を
広
げ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
に
も
似
て
い
ま
す
。

ｋｕ
弘

博
物
館
人
口
に
は
釧
路
市
と
博
物
館
の
位
置
を
示
す

山
敏

世
界
地
図
と
模
擬
水
準
点
が
置
か
れ
、
正
面
玄
関
を

哺
通
り
館
内
に
入
る
と
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
に
マ
ン
モ

ス
の
骨
格
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

博
物
館
の
常
設
展
示
は
三
層
に
区
分
け
さ
れ
、　
一

階
は

「釧
路
の
大
地
」
、
「釧
路
の
生
物
」
、
「釧
路
の

海
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
二
階
は

一
部
を
三
階
ま
で

吹
き
抜
け
と
し
、
「釧
路
の
先
史
時
代
」
と

「釧
路
の

近
世
と
近
代
」
、
四
階
は
、
「サ
コ
ロ
ベ
の
人
々
」
、
「タ

ン
チ
ョ
ウ
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
釧
路
の
大
地

中
央
の
地
形
模
型
を
見
る
と
釧
路
地
方
の
海
岸
線
、

釧
路
湿
原
と
丘
陵
、
火
山
地
形
の
様
子
が
分
り
ま
す
。

こ
の
大
地
の
地
史
は
、
約
七
、
○
○
○
万
年
前
の
白
亜

紀
末
期
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
生
い
立
ち
の
様
子
が
八

枚
の
古
地
理
図
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
裏
づ

け
る
よ
う
に
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
新
種
の
ほ
乳
類
上
あ

ご
化
石

・
ク
シ
ロ
ム
カ
シ
バ
ク
等
の
化
石
や
岩
石
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
釧
路
の
生
物

ジ
オ
ラ
マ
初
夏
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
や
初
秋
の
谷
地

坊
主
は
、
湿
原
を
そ
っ
く
り
切
り
取

っ
て
き
た
状
態

で
カ
プ
セ
ル
の
中
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
生
林

に
生
き
る
鳥
や
獣
、
天
然
記
念
物
の
烏
等
は
、
動
作

の

一
コ
マ
を
ス
ト
ツ
プ
さ
せ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

釧
路
湿
原
に
は
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や

エ
ゾ
カ
オ

ジ
ロ
ト
ン
ボ
ら
氷
河
期
の
依
存
種
や
日
本
最
大
の
淡

水
魚
イ
ト
ウ
が
生
息
し
、
釧
路
の
生
物
相
を
特
徴
づ

け
て
い
ま
す
。

四
、
釧
路
の
海

釧
路
川
を
境
に
し
て
東
側
に
は
岩
礁
地
帯
が
つ
づ

き
、
カ
ジ
カ
類
や
ア
イ
ナ
メ
類
が
生
息
し
ま
す
。
西

側
に
は
砂
浜
が
広
が
り
、　
ハ
タ

ハ
タ
や
カ
レ
イ
類
が

砂
底
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
釧
路
沖
に
は
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
、
サ
ン
マ
、　
マ
サ
バ
、　
マ
イ
ワ
シ
等
が
本

州
の
南
方
海
域
か
ら
回
遊
し
て
き
ま
す
。
魚
類
だ
け

で
な
く
、
浅
海
か
ら
深
海
ま
で
貝
類
や

エ
ビ

・
カ
ニ

類
も
豊
富
に
生
息
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ケ
、
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
、

ニ
シ
ン
を
追

っ
て
ト
ド
や
ア
ザ
ラ
シ
等
の

海
獣
も
集
ま
り
、
豊
か
な
海
を
つ
く

つ
て
い
ま
す
。

五
、
釧
路
の
先
史
時
代

北
海
道
は
本
州
と
ち
が
い
、
先
土
器

・
縄
文

。
続

縄
文

。
擦
文
と
各
時
代
を

へ
て
、
や
が
て
チ
ャ
シ
（砦
）

を
築
い
た
ア
イ
ヌ
文
化
が
花
開
き
ま
す
。
釧
路
湿
原

周
辺
の
台
地
に
は
四
〇
〇
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
あ
り
、

釧
路
市
貝
塚
に
あ
る
東
釧
路
貝
塚
は
、
縄
文
時
代
前

期

（六
～
五
千
年
前
）
と
し
て
は
北
海
道
最
大
規
模

の
員
塚
で
す
。

六
、
釧
路
の
近
世
と
近
代

江

戸
時
代

の
釧
路
は
、
卜
七
世
紀
後
半
か
ら
ク
ス

リ
場
所
と
よ
ば
れ
て
、
漁
場
が
開
か
れ
る
と
と
も
に

各
地

へ
交
通
路
も
整
備
さ
れ
て
交
易
の
中
心
と
な
り

ま
し
た
。
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
石
炭

・

水
産

。
製
紙
が
基
幹
産
業

へ
と
成
長
し
、
交
通
や
商

業
の
中
心
地
と
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
北
海
道
東
部

の
拠
点
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

七
、
サ
コ
ロ
ベ
の
人
々

サ

コ
ロ
ベ
と
は
人
間
を
主
人
公
に
す
る
ア
イ
ヌ
の

英
雄
物
語
で
す
。
ア
イ
ヌ
は
北
海
道
を
中
心
と
し
て

サ

ハ
リ
ン
、
千
島
列
島
、
本
州
北
部
に
広
く
住
み
、

狩
猟

。
漁
労

・
採
集
を
中
心
と
し
て
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
釧
路
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
釧
路
川
流
域
を
生

活
の
拠
点
と
し
て
、
幕
末
頃
に
は
十
数
か
所
の
集
落

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
実
物
資
料
を
中
心
に
、
衣

食
住
か
ら
信
仰
ま
で
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

八
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
や
形
態
に

つ
い
て
、
標
本
、
オ
ー
ト
ス
ラ
イ
ド
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
全

天
空
型
ジ
オ
ラ
マ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
同
じ
姿
勢

に
つ
く

つ
た
は
く
製
と
骨
格
標
本
で
は
、
体
の
内
と

外
の
比
較
を
行
な
え
る
よ
う
に
展
示
し
て
ま
す
。
オ
ー

ト
ス
ラ
イ
ド
の

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
お
話
」
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
四
季
」
で
は
、
釧
路
湿
原
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

全
天
空
型
ジ
オ
ラ
マ
「湿
原
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
」
は
、

半
円
球
の
天
丼
全
面
に
湿
原
の
澄
ん
だ
青
空
を
展
開

し
、
そ
の
下
に
初
夏
の
湿
原
で
憩
う
ツ
ル
家
族
と
冬

の
雪
原
に
舞
う
ツ
ル
を
、
で
き
る
だ
け
自
然
に
近
い

状
態
で
再
現
し
た
も
の
で
す
。
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NPO法人 佐々木榮松記念 釧路湿原美術館

理事長 片野 良一

館 長 高野 英弥

副館長 高野 範子

く住所>〒 085-0245釧路市阿寒町上阿寒 23-38

く電話>0154-66-1117

<ホームページ>http:〃www12.plala.orjp/kushiro/

館名を決める際、きっかけになった絵

「釧路湿原」油彩 F301987

当美術館のシンボルとなっている。

第 3展示室の様子

大自然を背景に、鶴・鹿 。自鳥、

釣り師にフローラ等々、まるで

湿原の曼陀羅の世界観である。

「辛見リヨlθ)禾火」7由彩 F100 1981

2016年 4月 から中学校 1年国語の

教科書 (教育出版 )

「鑑賞文を書こう」に掲載

「鶴国民る」7由采多F250 1985～ 90

榮松の青の世界に月明かりを

浴びた真っ自な鶴群は幻想的である。

釧
路
湿
原
を
は
じ
め
道
東
の
幻
想
的
な
自
然
や
、

そ
こ
に
息
づ
く
人
々
の
姿
を
心
象
風
景
と
し
て
描
き

続
け
た
佐
々
木
榮
松
の
油
絵
、
水
彩
画
、
デ

ッ
サ
ン
、

魚
拓
な
ど
約
６
０
０
点
を
収
蔵

・
展
示
し
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
に
亡
く
な
っ
た
画
伯
本
人
と
交
友

の
あ

っ
た
人
た
ち
が
、
そ
の
魅
力
を
後
世
ま
で
伝
え

よ
う
と
　
平
成
二
十
五
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
美

術
館
で
あ
る
。

お
陰
様
で
、
美
術
館
と
し
て
地
元
を
は
じ
め
、
全

国
か
ら
多
く
の
来
館
者
か
ら
高
い
評
価
と
励
ま
し
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　
一
例
で
す
が

「画
伯
の
亡
き
後
、
こ
ん
な
に
早
く
美
術
館
が
で
き

た
こ
と
は
夢
の
よ
う
で
す
。
真

っ
白
な
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
導
く
よ
う
に
立

っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
画
伯
の
絵

に
熱
い
想
い
を
持

つ
た
フ
ア
ン
が
大
勢
い
る
の
だ
と

わ
か
り
ま
す
。
絵
が
人
を
突
き
動
か
し
て
い
く
力
を

も
つ
な
ん
て
―
画
伯
の
絵
か
ら
は
自
然

へ
の
畏
敬
の

念

・
壮
大
な
宇
宙

。
厳
し
い
自
然
を
生
き
抜
い
た
小

さ
な
命

へ
の
愛
を
感
じ
ま
す
。

絵
と
と
も
に
湿
原
の
自
然
を
保
護
し
未
来
の
子
供
達

へ
と
価
値
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
こ
こ
を
訪
れ
た
人

と
人
と
が
出
会
う
こ
と
で
、
様
々
な
方
向
に
可
能
性

が
広
が
り
、
夢
の
あ
る
美
術
館
を
期
待
し
ま
す
。
」

（横
浜
の
Ｓ
様
か
ら
の
投
稿
よ
り
抜
粋
。
）

ま
た
、
画
伯
の
主
張
と
し
て
、
人
々
は
私
の
こ
と
を

「湿

原
の
画
家
」
と
言
い
ま
す
が
、
私
は
自
分
か
ら
湿
原

の
画
家
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、
湿

原
の
作
品
が
著
し
く
多
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
れ

は
湿
原
の
持
つ
空
間
が
私
の
制
作
の
上
に
不
可
欠
の

意
義
を
も
た
せ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
の
意
味
で
は
根

釧
原
野
の
広
大
さ
も
同
じ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
「道
東
の
原
野
画
家
」
と
か

「空
間
の
画
家
」

と
呼
ん
で
く
れ
た
方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
即

ち
、
私
の
作
品
は
風
上
、
人
物
、
動
物
、
植
物
や
そ

の
他
の
者
の
命
の
描
写
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
道
束
の

心
象
表
現
が
制
作
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（佐
々
木
榮
松
　
１
９
９
１
年

「画
家
の
手
記
よ
り
」

抜
粋
）
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発
刊
に
あ
た

っ
て
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発刊にあたつて

」

■

釧
路
市

タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会

は
、
昭
和

四
十
年
十

一
月
二
十

日
に
、

「
阿
寒
タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
と
し
て
発

足
、
五
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

昨
年
六
月
十

三
日
に
は
、
阿
寒

川
水
質
浄
化

の
た
め

の
記
念
植
樹
を
、
十

一
月
七

日
に
は
、
高
橋
良
治
釧
路
市
鶴

公
園
名
誉
園
長
に
よ
る

「親

子
で
聞
け
る
タ

ン
チ

ョ
ウ

の
お
話
」
と
題

し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

子
供
達
も
学
習
で
き
相
互
交
流
が
出
来

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

保
護
活
動

の
お
か
げ

で
千
五
百
羽
を
超
え
る
ま

で
の
生
息
数
と
な
り
、
保
護
活
動
も
次

の
時
代

へ
と
入

っ
た
と

い

え
ま

し
よ
う
。

本

日
は
、

テ
ー

マ
を

「
護
る
」
か
ら

「
共
生
」

へ
と

し
、
サ
ブ

テ
ー

マ
を

「
絶
滅
か
ら
保
護

し
て
五
十
年

・
愛
護

活
動
は
新
た
な

五
十
年

へ
」
と
し
て
、
記
念
式
典
と
記
念

講
演
、
そ
し

て
祝
賀
会

の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

顧

み
ま
す
と
、
絶
滅

し
た
と
思
わ
れ

て

い
た
タ

ン
チ

ョ
ウ
は
、
人

の
人
る

こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
釧
路
湿
原

の
お

か
げ

で
、
釧
路
地
方

に
だ
け
留
烏
と

し
て
生
き
残

り
、
大

正
十

三
年
、
十
数
羽

の
生
息
が
確
認
さ
れ
、

昭
和
十
年

八

月
、

天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
年

「釧
路
国
丹
頂
鶴
保
護
会
」

が
結
成
さ
れ
、
密
猟
防
止
と
保
護
思
想

の
普

及
が
主
な
目
的
だ

っ
た
が
、

昭
和

三
十

三
年

八
月

「釧
路
市

丹
頂
鶴
自
然
公
園
」
を
誕
生
さ
せ
、
解
散
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
阿
寒

町
で
は
、
昭
和

二
十

五
年

一
月
、
故
山
崎
定
次
郎
氏

に
よ

つ
て
ト
ウ

モ

ロ
コ
シ
の
給
餌

に
成
功
。

タ

ン
チ

ョ
ウ

の
絶
滅

の
危
機
を
救

っ
た

こ
と
が
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
保
護

の
は
じ
ま

り
で
も
あ
り
ま

し
た
。

昭
和

二
十
七
年

三
月

二
十
九

日
に
は
、
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
、
小

。
中
学
生
を
動
員

し
て
生
息
数

の

一

斉
調
査
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

昭
和

三
十

二
年

阿
寒
中
学
校

二
代
目
学
校
長
と
し
て
赴
任

し
た
大
井
健
次
先
生

に
よ

つ
て

「
ツ
ル
ク
ラ
ブ
」
が
設

立
さ
れ
、
保
護
活
動
が
行
わ
れ
、

三
十
九
年

一
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
こ
ち
ら
わ
ん
ぱ
く

テ
レ
ビ
局
」

に

ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
が
出

演
、

「え
さ

不
足

で
ツ
ル
が
か
わ

い
そ
う
」
と
訴
え
た
と

こ
ろ
反
響
を
呼
び
、
企
国
か
ら
餌
や
現
金
な
ど
が
送
ら
れ

て

来
ま

し
た
。
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
は
、

「
日
本

の
鶴
」
を
発
刊
し
お
礼

に
送

っ
た
が
、
更

に
山

の
様

に
集
ま

っ
た
プ

レ
ゼ

ン

ト

の
処
理
が
限
界
に
達

し
て

い
ま

し
た
。

ツ
ル
ク
ラ
ブ
担

当

の
伊
藤
博
通
先
生
よ
り
当
時
社
会
教
育
委
員
長

の
吉

田

勝
美
氏
に
相
談
が
あ
り
、
中
学
生
だ
け

で
な
く
、
全
町
あ
げ

て
の
保
護
活
動
が
で
き
る
組
織
と
言
う
事

で
、

「
阿
寒

町

タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
が
発

足
。
初
代
会
長
に
吉

田
勝
美
氏
が
就
任

し
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
保
護

に
関
係

の
あ
る
地
元

関
係
団
体

の
代
表
者
を
も

っ
て
組
織
さ
れ
、
エ
サ
や
募
金

の
窓

口
を
受
け
持

つ
事

に
な
り
ま

し
た
。
事
業
と
し
て

「
タ

ン
チ

ョ
ウ
祭
」

の
開
催
、
初
代
会

長

の
吉

田
勝
美
氏
が
吉
労

し
て
、
作
詞

・
作
曲

・
振
付
け
を
完
成
さ
せ
た

「
タ

ン

チ

ョ
ウ
ヅ

ル
音
頭
」

の
普

及
に
努
め
ま

し
た
。

平
成
八
年

に
は
阿
寒
国
際

ツ
ル
セ

ン
タ
ー
が
開
館

し
、
当
会

の
活
動

の
拠
点
と
な
り
、
セ

ン
タ
ー
横

に
タ

ン
チ

ョ

ウ
愛
護
発
祥

の
碑
を
建
立
。

タ

ン
チ

ョ
ウ

の
里

へ
の
飛
来
期
間

の
給
餌
活
動
及
び
ね
ぐ
ら

の
監
視
活
動
、
幼

・
小

。

中
学
校

の
愛
鳥
啓
発

の
作
品
展
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
ク
イ
ズ

に
よ
る
全
国

へ
の
保
護
思
想

の
普

及
活
動
を
行

っ
て
ま

い
り

ま

し
た
。

三
市

町

の
合
併
時

に
は
設
立

四
十
周
年

の
節
目
を
迎
え
記
念
式
典
を
開
催
、
合
併
後
は
、
私
が

二
代
日
会
長

に
就

任
、
活
動
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
本
年

は
、
釧
路
市

に
お

い
て
唯

一
の
愛
護
団
体

で
あ
る

こ
と
か
ら
、
名
称
を

「釧

路
市
タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
と
改

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
関
係
機
関
、
賀
茂
鶴
酒
造
株
式
会
社
様
を

は
じ
め
全
国

の
タ

ン
チ

ョ
ウ
を
愛
す

る
多
く

の
方

々
か
ら
厚

い
ご
支
援
と
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た

こ
と

に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
五
十
年
間
、
愛
護
会
を
支
え

て
下
さ

い
ま

し
た
多
く

の
会
員
、
歴
代
役
員

の
皆
様
、
そ
し
て
今
式
典

・

祝
賀
会
、
記
念
誌
編
集

に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま

し
た
実
行
委
員

の
皆
様

に
感
謝
申

し
上
げ
発
刊
に
当
た

っ
て
の
言
葉

と
致

し
ま
す
。

1-― ― ―

釧路市タンチョウ鶴愛護会
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愛護会設立50周年記念に寄せて

釧路市長

蝦 名 大 也

こ
の
た
び
、
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
長
年
に
わ
た
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
活
動
の
な
か
、
五
十
年
の
記

念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
市
民
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
吉
田
会
長
は
じ
め
愛
護
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
通
し
て
釧
路
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
釧
路
市
民
憲
章
の
中
に

「わ
た
し
た
ち
は
、
広
野
に
丹
頂
が
舞
い
、
夕
焼
け
が
太
平
洋
を
染
め
る
釧
路
の

市
民
で
す
。
」
と
記
し
て
い
る
と
お
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
釧
路
市
民
に
と

つ
て
親
し
み
深
く
、
誇
り
と
も
言
え
る
鳥
で

す
。大

正
十
三
年
に
、
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
釧
路
湿
原
で
そ
の
姿
を
確
認
さ
れ
て
か
ら
、

す
ぐ
に
官
民
あ
げ
て
の
保
護
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
愛
護
会
は
、
昭
和
四
十
年
に
設
立
さ
れ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
中
心
と
な

っ
て
、
保
護
を
進
め
て
い
か
れ
ま
し
た
。

愛
護
会
が
実
施
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
に
始
ま
り
、
不
足
す
る
餌
の
確
保
の
ほ
か
、
ね
ぐ
ら
の
監
視
や
越
冬
地

に
飛
来
す
る
ツ
ル
の
分
布
調
査
、
学
校
で
の
愛
鳥
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
阿
寒
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

保
護
を
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ

つ
て
、
い
ま
で
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

一
、
五
〇
〇
羽
を
超
え
、
絶
滅
の
危
機

を
脱
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
を
中
心
と
す
る
、
保
護
活
動
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
成
果
を

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
護
会
の
名
称
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
救
い
た
い
と
い
う
教
師
や
生
徒
の
愛
情
、
地
元
有
志
の
善
意
、
そ
し
て

「
ツ

ル
に
餌
を
」
と
餌
や
餌
代
を
送

っ
て
こ
ら
れ
た
全
国
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
愛
す
る
皆
様
の
思
い
を
も

っ
て
名
づ
け
ら
れ

た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
か
ら
は

「釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
と
改
称
さ
れ
、
阿
寒
町
の
み
な
ら
ず
、
広
い
地
域
で
の
保
護
を

視
野
に
入
れ
た
活
動
を
行

っ
て
い
か
れ
る
と
の
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
深
い
愛
情
を
も

っ
て
活
動
を
広
げ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
設
立
五
十
周
年
を
新
た
な
契
機
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
後
と
も
根
を
張
っ
た
地

道
な
活
動
を
通
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
尽
く
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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・ 釧路市タンチョウ鶴愛護会

釧路市タンチョウ鶴愛護会

設立50周年を祝して

釧路市議会

議 長 月 田 光 明 ゛

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
釧
路
市
議
会
を
代
表
し
、
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
赤
、
白
、
黒
と
い
う
色
彩
の
素
晴
ら
し
さ
、
立
ち
姿
の
気
高
さ
、
飛
行
す
る
姿
の
優
雅
さ
、
そ

し
て
夫
婦
愛
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
わ
れ
る
つ
が
い
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
生
態
な
ど
か
ら
、
私
た
ち
釧
路
市
民
の
誰
も
が
誇

り
に
思
う
存
在
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
見
よ
う
と
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
釧
路
市
を
訪
れ
る
な
ど
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
釧
路
市
に
と

つ
て
重
要
な
観
光
資
源
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、　
一
時
は
絶
滅
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
が
、
湿
地
の
環
境
が
次
第
に
悪
化
し

て
い
く
中
に
あ

つ
て
、
今
日
の
数
ま
で
に
回
復
し
た
の
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
絶
滅
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
強
い
意
志
で
長
年
に
わ
た
り
努
力
を
継
続
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
も
、
私
ど
も
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
初
め
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
人
工
給
餌
に
成
功
し
保
護
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
故
山
崎
定
次
郎

様
を
初
め
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
観
察

・
給
餌
活
動
が
昭
和
四
十
五
年
に
は
吉
川
栄
治
賞
に
も
輝
い
た
阿
寒
中
学
校
の
教

師

・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
学
習
会
の
開
催
や
資
料
の
発
行
な
ど
長
き
に
わ
た
り
保
護
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
吉
田
会
長
を
筆
頭
と
す
る
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
会
員
皆
さ
ん
の
努
力
と
、
関

係
団
体
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
関
係
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
そ
し
て
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
、
設
立
五
十
周
年
を
契
機
に
、
「釧
路
市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
か
ら
新
た
な
名
称
の
も
と
で
活
動
を

よ
り
強
化
し
て
い
く
と
の
決
意
を
新
た
に
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
と

っ
て
の
我
が
家
と

も
言
う
べ
き
こ
の
地
域
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
優
雅
に
飛
び
交
う
平
和
な
郷
土
を
次
の
世
代
に
し
つ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、

人
と
鶴
と
が
共
存
す
る
環
境
を
守

っ
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
子
孫
に
豊
か
な
感
性
を
も
た
ら
せ
る
貴
重
な
財
産

を
残
す
こ
と
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
新
た
な
決
意
と
そ
の
活
動
が
多
く
の
人
の
共

感
を
呼
び
、　
一
層
活
動
の
輪
が
広
が
り
ま
す
こ
と
を
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
益
々
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
記
念

誌
発
刊
に
当
た

つ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ｏ
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設立50周年を祝して

北海道釧路総合振興局長

田 辺 利 信 會

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
節
目
に
際
し
、
長
年
に
わ
た
る
貴
愛
護
会

の
地
道
な
活
動
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
誌
が
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
に
と

つ
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
特
別
な
存
在
で
す
。
特
に
釧
路
管
内
の
方
々
に
と

っ
て
は
、
か
け
が
え
の
無
い

シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

冠
に
そ
の
名
を
戴
く

「た
ん
ち
ょ
う
釧
路
空
港
」
で
は
、
飾
ら
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
に
イ
ラ
ス
ト
で
、
壁
面
に
大

き
な
写
真
、
玄
関
先
に
は
ブ

ロ
ン
ズ
像
と
、
数
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
飛
行
機
を
降
り
立

つ
観
光
客
の
方
々
を
、

温
か
く
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
釧
路
に
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
地
元
の
方
々
に
と

つ
て
も
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
見
る
こ
と

に
よ
り
安
堵
感
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
釧
路
地
域
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
、
地
域
住
民
の
熱
心
な
保
護
活
動
に
よ
り
、

そ
の
危
惧
が
回
避
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
様
々
な
難
事
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
千
羽
を
越
え
る
現
在

の
生
息
数
に
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
道
と
し
て
も
昭
和
五
十
六
年
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
越
冬
地

一
帯
を
、
阿
寒
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
す
る
な
ど
保
護
増
殖
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
生
息
数
が
回
復
す
る
に
つ
れ
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
新
た
な
問
題
も
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
の
生
活
に
近
い
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
増
え
る
こ
と
で
、
農
業

へ
の
被
害
や
、
電
線
や
車
両

へ
の
接
触
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
給
餌
場
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
感
染
症
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
現
実
を
見
す
え
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
省
で
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
分
散
行
動
計
画
を
定
め
、
繁
殖
地
や
越
冬
地
の
分
散
を
図
り
、
給
餌
に
依
存
じ

な
い
個
体
群
を
増
加
さ
せ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
安
定
的
に
生
息
す
る
状
態
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
よ
り

一
層
、
関
係
者

一
同
が
連
携
を
強
化
し
取
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

貴
愛
護
会
の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
は
、
さ
ら
に
重
要
に
な

っ
て
い
く
も
の
考
え
て
お
り
、
今
後
益
々
の
御
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
共
通
の
願
い
は
、
い
つ
の
日
か
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
人
の
手
を
借
り
ず
、
自
然
の
中
で
存
在
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
も
活
き
活
き
と
存
在
す
る
多
様
性
豊
か
な
北
海
道

に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
愛
護
会
の
さ
ら
な
る
御
発
展
と
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

∠
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Anniversary● 夕ll路市タンチョウ鶴愛護会

設立50周年を祝して

北海道教育庁釧路教育局長

石 り:I 忠 博

こ
の
た
び
、
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
設
立
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
Ｈ
を
迎
え
、
こ
こ
に
記
念
事

業
の

一
環
と
し
て
記
念
誌
を
発
行
さ
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
愛
護
会
は
、
昭
和
四
十
年
に
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
し
て
発
足
以
来
、
ツ
ル
と
共
存
す
る
地
域
の
発

展
を
目
的
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
保
護
の
給
餌
、
飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動
の
実
施
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
に
関
す

る
学
習
会
の
開
催
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
専
門
知
識
を
も

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
、
会
報
の
発
行
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
啓
発
活
動
な
ど
を
、
永
き
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

っ
た
タ

ン
チ
ョ
ウ
鶴
が
千
羽
を
超
え
、
平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
で
は
、
羽
数
の
総
数
が
過
去
最
多
を
記
録
す
る
ま
で
に
至
っ

た
の
は
、
貴
愛
護
会
の
熱
心
な
保
護
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
深
く
敬
意
を
表
す
と
こ
ろ
で
す
あ
り

ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
北
海
道
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
郷
土
を
愛
し
、
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
道
の
自
然
や
文
化
、

観
光
な
ど
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
学
習
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
釧
路
管
内
の
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域
の
自
然
や
生
き
物
の
多
様
性
に
気
付
き
、
大
切
に
す
る

態
度
を
育
む
こ
と
を
日
的
と
し
て
、
学
校
農
園
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
餌
と
な
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
栽
培
し
、
餌
場
と

な
る
ニ
オ
づ
く
り
、
給
餌
活
動
な
ど
を
行

っ
た
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
生
態
や
給
餌
の
歴
史

・
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
た
成
果
を
地
域
住
民
や
観
光
客
等

へ
広
く
情
報
発
信
し
た
り
す
る
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
対
し
ま
し
て
貴
愛
護
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
五
十
年
の
永
き
に
わ
た
る
取
組
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
地
域
ぐ
る
み
で
継
続
的
に
進
め
て
き
た

活
動
で
あ
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
保
護
活
動
を
通
じ
て
湿
原
の
保
護
や
地
域
づ
く
り
活
動
に
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
貴
愛
護
会
の
皆
様
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
及
び
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
の
生
息
に
適
し
た
自
然
環
境
の
保
護
の
た
め
の

地
域

一
体
と
な

っ
た
活
動
の
推
進
者
と
し
て
、
よ
り

一
層
御
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
、
さ
ら
に
は
北
海
道
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
が
、
こ
れ
か
ら
も
北
の
大
地
で
安
心
し
て
生
息
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。

ｒ
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く釧路市教育委員会

教育長 ホ木 義 則

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
設
立
五
〇
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
長
き
に
わ
た
る
活
動
の
歩
み
を
ま
と
め
ら
れ
た

記
念
誌
を
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
絶
滅
の
危
機
を
脱
す
る
こ
と
と
な

っ
た
き

っ
か
け
は
、
猛
吹
雪
に
襲
わ
れ
た
昭
和
二
十
五
年
の
冬
、

阿
寒
町
上
阿
寒
の
故

・
山
崎
定
次
郎
氏
が
畑
に
飛
来
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
自
家
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
分
け
与
え
、

ツ
ル
が
つ
い
ば
み
、
人
工
給
餌
に
初
め
て
成
功
し
た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
山
崎
さ
ん
の
ほ

か
に
も
、
上
阿
寒
の
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
阿
寒
町
の
人
々
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
餌
を
与
え
て
、
彼
ら
の
越
冬
を
手
助

け
し
ま
し
た
。
徐
々
に
冬
を
越
す
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
増
え
、
阿
寒
町
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
暮
ら
す
町
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
に
は
、
当
時
阿
寒
中
学
校
の
校
長
で
あ
り
ま
し
た
故

。
大
井
健
次
氏
が
、
動
物
愛
護
教
育
の

一
環

と
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
と
生
態
研
究
を
生
徒
と
共
に
進
め
る
た
め
に
、
「
ツ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
生
徒

た
ち
を
中
心
と
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護

。
研
究
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
ツ
ル
の
越
冬
を
助
け
る

た
め
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
や
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
な
ど
を
行
い
、
ツ
ル
の
餌
を
自
ら
作
り
、
給
餌
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ツ
ル
の
熱
心
な
観
察
を
通
じ
て
数
多
く
の
記
録
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
観
察
記
録
は

「鶴
の

日
記
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
で
も
、
当
時
の
ツ
ル
を
知
る
貴
重
な
記
録
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
学
生
に
よ
る
保
護
活
動
と
研
究
活
動
は
、
全
国
的
に
話
題
と
な
り
、
「吉
川
英
治
賞
」
を
受
賞

し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
阿
寒
中
学
校
は

一
躍
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（現

・
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
）
は
、
こ
の
生
徒
た
ち
の
活
動
を
町
ぐ
る

み
で
応
援
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
十
年
に
結
成
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
愛
護
会
は
そ
れ
ま
で
の
保
護
活
動
を
、

さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
阿
寒

町
上
阿
寒
は
三
百
羽
近
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
越
冬
す
る

一
大
越
冬
地
と
な
り
、
ま
た
、
北
海
道
に
生
息
す
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
も
千
五
百
羽
を
超
す
ま
で
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
愛
護
会
は
、
保
護
か
ら

一
歩
進
め
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
と
の
共
生
に
向
け
て
活
動
を
更
に
前

へ
と

進
め
て
い
く
た
め
に
、
生
息
地
の
河
川
環
境
の
浄
化
を
目
的
と
し
た
植
樹
事
業
に
も
取
り
組
ま
れ
る
ほ
か
、
五
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
名
称
も

「釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
と
改
称
し
、
阿
寒
町
と
同
様
、
多
く
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
越
冬
す
る
音
別
町
等
も
合
め
て
、
釧
路
市
全
域
で
活
動
さ
れ
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
釧
路
市
教
育
委
員

会
で
は
、
今
後
と
も
愛
護
会
の
皆
様
と
協
力
し
合

っ
て
、
「釧
路
の
風
土
で
育
ま
れ
、
未
来
を
拓
く
心
豊
か
な
人
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
動
物
た
ち
の
命
を
紡
ぐ
活
動
を
通
し
て
、
環
境
教
育

。
心

の
教
育

。
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

→  6

ヽ

」
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釧路市タンチヨウ鶴愛護会

50周年をお祝いして

釧路市動物園長

F可 部 友 行

轟
９
′
〓
一●
・
―

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
五
〇
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
人
工
給
餌
が
成
功
し
た
こ
と
に
よ

つ
て
、
数
が
増
え
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
各
地
で
の
保
護
活
動
も
、
い
っ
そ
う
力
が
入
り
始
め
ま
し
た
。
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（現

・
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
）
は
、
町
を
あ
げ
て
の
保
護
活
動
を
、
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
昭
和
四

十
年
に
設
立
さ
れ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

釧
路
市

（旧

・
釧
路
市
）
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
は
、
昭
和
三
十
三
年
の
釧
路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園
の
開
設

が
大
き
な
転
機
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
野
生
下
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
な
る
べ
く
自
然
に
近
い
状

態
で
飼
育
し
、
繁
殖
し
た
ツ
ル
を
野
生
に
返
す
こ
と
、
飼
育
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
態
を
詳
し
く
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
日
的
に
鶴
公
園
は
造
ら
れ
ま
し
た
。
ツ
ル
の
生
態
に
つ
い
て
も
当
時
は
ま
だ
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
飼
育

。
繁

殖
に
は
た
い
へ
ん
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
最
初
の
飼
育
員
で
、
現
在
は
名
誉
園
長
で
も
あ
る
高
橋
良
治
氏
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
に
よ
り
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
自
然
孵
化
に
よ
る
人
工
育
雛
に
初
め
て
成
功
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
人
工
孵

化
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
ヒ
ナ
の
飼
育
に
当
た

っ
て
は
、
阿
寒
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
か
ら
、
小
魚
を
届
け
て

も
ら
う
な
ど
、
阿
寒
の
方
々
の
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
も
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

昭
和
五
十
年
に
は
釧
路
市
動
物
園
が
開
園
し
、
動
物
園
内
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
五
十
七
年

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
動
物
園
で
も
飼
育
繁
殖
が
始
ま
り
、
昭
和
六
十

一
年
に
は
人
工
ふ
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
か
ら
傷

つ
い
た
り
、
弱

っ
た
り
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
し
、
治
療
す
る
こ
と
も
始
ま
り
、
今
に
い
た

る
ま
で
多
く
の
ツ
ル
が
収
容
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
八
年
に
阿
寒
町
に
開
館
し
た
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
も

合
併
に
伴
い
、
釧
路
市
動
物
園
の

一
施
設
と
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ツ
ル

セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
怪
我
し
た
ツ
ル
の
収
容
な
ど
に
当
た
り
ま
し
て
も
、
愛
護
会
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

動
物
園
で
は
、
飼
育
繁
殖
や
、
保
護
収
容
な
ど
、
飼
育
施
設
を
生
か
し
た
保
護
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
越
冬
を
助
け
る
た
め
に
、
給
餌
や
ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動
、
調
査

活
動
を
行

っ
て
こ
ら
れ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
ツ
ル
と
の
共
生
を
目
指
し
て
、
環
境
整
備
な
ど
の
活
動

に
取
り
組
ま
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
順
調
に
数
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
人
と
の
軋
蝶
な

ど
、
新
た
な
問
題
も
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。
釧
路
市
動
物
園
も
野
生
復
帰
で
き
な
い
傷
病
鳥
の
増
加
な
ど
、
課
題

も
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
愛
護
会
と
協
力
し
て
、
新
し
い
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
の
未
来
を
作

っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

と
も
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

７
１

・ 釧路市タンチョウ鶴愛護会
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50年という年月

専修大学北海道短期大学名誉教授

元 阿寒国際ツルセンター名誉館長 正  富  1宏  之

ぁ
と
ひ
と
月
も
す
れ
ば
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
と
い
う

一
九
六
四

（昭
和
三
十
九
）
年
九
月

一
日
、
釧
路
市
郷
土
博

物
館
の
新
米
館
長
と
し
て
私
は
着
任
し
、
緊
張
し
た
最
初
の
日
を
迎
え
た
。

そ
の
丁
度
五
十
年
前
、　
一
九

一
四
年
九
月

一
日
午
後

一
時
、
ア
メ
リ
カ
の
動
物
園
で
、　
一
羽
の
メ
ス
の
ハ
ト
が
死

ん
だ
。　
一
見
、
些
細
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
野
生
生
物
保
護
の
歴
史
に
と
り
、
記
憶
す
べ
き
事
件
だ

っ
た
。

ハ
ト
の
名
は
マ
ー
サ
。
ア
メ
リ
カ
初
代
大
統
領
Ｊ

。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
夫
人
の
名
に
由
来
す
る
。　
ハ
ト
は
、
北
米
に

住
ん
で
い
た
リ
ョ
コ
ウ
バ
ト
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ト
は
十
八
世
紀
に
五
十
億
羽
―
も
い
た
ら
し
い
。
が
、
森
林
開
発
、

食
用
の
た
め
の
乱
獲
、
繁
殖
力
の
弱
さ

（産
卵
は
年

一
個
）
な
ど
が
重
な
り
、
急
激
に
数
が
減
り
、
飼
育
さ
れ
て
い

た
最
後
の
マ
ー
サ
が
死
ん
で
、
地
球
上
か
ら
姿
を
消
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
遠
い
他
国
の
話
で
は
な
い
。
ま
か
り
間
違
え
ば
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
同
じ
道
を
辿
る
危
険
が
十
分

あ

っ
た
。
生
息
地
で
あ
る
北
海
道
の
湿
原
は
土
地
開
発
に
よ
り
急
速
に
失
わ
れ
、
北
海
道
特
産
物
と
し
て
十
九
世
紀

終
盤
ま
で
捕
獲
さ
れ
、
塩
漬
け
に
し
て
本
州

へ
食
用
に
売
ら
れ
た
。
し
か
も
、
卵
は
年
平
均
で

一
・
八
個
し
か
生
ま

れ
な
い
か
ら
、
前
世
期
初
め
に
は
、
日
本
で
も
絶
滅
視
す
る
人
さ
え
現
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、　
ハ
ト

（絶
滅
）
と
ツ
ル

（回
復
）
の
運
命
を
分
け
た
の
は
何
だ

っ
た
の
か
。

確
か
に
、
両
者
と
も
産
卵
数
は
少
な
い
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
環
境

へ
の
適
応
力
が
あ
り
、
餌
と
営
巣
条
件
が
整
え

ば
、
し
ぶ
と
く
繁
殖
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
ツ
ル
自
身
の
持

つ
繁
殖
能
力
の
強
さ
が
働
い
た
の
も
確

か
だ
。
だ
が
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
条
件
が
な
け
れ
ば
、
確
実
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
絶
滅
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
条
件

と
は
、
冬
の
十
分
な
餌
の
存
在
で
あ
る
。
で
は
、
餌
を
用
意
し
た
の
は
だ
れ
か
。
そ
れ
は
役
人
で
も
研
究
者
で
も
な

い
。
日
々
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
接
し
、
全
く
の
善
意
か
ら
、
自
家
用
の
穀
類
を
ツ
ル
の
た
め
に
分
け
与
え
た
、
阿
寒
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
人
々
で
あ
る
。
給
餌
活
動
は
徐
々
に
広
が
り
、
効
果
も
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
五

（昭

和
四
十
）
年
、
阿
寒
ツ
ル
愛
護
会
が
発
足
し
た
。
が
、
当
時
、
ツ
ル
の
数
は
二
百
羽
ほ
ど
で
、
あ
と
ど
れ
ほ
ど
増
え

る
か
、
そ
れ
と
も
減
る
か
、
見
当
も

つ
か
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
五
十
年
。
ツ
ル
の
数
も
千
五
百
羽
を
超
え
た
。
愛
護
会
を
立
ち
上
げ
た
吉
田
勝
美
前
会
長
を
は
じ
め
、

ツ
ル
を
い
と
お
し
ん
で
餌
を
与
え
続
け
た
山
崎
定
次
郎

。
加
地
良
次
給
餌
人
ほ
か
の
皆
さ
ん
な
ど
、
鬼
籍
に
入
ら
れ

た
方
々
は
、
現
状
を
想
像
し
え
た
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
五
十
年
前
に
比
べ
、
ツ
ル
の
寿
命
や
生
存
率
な
ど
の
ほ

か
、
将
来
や
過
去
の
予
想

・
推
測
も
、
今
は
あ
る
程
度
可
能
に
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
や
農
業
人
口

減
少
な
ど
不
特
定
要
素
が
あ
り
、
五
十
年
後
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
実
態
を
、
残
念
な
が
ら
見
定
め
る
の
は
難
し
い
。

た
だ
、
こ
の
愛
護
会
の
活
動
は
末
長
く
続
く
だ
ろ
う
し
、
ぜ
ひ
そ
う
あ

っ
て
ほ
し
い
。
五
十
年
後
に
発
行
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
記
念
誌
で
、
百
年
前
に
地
域
の
多
く
の
人
々
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
日
本
人
の
心
に
も
棲
む

鳥
の
維
持
の
た
め
に
努
力
し
た
こ
と
を
、
改
め
て
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
。

（Ｘ
∪
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賀茂鶴酒造株式会社

代表取締役社長 藤  原  日召 典

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
五
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
を
中
し
上
げ

ま
す
。
承
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
当
地
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
保
護
活
動
の
端
緒
は
、
昭
和
二
十
五
年

一
月
に
故
山
崎
定

次
郎
様
が
始
め
ら
れ
た
給
餌
活
動
と
の
こ
と
。
吉
田
会
長
様
は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
爾
来
営
々
と
保

護
活
動
を
営
ま
れ
た
先
人
の
皆
さ
ま
の
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

へ
注
が
れ
た
愛
情
と
ご
努
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

弊
社
の
酒
銘

「賀
茂
鶴
」
は
、
明
治
六
年
に
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
「賀
茂
」
と
は
酒
を
か
も
す

（醸
造
す
る
）
と
い

う
動
詞
か
ら
転
訛
し
た
も
の
で
、
酒
と
い
う
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。
「鶴
」
は
気
品
の
高
い
瑞
鳥
で
あ
り
百
烏
の
王

で
あ
り
ま
す
が
、
明
治
の
初
年
頃
ま
で
は
弊
社
の
所
在
地
で
あ
る

（旧
）
広
島
県
賀
茂
郡
西
条
町
に
、
毎
年
た
く
さ

ん
飛
来
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「賀
茂
鶴
」
と
い
う
名
が

「酒
の
中
の
王
様
」
と
い
う
気
持
ち
で

考
え
出
さ
れ
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
の
伝
統
的
ラ
ベ
ル
は
、
「谷
文
晃
」
作

「富
士
双
鶴
の
図
」

を
使
用
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
と
は
深
い
ご
縁
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ん
な
弊
社
と
貴
愛
護
会
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
五
十
九
年

一
月
八
日
十
八
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
こ
ち
ら
ワ
ン
パ
ク
テ

レ
ビ
局
」
に
於
い
て
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
給
餌
活
動
と
飛
来
地
の
餌
不
足
の
様
子
が
放
送
さ
れ
た
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
爾
来
、
微
力
な
が
ら
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
大
変
光
栄
に
思

っ
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
渡
り
の
習
性
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
が
住
み
着
く
と
い
う
こ
と
は
、
豊
か
な
自
然
と
豊
富
な
餌
は
も

と
よ
り
、
阿
寒
川
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
川
に
仕
上
げ
、
ま
た
、
厳
し
い
冬
に
は
凍

っ
た
川
の
氷

を
割
る
等
の
、
町
を
あ
げ
て
の
正
に
献
身
的
な
保
護
活
動
の
賜
物
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
、
来
る
平
成
三
十
年
八
月
に
法
人
設
立
百
周
年

（賀
茂
鶴
命
名
百
四
十
五
周
年
）
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
次
の
百
年

へ
向
け
て
の
経
営
基
盤
を
整
備
す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
愛
護
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
百
周
年

へ
向
け
て
今
後
更
に
充
実
し
た
活
動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
致
し

ま
す
と
と
も
に
、
弊
社
も
会
社
の
続
く
限
り
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、
お
祝
い
の
辞

と
致
し
ま
す
。
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阿寒町を頼り

越冬するタンチョウ

釧路市丹頂鶴自然公園名誉園長

高 橋 良 治

こ
の
た
び
、
特
別
天
然
記
念
物
保
護
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
に
対
し
、
心

か
ら
お
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
三
十
三
年
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
に
し
て
き
た
も
の
に
と

つ
て
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
は
生
涯
を
通
じ
深
い
因
縁
の
あ
り
ま
す
鳥
で
ご
ざ
い
ま
す
。
顧
み
ま
す
と
、
魚
釣
で
、
カ
モ
猟
と
農
作
物

で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
知
り
ま
し
た
。
平
戸
前

（現
北
斗
）
の
湿
原
を
流
れ
る
長
沼
、
穏
祢
平

（現
山
花
）
旧
河
川
や
、

三
ヶ
月
沼
、
大
楽
毛
川
に
は
、
多
種
の
カ
モ
類
が
渡
来
し
て
い
ま
し
て
、
特
に
冬
鳥
と
し
て
渡
来
す
る
カ
ワ
ア
イ
サ

は
、
単
独
か
２
～
３
羽
で
渡
来
す
る
の
を
追

っ
て
猟
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
湯
波
内

（現
櫻
田
）

で
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
射
殺
さ
れ
た
事
件
が
あ

っ
て
か
ら
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
注
意
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
か

ら
冬
に
気
温
が
下
が
り
は
じ
め
、
沼
も
小
川
も
凍
る
と
、
鳥
た
ち
は
阿
寒
川

へ
移
動
す
る
の
で
し
た
。
淀
の
浅
瀬
で

見
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
年
々
場
所
を
上
流

へ
上
流

へ
と
移
し
、
湯
波
内

（現
櫻
田
）
か
ら
下
舌
辛

へ
と
移
動
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
冷
害
が
続
き
、
ト
ウ
キ
ビ
や
豆
科
の
作
物
が
不
作
と
な
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
餌
を
求
め
て
移

動
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
異
変
に
よ
る
大
雪
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
特
に
春
先
の

ド
カ
雪
は
、
大
洪
水
と
な

っ
て
阿
寒
川
を
怒
り
狂

つ
た
よ
う
に
流
れ
、
土
手
を
壊
し
、
川
底
を
変
え
た
の
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
下
舌
辛
地
区
で
餌
を
求
め
て
は
、
川
の
中
で
見
ら
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、
年
々
さ
が
る
気
温
に
川
岸
が

凍
り
、
浅
瀬
が
無
く
な
り
、
阿
寒
町
十
七
線
三
十
八
番
の
阿
寒
川
に
カ
モ
達
と
い
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
３
羽
と
５
羽

連
れ
で
陸
に
上
が
っ
て
地
面
を
掘
り
、
何
か
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
元
木
材
が
流
送
さ
れ
、

木
材
を
引
き
上
げ
て
い
た
水
切
場
で
あ
り
、
積
み
重
な

っ
て
い
る
木
の
皮
の
下
に
凍
死
の
虫
類
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
周
辺
に
住
む
人
々
は
、
ト
ウ
キ
ビ
の
殻
を

ニ
オ
に
立
て
、
ト
ウ
キ
ビ
を
与
え
て
い
ま
し
た
が
、
十
七
線
の
川
も

凍
る
よ
う
に
な

つ
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
十
九
～
二
十
三
線

へ
移
動
し
、
そ
の
数
は
五
十

一
羽
を
確
認
し
ま
し
た
。
阿

寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
、
砕
石
業
者
の
協
力
を
得
て
、
阿
寒
川
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
川
に

仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、　
マ
イ
ナ
ス
三
十

一
℃
と
厳
し
い
日
は
そ
の
川
も
凍
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
達
は
二
十
六
～
二
十

九
線
の
上
流
に
移
動
し
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
川
の
氷
を
割
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
二
十
二
線
に
戻
し
て

く
れ
ま
し
た
。
風
も
な
く
、
や
た
ら
と
気
温
の
さ
が
る
日
は
、
ね
ぐ
ら
の
舌
辛
川

へ
行
く
群
れ
が
あ

っ
て
、
愛
護
会

の
保
護
区
域
は
広
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
阿
寒
地
区
は
冷
害
に
も
ト
ウ
キ
ビ
や
穀
物
が
実
り
、
地
区
農
家
の
畑
に
は

い
つ
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
採
餌
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

阿
寒
住
民
に
救
わ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
達
。
厳
し
い
冬
も
安
心
し
て
身
を
守
れ
る
川
、
阿
寒
中
学
校
に
ツ
ル
ク
ラ
ブ

が
あ

っ
て
、
住
民
を
代
表
し
て
く
れ
る
山
崎
定
作
さ
ん
が
お
り
ま
す
。
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
、
い
つ
い

つ
ま
で
も
引
き
継
が
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

10 ← 一――――――――

ず

′
各

雖

．

′● ●



五
十
年

の
歩

み

．．．一一一●

Z



50年 の歩み

てえヽ
ュ
ムこ´】愛

firv7 {-,,uv> 4I=-a
丹頂鶴の群

ここに「可9姜に

:

ニ
′
′

ニ

昴

たヽ．ヽ′Ｖ

る
　
つみ

つ

七
ズ
ケ

レ　
■
４

〕

12

撮影提供 :佐藤 照雄

′

轟ゝ
||

曼
薫

′

Vl.
4.l
il

守

∫
ノ

剣

■
（一
「
―
，Ｉ

ソ
Ｆ
ｌ
ｌ
熱

踪

嗚

『
　
　
　
　
　
‐
１
１
，
‐
１

一

●  ̈ ●^ l肇  ́ ●^  ●_  ●_ ~0_ 
‐
肇_ ~● _  ●_  0■  

‐
●

0_ ~● 1 
‐
●

_‐‐‐0穣 f
●
● ●
●
を

Ъ 難●・箋01■

●

Ъ



・ 釧路市タンチョウ鶴愛護会

愛
護
思
想
の
高
ま
り
を
め
ざ
し
て

棲
み

つ
い
た

昭
和
四
十
二
年
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
制
定
し
た

「丹
頂
鶴
音
頭
」

の

一
節
で
あ
る
。

こ
の
音
頭
の
制
定
に
ま

つ
わ
る
話
題
は
後
述
す
る
が
、
阿
寒
の
住
民
は
毎

年
秋
に
な
る
と
忘
れ
ず
に
里
帰
り
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
留

鳥
と
し
て
こ
の
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
町
ぐ
る
み
で
保
護
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
は
こ
の
よ
う
な
住
民
の
ツ
ル
に
対
す
る
愛
情
の
高

ま
り
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
十

一
月
二
十
日
も
保
護
に

関
係
の
あ
る
地
元
の
関
係
者
の
代
表
を
も

っ
て
設
立
さ
れ
、
保
護
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

ま
ず
、
ツ
ル
の
保
護
活
動
と
し
て
、
飛
来
分
布
調
査
、
生
息
観
察
、　
一
斉

調
査
、
被
害
農
家
調
査
、
給
餌
対
策
及
び
標
識
説
明
板
の
整
備
を
す
る
こ
と

と
し
、
更
に
愛
護
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
に
関
す
る
資
料
の
出
版
や
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
、
映
画
会
、
展

覧
会
の
開
催
、
そ
の
他
の
ツ
ル
の
保
護
校
並
び
に
愛
鳥
家
と
の
交
流
な
ど
を

上
げ
、
こ
の
と
き
を
期
し
て
地
道
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

発
足
後
、
最
大
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は

「タ
ン
チ
ョ
ウ
音
頭
」

の
歌
と
踊
り
の
制
定
と
普
及
で
あ

っ
た
。
初
代
会
長
の
吉
円
勝
美
さ
ん
の
依

頼
に
よ
つ
て
、
作
詞
は
今
は
亡
き
藤
田
印
刷
社
長
で
あ

っ
た
藤
田
久
さ
ん
、

作
曲
は
根
室
出
身
の
飯
田
三
郎
さ
ん
、
振
り
付
け
は
釧
路
の
花
柳
徳
保
さ
ん

に
よ

つ
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
者
が

一
体
と
な

つ
て
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
に
対
す
る
純
粋
な
愛

一
筋
に
こ
の
音
頭
が
出
来
上

っ
た
の
だ

っ
た
。

こ
の
音
頭
の
完
成
の
陰
に
は
、
ひ
た
す
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
愛
護
運
動
に
生

涯
を
か
け
、
こ
の
音
頭
制
作
に
も
身
を
な
げ
て
奔
走
し
た
会
長
の
吉
田
勝
美

さ
ん
が
あ
り
そ
し
て
、
こ
の
運
動
の
推
進
役
と
し
て
事
業
を
成
功
に
導
い
た

今
は
亡
き
藤
沢
盛
夫
さ
ん

（当
時
、
社
会
教
育
係
長
）
の
努
力
と
功
績
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
こ
の
愛
護
会
を
組
織
化
す
る
と
き

「タ
ン
チ
ョ
ウ

保
護
、
そ
れ
は
単
な
る
保
護
で
は
な
く
、
人
の
心
と
愛
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば

本
物
の
保
護
に
は
な
ら
な
い
。
会
の
名
称
も
愛
護
会
と
す
べ
き
だ
」
と
主
張

し
た
吉
田
会
長
の
言
葉
を
記
録
と
し
て
残
し
た
い
と
思
う
。

音
頭
制
定
時
に
、
先
の
四
名
の
方
々
が
残
さ
れ
た

コ
メ
ン
ト
を
記
録
と
し

て
紹
介
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
寄
せ
ら
れ
た
愛
情
、
そ
し
て
音
頭
制
作

へ
の
強

い
情
熱
の
ほ
ど
を
後
世
に
伝
え
た
い
。

会
長

・
吉
田
勝
美
さ
ん
　

「″
丹
頂
鶴
は
日
の
本
、
祝
い
の
瑞
鳥
、
た
く
さ

ん
幸
福
わ
せ
呼
ん
で
く
る
″
こ
の
音
頭
に
よ
り
我
が
日
本
が
、
郷
土
が
よ
り

豊
か
に
よ
り
和
や
か
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。
」

作
詞
者

・
藤
田
久
さ
ん

　

「人
間
と
鳥
と
の
交
歓
、
無
言
の
愛
情
、
自
然

と
の
調
和
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
こ
の
美
し
さ
、
こ
の
や
さ
し
さ
を
何
と
か
芸
術

作
品
に
ま
と
め
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
を
世
に
分
か
ち
た
い
と
念
願
し
て
私
は
想

を
練
り
ま
し
た
。
」

作
曲
者

。
飯
田
三
郎
さ
ん

　

「
こ
の
丹
頂
鶴
音
頭
が
新
民
謡
と
し
て
全
国

的
に
愛
唱
さ
れ
る
も
の
と
の
意
気
込
み
で
の
快
心
作
で
あ
り
、
現
代
の
若
い

人
た
ち
に
も
理
解
出
来
る
リ
ズ
ム
感
と
同
時
に
、
北
海
道
先
住
ア
イ
ヌ
民
族

の
調
べ
も
取
り
容
れ
る
よ
う
考
慮
し
ま
し
た
。
」

振
付
者

・
花
柳
徳
保
さ
ん

　

「私
自
身
の
勉
強
と
し
て
は
上
阿
寒
の
山
崎

さ
ん
の
お
三
階
で
特
別
に
鶴
の
群
れ
の
観
察
の
便
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
丹
頂
鶴
自
然
公
園
の
高
橋
さ
ん
に
鶴
の
舞
う
秘
伝
の
伝
授
を
願

っ
た
り
、

鶴
の
特
別
演
技
の
鑑
賞
を
お
恵
み
い
た
だ
き
、
決
定
版
を
構
成
し
ま
し
た
。
」

ホ

ロ
ロ
ン

愛
に
こ
た
え
て

こ
こ
に
阿
寒
に
ホ

ロ
ロ
ン
　
　
イ
ヤ

コ
ー

コ

丹
頂
鶴
の

す

■壼む
■十れ

――――-0130

…■
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50年 の歩み

こ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
音
頭
の
踊
り
に
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
図
柄
の
浴
衣
も
作
ら

れ
、
昭
和
四
十

一
年
か
ら
三
回
行
わ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
を
契
機
に
、
阿
寒

の
郷
土
芸
能
と
し
て
、
ど

っ
か
り
根
を
下
ろ
し
た
。
子
供
た
ち
の
運
動
会
を

は
じ
め
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
、
盆
踊
り
な
ど
の
諸
行
事
で
普
及
が
図
ら
れ
、

こ
れ
を
通
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
意
識
は
地
元
町
民
に

一
段
と
強
ま
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
冬
の
山
崎
定
次
郎
さ
ん
に
よ
る
餌
付
け
の
成
功
以
来
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
は
年
々
そ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
が
、
当
時
は
、
給
餌
に
対
す
る

行
政
の
対
応
も
十
分
で
な
く
、
地
元
の
農
家
や
子
供
た
ち
の
善
意
に
頼
ら
ぎ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
阿
寒
中
学
校
に
ツ
ル
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
の

も
そ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
あ
り
、
給
餌
や
調
査
な
ど
に
も
子
供
た
ち
な
り

の
貴
重
な
役
割
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

阿
寒
中
学
校
の
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
こ
と
は
別
な
項
で
ふ
れ
る
と
し
て
、
校
長

の
大
井
先
生
を
中
心
と
す
る
学
校
ぐ
る
み
の
活
動
が
昭
和
三
十
九
年

一
月
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
子
供
番
組

「
こ
ち
ら
、
わ
ん
ぱ
く
テ
レ
ビ
局
」
で
全
国
に

放
送
さ
れ
た
。
こ
の
放
送
の
中
で
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
が
自
分
た
ち
の
体
験
を

も
と
に

「
エ
サ
不
足
で
ツ
ル
が
か
わ
い
そ
う
」
と
訴
え
た
。
そ
の
二
日
後
、

美
幌
町
の
根
塚
恵
子
さ
ん
が
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
送

っ
て
く
れ

た
の
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
的
に
大
き
な
反
響
を
よ
び
、
数
ヶ
月
の
間
に
寄

せ
ら
れ
た
エ
サ
や
募
金
は
六
百
件
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
毎
年
、

札
幌
の
藤
の
沢
小
学
校
を
は
じ
め
、
全
国
の
個
人
や
団
体
か
ら
阿
寒
中
学
校

や
町
教
委
、
釧
路
教
育
局
を
通
じ
て
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
保
護
に
対
す
る
関
心
は
全
国
的
に
高
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

阿
寒
中
学
校
と
し
て
は
、
早
速
自
分
た
ち
の
活
動
の
あ
ゆ
み
と
ツ
ル
の
生

態
研
究
を
ま
と
め
た
冊
子

「
日
本
の
鶴
」
を
発
行
し
お
礼
に
送

っ
た
の
で
あ

る
が
、
山
の
よ
う
に
集
ま

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
処
置
と
お
返
し
に
頭
を
痛
め
、

手
が
回
り
き
ら
な
い
状
態
が
続
く
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
誕
生
し
、　
エ
サ
や
募
金
の
窓
口
を
受
け
も

つ
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。

全
国
か
ら
の
エ
サ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
そ
の
後
も
数
年
続
く
こ
と
に
な
る
が
、

発
足
間
も
な
く
、
ど
こ
か
の
テ
レ
ビ
局
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
好
物
は

「茶
ガ
ラ

で
す
」
と
、
間
違

っ
た
放
送
を
し
た
た
め
に
、
「病
院
ぐ
る
み
で
た
め
た
も
の

で
す
、
か
わ
い
そ
う
な
ツ
ル
の
た
め
に
」
と
か
、
「老
人
ク
ラ
ブ
で
毎
日
の
よ

う
に
集
め
た
も
の
で
す
」
な
ど
と
手
紙
が
添
え
ら
れ
た

「茶
ガ
ラ
」
が
大
き

な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
事
情
を
書
い
た
お
礼
の

手
紙
を
出
す
の
に
事
務
局
は
テ
ン
テ
コ
舞
い
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
白
鳥
の
く
る
根
室
の
あ
る
町
に
ト
ラ
ッ
ク
で
何
回
か
送
り
届
け
た

が
、
そ
れ
も
断
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
い
に
は
、
現
物
の
処
分
に
ホ
ト
ホ

ト
困

っ
て
、
ツ
ル
に
そ
の
愛
情
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
複
雑
な
気
持
ち

で
処
理
し
た
が
、
こ
の
時
ほ
ど
善
意
で
送

っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
、
申
し
訳

な
い
と
思

っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
や
さ
し
い
人
た

ち
の
多
い
こ
と
に
は
ん
と
う
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
ル
に
対
す
る
善
意
は
、
今
な
お
続
い
て
い
る
が
、
中
で
も
釧
路
ま
き
ば

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ペ
ア
レ
ン
ト
太
田
佳
克
さ
ん
は
、
訪
れ
る
ホ
ス
テ
ラ
ー

に
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
を
訴
え
、
そ
の
浄
財
を
昭
和
四
十
九
年
以
降
毎
年
続
け

て
愛
護
会
に
寄
せ
ら
れ
、
五
十
六
年
十
二
月
で
そ
の
額
は
十
九
万
四
千
円
に

も
な

っ
た
。

ま
た
、
ツ
ル
の
名
を
商
標
に
し
て
い
る
賀
茂
鶴
酒
造

（本
社
、
広
島
県
東

広
島
市
）
と
日
本
清
酒

（本
社
、
札
幌
市
）
の
三
社
は
、
昭
和
四
十
年
の
発

足
以
来
毎
年
多
額
の
寄
付
金
を

「
エ
サ
代
の

一
部
に
」
と
、
愛
の
定
期
便
は

続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
浄
財
は
、
愛
護
会
活
動
の
貴
重
な
財
源
と
な

14

餌
や
募
金
の
窓

口
に
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ヽ

り
、
こ
れ
ま
で
地
道
な
活
動
が
展
開
で
き
た
の
も
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
さ

さ
え
て
く
れ
た
お
蔭
と
言
え
る
。

広
く
保
護
活
動
を
展
開

愛
護
会
が
発
足
し
た
と
き
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
直
接
保
護
す
る
団
体
と
し
て

の
期
待
と
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
畑
の
耕
作
を
農
家
に

委
託
し
た
り
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
池
を
造

っ
て
冬
季
の
小
魚
を
確
保
し
た
り
、

会
独
自
で
飛
来
状
況
を
調
査
し
た
の
を
は
じ
め
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
見
学
の
た
め

訪
れ
て
く
れ
る
人
人
の
影
響
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
護
る
た
め
観
察
施
設
の
設

置
を
訴
え
、
会
予
算
の
中
に
そ
の
た
め
の
積
立
て
を
す
る
な
ど
地
道
な
保
護

運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

発
足
以
来
こ
の
十
六
年
間
の
運
動
の
中
で
特
筆
す
べ
き
成
果
は
、
昭
和
五

十
六
年
十
月
か
ら
飛
来
地

一
体
が

「阿
寒
烏
獣
保
護
区
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
長
い
間
の
運
動
の
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
銃
に
よ

る
タ
ン
チ
ョ
ウ

ヘ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
、
断
定
で
き
な
い
も
の
の
ハ
ン
タ
ー

ら
に
よ
る
事
故
も
数
件
あ

っ
た
こ
と
か
ら
強
力
に
保
護
区
指
定
を
働
き
か
け

た
結
果
、
飛
来
地
域
の
南
北
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
か
け
た
約
五
千
三
百
七
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
、

環
境
の
保
全
が

一
段
と
図
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
従
来
こ
の
指
定
は
林
野
が

中
心
で
あ
る
が
、
阿
寒
町
の
場
合
は
市
街
地
や
農
家
を
合
ん
で
の
広
域
指
定

と
い
う
点
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
な
り
、
今
後
の
運
用
と
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

活
動
の
輪
を
全
国
に

当
初
か
ら
愛
護
会
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
に
関
係
の
あ
る
地
元
関
係
者
の

代
表
者
を
も

っ
て
組
織
さ
れ
た
。
い
わ
ば
保
護
の
指
導
機
関
の
よ
う
な
性
格

を
も

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
財
政
や
活
動
力
な
ど
の
点
で
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
賛
助
会
員
制
度
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
愛
護
会
活
動
に
対
し
て
町
内
は
も
と
よ
り
広
く
全
国
の
愛
鳥
家

に
協
力
、
支
援
の
手
を
募
り
、
同
時
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
思
想
の
普
及
も
図

ろ
う
と
い
う
の
が
制
度
の
大
き
な
ね
ら
い
で
あ

つ
た
。
広
く
大
き
な
活
動
を

す
る
た
め
に
は
こ
の
会
の
趣
旨
を
理
解
し
、
こ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
善
意
の

賛
同
者
が
必
要
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
の
下
旬
か
ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
、　
一
口
三
千
円
で

延
べ
九
十
二
日
、
八
十
四
名
が
賛
同
じ
会
員
と
し
て
協
力
を
申
し
出
た
。
地

元
釧
路
市
を
は
じ
め
、
遠
く
は
九
州
の
人
も
心
よ
く
入
会
を
申
し
出
た
。
今

後
は
、
こ
の
保
護
活
動
に

「自
分
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
愛
護
活
動
に
参
加
し
て

い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
」
を
持

っ
た
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
に
対
す
る
保
護
思
想
が
更
に

一
段
と
全
国
に
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
問
題
と
な

っ
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
を
お

び
や
か
す
悪
質
カ
メ
ラ
マ
ン
の
行
為
が
、
今
後
減
少
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ

と
を
願

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
十

一
月
四
日
発
行
の

「タ
ン
チ
ョ
ウ
そ
の
保
護
に
尽
し
た
人
々
」
よ
り

愛
護
会
前
事
務
局
長
　
佐
藤
照
雄
　
記
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昭

和

四

十

年

度

5

12 10

1     12 11     9     7

8 30 30 28     4 30     8     5 24 16    16

０
０

25    10

は
ぐ
れ
ヒ
ナ
鶴
人
工
飼
育
に
成
功

文
化
庁
柳
川
寛
治
記
念
物
課
長
自
然
公

園
視
察

野
鳥
功
労
者
と
し
て
釧
路
管
内
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
関
係
者
二
十
三
名
道
か
ら
表
彰

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
懇
談
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
状
況
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
自
然
公
園
入
園
料
徴
収

許
可
と
な
る

鳥
取
県
倉
吉
市
か
ら
剥
製
譲
渡
中
請

（道
外
か
ら
初
め
て
）

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
発
足

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七
二
羽
確
認

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
校
交
流
会

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
開
催

管
内
給
餌
七
校
交
歓
会
開
催
（阿
寒
町
）

特
別
天
然
記
念
物
釧
路
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

営
巣
地
拡
張
打
合
会

下
雪
裡
小
、
愛
鳥
優
良
校
で
知
事
表
彰

特
別
天
然
記
念
物

「釧
路
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
」
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
意
見
聴
取

文
化
財
保
護
委
員
会
、
釧
路
湿
原
を
天

然
記
念
物
に
す
る
旨
答
申

阿寒町タンチョウ鶴愛護会

顧  問
大野直栄 (阿寒町長)、 りF沢定太郎 (町教育委員長)

大沢輛志男 (町議会議長)、 松野政吉 (市庁長、管内

月頂鶴保護会長)、 中|‖宙り1え (|‖ 1社会丈教常任委員長)

平邑光弘 (釧路地方教育局長)、 斉藤栄助 (営林署長)

11:宙宏之 (釧路博物館長)

役員名簿

肩」

★ 給餌対策
給餌人の委嘱と飼ヤ|の配送及びドジョウの養殖

★ 一斉調査への協力
生息状況一斉調査に児童生徒と会員の協力

★ 飛来の分布と生息観察
阿中ツルクラブを中心とした鶴日記の継続記帖と

生態資料の収集

★ 標識説明板の補修と新設
既設説明板の補修とPR用模型板の新設
★ タンチョウ保護パトロール
毎週 1回給餌ヶ所の訪間と併せて保護の

ノ` トロール

★ 給餌功労者の表彰
委嘱給餌汗と陰の給餌者として協力され

た方々を表杉する

★ タンチョウ愛護標語募集
タンチョウ鶴の愛護にふさわしい

標語をらヽ失、保護の関心を高める

★ 第 1回タンチョウ祭

長

会 長

美

宙

人

通

雄

勉

市

．

一
弘

治

郎

郎次

勝

字

輛

博

正

　

佐

晴

　

良

ｌ

定

田

沢

沢

藤

田

田

田

田

村

山

地

浦

崎

吉

横

藤

伊

前

鎌

太

大

木

奥

加

三

山

書  記
事務局長

事

事監 給餌場入口

愛護思想の晋及

★  ｀`日本のツル″映画会
タンチョウの四季16ミ リフィルム等を借用

上映PR
★  ｀`日本のツル″写真会
道新岩松健夫氏の作品等をlH用

★ 給餌校生徒との交流会
管内給餌校児童生徒と町内 Fど もの交かん会

一■
説
夕
鱗
一レ一澪″竹
杵
卜
■

，
Ｉ
着
意
夏春

■
，
１
‥

場
■
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●
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昭

和

四

十

一
年

度

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
調
査
（九
～
十
五
日
）

（文
部
省
吉
川
調
査
官
来
釧
）

丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
ヒ
ナ
の
自
然
ふ
化

に
初
め
て
成
功

釧
路
湿
原
に
野
火
発
生

（十
九
～
＾
十

一
日
）
北
斗
地
区
で
巣

一
個
焼
失

タ
ン
チ
ョ
ウ
早
く
も
民
家
に
飛
来

国
鉄
茅
沼
駅
を
給
餌
場
に
依
頼

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
釧
路
湿
原
払
下
げ

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
続
出

愛
知
県
片
山
与
四
郎
氏
か
ら
ド
ジ
ヨ
ウ

ー
万
匹
贈
ら
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
子
ど
も
の
集
い
開
催

文
化
財
保
護
委
員
会
藤
井
事
務
官

及
斎
藤
春
雄
氏
来
釧

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七
〇
羽
確
認
、
卜
市
町

村
四
卜
‥
地
区
、
協
力
学
校
六

卜
　
小
中
高
等
学
校

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
十
五

周
年
を
記
念
し
、
道
教
委
か
ら
調
査
協

力
校
及
団
体
に
感
謝
状
及
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
る

第
１
同
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭
開
催

タ
ン
チ
ョ
ウ
音
頭
誕
生

―

タ
ン
チ

ョ
ウ
を
守
る
子
ど
も
の
集

い
―

一
、
趣
旨
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
児
童
生
徒
が
集
い

各
校
の
実
情
を
交
換
し
、
今
後
の

一
斉

調
査
等
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
こ
と
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
文
化
財
保
護
思
想

の
普
及
を
期
す
る
。

二
、
主
催
　
北
海
道
釧
路
地
方
教
育
局

釧
路
丹
頂
鶴
保
護
会

三
、
場
所
　
阿
寒
町
、
阿
寒
小
学
校

四
、
対
象
　
管
内
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査
協
力
校

五
、
内
容
　
感
謝
状
、
記
念
品
贈
呈

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
お
話

（斎
藤
春
雄
氏
）

舞
踊
、
歌
唱
指
導
、
合
唱（橋
本
道
博
氏
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の
卵
に
被
害

鑢
罐
焙
現
地
調
査
て
わ
か
る

カ
ラ
に
は
”
い
吹
凛
の

つ
い
た
も
の
か

十
九
日
か
ら
四
曰
口
盤
え

に
り
、

三
千
五
百
，
そ
彙
い
た
■
時
庫
●
の
コ

火
は
、
”
”

天
然
●
３
，

タ
ン
チ
，

，
ツ
ル
の
保
■
■
■
趙
，
の
鬱
奥
地

を
Ｌ
な
め
に
レ
、
タ
ン
チ
．
ウ
ツ
ル
の

”
、
し

ナ
の

敏
害
が

●
漏
さ
れ
て
い

か
彙
ス
、
”
か
な
害
を
，
け
て
い
ヽ
ヽ
こ

と
が
”
”
、
こ
の
は
か
に
０
欧
”
″
菫

會
を
受
り
た
０
”
“
″
あ
っ
た
と
菫
た

さ
れ
さ
一
ん
０
は
屁
奎

え̈
一あ

ユ
大
、

野
火
●
工
贅
の
に
，
そ
な
い
て
夕
拳
チ

．
ワ
ツ
ル
の
０
‘
モ
ナ
す
め
う
“
，
Ｃ

が
で
て
，
そ
い
る
。

８
燿
に
優
わ
れ
た
ヽ
れ
率
は
“
火
に

■
か
れ
て
目
こ
け
に
な
り
輌
形
は
く
デ

れ
て
い
う
が
、
■
ぎ
一
“
、
●

四
、

二
十
う
は
ど
の
円
形
の
も
の
と
饉
た
さ

れ
た
。
■
大
“
な
ら
“
”
に
一
“
“
●

の
ア
ン
、
ヨ
ン
が
■
っ
て
摯
ア
人
日
に

は
つ
か
な
い
が
、
彙
け
″
コ
と
な
っ
た

藝
男
で
，
な
か

っ
た
。
晨
火
“
日
彙
”

た

，
て
い
う
こ
と
か
ら
、
カ
ラ
ス
、
”

ネ
ス
ミ
に
菫ヽ
へ
え́
て
し
３
，
た
可
鮨

住
０
重
い
。

一ゝ
″
３
彙
〓
は
，
月
に
は
い
っ
て
ホ

た
が
、
二
十
五
Ｂ
”
黙

，
方
ａ
青
局
か

い
て
，
■
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
野
火
で

贅
と

ま
譲
責

晨
書
の

原
●
一腱
澪
帝
は
、
こ
れ
‘
で
も
８
＾
か

菫
●
さ
れ
て
い
０
“
〓
。
こ
と
し
は
目

“
麟
０
３
■
●
■
か
，
な
わ
れ
ア
、
８

匹
あ

Ｅ

●
セ

い
な
い
か
、
か
，

，
●
髯
‘
“
が
あ
り
、
“
〓
そ
受
け
た

も
の
と
饉
定
さ
れ
う
。

ｍ
路́
地
方
ａ
書
一局
は
彗
内
の
ツ
ル
に

よ
る
燿
の
被
●
口
〓
を
４
め
る

一
方
、

通
歌
委
と
ヽ
運
“
を
と

，
て
そ
の
歓
薔

”
●
対
策
を
検
討
し
て
い
た
が
、
こ
の

ほ
と
筆
書
を
受
け
た
晨
な
に
対
し
て
薇

害
相
当
分
の
ト
ク
一
ビ
を
“
て
ん
す
る

ぶ

ぅ
て
き
た
ｏ

輌
警
で

は
）■
″
も
，
と
こ
く
な

こ
と
を
決
ψ
た
。

特
“
天
然
“
オ
●
の
タ
ン
チ

あ

三

ｇ
の
影
●
て
野
に
エ
サ
が
少
な
く
な

●
０
わ
せ
て
十

一
万

一
千
的
に
の
ぼ

ト
ウ
キ
ビ
で
補
償

凛
一
ツ
ル
の
被
害
農
家
に

，
て
ト
ウ
キ
ピ
を
食
い
贅
ら
レ
、

同
象
青
月
に
全
口
の
愛
鳥
曇
か̈

に
口
蠍
”
の
曇
彙
、

た
。

薔
●
対
策
を
い
け
し
た

ま
た
今
後

と
稲
し
て
い
る
。

つ
い
て
昴
地
の
人

た
ち
と
い
”
を
す
０
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
北
川
”
路
摯
力
嗽
青
局
長

は

一
こ
う
し
た
技
薔
に
よ

っ
て
ツ
ル
に

対
す
る
彙
”
”
簿
れ
る
の
な
瞥
〕だ
一

０
っ
て
い
，
そ
う
ツ
ル
の
夕
観
対
策
，

170-――一

っ
て
は
と
き

局
に
相
鋏
を
た
ち
込
ん
だ
。

ドジョウ池へ放流

攣ヤ



50年 の歩み

昭

和

四

十

二

年

度

6     58     7

26     6

∩
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ｎ
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1

28 5     5     3 22     13

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
状
況
調
査

（十
三
～
十
五
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
名
称
及
び
指
定
地
域
変
更

文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
五
十
号

特
別
天
然
記
念
物

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」

地
域
を
定
め
ず
（主
な
生
息
地
北
海
道
）

「
天
然
記
念
物
釧
路
湿
原
」
五
、
〇

一

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

日
本
動
物
学
会
第
十
八
回
大
会
で
、
正

富
宏
之
、
高
橋
良
治
氏

「釧
路
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
自
然
公
園
に
お
い
て
観
察
し
た

抱
卵
例
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
懇
談
会

十
月
七
日
　
　
　
阿
寒
町

十
月
二
十
六
日
　
鶴
居
村

タ
ン
チ
ョ
ウ
剥
製
道
外
で
展
示

十

一
月
二
日
　
　
千
葉
市

十

一
月
十
四
日
　
鳥
取
市

「タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
子
供
の
集
い
」

を
開
催

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

三
〇
〇
羽
確
認

阿
寒
中
学
校
、
ツ
ル
観
察
十
周
年
の
集
い

第
二
回
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
祭

昭和42年11月 ¬8

ど
じ
ょ
う
を
空
輸

愛
知
県
の
片
山
与
四
郎
さん

タ
ン
チ

ョ
ウ
ゾ

″
の

エ
サ
に
ど
じ

よ

う
を
三
年
間
送
り
続
け
て
い
る
愛
知
県

一
の
官
の
片
山
与
四
郎
さ
ん
（五
こ
は
、
・

こ
と
し
も
ま
た
、

二
万
匹
の
ど
し

ょ
う

を
空
輸
、
関
係
者
は
こ
の
遠
く
離
れ
た

片
一
さ
ん
の
書
な
に
感
激
し
て
い
る
一
一　
一

こ
の
ど
し
よ
う
は
、
日
寒
中
学

の
特

設
の
ど
し

よ
う
池
に
入
れ
て
、
越
各
す

る
ツ

ル
の
エ
サ
に
な
る
訳
だ
が
、
阿
寒

町
で
も
、
地
元
で
も
全
国
各
地
か
ら
お

藪璽、「■
７

日
●
■
う

目
ｒ
Ｌ

ｉ
ｒ
■

■
よき

ヽ
ロノ

ｉ
７
●
し握

一　
▲
・

―

・　

Ｔ

●

〓
―

ｉ

■

７
１

Ｉ

‘
一
　

・

阿
寒
中
学
の
生
徒

サ
‘
頼
っ
て
は
、

サ
の

一
握
り
き
ょ
出
運

地
元
民
も
大
い
に
賛
同
、

ず
つ
の
ト
ウ
キ
ビ
が
持
ち
こ
ま
れ
て
お

ま
れ
て

あ
け
て
か
ら
、
全
国
各
地
か
ら
、
書
な

の

エ
サ
が
お
く
り
こ
ま
れ
て
来
る
が
、

阿
寒
町
教
委
で
は
、
そ
ん
な
好
意

に
頼

る
前
に
地
元
で
エ
サ
集
め
を
し
よ
う
と

呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ

る
と

〓
戸
で

一
本
，
二
人
で

一
握

り
の

ト
ウ
キ
ビ
を
き
ょ
出
し
よ
う
と

い
う
む

の
。
　
　
一
　
　
・　

　

　

　

・
■

・
運
動

は
今
月
末
か
ら
進
め
ら
れ
な
が

各
職
城
団
体
や
町
内
会
、
婦
人
会
に
働

き
か
け
て
、
小

ｏ
中
生
徒
が
各
学
校

に

持
ち
寄
る
も
の
。
こ
の
働
き
か
け

に
は

と
う
き
び
を
手
に
、
ツ
ル
を
見
守
る

18

婢
１̈

●

・

．
　

喘
・
〓

・

ヽ
●
・
　
ｒ
　
・

●

　

Ｃ

●

１

●

“

．

．　
　
マ

　

一

．

・　
・
　

ヽ
．
　
一
”

「

て

り

翼

・愛菫陶L

・ .ヽ .          .  |‐■‐́   ・   、  ,
_               ■      ■_ ず‐■・

=‐― ‐ ‐' 多・プ
‐
ヽ

町 ぐるみの呼びかけ
町

―

▲
員
輻島
虚
理
露

・
撼

ツ

ル

の
好

物

一ど

つヽ

「

鷹

¬

‐
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13 25
昭

和

四

十

三

年

度

丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
ヒ
ナ
誕
生

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
状
況
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
に
成
功

「ク
ン
」
、
「
シ
ン
」
、
「
ロ
ン
」
の
三
羽
成
育

下
雪
裡
鳥
獣
保
護
区
四

。
一
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
指
定

丹
頂
鶴
自
然
公
園
十
周
年
を
迎
え
る

釧
路
タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
保
護
セ
ン

タ
ー
完
成

―

総
面
積
　
七
四

。
二
平

方
メ
ー
ト
ル

タ
ン
チ
ョ
ウ
撃
た
れ
る

浜
中
町
藻
散
布
に
お
い
て
タ
ン
チ
ョ

ウ

一
羽
銃
撃
さ
れ
る

阿
寒
で
ツ
ル
の
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
池
造
成

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七

一
羽
確
認

リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
ア
ジ
ア
編

集
局
長

阿
寒
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ
を
取
材
訪
問

（
一
月
号
に
登
載
さ
れ
る
）

西
ド
イ
ツ
鶴
学
者

ヘ
ン
リ
ー

ｏ
マ
コ
ー

ス
キ
氏
来
釧

お
め
で
た
が
二
つ
も

釧
路
の
丹
頂
鶴
自
然
へ
国

制
路
市
●
ヶ

丘
の

市
立

丹
頂

●
自

然
公
日
で
、
最
近

″
お
め
で
た
，
ガ
二

み
ん
な
幼
い
合
に
終

わ

っ

て

し
ま

っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
か
ら
、

橋
さ
ん
は
昨
年
秋
、
上
野
詢
物
園

ヘ

日
、

ま
こ
の
ふ
化
、

饉
生
。ヽ
も
う
ひ
と
つ
は
、
長
い
間

え
方
な
ど
管
理
の
勉
強
を
し
た
り
、

身
″
を
通
し
て
き
た
タ

ロ
君
（
十
一

で
も
今
年
度
は
百
五
十
万
円
か
け
て
、

ふ
化
、
青
す
う
設
備
を
ま
え
る
こ
と
に

が
野
生
の

″
才
媛

（
さ
い
え
ん
）
″
と

結
増
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。

な
っ
た
。
工
事
は
五
月
上
旬
か
ら
取
り
．

か
か
る
が
、
高
機
さ
ん
は

「
設
備
が
発
．

と

マ
ロ
の
〓
夫
婦
を
う
ら
や
ま
し
そ
う

に
な
が
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
、
三

年
前
か
ら
ヽ
野
生
の
ツ
ル
嬢

（
八
魚
ぐ

ら
い
と
推
定
）
が
タ
ロ
君
に
思
い
を
寄

せ
る
よ
う
に
な
り
、
高
綺
さ
ん
は
「
タ

ロ
の
結
婚
も
近
―′、
で
し
ょ
う
」
と
期
待

し
て
い
た
。
し
か
し
、
昨
年
秋
か
ら
ツ

ル
菫
の
肪
間
が
ば
っ
た
り
途
籠
え
た
。

憂
情
が
実
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
再
ひ

と
り
残
さ
れ
た
タ
ロ
君
に
、
こ
と
し
に

な
っ
て
か
ら
、
ま
た
別
の
野
生
の
ツ
ル

颯
が
訪
れ
は
じ
め
た
。
高
機
さ
ん
の
観

察
で
は
こ
歳
ぐ
ら
い
と
い
う
ｏ
タ
ロ
君

も
若
い
お
攘
さ
ん
に
は
友
”
以
上
の
も

の
を
感
じ
た
ら
し
く
、
二
か
月
あ
ま
り

と
、
夜
も
學
も
寝
ず
の
増
前
交
際
が
終
わ

っ
て
き
る
十
八
日

つ
重
な

っ
た
。
ひ
と
つ
は
こ
る
一

を
ふ
化
し
た
が
、

二
十
五
日
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
は
同

公
目
内
の
ラ
イ

（
オ

ス
）

構
良
治
さ
ん
（二
し
は
、
か
ね
て
か
ら
抱

卵
を
知
づ
て
い
た
の
で
注
意
し
て
い
た

が
、
こ

の
日
の

朝
綸
じ

に
い
っ

て
み

て
、
か
ら
を
破

っ
て
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち

ゃ
ん
を
み
つ
け
、
さ

っ
そ
く
手

製
の
保
青
彗
に
移
し
て
育
て
で
い
る
。

昨
年
番
は
回
公
園
で
，
七
羽
の
ヒ
ナ

威
す
る
ま
で
何
こ
か
、

に
飼
育
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
話
菫
、
タ
ロ
君
の
適

口
は
さ
る
十
八
日
荀
な
わ
れ
た
。
タ

ロ

君
は
長
い
や
も
め
事
ら
し
。
ツ
ル
の
世

界
で
も
、
独
身
者
は
片
身
が
狭
い
ら
し

く
、
タ
ロ
君
は
い
つ
も
公
園
に
張
り
り

ぐ
ら
し
た
金
調
の
す
み
に
し
ょ
ん
ぼ
Ｄ

ラ
´，
一チ
ャ
オ
、ヽ
ジ
ロ

元気で保■器の中を飛び回るツルの赤ちやん

い
る
。

タ
ロ
君
夫
婦
は

タ
ェン・も
．ヴ

Ｆ
Ｉ
人
目
に
つ
く
所
で
も
営
巣

い
ま
人
を
懲

つ
客

い
釧
路
墟
５

ヨ
シ
の
か
け

て
営
業

に
は
い

っ
て
い
る

が
、
こ
と
し
は
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
で

も
営
巣
し

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
、
ツ

ル
の
繁
殖
が
こ
こ
数
年
、
予
想
以
上
に

よ
く
な

っ
て
い
る
証
拠
と
関
係
者
を
喜

は
せ
て

い
る
。
、

タ
ン
チ
「
ウ
は
国
の
特
別
天
然
記
念

物

。
ま
た
営
奥
地
と
な

っ
て
い
る
釧
路

湿
原
の
う
ち
、
道
道
鶴
居
！
弟
子
日
線

と
道
道
釧
路
―
標
茶
線
の
間
に
横
た
わ

る
地
域
中
五
十
三
十
九
珍
も
昨
年
天
然

記

念
物

に
指
定
さ
れ
保
護
を
受
け
て
い

る
。
ツ
ル
の
飛
来
地
の
阿
寒
町
、
鶴
居

村
の
住
民
の
曖
か

い
保
凛
も
あ

っ
て
、

タ
ン
チ

ョ
ウ
は
年
々
増
殖

、
営
業
地
域

も
広
囀
田
と
な

っ
て
き
て
い
た
が
、
人

目
に
つ
く
ま
で
に
は
な

っ
て

い
な
か

っ

た
。と

こ
ろ
が
十
五
日
、
釧
路
教
育
局
が

道
道
鶴
居
―
弟
子
屈
線
沿
い
に
保
罐
指

定
営
業
地
付
近

を
調
査
し
た
と
一Ｓ
つ
、

口
居
村
温
根
内
か
ら
釧
路
寄
り

一
計
地

点
の
湿
原

奥
約

一
計
、
幌
呂
川

岸
近
く

て
営
栗
中
の

つ
が
い
の
タ
ン
チ

ョ
ウ

を

発
見
し
た
。
さ
ら
に
道
立
さ
り

ｏ
ま
す

ふ
化
場
か
ら
約
五
百
ン
釧
籍
市
衝
寄
り

の
道
道
と
新
釧
路
川
堤
防
の
間
の
湿
熱

て
、

エ
サ
を
つ
い
は
む
成
鳥

一
羽
を
発

見
。
日
毛
が
黒
ず
ん
て
い
る
と
こ
ろ
か
一

ら
抱
卵
を
始
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か

Ｆ

た

。
こ
の

一
羽
ツ
ル
は
、
や
は
り
幌
出

．

川
近
く
に
営
巣
し
て
い
る
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

タ
ン
チ

ョ
ウ
の
営
巣
は
そ
れ
ぞ
れ
テ

リ
ト
リ
ー

（
額
域

）
を
持

ち
、
そ
の
噸

囲
は
地
形
に
よ
り
興
な
る
が
、
湿
原
平

地
部
で
は
直
径

四

ｏ．
に

及
ぶ
と

い

わ

れ
、
三
万
お
の
広
い
湿
原
の
な
か
で
も

営
巣
条
件
が
整

っ
た
場
所
と
い
う

と
制

限
が
あ
る
。
こ
の
た
め
人
目
に
つ
く
所

で
も
適
地

で
あ
れ
ば
営
巣
す

る
よ
う

に

な

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
ツ
ル

が
増
殖
し
て
い
る
と
釧
路
教
育
局
て
は

み
て
い
る
。

新 ●1略川堤防近 くの湿 疎 てエサ をつ いはむ タ ンチ ョウ
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50年 の歩み

2  2     1

16  1     31 23 20

12 11     11     10     9

5  26    14     6     28

４

ｏ

ｌ６

昭

和

四

十

四

年

度

教
科
書
に

「
ツ
ル
日
記
」
掲
載
さ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
中
央
放
送
局
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
記
録
映
画
撮
影

（～
五
月
十
九
日
）

塘
路
湖
及
び
達
古
武
近
辺

釧
路
教
育
局
、
三
年
間
の
営
巣
調
査
結

果
を
発
表

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
電
線
事
故
対
策
、
北
電

と
協
議

野
性
生
物
保
護
基
金
よ
り
愛
護
会
に
分

配
金
丹
頂
鶴
音
頭
、
ソ
ノ
シ
ー
ト
発
注

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二

一
二
羽
確
認

（阿
寒
町

一
三
九
羽
）

釧
路
の
陸
上
自
衛
隊

一
曽
会

（会
長
、

川
向
源
太
郎
氏
、
会
員
二
十
七
名
）
、
阿

寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
に
図
書
券
贈
呈

町
給
餌
人
懇
談
会

愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
ポ
ス
タ
ー

版
画
の
作
品
募
集
小
中
学
生
に

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
撮
影
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
懇
談
会

中
学
校
で
使
用
す
る
教
育
出
版
社
版
、
国
語
教
科

書
に
阿
寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

「
ツ
ル
日
記
」
の

一

部
登
載
さ
れ
る
。

―

‐
タ
ン
チ

ョ
ウ
営
巣
状
況
調
査
結
果
―

‐

一
、
定
住
地
と
断
定
で
き
る
営
巣
、
生
息
地

釧
路
市
大
楽
毛
の
自
糠
境
界
線
、
北
斗
長
沼
、
山
花
三

か
月
沼

釧
路
村
釧
路
湿
原
の
市

寄
り
、
達
古
武

沼
鶴
居
村
オ
ン
ネ
ナ
イ
川

付
近
、
久
著
呂

川
、
雪
裡
川
の

人
三
流
占
、̈　
壼
ヨ
裡
」

川
上
流
、
宮
島

周
辺
、
キ
ラ

コ

タ
ン
付
近
、

ツ

ル
ハ
シ
ナ
イ
川

下
久
著
呂
渡
辺

川

、
　
コ

ッ

タ

ロ

川
、
ヌ

マ
オ
ロ

川
上
流

標
茶
町
糖
路
湖
中
島
、
二
本
松
橋
、
糖
路
湖
阿
歴
内
寄

り
、
茅
沼
、
下
チ
ャ
ン
ベ
ツ

阿
寒
町
　
　
　
仁
々
志
別
川

厚
岸
町
　
　
　
糸
魚
沢
、
東
梅
川

浜
中
町
　
　
　
琵
琶
瀬
湿
原
、
藻
散
布
沼

二
、
今
後
の
調
査
方
法

湿
原
内
か
ら
の
調
査
不
可
能
の
た
め
山
づ
た

い
に
実
施
し
た
が
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
た

め
空
中
か
ら
の
調
査
を
計
画
す
る
。

【
八
王
子
】

日
本
の
鳥
の
中
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
ほ
と
人
気
の
あ
る
も
の
は
な
い
。
世
雰
の
動
物
■

か
ら

『
日
本
の
天
然
ｅ
拿
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
Ｐ
Ｏ

」
と
い
う
■
●
が
書
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
・０
て
の
は

ず
、
金
世
界
の
“
物
口
を
合
わ
せ
て
も
、
わ
す
か
二
十
』
物
■
に
三
、
四
十
羽
し
か
い
な
い
。
わ
が
口
で

も
多
●
動
物
公
日

（
東
京
３
日
●
市
）
と
千
密

働
物
口
に
七
羽
い
る
だ
け
。
嗜

一
の
堅
殖
地

・
枷
』
凛
野

に
は
的
三
百
羽
撃
彙
嗜
さ
れ
て
い
る
が
、
い

っ
こ
う
に
薇
は
ふ
え
ず
、
滅
び
ゆ
く
こ
の
名
ハ
の
像

日
、
冑

曖
は
目
瞭
鳥
【
学
界
の
患
口
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
多
●
動
物
公
■
で
は
、
保
口
体
制
強
化
の

一
目
と
し

て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
口
凛
菫
螢
セ
ン
タ
ー
の
増
た
を
受
け
る
こ
と
を
決
め
、近
く
口
濠
自
然
保
ヨ
会
■
＾
本

部

・
ス
イ
ス
）
ヽ
中
口
す
る
。

【
〓
”
は
日
本
の

も
層

・
タ
ン
チ

ョ
ウ
】

国
際
登
録
セ
ン
タ
ー
指
定

悲
願
こ
め
、近
く
申
請

費
●
セ
ン
タ
ー
の
役
い
は
、
全
置
界

一　
こ
の
血
“
●
壼
”
の
シ
ス
テ
ム
は
オ

一
世
界
中
に
い
る
そ
の
動
物
の
”
患
を
つ

一

の
働
物
日
、
研
究
所
な
と
で
”
わ
れ
て

丁
フ
ン
ウ
ー
タ

ン
、
シ
ロ
オ
リ
ッ
ク
ス

一
か
ん
で
い
う
ｏ
目
腋
鳥
ｎ
学
界
で
も
、

一

い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
“
綺
薔
が
作
鵬
、

一
（
カ
モ
シ
カ
の

一
菫
）
チ
ン
バ
ン
ジ
ー

一
タ
ン
チ
ョ
ク
の
■
”
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ

一

保
存
し
、
日
●
自
墨
曇
鮨
〓
二
Ｆ

●ヽ
●

一
な
″
肇
々
減

っ
て
い
く
珍
球
に
も
繰
用

一
―
卜
さ
せ
よ
と
の
声
が
強
く
、
多
●
が

一

す
る
こ
と
。
血
崚
●
に
は
名
前
、
性

一
さ
れ
、
暉
饉
、
”
崚
の
彙
ロ
セ
贅
卜
に

一
名
彙
り
を
あ
け
た
わ
け
ｏ　
　
　
　
　
　
一

別
、
名
母
、
●．
一
年
月
日
、
住
菫
、
”

一
な
っ
て
い
る
。
た
と
Ｉ
ｓ
ヽ
オ
ラ
ン
ゥ
ー

一　
と
））
っ
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
わ
が
●

一

も
を

露

と

で

。
合

そ
あ

一
多

ヽ

ア
メ
劣

・
ジ
ョ
ー
ジ
石

一
〓

か
ら

寝

さ
れ
て
完

ｊ

生

あ

Ｆ

Ｆ

で
な

。
定

面

上

の
キ

ー

ス
研
多

、
シ
ロ
す

ツ
百

掟

■

用

震

援

〓

辱

一

目
含

■

行
？

″―

な
倉

程

に
■

ク
ス
妻

″リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
２

υン
ニ

ダ

う

ン
を

，
れ
、
そ
ヤ
是

生

澤
、
中
毒
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一
エ
ゴ
●
物
目
が
セ
ン
タ
ー
に
な
り
、
一
に
富
中
ヽ
麒
↓
す
る
●
合
に
晨
っ
た
と
一

い
う
。
そ
の
こ
う
は
こ
戸
に
も
Ｒ
稟
し

た
。
だ
が
、
明
治
時
代
菫
令
が
と
か
れ

う
■

一〓
詈
れ
て
た
０
重

僣
ば
寸

“
に
な
っ
た
。
さ
止
八
年
、
憫
鮨
麒
野

に
「
二
百
羽
が
，
生
し
て
い
る
の
が
発

見
さ
れ
、
凛
事
を
受
け
う
よ
う
に
な

っ

考

も
と
も
と
彗
”
ホ
が
●
く
、
年

一
回

〓
口
の
力
し
か
生
拿
な
い
。
そ
の
う
ち

，
つ
の
は
せ
い
ぜ
い

一
羽
。
さ
ら
に
出

「
と
都
市
化
が
た
た

っ
て

″滅
υ
ゆ
く

タ
ン
チ
ョ
ウ
″
の
レ
ツ
テ
ル
を
は
ら
れ

た
。
コ
ン
ド
ン
働
勒
■
発
行
の
籠
崚
の

あ
る
動

物
年
●
に

ヽ

「
日

本
に
二

百

羽

。
シ
ベ
リ
ア
の
潮
に
・奎

二
、
四
百
羽

い
る
う
し
い
」
と
あ
る
。
案
口
的
に
は

日
本
が
唯

一
の
供
綸
地
。

「
赤
い
ペ
レ

・
―
を
か

ぶ

っ
た
美

し
い
タ

ン
チ

ョ
ウ

を
」
と
世
界
各
地
か
ら
声
が
か
か
る
。

も
ち
ろ
ん
口
際
肇
臓
が
保
口
、
「
威

の
ナ
ベ
て
で
は
な
い
。
い
ま
多
摯
動
物

公
“
で
は
、
口
●
の
ア
ネ

ハ
ツ
ル
、
オ

オ
ツ
ル
の

人
ェ
颯

殖
を

研
究
し

て
い

る
。
成
功
す
れ
ば
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヽ
手
が

け
る
と
い
う
。

‘
“
●
「
公
●
●
■
撃
●
”
冑
●
姜

の
“

「
北
海
遺
に
も
重

〓

〓

かの
手

が

伸
υ
れ
ば
こ
こ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
あ
ぶ

な
い
。
そ
う
す
れ
ば
は
ん
と
う
に
世
絆

多摩動物公
園が名乗り

か
ら
瀬
ひ
て
し
ま
う
。
０
い
で
対
策
０

ベ
ル
リ
ン
、
シ

カ
ゴ
、
サ
ン
シ

エ
ゴ
の
口
物
日
に
も
い

る
が
、

一
、
二
羽
こ
“
く
。
う
ち
で
人

工
攀
”
に
歳
功
し
た
ら
薇
饉
カ
ー
ド
を

う

と
に
各
地
の
口
を
”
■
す
る
。
赤
い

ペ

レ
ー
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
日
本
の
象

●
と
し
て
世
界
で
人
気
が
あ
る
の
で
す

か
ら
五
ご
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昭

和

四

十

五

年

度

5    5    5  4

1  11

8     8     6Ｑ
）

・

ｏ
ё

１２

・

３ 15 315

阿
寒
中
学
校
、
吉
川
英
治
賞
受
賞

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
調
査

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
初
調
査

下
雪
裡
小
学
校
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
日
本
の
自

然
」
で
紹
介
さ
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
遅
れ
る

遅
い
融
雪
、
湿
原
水
び
た
し

釧
路
タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
セ
ン
タ
ー

で
人
工
ふ
化
に
成
功
、
五
月
三
十

一
日
、

六
月
二
日
、
六
月
七
日
各

一
個
ふ
化

タ
ン
チ
ョ
ウ
ヒ
ナ
鶴
居
村
道
路
上
で
保

護
、
鶴
公
園
で
飼
育

釧
路
タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
飼
育
セ
ン
タ
ー

の
保
護
柵
拡
張
工
事
開
始

阿
寒
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
放
送
「
ツ

ル
と
共
に
」
に
出
演

人
工
ふ
化
タ
ン
チ
ョ
ウ
百
日
を
迎
え
る

阿
寒
で
ク
ロ
鶴
発
見

（タ
ン
チ
ョ
ウ
に
渡
り
鳥
説
？
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
七
九
羽
確
認
、
弟
子
屈
町
を
除
く
九

市
町
村
協
力
小
中
学
生
二
五
二
四
人

|吉
川
英
治
賞
は
、
わ
が
国
の
国
民
文
学
作
家
と
し

て
親
し
ま
れ
た
吉
川
英
治
氏
の
偉
業
を
記
念
し
て
設

け
ら
れ
た
賞
で
、
日
本
文
化
の
向
上
に
尽
く
し
、
た

た
え
ら
れ
る
べ
き
業
績
を
あ
げ
な
が
ら
も
報
い
ら
れ

る
こ
と
の
少
な
い
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
。

阿
寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
代
々
の
教
師
と
生

徒
が

一
致
協
力
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
続

け
、
教
育
面
に
良

い
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
受
賞
さ
れ
た
。

賞

沢

阿
泉
ヤ
学
薇
八

木
合
は
進
オ
委
員
会
の堆
ス
に

よ
り
番
薇
の
先
生
二
掟
●ヾ
一女

．

・協
ヵ
ｌ
丹
頂
鳩
の警
殖
お
よ
〆
　
状

休
■
活
動
与
ぐ
れ
た
茂
来
讐

ぁ
げ
て
、ヽる
業
績
〓
頭
彰
―
マ
　
貧

第
潟́
〕者
川
瑛
治
壼
（〓
贈
，
１
，

●
キ
エ

〓
す

ロ
月

十

一
日

贅

第4回吉川

あすから営巣調査

製育鷺環境など明らかに

初
め
て

ヘ
リ
飛
ば
し

“Ｌ
一
Ｆ
一謝
プロ
一霧
■
一
一

タ
ンチ
●多
ι
夕
者

本
て
，
ら
宅
勇
，

、
望
、
■

●
１
ゝ
，
〓ヽ
■

詈
て
三
，
Ｓ
、
と
ん
な
，
モ
駐
い
〓

１
■
３
ｔ
ミ
〓
●
発
生
い
↑
多
〓
早

こ
あ
姜
が

〓
，
．騒
殿
０
、書
て

，
２
，
■
３
量
つ
く
って

人
菫

‘

ス
Ａ

Ｒ

よ

う

生

い
う
，

２

菫
‘

資

じ

い
う

ヨ

ξ

５

●
〓

あ
ら

三

雷

〓

〓

れ
て
も

ヽ
３

２

，

ｏ
ｌ

２

，

，て
お
，

二

〓

●
百

二

３

●

そ

？

１

の
１

１

〓

Ｃ
〓

２

■

―

二
“
‘

●

ま

づ
け
３

霊

モ

い
る
■
贅

あ
ま

二

〓

出
奮

●
ｋ

な
い
、
と
い
ユ

名ヽ

〓

ぶ

こ

な
ふ

颯

三

〓

ま

Ｂ

ｏ
・

ョ

●
ヽ
そ

３

●
妥

『巌

一
■
ヽ

■
■
霞

夕
〓

キ
ｇ

ほ
え

と
ア
ン
ｔ

ｉ

３

とヽ

一〓

●
て
い
●

〓

の
議

滑

、

騨

が
な

〓

く

量

を

っ
三

薔

，彎
へ
２

６

に
、
層

ヨ

と́
あ

●
霞

芋

二

を
目

一巌

，
３
と
し
て
，

あ

１

に

Ｌ

■
１

、
０
こ
″
饉
お

二
，

‘

―

晨

要

の
意

つ
く

自

■
〓

督

，

導
・ロ

ニ

い書

き
し
て
い
０

「ジ
粥
野
一輔
銚
一

● 21← ― ―― ―
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昭

和

四

十

六

年

度

タ
ン
チ
ョ
ウ
電
線
事
故
現
地
調
査

道
教
委
山
田
文
明
文
化
財
専
門
員
、

阿
寒
町
鶴
居
村
等
現
地
視
察

北
海
道
電
力
道
東
支
店
、
送
電
線
に
タ

ン
チ
ョ
ウ
用
標
識
装
着

阿
寒
ツ
ル
観
察
休
憩
所
完
成

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
四
七
羽
確
認

協
力
学
校
数
四
十
八
小
中
学
校

二
七
九
五
人

鶴
居
村
に
ク

ロ
ヅ

ル
飛
来

山
崎
定
次
郎
氏
、
釧
路
管
内
教
育
功
績

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

クカ
メ
ラ
公
害
″
か
ら
保
護

阿寒
ツ
ル
観
察
休
憩
所
完
成

タ
ン
チ
、
ウ
を

′
カ
メ
ラ
公
警
か
ら

に
ふ
る
た
す
に
、
な

っ
く
り
観
察
出
来

守
ろ
う
″
―
と

ン
ル
の
里

・
隋
寒
町
に

る
。

「
´
ン
チ

ョ
ク
ノ
ル
観
察
休
零
所
』
が
　
こ

」と
し
は
九
月
■
毎
か
ら
タ
ン
チ

〓

お
百
見

え
し
た

。
日
町
上
回

寒
の
農

ク
は
人
里
に
姿
を
見
せ
は
じ
め
、
四
自

業
、
山
埼
定
次
郎
ど
ん
公
じ
宅
裏
の
ン

行
な
わ
れ
た
〓
ネ
調
査
で
は
山
端
さ
ん

ル
兼
来
牽
、
こ
の
ほ
ど
訂
象
委
渉
〓
て

の
論
し

（一ル
）
場
て
は
二
十
六
羽
が
確

た
も
の
で
、
一
）
れ
て
ン
ル
は
■
レ
宇
せ

認
さ
れ
て
い
る
。
山
輌
さ
ん
は
も
う
何

ツ
ル
が
集
ま

っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、

・ツ
ル
の
見

物
客
が

ら
一日
の
よ

う
に
訪

一

れ
、
と
き
に
は
ツ
ル
よ
り
見
物
人
の
方

一

が
多
い
こ
と
が
あ
る
Ｌ
と
。
最
近
は
見
ニ

る
だ
け
て
は
な
く

優́
難
（
姿
態
を
力

一

メ
ラ
に
″
と
い
う
プ
ロ
や
ア
マ
の
カ
メ

一

，
マ
ン
が
道
内
は
も
ち
一つ
″
、
六
州
各

え
る
。
こ
て
の
た
め
、
ン
ル
は
恐
れ
て
人

里
近
く
に
寄

っ
て
こ
な
く
な
る
一
い
と
も

考
え
ら

れ
る
。
山

嬌
さ
ん

は
昨
年
ま

で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
た
め
に
ヨ
ン
ズ
藪

り
の
サ
ク
を
蒻
＾
っ
て

一
こ
こ
か
ら
は
い

一
ら
な
い
て
」
と
さ
な
し
て
来
た
が
、
こ

一
れ
か
ら
は

そ
ん
な

心
配
も
な

く
な

っ

一
た
。

一　

観
察
講
は
プ
レ

ハ
ブ
毬
て
十
平
方
万

一
の

が
さ
な
苺
て
詢
で
、
工
量
は
十
五

カ

一
日
。
舞
影
が
出
表
る
よ
う
に
前
〓
は
ガ

一
ラ
ス
張
り
て
、
ス
ト
ー
プ
も
偏
え
ら
れ

一
て
い
る
。

る
カ
メ
ラ
マ
ン
や
見
物
人
に
お
び
え
る

こ
と
も
な
く
、
〓
れ
た
人
た
ち
も
黙
さ

１４７
羽
の
生
息
を
確
認

デ
μ
ョ
昨
年
よ
り
３２
羽
減
少

て
ヽ
■
の
，
´
薇
●
ヽ

〓

所
の
だ

層

員
置

ｌ

Ｒ

ェ
ビ
一
・
■
〓
り
ヽ
と
贅
の
だ
ん
だ
ら

，
４
の
０
そ
つ
け
た
。

こ
れ
が
勁
哭
そ
あ
げ
た
０
の
が
、
そ

く

北
ｔ
は
】
然
”
■

勁
輛
〓
‘
の

釧
路
教
育
局
は
七
日
、
先
こ
ろ
道
東

で
い

っ
せ
い
に
行
な
っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

ヅ
ル

（
特
別
天
然
記
念
物
）
の
生
息
、

分
布
状
況
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
釧
路
、
根

奎

、
　
・●

勝
、
網
走
の
四
支
庁
管
内
で
合
わ
せ
て

百
四
十
七
羽
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
数

字
は
昨
年
に
比
べ
三
十
二

羽

も

少

な

く
、
三
十
八
年
の
水
準
ま
で
落
ち
こ
ん

で
い
る
。

こ
と
し
は
電
線
に
引

っ
か
か

っ
て
墜

落
死
す
る
幼
鳥
が
読
出
し
、
調
査
前
か

ら
減
る
の
で
は
な
い
か
と
あ
や
ぶ
ま
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
同
教
育
局
も
こ
れ

は
ど
と
は
思

っ
て
い
な
か

っ
た

だ

け

に
、
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
を

受

け

て

い

る
。こ

と
し
の
特
敏
は
網
走
支
庁
官
内
で

初
め
て
二
羽
の
成
鳥
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
、
各
替
一内
に
敵
ら
は

っ
て
い
た
こ
と

だ
。
道
東
地
方
は
ま
だ
寒
波
の
襲
来
を

受
け
て
お
ら
ず
、
エ
サ
が
比
較
的
豊
富

に
あ
る
釧
路
地
方
に
移

っ
て
来
な
く
て

も
よ
か

っ
た
の
が
原
因
ら
し
い
。

同
教
育
局
は
、
今
後
急
減
し
た
原
因

に
つ
い
て
く
わ
し
い
調
査
を
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
る
。

十
年
も
ン
ル
に

け
に
、
冬
の
間
は
、

こ
こ
こ

一

菫
か
ら
来
て
お
り
、　
一
、
〓
月
に
な
る

と

一
日
に
〓
、
二
十
人
が
カ
メ
ラ
を
轟

ツ
ル
の
、
通
ほ
′
は
．
こ
・
０
に
は
一
■
に
出
来
な
い
¨
一ヽ
に
な
　
て
，
た
．

い
っ
て
か
り
、
ｔ
”
衝
＾
、
‘
一ｔ
り
“
一
こ
の
た
め
夕
お
ユ
ｎ
●
´
ｔ
ｔ
に
屁
力

強

は
秘

馨

¨
謹

つ
準
一
嬌

´
鴻

早

」
剌

け

黒と黄色は危険
送電線54ヵ所に付ける

の
う
っ
た
０
埃
●
ｆ
五
十
二
，
所
に
載

菫
す
０
フ
ｔ
て
、
こ
ｎ
ら
ヽ

め
て
い

れ
ば
奮

ぬ
同
燿
多

Ｌ

色

一，
４
別
唸
カ
メ
●
いつ
の
か
０
２
●
”

な
い
理
と

し
て
、
棒
ユ

を
つ
け

た
場

に
を
わ
せ
ｔ
段
エ
サ
場
の

一
部
貪
吏
を

22●―――
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3    2
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「特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査
」

（四
十
九
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
事
業
）

（翌
年
三
月
十
五
日
）

営
巣
状
況
調
査
、
生
息
状
況
調
査

生
息
環
境
調
査
（昆
虫
、
植
物
、
鳥
獣
、

魚
類
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
ア
メ
リ
カ
貸
出
に
つ
い
て

地
元
意
見
具
申

ア
ー
チ
ボ
ル
ト
氏
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
に

つ
い
て
講
演

送
電
線
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
標
識
管
披
覇

（北
海
道
電
力
道
東
支
店
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

三
二
二
羽
確
認

余
市
町
村
で
実
施

四
十
七
枚
　
三
七
〇
〇
人
協
力

下
雪
裡
小
学
校
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「タ

ン
チ
ョ
ウ
を
守
る
子
供
達
」
で
全
国
に

生
中
継
で
紹
介
さ
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
骨
格
標
本
展
示
許
可

（帯
広
畜
産
大
学
）

外
務
省
海
外
広
報
映
画

「鶴
と
少
年
」

ロ
ケ
開
始

野
生
動
植
物
規
制
国
際
会
議
小
委
員
会
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
規
制
の
対
象
と
す
る
。

給
餌
場
周
辺
で
の
鉄
砲
乱
射
行
為
多
発

釧
路
教
育
局
長
、
関
係
機
関
に
自
粛
に

つ
い
て
要
請
す
る
。

【
”
諮
】
通
象
条
か
番
目
Ｌ
行
な
っ
た
，
型
本
た
こ
念
物

「
´
ン
チ
●
ク
ツ
ル
」
の
生
息
”
壺
路
彙
が
、
八
日

お
こ
よ
っ
た
。
タ
ン
チ
●
ウ
の
生
息
地
刹
一‘
琶
以
が
円
発
の
波
に
”

さ
れ
て
Ｓ
然
が
＾
人
に

電
崚
さ
れ
つ
つ
あ

り
、　
一部
学
イ
た
ち
の
間
な
り
ヽ
ク
ン
チ
，
ワ
モ
減
ぶ
一
●
出
て
い
る
が
、
今
年
は
三
百
・
千
一
勁
と
、
か
つ
て

な
い
ヽ
の
タ
ン
チ
，
ク
が
確
認
さ
れ
た
。

最高の222羽を確認
生息地徐々をこ広がる傾向

ひん死のタンチョウ

愛の看護で命拾い
ことしの事故すでに13件

タ
ン
チ
ロ
ウ
ヅ
ル

ク
ン
チ
，
ヮ
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な

一
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
今
年
に
次

く
、
昨
年
の
確
邸
数
が
少
な
か

っ
た
の

一
く
四
十
四

年
の
磁
認

漱
二
百

十
二
羽

だ
と
思
う
。
凛
薫
は
大
候
、
時
間
、
ン
一
と
比
べ
て
み
る
と
根
室
、
十
”
、
日
走

ル
の
そ
の
日
の
行
動
に
よ
っ
て
左
右
さ

一
方
面

に
広
が

っ
て
い

る
こ
と
一ン

わ
か

れ
る
の
で
、
昨
年
は
あ
ま
り
見
え
な
か

一
り
、
こ
れ
は
、
ツ
ル
が
人
間
に
憬
れ
て

っ
た
が
、
今
年
調
べ
た
ら
や

っ
ば
り
い

一
安
心
し
て
違
原
か
ら
出
て
く
る
輌
向
に

た
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た

一
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
説
明
し

か
ら
澄
●
に
か
く
れ
て
い
る
の
を
入
れ

一
て
ｔ
る
。

る
と
、
今
年
の
調
査
結
果
以
上
に
生
息

一

議
套
結
果
が
■
日
こ
れ
て
い
た
。

調
査
縫
果
は
、
釧
寄
管
内
百
九
十
二

羽

（昨
年
百
二
十
三
羽
）
根
室
管
内
二

十
二
羽

（同
十
八
羽
）
十
時
官
内
六
羽

（同
四

羽
）
絹
走

管
内

二
羽

（
同
二

羽
）
の
合
わ
せ
て
三
百
二
十
二
羽
で
、

昨
年
に
比
べ
七
十
二
羽
も
増
え
、
こ
れ

ま
で
の
数
高
の
状
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
昨
年
ま
で
ツ
ル
が
い
な
か

っ
た
釧

後

富
内
標
茶
前
沼
嗅
地
区
で
〓
羽

、
同

浜
中
町
姉
別
原
野
で
二
羽
が
確
認
さ
五

た
ほ
か
、
通
教
委
が
文
化
庁
と
共
同
で

行
な

っ
た
十

一
月
十
九
日
の
調
査
時
に

は
、
同
管
内
弟
子
屁
け
美
留
和
地
区
、

斎
弟
手
屈
地
区
、
標
茶
町
の
廣
高
裏
、

標
茶
駅
裏
な
ど
で
ン
ル
が
発
見
さ
れ
、

ン
ル
の
生
息
地
区
が
徐
ス
に
広
が
る
傾

向
を
み
せ
て
い
る
。

か
つ
て
な
い
数
の
ツ
ル
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
一、

釧
路
散
畜
長
は

「人
工
絶
し
や
北
に
に
は
輌
し
て
ン
ル

が
電
線
に
衝
突
、
死
亡
す
る
事
故
を
防

く
な
ど
の
保
護
増
観
対
策
を
進
め
て
き

た
贅
果
」
と
い

っ
て
お
り
、
来
年
実
か

ヽ，
人
工
給
し
蒙
の
増
緻
、
電
線
事
故
対

策
な
と
を
進
め
、
ク
ン
チ
●
ク
の
保
護

を
一強
力
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、　
一
日
´
か
ら
二

月
に
か

け
て
成

鳥
、
■
経
別

の
生
忠

調
査

や

″
つ
が

タ
ン
チ

ョ
ク
は
道
ま
委
一が
舞
董
を
始
　
い
″
の
生
忠
調
査
も
実
施
す
る
こ
と
に

め
た
二
十
七
年
に
は
わ
ず
か
三
十
三
羽
　
し
て
い
る
。

し
か
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
　
　
今
回
の
関
す
結
果
に
つ
い
て
道
教
委

保
護
し
よ
う
！
と
、
民
間
人
に
依
頼
し
　
の
山
田
文
化
財
暉
門
委
員
は

「
確
認
数

て
人
工
給
し

（餌
）
を
始
め
た
こ
と
な
　
は
過
去
の
最
高
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
は

ど
か
ら
年
人
数
が
増
え
、
四
十
四
年
に

は
一
百

十
一
瀬
一が
確
一菫
さ
れ
た
が
、
四

十
二
年
に
は
百
七
十
九
羽
に
減

っ
た
。

昨
年
は

百
四
十
七

羽
し
か
確

認
さ
れ

ず
、
一苦
鍾
の
釧
路
湿
原
開
発
か
を冗

で
い
る
た

め
地
元
の

学
者

や
今
年
二

月
、
来
日

し
た
ア

メ
リ
カ

の
ツ
ル
博

士
ジ

ョ
ー

シ

・
Ｗ

・
ア

ー
チ

ボ
ル
ト

氏
（
一し
ら
が

「
こ
の
ま
ま
釧
路
湿
原
の

開
発
が
進
め
ば
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
は
絶
減

す
る
」
と
い

っ
た
意
見
が
出
て
お
り
、

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
事

故
死
が
相
つ
い
て
お
り
、
交
通
事
故
で

け
が
を
し
た
ツ
ル
が
ド
ラ
イ
パ
ー
、
給

し
人
、
鶴
公
園
へ
と
次
々
に
リ
レ
ー
さ

一

れ
ヽ
み
ん
な
の
温
か
い
手
で
生
命
の
灯

を
と
も
し
続
け
て
い
る
。

先
月
二
十
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
阿
寒

町
の
国
道
２
４
０
号
線
で
飛
ん
て
い
た

二
羽
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
う
ち

一
羽
が
低

空
飛
行
の
た
め
、
運
行
中
の
ト

フ
ッ
ク

に
衝
突

し
た
。

「
何

だ
ろ
う
」
と

驚

い
た
運
転
手
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
タ
ン

チ

ョ
ウ
で
内
出
血
が
ひ
と
く
、
か
な
り

の
重
傷
。

「
こ
の
ま
ま
放
置
し
た
ら
死

一

ん
で
し
ま
う
」
と
近
く
の
給
レ
人
、
山

一

崎
定
次
郎
さ
ん
宅
に
運
び
込
ん
だ
。
エ

サ
を
与
え
る
こ
と
に
な
れ
て
い
る
山
崎

さ
ん
も
け
が
の
手
当
て
は
で
き
ず
、
丹

頂
鶴
自
然
公
園
の
高
橋
管
理
人
へ
と
リ

レ
ー
し
た
。

「
ひ
ど
い
け
が
を
し
て
い
る
」
と
高

橋
さ
ん
は
湿
布
な
ど
応
急
手
当
て
に
懸

命
、
連

絡
を
受

け
た
市
の
動

物
園
担

当
、
渡
辺
， ■

″も
か
け
つ
け
手
当
て
し

■
一。
渡
辺
さ
ん
は
獣
医
学
を
専
攻
し
、

東
京

ｏ
多
摩
動
物
園
で
は
タ
ン
チ

ョ
ウ

を
治
療
し
た
こ
と
も
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
．

敏
速
な
愛
の
リ
レ
ー
と
高
橋
さ
ん
の
応

急
処
置
で
そ
の
後
も
手
厚
い
治
療
を
行

一
な
い
、

一
番
危
険
な

″
事
故
三
日
間
″

一
も
無
事
い
乗
切

っ
た
”

こ
れ
ま
で
け
が
を
し
て
元
気
を
取
員

し
た
ケ
ー
ス
は
一
、
二
作
し
か
な
Ｋ
『

高
橋
さ
ん
は

「
何
と
か
し
て
元
気
饉
慰

っ
て
は
し
い
」
とヽ
手
当
て
に
励
ん
こ
い

る
。
年
々
、
開
発
の

″
犠
牲
″
に
な
り

て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
命
を
守
二
電

め
、
す
ぐ
保
護
し
て
届
け
た
ド
ラ
乙
【

―
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力
は
心
温
甕

る
話
。
今
年
に
な

っ
て
タ
ン
チ

ョ
畠
リ

事
故
死
は
二
日
ｒ
阿
寒
川
で
発
見
さ
壼

た
の
を
は
じ
め
す
で
に
十
三
件
。
副
費

て
い
る

タ
ン
チ

ョ
ウ
を
見
つ
け
た
ら
甲

ぐ
頭震
著
に
連
絡
し
て
は
し
い
虚
輌

一
か
け
て
い
る
。

―――――● 23 0-―――――――――一



50年 の歩み

3     1     12
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2

6     6 5

2     29 18
昭

和

四

十

八

年

度

人
工
ふ
化
で
五
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
誕
生

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
状
況
特
別
調
査

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
使
用

（～
六
月
四
日
）

環
境
庁
、
釧
路
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
調

査
会
議

「タ
ン
チ
ョ
ウ
と
釧
路
湿
原
」
リ
ー
フ

レ
ツ
ト
作
製
配
布

（釧
路
教
育
局

・
保

護
会
）

下
雪
裡
小
学
校
、
自
然
保
護
活
動
優
秀

団
体
と
し
て
道
知
事
賞
、
道
教
育
長
賞

を
受
け
る

阿
寒
町
加
地
良
次
氏
、
北
海
道
文
化
財

保
護
功
労
者
表
彰
を
う
け
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
農
作
物
被
害
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二
三
三
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況
調
査

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
着
工

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査
員
会
議

加地 良次 氏
北海道文化財保護

功労者表彰をうける
鶴
は
我
ら
阿
寒
町
民
初
め
生
息
地
の
人
々
の
愛
護

精
神
に
よ
り
増
殖
し
ま
し
た
が
、
ヨ
ン
ズ
原
野
で
な

け
れ
ば
子
育
て
で
き
な
い
。
湿
原
ヨ
ン
ズ
地
に
集
ま

る
故
我
等
の
畑
に
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
給

餌
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
思
う
時
、
こ
の
大
自
然

の
美
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
を
寂
し
く
思
う
。
昭
和

四
十
八
年
頃
の
よ
う
に
水
田
地
に
行
く
と
必
ず
鶴
が

見
え
る
観
光
地
で
あ
り
ま
し
た
。
中
間
に
小
川
が
流

私
の
長
寿
は
鶴
の
お
か
げ

阿
寒
町
給
餌
人

加

地

良

次

れ
、
ヨ
シ
ズ
の
生
え
た
沢
と
凹
地
。
水
田
の
中
に
鯉

を
育
て
る
た
め
の
池
。
田
植
の
六
月
の
初
め
、
夫
婦

鶴
は
大
空
を
飛
ぶ
。
そ
の
姿
は
今
も
な
お
心
に
残
る

私
の
長
寿
も
鶴
の
お
か
げ
と
鶴
を
敬
じ
慕
う
も
の
で

あ
る
。

′

タンチ ョ_ウ の人工ふ化

5番目 元気よく
<<<釧路のツル公園>>>

免が,ウ 書l修 1租燎
¨
卸
諄
】
ン
ル
の
公
国
と
し
て
全
国

に
も
知
ら
れ
る

「，
頂
●
自
然
公
園
一

封
お
う
雷
丘
　
て
、
十
八
日
、
人
エ

ム
化
の
´
ン
チ
●
ク
の
ヒ
′

一
羽
が
誕

一一し
た
。
日
公
国
で
は
、
四
十
三
年
に

，
が
て
●
め
て
ム
・工
化
に
ま
ら
し
た

が
、
△
＋

化^
て
医
た
し
た
ツ
ル
は
全

そ

一最
自
．

同
公
口
に
は
、
夕
二
十
八
羽
の
メ
′

チ
．
フ
ガ
飼
青
さ
れ
て
お
り
、
今
〓
誕

生
し
た
の
は

「
ジ
ｏ
」
と

「
マ
ロ
」
の

間
に
ヽ
ま
れ
た
昴
．
四
月
十
五
日
に
”

一
有
が
たま

れ^
た
が
、
当
焉
、
網
青
フ

ィ
ー
ル
ド
内
が
ヽ
●
け
て
澤
水
集
味
だ

っ
た
た
め
、
”
■
ガ
Ｆ
を
え
く
の
は
無

そ
の
後
、
二
十
二
日
だ
っ
た
十
八
日

朝
、
一
こ

の
う
ち

一
衝
の
数
が
豪
れ
、

中
か
ら
元
翼
な
ヒ
ナ
が
か
え
っ
た
。
■

文
約
十
五
ら
で
、
全
身
が
澪
い
茶
か
っ

う
の
羽

毛́
に
こ
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に

ド
ツ
．
ク

（ヽ
と
の
ニ
サ
を
大
べ
、
α
“

に
●
■
を
読
け
て
お
り

「
丈
一る
‐
一青
っ

て
く
ら
れ
ば
い
い
が
―
」
と
関
係
者
は

ヨ
長
を
翔
行
υ
て
い
る
。

壺
こ
キ
「
ｆ
・
ア
・″
，
朝
一）

人
工
ａ
一肇
て
ン
ク

現

Ｐ

，

24

ハ
炉
Ｌ

‘

●

Ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
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昭

和

四

十

九

年

度

10

5

17

６
）

ｏ

∩
∠

10 8 7

30 15 13

11

9

１２

・

５

2 1Ｑ
υ

ｏ

■
■ 13   24 218

山
火
事
で
厚
岸
、
標
茶
の
営
巣
地
二
ヶ

所
消
失

文
化
庁
企
画
テ
レ
ビ
番
組

「美
を
も
と

め
て
」
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
放
映
さ
れ
る
。

財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
か
ら
、

給
餌
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
く
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
踊
り
指
導
者
講
習
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査

（～
十
七
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド

（参
加
四
〇
〇
名
）

鶴
居
村
下
雪
裡
小
学
校
廃
校
と
な
る
。

下
雪
裡
小
学
校
閉
校
記
念
全
校
文
集

「鶴

っ
子
」
発
行

両
陛
下
主
催
園
遊
会
に
阿
寒
町
山
崎
定

次
郎
氏
招
待
さ
れ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業
、
増
殖
セ

ン
タ
ー
完
成
後
、
環
境
庁

へ
移
管
に
つ

い
て
文
化
庁
と
合
意

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

二
五
三
羽
確
認

八
市
町
村
六
十
六
小
中
学
校

一
九
〇
九
人
参
加

岡
山
県
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
依
頼
く
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調
査
で
二
六
二
羽
生
息

確
認
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
記
念
切
手

（二
十
円
）

全
国
に
四
千
万
枚
発
売

林
田
恒
夫
氏
、
釧
路
管
内
教
育
実
践
奨

励
賞
受
け
る
。

全
国
子
供
の
自
然
と
小
鳥
と
鶴
会
議
、

阿
寒
町
で
開
催
さ
れ
る
。

農
作
物
食
い
放
題

農
家
「馬
の
エ
サ
ど
う
し
よ
う
」

，
ク
が
，
べ
た
の
だ
か
ら
」
″
百
を
つ

ぶ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
蕪
町
■
舌
辛

一
九
線
０

商
織
Ｆ
罰
．さ
ん
０
）́
宅
の
技
薔
は
ひ
／

い
。
●
十
年
の
、
ウ
モ
ロ
，
シ
を
刈

っ

工
Ｔ
″
ｒ
ａ
い
た
と
こ
々

壼

χ

″

が
食
べ
ら
季

しヽ
ま
っ
た
。
さ

に
雇

し
て
組
え
て
い
た
，
ン
ト
コ
ー
ン
も
お

督
に
凛
っ
て
い
る
。
”
年
、
教
督
”
ヽ

スメ
委

今
年
業

来
層
撮

り
人
お

０
ア
定
だ
っ
た
が
、
■
贅
ん
が
体
の
一

，
■
て
し
、
濠
Ｘ̈
（れ
が
燿
れ
た
ト

め
， ヽ

―

高
●
さ
ん
多
に
は
爵
が
一
頭
お
り
、

こ
の
“”
科
に
ト
ヮ
モ
ロ
コ
ン
や
デ
ン
ヽ

コ
ー
ン
を
作
っ
た
０
の
で
「
こ
れ
か
ら

と
う
レ
よ
う
」
と
芳
ら
さ
れ
た
畑
を
ヽ

が
め
な
が
ら
困
り
０
っ
て
い
る
。

タ
ン
チ
一
ウ
は
保
〓嬌
ｐ
行
贅
菫
Ｅ
ヽ

年
火
増
え
て
今
年
二
月
の
調
査
て
は
●

九
十
二
羽
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
ヽ

今
年
、
タ
ン
チ
●
ク
の
栞
来
は
例
年
　
し
、
増
加
す
る
に
つ
れ
て
晨
作
”
の
露

に
比
べ
ｆ
卓
い
が
、
最
も
多
く
姿
力
〓見
　
苦
ガ
ロ
立
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
こ
ハ

え

い
る
阿
黎
衡

穣

三
斉

薔

た
め
彗

”
霞

「
こ
の
辺
遺

套

十

の
晨
雲
て

「
ト
ウ
モ
●
コ
ン
や
テ
ン
ト
　
な
ト
ゥ
モ
ロ
コ
ン
麺
力
本

る̈
と
が
、
え

コ
ー
ン
を
食
べ
ら
れ
た
」

「
一
カ
所
に
　
害
農
蒙
に
”
慎
す
る
な
ど
、
象
本
的
か

集
め
て
薔
曇
し
て
い
た
小
更
が
食
い
歌
　
対
策
を
立
て
る
べ
き
た
」
と
メ
え
て
い

う
●
れ
た
」
な
ど
の
雄
０
と
う
け
て
い
　
る
。

S41～ 49年

タンチョウー斉調査

阿寒町内の確認数

【
輌
寒
】
特
別
天
然
“
念
力

「
タ
ン
チ
，
ウ
」
が
今
年
も
到
鮨
せ
内
何
寒
町
や
贅
着
ヽ
な
ど
に
大
手
で
楔
，
ど
カ
ヤ
、
彙
摯
な
彙
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
数

が
増
す
に
つ
れ
て
慶
作
物
の
技
薔
が
日
立
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

「
ツ
ル
の
こ
と
た
の
で
少
人
の
こ
と
は
が
ま
ん
す
る
が
、
あ
ま
り
０
こ
く
な
る
と
と
つ
０
・

‐
」
と
晨
蒸
の
人
は
鉄
い
表
情
．
地
一万
て
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
俣
銀
の
横
達
が
高
ま

っ
て
い
る
時
だ
け
に

「日
で
も
な
ん
う
か
の
対
策
を
」
―
と
い
う
声
●
出
て

い
る
。

キンチ●ウのためすっかり食い荒らされたトウモロコシ畑

寒阿

年度 全 体 阿寒町

41 17011 8711

42 200,オ 111羽

43 171羽 8911

44 21211 13911

45 179羽 891,

46 147羽 56羽

47 222羽 87羽

48 233羽 87羽

49 253羽 7911

昭和49年11月 16日

―――――● 25

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
塔

同
社
近
く
国
道
沿
い
に
建
て
る
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50年 の歩み

昭

和

五

十

年

度

4 49  8     6     512    11

6

3  1

31 22     20  6      6  24 ｒ
Ｏ30 9  14 29 26

丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
二
羽
人
工
ふ
化

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
調

査
報
告
書
刊
行

（道
教
委
）

岡
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
総
合
打
ち
合
わ
せ
会

タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
現
況
調
査

航
空
機
四
機
に
よ
る
空
中
調
査

北
海
道
電
力
、
丹
頂
鶴
の
電
線
衝
突
事

故
防
止
対
策
を
た
て
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
作
物
被
害
出
る

「野
性
の
エ
ル
ザ
」
ジ
ョ
イ

・
ア
ダ
ム

ソ
ン
女
史
、
鶴
公
園
訪
問

阿
寒
町
、
無
法
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
の
注
意

看
板
設
置

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

一
九
四
羽
確
認
、
全
市
町
村
で
実
施

六
十
五
小
中
学
校
　
二
〇

一
四
人
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況
調
査

第
二
回
全
国
子
供
の
自
然
と
小
鳥
と
鶴

会
議
、
阿
寒
町
で
開
催

石
狩
町
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
羽
飛
来

無
法
カ
メ
ラ
マ
ン
対
策
会
議
開
催

（阿
寒
町
）

農
作
物
被
害
状
況
調
査

釧
路
叢
書
「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
釧
路
」
刊
行

――-026●

―

‐
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
の
春

―
―

今
春
第

一
号
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ヒ
ナ
ニ
羽
が
人
工

ふ
化
で
誕
生
。
四
十
三
年
に
人
工
ふ
化
に
成
功
し
て

以
来
、
こ
れ
で
十
二
羽
目
の
誕
生
と
な
る
。

岡
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
釧
路
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
番
形
成

準
備豪
雨
に
よ
る
釧
路
湿
原
異
常
冠
水
の
た
め
、
営
巣

状
況
を
調
査
、

一
四
五
羽
生
息
、
抱
卵
中
十
八
個
所

調
印
者
―
釧
路
市
長
山
口
哲
夫
、
岡
山
県
知
事
長

野
士
郎
、
立
会
人
―
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
、

気
境
公
男

昭
和
四
十
六
年
度
以
来
整
備
個
数
　
三
十
個
所

釧
路
市
農
業
協
同
組
合
長
よ
り
被
害
届

給
餌
場
を
中
心
に
飛
来
数
調
査
を
行
い
二
三
四
羽

確
認石

狩
川
沿

い
に
亜
成
鳥

一
羽
飛
来

道
教
委
山
本
慎

一
文
化
課
長
補
佐
、
土
田
文
化
財

係
長
来
釧
し
、
被
害
者
と
協
議

【莉
終
】

「
野
生
の
エ
ル
ツ
一
な
と
の
著
さ
て
知
ら
れ
る
動
物
作
家
の
シ
，
イ

・
ア
ダ
ム
ノ
ン
０，
ん
余
し
か

〓
千
日
、
空
時
引
棗
入
り
し
た
。
日
本
の
動
物
作
家
、
ム
ン
ゴ
ロ
，
こ
と
畑
正
憲
さ
ん
の

．動
物
〓
“
´
―
訓

諄
書
内
漂
甲
“
崚
ｒ
ｉ
を
”
閂
す
る
た
一め
栞
釧
し
た
も
の
で
、
こ
の
０
は
日
本
て
た
だ

一
カ
所
特
別
天
然
“
念

０

・
´
ン
チ
一
ウ
を
飼
青
す
る
０
市
〔
丘
の
丹
環
“
自
然
公
目
″
５
た
、
初
め
て
タ
ン
チ
●
フ
と
，
面
し
た
。

ア
イ
ム
ノ
ン
さ
ん
は
、
８
ス
の
野
生

“
フ
‘
自
然
一
一〓
の
ま
，
そ
観
察
し
、

こ
■
一
一を
き
っ

一り
ヽ
て

，
二
し
た
野

〓
ョ
初
屎
饉
を
言
ヽ
と
し
た

「
エ
ル
ナ

ョ
生
蒻
詢
基
金
」
の
協
力
要
請
の
た
め

二
十
四
日
に
来
日
、
京
う
、
奈
真
な
ど

・を
見
学
し
、
畑
さ
ん
の
動
詢
〓
５
を
凛

察
す
る
た
あ
副
発
を
わ
れ
た
。　
　
　
一
た
よ
う
な
タ
ン
チ
ァ
ク
の
ま
し
い
一奮
¨

南
Ｅ
年
後
、
知
解
空
港
〓
「
詈
し
た
一大
子
●
・
３
ヨ
の
著
●
真
，
３
長
の
壺

ア
ダ
ム
ソ
ン
〓
を
ヽ

日
〓
き
‘
，
こ
表
モ
ニ

ら

っ
た
が
、
き
ア
を
・野
こ̈

あ
る
丹
頂
鶴
自
然
公
諄
へ
早
逮
“
掛
け
一
動
コ
長
饉
に
力
を
入
れ
て
レ、
る
人
．

た
。
副
議
入
り
す
る
前
か
ら
タ
ン
チ
コ
一
一た
、
雌
の
区
別
は
一‘
，
し
て
見
今

ウ
を
見
る
の
ζ̈
来し
夕
に
レ
タ
た
だ
〓
ス
一の
か
〓

本
上
ふ
化
は
一あ

よ
ら

い́

、ヽ
薫
ぅ
ホ
な
ペ
レ
ー
“
を
か
ぶ
っ
一な
場
合
に
行
う
の
ヽ
」
一野
生
の
タ
ツ

エ`ルザのおばさん、、が釧路へ

タンチョウと初対面

チ
２
ク
は
何
暑
く
ら
い
生
息
・ン

いヽ
る

か
〓
，

見
学
予
定
時
間
を
オ
ー
パ
ー

す
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
。
東
ア
フ
リ
カ
の

ヶ
ニ
ア
て
雪
守
番
を
し
て
い
る
大
の
ジ

ョ
ー
ジ
さ
ん
へ
の
土
産
品
に
す
る
の
か

優
稚
な

′
ツ
ル
の
興
′
を
さ
か
ん
に
カ

メ
ラ
に
納
め
て
い
た
。

ア
ダ
ム
ン
ン
さ
ん
は
月
日
釧
路
に

一

泊
、　
一
日
は
国
内
で
六
十
六
番
目
に
オ

ー
プ
ン
す
る
釧
路
市
動
物
園
で
開
図
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
あ
と
、
釧
路
か

ら
車
で
約
二
時
間
難
れ
た
畑
さ
ん
の
動

物
三
日
を
訪
問
。
二
日
間
滞
在
し
て
畑

さ
ん
と
動
物
俣
讀
談
議
に
花
を
咲
か
せ

た
り
、
馬
の
ど
さ
ん
こ
や
ェ
プ
シ
カ
な

″
動
物
王
国
の

″
住
人
´
と
遊
ぶ
。
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愛
護
会
、
寝
ぐ
ら
巡
回
等

の
保
護
対
策

を
た
て
る

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
建

設
計
画
で
き
る

愛
護
会
、
町
内
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地

区
十
五
ヶ
所
に
注
意
板
設
置

文
化
庁
横
沢
記
念
物
課
長
に
保
護
対
策

陳
情
す
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
用
腕
章
十
本

・

帽
子
四
十
個

。
小
旗
十
本
作
成

生
息

一
斉
調
査
　
一
一二
〇
羽
確
認

阿
寒
中
学
校
ツ
ル
委
員
会
に
活
動
費
助

成異
常
寒
波
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
寝
ぐ
ら
で

あ
る
阿
寒
川
の
川
面
が
結
氷
。
寝
ぐ
ら

確
保
の
た
め
大
型
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
氷
割

作
業
実
施

ヽ

監
胡
０
相
も
届
か
ず

卵
響
彰
議
鉾
住
民
と
保
護
活
動
に

．

【口
寒
】
特
別
天
然
“
３
物
、
タ
ン
チ
，
ク
の
保
“
に
あ
た
っ
て
い
る
日
尋
タ
ン
チ
”
ク
ロ
彙
■
会

（着
】
勝
員
会
長
）
は
、
今
年
か
ら
ェ
同
寒
部
薔
会
の

ら
ヵ
´
壽
て
、
括
コ
を
澪
め
て
い
く
。
日
寒
国
の
´
ン
チ
な
，
生
菫
詢
に
は
毎
年
、
本
州
″
と
か
ら
ァ
マ
チ

。（ア
カ
メ
ラ
マ
ン
か
，
罰
し
、
年
々
エ
キ
サ
イ

ト
、
な
か
に
は
襲
ぐ
ら
に
押
し
肇
せ
て
ン
ヤ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
導
つ
と
い
う
マ
ナ
ー
の
思
い
カ
メ
ラ
マ
ン
も
多
い
。
町
や
タ
ン
チ
●
ク
■
彙
日
会
で
は
目

臓
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
い
，
こ
う
に
お
さ
ま
る
腱
チ
０
な
く
、
建
に
ス
つ
込
一●
Λ
が
”
え
ヽ
菫
に
頭
を
“
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
同
彙
■
会
て
は
、
部
落

“
会
の
綺
ヵ
も
縛
な
が
ら
保
”
に
あ
た
っ
て
い
０
つ
と
い
う
も
の
。　
　
．
一

タ

ン
チ
・
ク
の
望
、
口
寒
国
に
は
十

二
月
こ
ら
か
ら
菫
晏
を
世
嬌
し
て
く
れ

る
´
ン
チ
●
ウ
が
飛
来
し
て
く
る
が

、

も

ぅ
と
も
”
を

嗜
あ
る
の
か

保
菫
対

策
。
４
手
の
四
日
観
光
が

、
し
た
い
に

本
Ｈ
に
も
ョ
透
し
て
き
て
お
り
、
ま
た

タ

ン
チ
●
ク
の
ノ、
ン
フ
レ
ッ
ト
が
行
き

濾

０̈
こ
と
も
に
、
ア
「
チ

一
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
の
入
り
込
み
が
増
え
、
い
わ
ゆ
る

一
た
。
田
内
に
は
、
通
の
監
視
＾
が

７
〈

ガ
メラ
ε
走
よる
“●●三
い
え
け丼
Ｆ
と
きには二百～

ぃ
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
百
人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
入
り
込
み

、

こ
の
た
め
■
年
設
立
十
年
目
を
理
え

一
シ
ヤ
ン
タ
ー
チ
ヤ
ン
ス
２
■
，
と
い
う

た
タ
ン
チ
，
，
●
彙
日
会
で
は
二
回
塞

一
．
ラ
フ
シ

＾
″
ぶ
り
に
は
電
視
も
ほ
と

部
薔
会
の
人
た
ち
の
●
力
２
●
な
が
ら

一
ん
と
行
さ
層
か
な
い
葵
僣
だ
。

保
錮
廷
詢
，
選
め
て
い
０
，
と
、
い
ね

一　

そ
こ
で
■
菫
活
”
の
面
で
大
き
な
役

て
か
ら

話
し
台
い
が

綺
け
ら
れ
て
き
〓
罰

を
具
た
し
て
い
る
の

が
彙
”
会
．

し
か
し
、
会
■
一

一
な
羹
口
皓
“
が
で
き
な
い
と
こ
ら
か
ら

´
も

っ
と
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
た
来
が
多
い

と
い
わ
れ
る
上
回
寒
地
区
二
十
三
戸
の

．
住
民
に
６
カ
を
ま
め
て
い
こ
う
と
計
画

タ
ン
チ

”
ウ
の
里
て
ヽ
姿
を
使
ョ
し

て
く
れ
る
が

、
保
崚
一Ｌ
コ
一●
員
め
て

・

い
る

阿  寒

し
た
ヽ
の
だ
。
な
つ
て
も
”
寒
川
沿
い

の
詢
五
Ｆ
Ｍ
の
区
間
は
、
タ
ン
チ
．
ク

一

の
“
ぐ
ら
に
も
な

っ
て
お
り

、
●
民
に

菫
“
を
し
て
０
●
フ
こ
と
に
よ

っ
て
少

し
て
０
カ
メ
ラ
公
害
か
ら
タ

ン
チ

●
ウ

を
マ
・●
，
と
い
ぅ
も
の
。
　
　
　
　
　
一

二
年
は
ど
前
か
ら
は

、
曇
上
ｇ
“
に

・

ス
リ
込
ん
で
写
真
■
彫

マ
ナ
ー
の
悪
い
ヵ
メ
ラ
マ
ン
も
お
り
、

こ
う
し
た
こ

も
チ
エ
ッ
ク
０
さ
，
と
、
彙
ａ
会
て
ヽ

具
体
的
な

活
“
方
針
を

検
討
し
て
い

る
。

「
マ
ナ
ー
さ
え
よ
け
れ
は
こ
う
し

た
０
配
も
な
い
の
だ
が
‥
」
と
関
係
老

ヽ
蚊
を
嗜
め
て
い
る
。

【”
審
】

．決
定
的
”
門
・
を
鋒
ら

一ル
の
強
化
を
―
」
と
い
う
声
が
澪
ま
っ

う
１
と
、
タ
ン
チ
ョ
ク
に
石
や
雪
玉
を

一て
い
る
。

投
げ
つ
け
た
ｏ
、
ね
ぐ

り́
輌
て
●
う
無

一　
日
町
上
阿
惑
地
区
の

．
タ
ン
チ

ョ
ウ

謀
な
ヵ
メ
ラ
マ
ン
は
“
然
ｒ
“
を
お
た
二
の
里
″
や
上
舌
辛
地
区
な
ど
に
は
、
毎

な
い
。
こ
の
た
め
、
阿
冬
町
上
回
黎
無
二
年
九
月
こ
一っ
か
ら
翌
年
四
月
こ
ろ
ま
で

区
の
住
民
な
ど
て
電
鍮
す
る

「
タ
ン
チ

一約
百
羽
ほ
と
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

，
里
嬌

ョ
ウ
“
愛
崚
会
」

（
古
田
膀
美
会
長
、　
一り
″
．
給
輌

し^
）
人
の
ま
く
ト
ウ
キ
．

会
員
二
十
人
）
の
会
員
の
間
に

「
愛
饉

一
ビ
を
食
べ
な
が
ら
、
饉
雅
な
”
い
を
教

会
の
活
動
だ
け
て
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
守

一露
し
て
い
る
。

り
切
れ
な
い
．
道
政
委
が
委
嘱
す
る
保

一　
こ
う
し
た
委
を
カ
メ
ラ
に
”
つ
よ
う

婁
監
視
興
の
数
を
増
や
し
、
パ
ト
ロ
ー

一と
、
タ
ン
チ

ョ
フ
の
里
な
と
を
訪
れ
る

・

‥
１
１

‥
‥
―
‥
‥
―
‥
‥
‥
‥
ニ
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
は
年
々
・

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
美
し
い
姿
を
い
つ
■

一増
え
て
い
な
。
し
か
し
、
ヵ
メ
ラ
マ
ン

で
も
と
ど
め
る
た
め
、
七
視
員
の
充

一が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
朝
ま
だ
暗
い
う

実
を
訴
え
る
戸
が
高
い
１
同
寒
町
↑
二

ち
か
ら
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
●
ぐ
ら
に
し
て

”
ェ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一り
３
異
川^
に
入
り
込
ん
だ
り
、
飛
び

・，
ス
向
惑
”
に
は
、
■
硼
軍
地
区
の
綸

．じ
人
に
な

っ
て
い
る
山
崎
定
”
さ
ん
た

い

だ

一
人
と
い
・２
ス
し
さ
．

一
方
、
今
年
ほヽ
厳
し
い
冷
一ａ
込
・，
か
‐

ら
震
て
ら
の
阿
客
川
、舌
宇
川
が
●
水
、

■
ぐ
ら
が
広
苺
四
に
な

っ
て
い
る
こ
と

‥

も
あ

っ
て
、
毎
朝
四
時
こ
ろ
か
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
山
崎
さ
ん
は

「私

一
‐‐

人
で
は
と
て
も
カ
バ
ー
し
切
れ
な
い
」

と
喚
く
。
颯
一柔
＾́
の
会
員
た
ち
も

「
立

―

ち
入
り
奈
上
の
せ
後
を
立
て
て
も
全
く

無
視
さ
れ
、
勁
興
が
な
い
」

「私
た
ち

・

の
活
動
て
は
瞑
界
が
あ
る
。
道
玖̈
委
が

専
従
の
“
崚
監
視
員
の
数
を
増
や
し
、　
‐

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
―
」
と
訴
え
て

…

い
る
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●

こ
れ
に
対
し
、
実
際
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

・

の
管
理
に
当
た
る
鋼
路
骸
青
局
は

「
保

・

撃
監
，
月
の
軟
は
増
や
し

た

い

の

だ

・

が
、
監
視
員
の
な
，
手
が
ヽ
い
」
と
監

．

視
口
不
足
を
“
め
て
い
る
。
な
り
手
が

・

い
な
い
の
は
、
わ
す
か
な
謝
礼
０
原
因

‐

て
、
艦
視
“
の

．
待
邁

・
を
六
輌
に
改

・

書
し
な
い
瞑
り
、
タ
ン
チ

ョ
ク
保
護
活

‥

動
は
彙
柔
会
に
お
ん
ぶ
し
、
会
員
の
値

‐

み
、
訴
え
は
解
消
ヽ
五

そ

′
０
な
い
よ

う
だ
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・

い
た
ず
ら
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
る

保
護
監
視
員
増
や
し
て

立
つ
姿
″
員

る
た
め
、
石
や
雪
玉
を
ぶ

っ
け
た
り
の
患
亭
も
日
立
っ
て
ス
た
。

愛
議
会
は
、
こ
・２
し
た
心
な
い
ヵ
メ

ン
を

一
”
し
よ
う
と
、
凛
ぐ
ら
近

と
い
う
ヨ
板
を
立
て
て

さ
ら
に
会
員
た
ち
も
、
赤
と
曰

っ
た

猿
華
を
し
て
蒙
ぐ
ら
や
飛
来
地
を

●

―
ル
す
る
を
と
の
活
動
を
続
け

会
員
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
仕

活
動
時
間
や
、
人

そ
れ
に
、
ヨ
象

Ｌ
摩

菫
駒そ
の

27

Soth

昭

和

五

十

一
年

度

理覇
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昭

和

五

十

二

年

度

阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
に
有
志
が
丹
頂

鶴
慰
霊
塔
を
建
設

金
子
信
治
　
山
崎
定
作
　
鐙
谷
　
充

山
崎
定
義
　
杉
橋
弘
義

タ
ン
チ
ョ
ウ
浴
衣
地
購
入
斡
旋

阿
寒
町
開
基
九
十
周
年

・
町
制
施
行
二

十
周
年
事
業
協
賛
タ
ン
チ
ョ
ウ
踊
リ
パ

レ
ー
ド
を
産
業
ま

つ
り
実
行
委
員
会
と

共
催
で
実
施

タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー

プ
ン
愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
思
想
啓
発
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
の
作
成

生
息

一
斉
調
査
　
一
一五
七
羽
確
認

Ｈ
Ｂ
Ｃ

「凍
て
つ
く
里
に
鶴
が
舞
う
」

放
映
ナ
ベ
ヅ
ル
保
護
状
況
視
察

（山
口
県
熊

毛
町
）
。
吉
田
会
長
他

一
名

（～
１７
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
年
始
特
集

「新
春
に
舞
う
タ
ン

チ
ョ
ウ
」
放
映

タ
ン
チ
ョ
ウ
、
養
殖
場
の
幼
魚
捕
獲
被

害
出
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

　

　

（～
１２
日
）

ｒ́
一

局
〓

■

一ス
籠

書

タ
ン
チ
Ｊ

〓

奔

ら
に
セ

〓

こ
と
が
て
意

ク
ン
〓

ワ
援

セ
ン
タ
■

ら

信
′前

を

目

■
里

同
冬
児

成
、
■

、デ
ー
′

′
〓

あ

瀾

雲

が
，
Ｒ

、
す

′
‘

た
．
タ
ン
４

ツ
患

夕

発

誓

ふ

〓

８

と
、
繁

シ
ー
ズ
ン
２

蕎

、
雰

い
菫

，
２
ら
て
ｏ最
蓼
と

る
よ
り
に
，
と
同
町
が
整
゛
κ
涎
餃
．

皇

２

菫ち
ば
３

た
，

す

か
ξ

メ

ン
チ
Ｊ

の

里
・
に
，
ス
κ
く
、
そ
の
蔓
更
筆

の^
り
要
に
盗

そ
う
．

観察センタニ開く
す
る
こ
ろ
に
は
、
早
く
、
六
、 ,,2、 ′/. fL離隔を客光観′ヽ

、
■
Ｌ安りゝも

る
～

―́
プ
ン
を
要
‘
２^
ち
ち

一

器

£

爵

五
千
３

は
一

騎

ラ

‘

―

二
階
建
選

べ
ｒ

九
十
署

■

一置
は
肇

笙
２

零

一
、
こ
，
も
懲

風
ヽ

タ
ン

チ
”
３

，

１

ぺ
に
来
ゑ

ヌ

ー
を
黙
み
饉^
●し
て
ヽ
、
Ｃ
“
な
タ
ン

チ
・
ク
の
薇

を
′晨

・
て
き
る
．

，
も
と
、
こ
ぼ́
巨
電

力
の
代

爵

落

じ
発

，
夕

、
一部
密

光
客
タ

メ
ラ
マ
ン
が
、
タ
ン
チ
Ｊ

の
飛
ボ
一懸

を̈
晨
う
り
と
天
”
●
一
げ

た
Ｒ

桑
卜́
●
ζ
３
け
余́
ル
苺

ｒ
Ｏい
た
た
め
、
町
螢
髯
意

と
の

に
来
０
二

月
な
り
二
月
末
彎
～

ロ

黎
聾
‘
ネ
崚

翠

〓
●
合
チ
家

そ

ン
タ
ー
飾

鮨
憲

霧

綺
十

窒

観
光
の
著

燿

１

爵

発

て
い
る
．
“
口
，
鰈
伏
、
・^
路
口
は
一

昭和52年 8月 10日  釧路新聞

世
界
各
国
から欲
し
い

福
田

相首
の
お
願
い
も
断
る

―――-028

‐こ．励晰夏
麺
放
出
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禽 |

al
II
,|



神 50■
■ Annlversary・ 釧路市タンチョウ鶴愛護会

3 3

22

1     12    11

30     5     20

‐０

・

・０

8

27

昭

和

五

十

三

年

度

市
立
釧
路
丹
頂
鶴
自
然
公
園
創
立
二
十

周
年

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集

最
優
秀

「タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守
り
育
て
る

み
ん
な
の
手
」

（仁
々
志
別
小
学
校
六
年
坂
本
富
美
代
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
広
告
塔
の
設
置

生
息

一
斉
調
査
　
一
三

四
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
絵
は
が
き
第

一
シ
リ
ー

ズ
販
売

愛
護
会
主
催
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真

コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展

　

　

（～
４

・
１０
）

布
伏
内
小
学
校
で
卒
業
記
念
に

「丹
頂

鶴
物
語
」
編
集

摯
業
業
幕
燕
去
表
て撃
準
摯
“
率
業
燕
去
薇
■
・単
●

生
態
な
ど
を
克
明
に

◎
画

・
布
伏
内
小
五

・
六
年
生
、
作

・
川
森
年
雄
教
頭
◎

観
察
を
も
と
に
ま
と
め
上
げ
る

７
供
の
タ
ン
チ

コ
ワ
が
興
立

０
て
い
く
，
て
の
●
機
を

一
冊
の
物
“
に
ま
と
め
た
先
生
が
い
る
。

「
丹
頂
饉
物
埓
」
の
電
名
が
付
い
て
い
る
こ
の
Ｆ

“
の

凩
作
■
は
，
コ
の
工
で
知
ら
れ
る
の
寒
肛
布
伏
内
小
タ
ロ
か
ら
こ
の
晉
．
卸
略
”
別
保
小
学
霰
に
こ
こ
し
て
き
た
は
か
り
の
川
藤
年
筵
υ
ｍ
■

●
γ

布
伏
内

小
，
餃
の
収
鷹
に
は
毎
“
．
冬
に
な
る
と
軟
羽
の
タ
ン
チ

ョ
ヮ
が
，
い
Ｌ
っ
て
く
る
。
中
に
は
，
子
連
れ
の
姿
も
．
作
品
は
こ
つ
し
た
日
こ
ろ
の
製
野
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
ら
の
．

り
は
じ
め
る
と
決
し
て
，

ば́

へ
〓
せ
よ

う
と
は
し
な
い

．
７
”
れ
の
時
だ
。
な

し
て
は
口
ば
し
，
晟
ち
て
鳩
い
●
´，

く
れ
て
い
る
●
“
一
と
あ
せ
て
い
る
．

一”
“
口
．
嗜
晨
０
こ
、
八
薔
跨
利
．
ｉ

・Ｆ

意
．
せ
ヽ
●
“
．
■
”
澪
一■
ル
」

夕
．
市
■
■
ス
．
”
べ
姜
口
、
沢
ロ
セ

一
夫
先
生
▽
嬌
”
“
４
　
■
瞑
”

●
ん

卒業記念
で 集

一●
“
．
，
い
Ｌ
り
て
く
る
が
．
中
に
は

一■
千
“
れ
も
あ
り
．
こ
う
し
た
た
晨
セ

一口
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
も
多
い
と
い

一
つ
．
詢
■
と
い

ぅ
て
も
■
畷
の
活
を
■

一
と
め
た
も
の
．

一　
川
褻
軟
燿
●
上
士
崚
町
の
出
●
．
尺

一”
炭
工
に
つ
と
め
る

一
方
．
■
別
馬
紋

一の
定
時
制

へ
重
い
．
●
教
■
大
学
釧
路

一分
佼
率
疼
躾
は
■
，
国
の
ｔ
Д
内

′―、
．

一自
暉
小
と
疑
て
．
口
“
町
■
代
内
小
歌

一囮
．
こ
の
６
．
渕
路
●
珈
保
小
学
校

ヘ

一伝
こ
し
た
．

一　
丹
口
●
，
■
は
二
年
ｍ
の
餃
‘
そ
ら

29

彗
Ｆ
‥―

■
一　

遍
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1

昭

和

五

十

四

年

度

釧
路
教
育
局
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
看
板

設
置
。
釧
路
市
、
鶴
居
村
、
阿
寒
町
に

各
二
基

愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
入
り
は

が
き
発
行

タ
ン
チ
ョ
ウ
広
告
看
板
設
置

（二
基
）

生
息

一
斉
調
査
　
二
七

一
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
給
餌
場
に

マ
ナ
ヅ
ル
飛
来

愛
護
会
タ
ン
チ
ョ
ウ
図
柄
入
リ
ネ
ク
タ

イ
ピ
ン
作
成
販
売

昭
和
５４
年
１１
月
１８
日
同

，
―
―
―

―
―
―
「

１
１
１

１
＝
「
―
―
―
‐

ｏ
一

一
●
　

　

　

・
　

・
ト

ー
ト

ー

ー

Ｉ

Ｌ

・―

″

目
櫛
個
州
亡

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

¨

―

，

ｌ

ｌ

一

―

ト

ー

ー

ー

ー

ー

ト

Ｉ

Ｌ

　

・

三
年
目
を
迎
え
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

観
察
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
オ
ー
プ

ン

（
十
六
日
）
は
か
な
り
遅
れ
た

よ
う
で
す
ね

。

例
年
同
ほ
、
十

一
月

一
日
オ
ー
プ
ン

を
日
●
に
準
“
年
燿

め
て

き

ま

し

た

が
、
今
年
は
メ
に
な

っ
て
か
ら
購
か
い

日
が
薔
き
、
タ
ン
チ
ョ
ク
が
凛
鷹
て
も

エ
サ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

ウ
が
だ
五
に
も
郡
“
こ
れ
す
に
栞
来
て

着
る
，
０
つ
、
そ
し
て
私
た
ち
が
そ
の
生

想
，
観

率
で
き
一，
ｔ
，
に
と
、
あ
く
ま

で
タ
ン
チ
■
ク
の
ほ
工
が
れ
ら
い
だ
ら

た
わ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
は
セ
ン
タ
ー

熱
投
の
“
が
出
て
か
ら
”
●
ま
で
表
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
■
常
に

神

経

費

な

■
．
百
′
近
く
離
れ
た
所
か
ら
ヵ
メ
ラ

を
向
け
て
も
気
配
夕
０

し
て
逃
げ
出
す

ほ
と
で
す
。
タ
ン
チ
ョ
ク
を
見
に
や

っ

二
つ
て
十
分
保
理
に
は
な
る
と
〓
い
ま

す
。
あ
と
は
人
間
が
違
く
か
ら
見
守
っ

て
い
れ
ば
よ
い
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
ロ

の
間
に
は

「か
き
根
」
も
必
姜
て
し
ょ

シ
．
セ
ン
タ
ー
は
そ
の

「
か
き
凛
」
の

役
割
を
集
た
す
も
の
で
す
。
人
里
に
飛

ん
で
き
た
′
ン
チ
，
ク
に
、
人
工
的
に

綸
し
を
す
る
の
は
い
わ

ぼ

．
非

常
手

段
・
．
‘
ぎ

う
だ
け
自
然
の
ま
ま
の
環

髪
の
中
で
，

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
．

を
連
彗
す
る
の
が
理
想
的
だ
と
短
い
ま

セ
ン
タ
ー
に
飛
泉
し
て
く
う
時
蒻
が
遅
　

，
■
し
て
い
ま
す
．

く
な
り
、
そ
の
た
め
口
年
よ
り
■
月
遷
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
が
道
束
の
´
の
，
光

い
オ
ー
プ
ン
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
名
所
と
し
て
π
●
し
つ
つ
あ
る
と

毎
シ
ー
ズ
ン
全
一口
か
ら
二
万
人
近
い
　
　
　
思
い
ま
す
が
．

人
た
ち
，

セ
ン
タ
ー
を
防
れ
て
お
り
、
　

　

今
目
か
ら
や

っ
て
く
る
人
た
ち
に
曖

団
体
て
や

っ
て
来
る
曖
光
客
も
多
く
、
　

か
い
場
所
て
、
ゆ

っ
く
り
と
タ
ン
チ
ョ

今
シ
ー
ズ
ン
も
昨
年
を
卜
画

●
＾
出
を
　
ウ
を
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
も
、
重

生
息
地
で
の
生
態
観
察

・

湿
原
の
開
発
は
最
小
限
に

タ

ン
チ

ョ
ウ
観
察

セ
ン
タ
ー
を

管

理
す

る

国
寒
町

教
委

職
員

佐
藤
　
照
雄
が
（【ｏ）

■

∧
プ

ロ
フ

ィ

‥
―
‥
―
‥
ｉ
闘
き
子

・
拍
葉
　
フ
“
者
‥
‥
‥
―
¨

か
に
セ
ン
タ
ー
を
建
て
た
目
的
の

一
つ

て
Ｌ
あ
り
ま
す
。
そ
の
菫
味
で
は
も
う

名
所
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
　
て
来
る
人
た
ち
の
中
に
は
、
こ
く

一
“
　
　
　
お
在
、
セ
ン
＾
―
は
■
年
は
”

し
菫
曖
の
本
来
の
目
的
は
、
タ
ン
チ

●
　
た
が
本
声
を
Ｌ
・」げ
た
り
石
を
投
げ
つ
け
　
　
　
館
の
状
■
で
す
。
こ
れ
を
通
年
関

な
り
，二
■

三
十
六
年
、
同
寒
町
政
委
菫

晨
に
、
四
十

一
年
か
ら
社
会
軟

澪
主
事
と
し
て
、タ
ン
チ
ョ
ウ
、

マ
リ
モ
の
二
つ
の
天
然
“
念
物

の
保
豪
青
成
に
力
を
と
い
て
い

る
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ

ー
の
三

驚

飛
ね
て
お
ｔ

タ

ン
チ
ョ
ウ
と
の
つ
き
合
い
も
か

れ
こ
れ
十
八
年
．
薄
僣
象
育
て

大
学
を
本
来
し
、
＾
ン
チ
ョ
ク

彙
凛
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る

努
力
蘇
だ
。

ョ
ウ
の
す
ば
，
，Ｘ
夕
〕知
ぅ

唯

一
の
方
法
．
や
は
リ
タ
ン
チ

ョ

今

後

、

タ

ン
チ

・餞
一い
ま
す
か
。

ま
す
自
然
”
霙
ウ
等

で
す
．

り
ま
せ
ん
。
河
川
改
倅
一
つ
に
し
て
も

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
な
に
影
一
，
ｔ
は^
し

ま
す
。

な
た
ち
に
と

っ
て
タ
ン
チ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

モ
ロ
ヨ
シ
畑
の
ほ
か
、

●
い
ま
す

”
に
す
０
孝
え
は
．

一セ
ン
タ
ー
に
は

一
階
、
二
晰
の
展
望

室
の
ほ
か
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
四
手
の
写

真
や
標
本
、
文
献
な
と
の
展
示
窒
、
そ

れ
に
食
養
、
売
店
が
あ
り
ま
す
。
今
後

わ
ば
薇
嬌
の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー
．

民
が
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

た
り
す
る
は
か
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ

ら
に
ま
で
入
り
込
む
人
が
い
る
の
０
事

実
．

一
度
ね
ぐ
ら
を
”
レ
さ
れ
た
タ
ン

・チ

ョ
ウ
は
、
二
度
と
日
し
場
所
に
は
契

り
ま
せ
ん
．
´
れヽ
ほ
と
書
減
心
が
強
い

の
で
す
。そ

れ
は
と
か
ヨ
い
動
物
だ
か
ら
　
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
具ヽ
体

こ
そ
、
人
間
の
手
に
よ
る
屎
菫
が
　
的
な
０
国
は
あ
り
ま
せ
ん
．
た
だ
轟
ヨ

必
”
に
な
る
択
で
す
わ

。
　
　
　
　
と
し
て
、
世
界
中
に
生
思
す
る
ツ
ル
の

た
だ
な
ん
て
も
手
を
賃
せ
ば
よ
い
―
　
資
料
を
集
め
、
ツ
ル
の
“
“
盤
の
よ
う

意
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
を
と
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

賄

っ
て
い
け
ま
す
。

ョ
ウ
を
見
て
も
ら
う
こ
と
．
タ
ン
チ

ョ

と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。冬
の
間
、　
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
０
年
　
い
鳥
が
い
る
」
と
知

安
心
し
て
ェ
サ
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
　
口
鶴
も
可
鮨
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
つ
ま
で
も
守
，
綺
け
た
′
，
た
と

す
る
こ
と
．
そ
し
て
生
思
地
に
人
が
入

　

．し
か
し
、
実
際
に
飛
ん
て
来
る
タ
ン
　
フヽ
は
ず
．

り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
　
チ

ョ
ウ
を
見
て
も
ら
う
の
が
、
タ
ン
チ
　
て
い
ま
す
●
１
　
■

●
′

t
惨供内

菫:五隻

弩.

タル
霊

^

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
近
く
を
疾
走
す
る
エ
ア
シ
カ
‘
互
い
に
干
渉
は
し
な
い

30

r

」
Ｅ
■
■
■
■
■

ヽ
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12    12

1     5

12

4

8

17

昭

和

五

十

五

年

度

産
業
ま

つ
り
協
賛
丹
頂
鶴
音
頭
踊
リ
コ

ン
テ
ス
ト
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の

主
管
で
実
施

国
際
ツ
ル
財
団
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
ー
チ
ボ

ル
ト
博
士
と
撮
影
ス
タ
ツ
フ
阿
寒
の
里

に
来
町
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
（米
国
公
共
放
送
サ
ー

ビ
ス
）
の
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
斉
調
査
　
一
一六
七
羽
確
認

阿
寒
町
教
育
委
員
が
専
従
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
保
護
監
視
員

一
名
を
配
置

昭和 55年 12月 5日

タ
ン
チ
ョ
ウ
エ
六
七
羽
を
確
認

道
教
委
は
去
る
十
二
月
五
日
、
昭
和
五
十
五

年
度
特
別
天
然
記
念
物
タ

ン
チ

ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。
釧
路
管

内

で
は
二
百
二
十

一
羽

（
昭
和
五
十
四
年
度

二

百
十
八
羽
）
、
根
室

管

内

二
十
九
羽

（
同
二
十

八
羽
）
、
十

勝

管

内

十
七
羽

（
同
二
十
五
羽
）

と
道
東
三
支
庁
管
内

に
お

い
て
合
計

二
百
六
十

七
羽

（
同
二
百
七
十

一
羽
）
の
タ

ン
チ

ョ
ウ
の

生
息

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

二
十
七
年

の
第

一
回
調
査
が
三
十
三
羽
、

以
来
今
回
で
第

二
十
九
回
目

の
調
査
と
な
り
ま

し
た
が
、
実

に
八
倍
強

の
増
加
に
な

っ
て

い
ま

す
。一
度
絶
減

の
危
機

に
会

っ
た
タ

ン
チ

ョ
ウ

の

将
来

に
明
る

い
希
望

が
持
て
る
よ
う

に
な

っ
て

来

つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
未
だ
未
だ
安
心
は
禁
物

で
す
。

こ
の
度

の

一
斉
調
査

で
御
協
力
を

い
た

だ
い
た
関
係
各
位

に
、
と
り
あ
え
ず
紙
上
を
も

っ
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―

「
く

し

ろ

の
教

育

」
よ

り
―

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
、海
外
紹
介

＾
絶
滅
か
ら
の
羽
ば
た
さ
撮
影

阿
寒
で
米
国
の
ツ
ル
博
士
ち
一

【
阿
寒

・
鶴
居
】

「
一
時
は
絶
減
に

ひ
ん
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
地
元
民
の

熱
心
な
保
護
で
生
患
数
を
増
や
し
て
き

た
好

例
と
し
て
、
世

界
に
紹

介
し
ま

す
」
―
。
国
際
的
な
ツ
ル
学
者
と
し
て

・知
ら
れ
る
国
際
ツ
ル
財
団

（大
部

。
米

国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
バ
ラ
フ
ー
）
の

ジ

コ
ー
ジ

・
ア
ー
チ
ポ
ル
ト
博
士
全
じ

が
米
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
連
れ
て
、
釧
略

管
内
阿
寒
町
の

′
丹
頂
の
里
‘
入
り
、

四
日
か
ら
放
送
用
の
フ
ィ
ル
ム
撮
り
を

開
始
し
た
。

「絶
滅
か
ら
の
飛
翔
（し
ょ
・３

」

（「。

キ
ｏ〓
●
■
，
１
９
）と
い

う
の
が
、
国
際
ツ
ル
財
団
が
企
画
、
米

国
の
Ｐ
３
Ｓ

（
公
共
放
送
サ
ー
ビ
ス
）

が

制
作
す
る

こ
の
番
組
の

タ
イ
ト
ル

だ
。
カ
ナ
ダ
ン
ル
、
ア
メ
リ
カ
ン
ロ
ツ

ル
、
ン
デ
ク
ロ
ツ
ル
な
ど
も
種
の
結
減

が
心
配
さ
れ
る
ツ
ル
を
取
り
上
げ
、
生

存
の
状
況
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
離
回

だ
が
、
道
東
に
生
息
す
る
タ
ン
チ
ヽ
ウ

は
年
々
数
が
増
え
て
き
て
お
り

″
危
機

脱
出
′
の
好
例
だ
そ
う
。
そ
の
背
景
に

は
、
魯

π
蜃

■

一中
学
生

炊́

〕
客
字
間

給
飼

（し
）
の
努
力
が
あ
り
、
昭
和
二

十
七
年
当
時
、
わ
ず
か
三
十
三
羽
し
か

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、

昨
冬
は

二
百
七
十
羽

ま
で

増
え
て
い

る
。ま

す
阿
寒
町
内
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
観
察

セ
ン
タ
ー
に
着
い
た

一
行
は
、
ア
ー
チ

ポ
ル
ト
”
士
と
ロ
ン

・
マ
イ
ヤ
ー

・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
（
ξ
）
ら
二
人
の
Ｐ
３
Ｓ
ス

タ
ン
フ
、
そ
れ
に
米
国
の
野
生
動
物
目

一整
大
要
、
ン
ル
財
団
て
働
く
日
本
人
女

性
合
わ
せ
て
七
人
。
あ
い
に
く
、
み
ぞ

れ
ま
し
り
の
思
天
候
だ
っ
た
が
、
観
察

セ
ン
タ
ー
で
群
れ
集
う
三
十
羽
以
上
の

タ
ン
チ

ョ
ク
の
饉
雅
な
姿
に
レ
ン
ズ
を

向
け

熱
心
に

フ
ィ
ル
ム
を

回
し
て
い

た
。
こ
の
あ
と
、
同
管
内
鶴
居
村
内
の

湿
原
を
上
富
宏
之
尊
修
大
学
道
短
大
教

授
の
案
内
で
現
地
踏
査
し
た
。
五
日
朝

に
は
、
道
東
地
方
全
域
で
小
、
中
学
生

や
保
護
関
係
者
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
慮
数

調
査
を

一
斉
に
行
ぅ
こ
と
に
な

っ
て
お

タ
ン
チ

ョ
ウ
の
舞
を
撮
影
す
る
米
国

人

ス

タ

ン
フ
ヽ
左
端
が
ア
ー
チ
ポ

ル

　

・

卜
博
±
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

■
，

り

、
そ
の
凛
子
も
撮
影
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

「
初
め
て
実
物
を
見

た
が

、
美
し

い

鳥
だ

。
他
の

ン
ル
よ
り
す
ば
ら

し
い
」

と
Ｐ

Ｂ
Ｓ

の
ス
タ

ン
フ
ｏ

ア
‐
チ
ポ

ル

卜
博
士
は

「
番
組
の
コ
ピ
ー
は
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
に
贈
り
、
み
な

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
計
画
で
す
」
と

に
こ
ゃ
か
に
お
し
て
い
た
。

４＝
Ｒ
引
″

郎
ρ
Ｕ
‐

野
生
同
士
の
出
多

い
に
、
同
館

を
訪

れ
て
い
た
カ
メ
ラ

マ
ン
た

ち

は

大

〓

σ
．
シ
カ
と
ン
ル
が

一
４
に
い
る
と
こ

ろ

を
燿
影
し
よ
ぅ
と
、
望
通
レ
ン
ズ
を

■
え
、
盛
ん
に
シ

ヤ

メ
タ
ー

を
切

っ
て

い
た
．

「
饉
シ
カ
が
“
れ
て
や

っ
て
く

る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
お
互
い
平
“
共

タ
ン
チ

ョ
ク
の
綸
鑽
場
を
讚
切
る
重
　

存
て
や

っ
て

い
る
よ
う
で
す

」

こ
セ
ン

の
エ
ア
シ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
管
理
人
の
』
Ｃ
ｔ
ｒ
さ
ん
。

タンチョヮ観察センター

月
■
●
．飾

【
口
〓
〕
冬
の
観
光
の
う
所

に
な

っ

一

て

い
る
タ

ン
チ

ョ
ウ
ト
李
セ
ン
タ
ー

に

十

二
日
午
隊
、
ひ

ょ

っ
こ
●
■
の

エ
ア

シ
カ
が
螢

を
現
し
た
。

場
υ

″
し
）
ら

の
●
´
ら
う
つ
′
ｃ摯
〓
回
レ
、
見
つ

の
人
た
ち
′
承
ギ
せ
た
．

凛
〓
、
同
セ
ン
タ
ー
に
い
る
タ
ン
チ

，
ク
は
わ
四
十
羽
．
´
吝
エ
ノ
ジ
”
■
一

は
、
大
き
な
鴫
き
“
の

、
エ
ネ
エ
“

・

に
出
迎
え
ら
れ
、
を
一人
と
ら
´
一〓
●
に

振
り
立
て
な
か
ら
お
口
“
の
中
象
を
横

切
っ
た
。
そ
の
ま
ま
、
タ
ン
チ
〓
ウ
ら

け
に
敷
培
さ
れ
た
ト
ウ
モ
コ
コ
シ
翅
に

入
り
込
み
、
ち
や
ら

か
´
二
す
を
■
豪
．

違
を
き
に
”
京
す
る
ク
レ
チ
〓
ク
の
〓

れ
を
時
折
見
つ
め
な
が
ら
、
し
ば
し
の

晨
食
を
楽
し
ん
て
い
一
■

-031 0トーーーーーーーーーーーーーーーーー
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昭

和

五

十

六

年

度

新
千
円
札
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
登
場
　
原
画

に
林
田
恒
夫
氏
の
写
真
が
使
用
さ
れ
る

阿
寒
町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地
域
、
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
る

町
内
幼

・
小

。
中
学
校
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

カ
ラ
ー
写
真
寄
贈

一
斉
調
査
　
二
九
五
羽
確
認

愛
護
会
賛
助
会
員
制
度
発
足
、
会
員
募

集タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
十
五
周
年

に
賀
茂
鶴
酒
造
い

。
日
本
清
酒
い
に
感

謝
状
贈
呈

阿
寒
町
教
育
委
員
会
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

愛
護
会
と
協
力
し
て
三
ヶ
年
計
画
で
タ

ン
チ
ョ
ウ
生
態
調
査
を
実
施

愛
護
会

「鶴
の
し
お
り
」
万
葉
シ
リ
ー

ズ
作
成
販
売

―
―
町
内
の
タ
ン
チ
「
ウ
保
晨

活
動
の
中
レ
と
―
で
る
コ
を
読
一，

て
来
た
口
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
綺
震

饉
会
が
こ
の
冬
か
ら
一
一一助
会
“
制

度
を
発
足
さ
せ
、
広
く
全
国
か
ら

会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
ね
．
厳
初

に
こ
の
贅
助
会
“
制
度
の
性
掲
と

そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
う
か
が
い

．

た
い
と
思
い
ま
す
．

口
寒
を
合
め
た
訓
鮨
地
方
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
鶴
し
ま
れ
て
来
た
特
別
天
然

記
念
物
の
タ
ン
チ
●
ク
を
オ
永
く
守

っ

タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護
辿
動
に
，
ｍ
し
ま
せ

ん
か
」
と
い
０
こ
と
に
な
０
ま
し
ょ
う

よ

４護
会
に
と
ぅ
て
は

一
ェ

の
パ
ト
ロ
ン
を
大
猟
的
に
，
る
形

と
な
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
．
猥
崚
会
自
体
は
四
十

年
０
に
発
定
し
て
以
来
、
会
口
は
町
内

の
有
ユ
老
や
勁
投
、
教
育
長
ら
行
軟
機

関
の
代
表
な
ど
十
二
人
に
曖
定
さ
れ
た

指
導
機
関
の
よ
う
な
性
格
が
あ
り
ま
し

て
行
こ
う
―
と
い
う
わ
れ
わ
れ
愛
護
会

の
活
動
に
対
し
て
、
ム
く
全
国
の
愛
慕

メ
に
，
力
．
，
長
の
手
を
募
ろ
つ
と
い

う
の
が
こ
の
制
度
の
趣
旨
で
す
．
賛
助

一
（員
か
ら

一
日
三
千
円
の
出
資
金
を
い

た
だ
き
、
愛
護
会
活
動
を
支
メ
て
も
ら

の
方
々
を
通
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
忠

想
の
普
及
も
餞
れ
る
の
で
は
と
期
待
し

ま
あ
キ
ヤ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
風
に
い
い

ま
す
と

「
三
千
円
を
払
っ
て
あ
な
た
も

う

一
方
、
全
国
各
地
に
住
む
贅
助
余
員

た
。
そ
の
分
、
高
い
見
数
を
踏
ま
ス
た

阿
寒
町

タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛

護
会
長

綱
“
―
「  =‐'む
ン ｀ 電 |

告
田
　
勝
美
ｒ
Ｆ
）
　

一

―
‥
‥
―
―
田
ぎ
手
・ホ
”
　
●
生
記
ヨ
ー
●

」

ニ

`目

L

とZ宙「〔)

備1きをい

理
想
〓
姜
的
な
活
動
は
保
証
さ
れ
ま
す

が
、
財
政
や
活
動
力
な
と
の
点
て

一
餃

の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
よ
タツ
な
力
は

な
く
、活
動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
日
の
よ
う
に
タ
ン
チ
ョ

ク
の
生
暮
数
が
三
百
“
を
建
す
ほ
ど
増

え
、
企
口
に
０
広
く
知
ら
れ
．
町
内
に

は
多
く
の
製
さ
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
夕
故
活
動
の
●
“
苺
四
‘
ぐ
ん

タ
ン
チ
ョ
ウ
け
阿
本
の
お
り
―
と
保

護
活
動
の
シ
教
本
“
す
』
ｎ
余
●

た
め
に
、
会
の
通
旨
を
理
解
し
．
こ
れ

を
支
え
て
く
れ
る
０
意
の
質
同
者
が
と

つ
し
て
も
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
こ
の
間
踵
は
こ
こ
二
、
三

年
来
の
麟
察
だ
っ
た
の
で
す
が
．
昨
年

末
の
■
国
会
て
正
式
に
贅
助
会
員
嗣
曖

の
採
用
を
決
め
ま
し
た
。

Ｂ
す
る

一
方
、
釧
』
支
庁
地
区
社

会
福
■
協
議
会
長
．
Ш
”
弯
協
芸

長
な
ど
の
要
な
を
“
こ
し
自
●
彙

釧
整
理
合
支
３
の
■
事
長
と
ｔ
て

各
“
選
挙
に
飛
び
回
る
。
空
知
彗

内
稟
山
町
出
身
‘
―
り
年
生
ま
れ

と
い
っ
の
も
何
か
の
は
か
。

と
広
が
っ
て
来
ま
す
．
だ
か
ら
と
い
ぅ
　
　
　
　
―

夕
災
”
姑
以
来
、
コ
助
一́
　
会
報
を
送
る
は
か
、
観
察
セ
ン
タ
ー
の

で
愛
崚
会
“
を
不
特
定
の

一
般
′
に
ま
　
　
　
“
け
ど
れ
く
ら
い
集
ま
り
ま
し
た

・入
薔
分
を
三
′
差
し
よ
け
る
と
い
っ
た

で
対
摯
を
広
げ
る
こ
と
は
興
い
意
味
て
　
　
　
か
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
や
か
な
特
興
は
あ
り
ま
す
が
、
や

の
愛
凛
会
の
伝
“
が
あ
え
て
し
ま
う
．
　
　
正
式
に
，
榮
を
ス
タ
ー
ー
さ
せ
た
の

は
リ
タ
ン
チ
ョ
ク
保
長
祐
つ
に
，
加
し

そ
ラ
し
た
意
味
で
の
会
の
本
来
の
性
格
　
が
昨
年
の
＋
二
月
二
十

一
日

て

し

た

て
い
る
と
い
ラ
ノ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い

を
守

ツヽ
な
か
ら
）よ
り
広
い
こ
ゆ
を
す
る
　
が
、
こ
れ
ま
て
四
十
九
人
の
質
助
会
員

た
だ
け
る
こ
と
が
饉
大
の
特
興
と
，
っ

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
半
が
タ
ン
チ

て
い
ま
す
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ョ
ウ
曖
繁
セ
ン
タ
ー
を
あ
れ
る
ア
マ
チ

　
　
　
ー

愛
護
会
で
は
こ
の
は
か
に

＾
ァ
ヵ
メ
ラ
マ
ン
で
す
が
、
な
か
に
は
　
　
　
も
調
査
活
動
や
絵
は
が
き
の
餃
売

話
ケ
螢

い
て
わ
ぎ
わ
ぎ
会
賛
を
同
封
し

　

　

な
ど
も
し
て
い
ま
す
ね
。
今
候
の

て
郵
便
て
入
会
を
０
し
込
ん
で
来
る
熱
・
　

課
題
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
“
か
せ
下

心
な
愛
鳥
家
も
お
り
、感
激
し
ま
し
た
。　
　
　
さ
い
．
　
　
・

．

．

大
体
、
半
分
は
東
京
、
横
浜
な
ど
遭

　

会
で
は
タ
ン
チ
ョ
ワ
が
増
え
て
来
た

外
の
人
、
町
内
は
わ
す
か
て
三
分
の

一　
て
と
か
ら
、
よ
り
効
果
的
な
保
筆
″
勒

．は
札
曖
、
到
路
の
方
々
で
す
。
当
初
は

が
推
進
て
き
ス
マ
●
っ
に
昨
年
か
Ｌ
三
年

二
十
人
も
い
れ
ば
と
考
え
て
い
た
の
で

計
回
て
ね
ぐ
ら
な
”
え

のヽ
生
懸
調
査
に

す
が
、
思
わ
ぬ
反
理
に
埓
い
た
と
同
時
　
入
り
ま
し
た
。
当
面
一
慄
ａ
付
け

（
パ

に
、
そ
れ
だ
け
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
愛
す
る
　
ン
デ
ィ
ン
グ
）
′
，‘
？
す
る
か
内
部
て

人
が
全
国
に
い
る
の
か
―
と
心
強
く
思

も
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
し
た
ね
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
年
か
け
て
慎
重
に
検
討
す
る
方

上

軍
助
会
員
と
愛
崚
会
と
の
　
針
で
す
．
活
ゆ
贅
を
睛
ラ
た
め
に
ぬ
は

関
一降
，

くヽ
ゎ
か
り
一ｒ
レた
。
と

ヽ
■
ヽ
卜
γ
わ
り
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま

・
　

こ
ろ
て
贅
助
会
員
に
は
何
か
思
興

す
か
．
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
観
思
想
の
壺
及

が
あ
り
ま
す
か
．　
　
　
　
　
　
　
に
も
効
果
が
あ
り
、
今
後
も
販
路
の
開

贅
助
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
会
　
拓
な
ど
含
め
て
■
極
的
に
取
り
組
ん
て

員
証
を
凛
し
．
登
録
の
意
味
て
タ
ン
チ
　
い
く
つ
も
り
で
す
。
‐

ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
に
名
前
を
掲
示
し

ま
す
。
タ
ン
チ
，
ウ
に
関
す
る
資
料
や

…

…

…

…

‥

Λ

プ

ロ

フ

ィ

ル

Ｖ

…

…

…
…
…

…

■

一　
　
愛
練
会
発
足
以
来
、
十
七
年
閾

一　
も
会
長
の
菫
贅
に
あ
っ
た
。

「タ

一　
ン
チ
ョ
ク
は
日
本
の
宝
」
Ｌ
の
信

一　
６
に
立
ち
、
行
政
を
強
く
動
か
し

・
て
エ
サ
の
確
保
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
観

　̈
察
セ
ン
タ
ー
建
故
を
陰
て
■
４
じ

　̈
て
来
た
‐
新
関
販
売
嬌
な
ど
を
経

全国から支援の手
｀
活動に参加、が最大の特典

′
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・

Ｑ
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昭

和

五

十

七

年

度

タ
ン
チ
ョ
ウ
絵
は
が
き

（十
二
枚
組
）

第
三
シ
リ
ー
ズ
作
成
販
売

愛
護
会
発
行
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
入
り
官

製
は
が
き
と
絵
は
が
き
同
時
発
行
さ
れ

る
。◇

◇
好
評
／
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
官
製
は
が
き
◇
◇

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
発
行
し
た
も
の
で

撮
影
は
阿
寒
町
教
委
佐
藤
照
雄
氏
に
よ
る
。
絵
は
が

き
（カ
ラ
ー
十
二
枚
セ
ッ
ト
）も
同
時
発
行
さ
れ
る
。

□□□―□□

■ .■毎

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
が
北
海
道
文
化

財
保
護
功
労
賞
受
賞

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
三

十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
北
海
道
教

育
委
員
会
よ
り
感
謝
状
を
受
け
る
。

生
息

一
斉
調
査
　
三
二
〇
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
情
報
第

一
号
発
行

万
葉
学
者

。
犬
養
孝
大
阪
大
学
名
誉
教

授
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
名
誉
会

長
に
就
任

__1コ

)|

くて
_ド、

昭和57年 8月 14日昭和58年 2月 23日

悪質カメ
'ラ マンから保護

け

た
，

た

椰
撃

諄

書

け
″

ヽ

こ
の
り

竿

Ｉ

Ｐ

孝

し
，

ｔ

ｌ

に
．
１

爺

り
の
繁

突
，大
〓

還

と
な
，
て
　

一
「働

蚕
臓

あ

会
や
者

会
よ

ｏ
た

け
ヽ

こ
の
Ｂ
Ｌ

ｒ
人
０

人
‘

聖

ら

え

を

は
タ
ン
ブ
；

，

奮

●
安

，
ア
リ
じ

‘

た
と

な

あ

っ
て
い
た

　

　

一墾

鰍

絨

『
コ
”

口
¨
鮪

¨

一い

鶴

に
な
っ
キ

，
手

。
２

７

年

ぶ

り

に

講

習

会

　

寒

一撤
難

鐵

¨

麓

ま

つ

・　
う
口
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
■
”
詢
り

大
会
“

か
れ
る
ｅ

「螂
ま
罷

を

の
月
頂
脅
“
か
ま
す
完
屁
・

れ
た
も
の
、

踊
り
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
美
と
任
雅
さ

を
表
”
し
た
も
の
で
、
踊
り
が
完
廣
す

る
ま
で
に
は
花
ゆ
さ
ん
が
自
●
苺
別
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地
に
麺
い
つ
め
、
動

年
を
観
寝
し
て
出
来
た
と
い
う
エ
ビ
ツ

ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
．

承
は
ン
／
シ
ー
ト
に
な
り
、
躙
り
の

ら

り
」
が
り

れ
，

ど

だ

３

モ

ー

す

場

董

薩
Ｆ
ぶ

２

の
冊

分

驚

ｔ
ノ
イ

所

ａ

た
ど

紹

Ｘ

Ｌ

ら

チ

ョ
ウ
曼
”
会
の
呼
び

か
け
か
ら
て
、

環
境
や
移
動
経
路
な
ど

ｔ

之
＝

１

１

ぺく
ｌｌ

二

い
側
の
午
前
六
叫
●
′，
か

，・、
に
，
■
ろ

一

す
′ツ
ン４
ウ腸
工ｋ
ｌ

ｒ
ｌ

４
ン
ス
ｉ
ヽ

こ
の
た
一

ｄ

Ｊ
∃

Й
■
４
謝
御

一

Ｊ

留

グ
劇

測

「

劉

一

１
秩
ａ

Ｃ
‘
″割
齋
対
謝

一

２
■
咽
引
「
Л
鶴
瑚
●
一

調
調
酬
藤
統
一

，
る
こ
走

な
だ

。
昨
あ

孟

理

，
こ

１

ふ

な
分
１

弁

“

一

ヽ

何
薇

”
―ｌｉ

山
＝

お

せ
て
一

■
子

の
を

ら
ｔ

「
＝

し
１

一

カ，
，
た
。

●
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50年の歩み

2

10

12    12    11

6     5     25
昭

和

五

十

八

年

度

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
飛
来
地
視
察

生
息

一
斉
調
査

（三
百
四
十
五
羽
）

ナ
ベ
ヅ
ル
・
マ
ナ
ヅ
ル
の
飛
来
地
調
査

研
修
視
察

（鹿
児
島
県
出
水
市
）
。
佐
藤

事
務
局
長
他

一
名

　
　
　
（～
９
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
で
タ
ン
チ
ョ
ウ

絵
は
が
き

（十
二
枚
組
）
第
四
シ
リ
ー

ズ
作
成
販
売

昭和58年 6月 23日
昭和58年 12月 16日

初
め
ま
し
て
マ
リ
モ
さ
ん

阿
寒
湖
畔
に
晏
を
見
せ
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
‥
〓
本
稔
さ
ん
提
供

て
」
と
驚
く
と
と
も
に

「
こ
れ
か
ら
も

【
口
感
】
平
野
の
理
地
帯
に
住
む
は

し
た
。
三
羽
は
す
ぐ
に
飛
び
立

っ
た
が
　
成
鳥
ら
し
い
．
二
十
二
日
現
在
ま
だ
り
　
観
察
を
続
け
〓
羽
を
見
守
り
た
い
」
と

す
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
山
中
の
回
寒
潮
畔

同
潮
畔
の
ス
ケ
ー
ト
場
で
寄
り
そ
一？
よ
　
ン
ク
に
と
と
ま

っ
て
水
た
ま
り
に
エ
サ
　
Ｂ

っ
て
い
る
。
阿
黎
町
ａ
委
に
も
醐
畔

に
現
れ
、
地
元
の
写
真
工
芸
社
経
営
自

う
に
し
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

を

発

見

ヶ
薇

し
て
い
る
の
か
、
時
々
く
ち
ば
し
　
て
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
確
認
例
は
な
く
、
珍

本
稔
さ
ん
つ
し
が
そ
の
饉
雅
な
姿
を
力
　
し
、
六
百
デ
の
望
遠
レ
ン
ズ
を
使

つ
て
　
を
突

っ
込
ん
て
い
る
．　
　
　
　
　
　
　
し
い
現
象
に
注
目
し
て
い
る
が
、
鋼
略

メ
ラ
に
収
め
た
。
標
高
が
高
く
原
生
林
　
撮
影
に
成
功
し
た
。
三
羽
と
も
タ
ン
チ
　
　
〓
本
さ
ん
は
調
時
に
Ｌ
ん
で
約
四
十
　
教
育
局
な
ど
は

「
お
そ
ら
く
営
巣
地
を

に
囲
ま
れ
た
土
地
に
同
故
タ
ン
チ
ョ
ウ
　
ヨ
ウ
の
ド
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
い
え
る

年
、
も
う
三
十
年
ほ
ど
ヵ
メ
ラ
を
待
ち
　
探
す
過
程
で
、
た
ま
た
ま
立
ち
寄

っ
た

が
飛
来
し
た
の
か
、
関
係
者
も
首
を
か
　
頭
の
赤
い
色
が
濃
く
な
り
か
け
て
い
る

て
タ
ン
チ

ョ
ク
を
追
っ
て
い
る
が

「阿
　
も
の
で
こ
の
ま
ま
翻
畔
て
営
巣
す
る
と

し
け
て
い
る
。　
　
　
　
　
．
　

．　
　
段
階
で
、
曖
鳥
に
な
な

一
歩
手
前
の
車

寒
湖
畔
に
コ
れ
た
の
を
見
一る
の
は
初
め
　
は
考
え
に
く
い
」
と
の
見
方
だ
。

富
本
さ
ん
は
二
十
日
、
知
人
か
ら
の

　

．　
　

　

‐
　

′

燿
一鍔
】唱
場
，キ一レツ　
　
　
阿
寒
湖
畔
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
三
羽

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
思
状
況

´
斉
調
査

は
昭
和
二
十
七
年
度
以
来
、

毎
年
十
二
月
五
日
に
行
わ
れ

て
い
る
。
三
十
二
回
日
の
本

年
度
の
調
査
結
果
は
二
十

一

日
道
教
委
か
ら
発
表
さ
れ
る

が
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た

昨
年
度
の
三
百
二
十
羽
を
上

回
る
の
か
ど
・２
か
、
生
息
数

の
推
移
は
保
護
対
策
の
基
礎

資
料
と
な
る
だ
け
に
関
係
者

の
寄
せ
る
関
心
は
大
き
い
。

い
ま

「過
去
最
高
の
三
百

二
十
羽
」
と
言
っ
た
が
、
別

の
調
査
に
よ
れ
ば
昨
年
度
の

生
息
敬
は
三
百
三
十
四
羽
と

も
呼
ば
れ
る

一
斉
調
査
が
三

十
年
以
上
も
毎
年
欠
か
さ
ず

続
け
ら
れ
て
い
る
理
由
だ
。

し
か
し
調
査
時
期
が
必
ず

し
も
適
切
で
は
な
い
こ
と
は

先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

「国
勢
調
査
」
に
ふ
さ
わ
し

く
確
認
数
に
よ
り
正
確
を
期

す
た
め
、
厳
冬
期
に
実
施
す

る
よ
う
見
直
す
べ
き
て
は
な

い
の
か
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保

護
行
政
は
文
化
庁
―
道
教
委

の
手
で
行
わ
れ
て
来
た
が
、

五
十
九
年
度
か
ら
環
境
庁
―

道
生
活
環
境
部
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
れ
る
。
所
管
替
え
は

こ
れ
ま
で
の
保
護
対
策
、
保

護
事
業
の
あ
り
方
を
洗
い
直

し
、
よ
り
実
り
多
い
も
の
と

す
る
機
会
で
も
あ

る
は
ず

だ
。
生
活
環
境
部
自
然
保
護

課
で
は

「
一
斉
調
査
は
従
来

通
り
十
二
月
五
日
に
行
う
」

と
し
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
再
考

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ

一
ま
ち

ま
ち
な
タ
ン
チ

ョ
ウ

確
認
数

一

調
査
時
期
を
見
直
せ

る

（
吉
岡
孝
修
記
者
）

実
数
に
近
い
給
餌
場
の
調
査

今
年
も
十
二
月
五
日
に
行
わ
れ
た

一
斉
調
査
。
飛
来

数
を
ヵ
ウ
ン
ト
す
る
阿
寒
中
の
生
徒
た
ち

あ
る
。
タ
ン
チ

ョ
ウ
監
視
人

や
給
餌

（
じ
）
人
が
道
教
委

の

一
斉
調
査
と
は
別
に
五
十

六
年
度
か
ら
独
自
に
続
け
て

い
る

「総
餌
場
に
お
け
る
飛

来
歓
調
査
」
の
結
果
で
あ
る
。

こ
の
年
も

一
斉
調
査
で
は
二

百
九
十
五
羽
だ

っ
た
の
に
対

し
、
飛
来
数
調
査
で
は
そ
れ

よ
り
二
十
二
羽
も
多
い
三
百

月
五
日
の
時
点
で
は
ま
だ
自
　
ん
で
今
日
で
は
三
百
羽
の
大

夕
と
な

っ
た
の
は
生
息
数
の

然
界
で
エ
サ
を

得

れ

る

た

合
を
超
え
る
ま

で

に
増

え

推
移
の
把
握
で
あ
る
。

「
タ

め
、
あ
ち
こ
ち
の
ト
ウ
モ
ロ
　
た
。
保
護
対
策
の
基
本
デ
ー
　
ン
チ
ョ
ウ
の
国
勢
調
査
」
と

コ
ン
畑
に
散
ら
ば

っ
て
い
た

り
人
目
に
つ
か
な
い
釧
路
湿

原
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
も
住

ん
て
い
る
。
だ
か
ら

「
厳
冬

期
の
調
査
の
方
が
カ
ウ
ン
ト

し
や
す
い
こ
と

は
も

ち

ろ

ん
、
よ
り
実
数
に
近
い
正
確

十
七
羽
が
確
認

さ
れ

て

い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
，

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
ぜ
生

じ
る
の
か
―
．
飛
来
数
調
査

は

一
―
二
月
の
毎
月
二
十
六

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
は
厳
冬
の
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
エ
サ
を
求
め
て

釧
路
管
内
二
十
二
の
給
餌
場

に
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
全

部
集
ま
る
。
と
こ
ろ
が
十
二

な
数
が
把
握
出
来
る
」

（監

視
人
の
小
柳
慶
吾
さ
ん
）
こ

と
に
な
る
。
二
つ
の
調
査
の

確
認
数
に
差
興
が
生
じ
る
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

一
斉
調
査
が
始
ま
っ
た
二

十
七
年
に
は
わ
ず
か
三
十
三

羽
し
か
い
な
か

っ
た
タ
ン
チ

ョ
ウ
だ
が
、
そ
の
後
の
行
政

と
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
手

厚
い
保
護
の
努
力
が
実
を
結

ロ

34(D――
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型

昭

和

五
十

九

年

度

９

″

Ａ
）

ｏ

「
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１２

・

５

１２

・

２４

5

12

12     5

5     15

皇
太
子
ご
夫
妻
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン

タ
ー
ご
視
察

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
七
宝
焼

の
タ
イ
ピ
ン
と
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
作
成

販
売

生
息

一
斉
調
査
　
三
二
七
羽
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
で
写
真
集

「タ

ン
チ
ョ
ウ
ー
美
と
幼
想
の
世
界
―
」
（Ｂ

四
版

。
百
三
〇
ペ
ー
ジ
）
を
刊
行

下
徹
別
小
学
校
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（野
生
鳥
獣
保
護
功
労
）
受
賞

新
丹
頂
鶴
音
頭
の
指
導
者
請
習
会
実
施

生
息

一
斉
調
査
　
三
八
四
羽
確
認

昭

和

六

十

年

度

昭和 59年 1月 25日 (水曜 日)

タンチ ョウで皇太子 ご夫妻 とお話

ぁ
だ
た
に
夕
４
Ｌ
カ
ケ
野
二
島
共

■

の
た
く
‐ｔ人ヽ
イ
え
ぐ
を
も
Ｋ愛
島
，

・
口ｓた
のキ
人
に夕
人
の資
敲
を
，ヽ
れ
〓

ょ
じ人
′
の
力
欽
“試
氏
琢
″
ぞ
一

あ
り
よ
イ
のな
こ
こ
‘
ス
携
し́ま
ず
　
一一

稟
■
■

４
ヵ

■
Ｔ

　

　

‐ギー

光ｒｉ
す
横
路
オ
お
鰐

，

ｔ
ｉ
ご
報

資
料
作
成
、
礼
儀
作
法
や
服
装
も

栞

地
域
挙
げ
て
準
備

■

●
ｒ
ｉ‐‥
　
―
一
一
二
■
■
■
・

麦

琴
よ

光
を

嵐ヽ
ハ
質
よ
贅

巨
朱
可キ
ス
劇
小
学
次
八

磋
痣
公
２
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離鵜霧
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巡
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＾
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〓

Ｉ

ｌ

Ｆ

〓
ｉ

■

■
■
―
二

，
こ
■
■

，
一
■
・
■
■

一　
・
〓
子
ｒ
ｉ
●
一

●
´
一
・　
．■
１
　
ヽ
‥
　
″ｒ
、■
二
ｒ

ｉ

ｌ

Ｆ

Ｉ

・・

ｉ

，
″
　

一
一
〓
‘
●
■
　
　
・，
〓
―
―

イ
一
■
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●
よ
■
市

錐
魏
費
一
斉
調
査
に
毎
年
参
加

０
０

一
闘
一‐一

●●
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50年 の歩み
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昭

和

六

十

一
年

度

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
（ふ
る
さ
と
ま
つ
り
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
絵

ハ
ガ
キ
第
五
集
発
行

（三
千
部
）

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及

（阿
寒
神
社
秋
季
例
大
祭
）

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
（開
基
百
年
記
念
）

一
斉
調
査
協
力

小
魚
池
水
槽
増
設

。
上
家
改
築

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
情
報
紙
第
七
号
の
発

行

（三
百
部
）

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売

（二
種
類
三
百
組
）

給
餌
活
動

（小
魚
三
百
ｋｇ
）

餌
募
金
活
動

（観
察
セ
ン
タ
ー
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

　

　

（～
３
月
）

生
息
環
境
調
査

会
員

・
賛
助
会
員
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

（展
示
三
十
点
）
　

　

（～
３
／
３０
）

百
羽
以
上
優
雅
な
姿

―
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
１
１

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
新
発
売

【
●
〓
】
崚
し
い
，
さ
０
訪
れ
と
と
う
に
同
寒
町
Ｌ
何
ヽ
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
観
察
セ

ン
，
―
に
籠
黎
す
う
メ
ン
チ

ョ
ウ
●
数
を
期
し
．

■
●
百
月
以
Ｌ

，
，
淮
な
Ｏ
ｔ
ｔ
せ
て
い
る
　
入
り
込
み
吝
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
が
．
●
シ
ー
ィ
ン
は
何
ｔ
町
Ｆ
洒
椰
嗅
置
会

０
■
■
〓
し
て
「
せ
シ
タ
ー
´
テ

ン
４

，
ゥ
の
ォ
リ
，
十
ル
テ
レ
■
′
カ
ー
ド
を
作
掟
し
て
阪
０
し
て
，
る
Ｌ
か
．
ｔ
Ш
Ｏ
ア
マ
■

．
，
ゥ
ズ
ラ
■

´
■
●
崚
‘
＾
嬌
―
た
々
ン
チ
ョ
ウ
写
凛
爬
ら
え
“
―
”
か
ら
関
く
な
ど
新
Ｏ
Ｌ
て
多
く
う
来
勁
を
叫
”
し
て

、
●

制
ｔ
，
メ
ー
に
と
、
Ｌ
Ｉ
ク
的

一
ヽ
護
に
レ
立
て
ら
れ
る
　
●
百
ｎ

一■
・‘
菫
は

一
人
三
点
以
内
で
、
来

一　
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
嬌
発
、
零
〓

〓
”
■
■
Ｈ
〓
ヒ
″
●
来
す
る
が

一つ
崚
だ
重
た
て
、
二
百
延
は
、
日

一年

一
月
二
十
日
〓
で
■

●

●

，

一　

日
”
■
と
嬌
●
”
が
■
〓
れ
た

一
■
●
■
●
，
‘
〓
百
二
十
四
■

一
，
議
´
員
勁
会
“
時
、
●
る
〓
薔

一
る
‐

目
け
ヽ
“
“
に
，
凛
■
，
的

一　
ロ
セ
ン
タ
ー

■
薇
え
０
白
―
■
２
●
■
に
“
″
二
�
，
■

崚
希
望
者
に
あ
て
て
い
る

一
，
れ
る

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

，
‥
‥

―

―

・
　

・

，
Ｐ
ば
え
て
い
る
　
■
シ
ー
ズ
ン
ア
‘

」
く
も
百
曖
が
た
れ
る
人
気

一　
ま
た
ヽ
こ
の
で
〓
、
崚
た
客
●

一
ぅ
た
Ｌ
彙
っ
二
十
Ｌ
ｎ
■
ら
か
■

¨
〓

す
〓
ロ
ヮ
　
・ら
ゃ
っ
て
と
て

一
て
、
中
し
込
み
が
本
々
宙
せ
ら
れ

一カ
メ
ラ
マ
ン
の
●
は
少
な
い
う
、

一例
年
の
よ
う
に
帳
ゎ
ぅ
ち
の
Ｌ
【

は
【
¨

． ”
」
な
ゎ
一
“
¨
藤
¨
申

一て
¨
』
”
は
、
セ
ン
タ
ー
内
に
サ
一ロ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
冬
休
み
に
へ

一て
い

る

．

っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
ン
を
”
ユ
し
て
二
月

一
日
～
三
一

新
、
■

・っ
一
　
´
■
，
ヵ
ｌ
ド
は

一
Ｈ
人
に
か
け
て
関
く
′
同
ｔ
ン
タ

一

ヤ
シ
エ

・
ウ
つ
●
〓
お
い
と
求
愛

ｒ
‐
に
申
、
“
Ｌ
「
く
の
ア ‐
マ
チ

二

十
１
■
っ
二
“
の
ゥ
〓
―
写
“
口

〓
ノ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
て
い
る
こ
一

ｕ
し
た
■
の
イ
ヽ
　
一贅

一
磁
千
五

一
と
か
ら
こ
れ
ら
自
慢
の
昨
品
″
二

一

●
●
　
■
■
は
、　
一
牧
五
百
円
の

一
堂
に
飾
ろ
う
と
い
う
ら
の
　
，
ラ

一

′
―
・
´
一■
●
の
二
百
二
●
円
は

一
―
′
リ
ン
ト
、
サ
イ
ズ
は
■
切
り
一

【阿
寒
】
二
十
九
日
夕
、
釧

路
●
内
阿
寒
町
上
回
寒
の
タ
ン

ョ
ウ

一
羽
夕
電
線
に
衝
突
．
大

け
が
を
し
て
、
釧
路
市
動
物
園

ア
マ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
光
で
″銀
つ
ぶ
じ
′
電
線
に
衝
突

一
チ
ョ
ウ
餃
察
ｔ
ン
タ
ー
か
ら
、　
一

一ね
ぐ
ら
へ
帰
る
途
中
の
タ
ン
チ

一

阿寒のタンチョウ 1羽

大けがし保護喬係暑

■体のタンチョウをはく
'察
センターの山●さん テレホンカード

近H発売″

阿寒のシンポル

タンチヨウガ素敵な

テレホンカードに。 多

監
視
人
や
日
摯
者
の
話
に
よ
る

と
、
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

が
写
真
長
彰
に
“
っ
た
ス
ト
ロ

ボ
の
強
力
な
た
に
目
が
く
・ァ
ん

だ
の
が
原
因
ら
し
く
、
保
護
ロ

係
者
か
ら

「
，
別
天
然
ユ
０
物

の
タ
ン
チ

ョ
ウ
を
崚
写
体
と
し

か
見
て
い
な
い
晏
勢
は
問
電
」

と
怒
り
の
コ
が
出
て
い
る
．

同
観
察
セ
ン
タ
ー
の
山
嬌
て

る
ル
、

同
１１
年
■
四
時
四
■
分

こ
ろ
、
約
二
十
■
の
タ
ン
チ
〓

ウ
が
近
く
の
阿
■
，――
の
ね
ヾ
ら

一
に
ス
ト
ロ
ボ
を
た
，
て
彙
ン
チ

ヘ
引
き
鶴
げ
ろ
際
、
セ
ン
タ
ー

一
ョ
，
の
■
●
の
質
を
に
■
に
■

か
ら
約

一
´
離
れ
た
と
こ
ろ
で

一か
０
あ
が
ら
せ
る
・゙

つ
な
手
ｔ

急
に

一
羽
が
ふ
ら
ふ
ら
し
だ

一
が
力
κ
ラ
マ
ン
０
‐――‐
で
流
●
し

し
、
そ
の
ま
ま
、
国
重
ね
′
の

一て
お
り
、
セ
′
タ
ー
●
近
で
，マ

電
機
に
ぶ
つ
か

っ
た
．
■
場
か

一
ス
ト
ロ
ボ
■
彰
す
る
た
共
が
見

ら
手
前
の
■
通
●
子
キ
■
一
燎
●

Ｔ
”
れ
・，

はか録
翻
」費
つ辞
．一口一一一語
つ電
諄
はい

ρ

国
を
調
べ
て
い
る
．　
　
　
　
　
一は
で
き
な
い
も
の
の
、
夕
′
′

こ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
”
長
綺
一
ョ
ウ
の
生
態
に
，
し
い
壼
■
●

一
・
五
“
の
咸
鳥

推^
定
四
歳
一雄
釧
路
市
博
物
館
学
芸
Ｈに
，

以
上
）
．
肇
″
強
く
打
ち
内
出
す

「タ
ン
チ
●
ウ
の
視
力
は
ヽ
、

血
が
ヽ
Υ
４
い
う
え
に
こ
関
節
を
一
と
同
捏
慶
て
、
急
に
強
「
●
‘

傷
め
た
ら
し
く
■
体
．　
　
　
　
一
が
あ
て
ら
れ
れ
ば
、
日
が
で
ヽ

日
セ
ン
タ
ー
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
〓
み
平
衡
感
覚
を
失
っ‐
■
」」

の
嵐
彰
４
所
と
し
て
人
気
が
高
〓
う
・
ス
ト
ロボ
を
た
く
の
”〓

妹一裂
農
醜
「課
［一一常き
菫
セ
いる．

外
か
ら
、
う
の
ヵ
メ
ラ
マ
ン
が

，
■
か
す
よ
う
な
け
為
は
斎
■

は
認
め
て
い
な
い
が
、
同
寒
町

々
，
チ
ョ
●
０
■
■
ム
に
よ
る

●
、

こ
こ
―
、
‥
Ｌ
、
日
々
ヽ

ヽ ゾ
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和

六

十

二

年
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12     121   12年
間

つ
ａ

ｏ

つ
ｒ

Ｑ
）

ｏ

「
■

Ｆ
Э30   25

期
成
会
が
発
足
阿

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及

前
田

一
歩
園
賞
受
賞
を
記
念
し
て
タ
ン

チ
ョ
ウ
里
帰
リ
ク
イ
ズ
実
施

応
募
総
数

　
一
二
三
二
通

里
帰
り
日
、
９
月
１４
日

（４３
通
）

ピ
タ
リ
賞
　
　
一
名

ラ
ッ
キ
ー
賞
　
一二
名

ふ
る
さ
と
ま

つ
り
、
秋
ま
つ
り
行
事
の

折
り
に
パ
レ
ー
ド
実
施

給
餌
活
動

小
魚
＾
百
ｋｇ
、
寄
贈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
五
百
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
　

一
五
二
俵
（道
教
委
）

小
魚
千
ｋｇ
、
給
餌
畑
二
十
ア
ー
ル

（町
教
委
）
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

飛
来
地
の
羽
数
調
査

ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動

　

　

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

町
内
　
　
　
一
一
七
羽

全
体
発
見
数
四
二
四
羽

（成
三
八

一
、
幼
四
三
羽
）

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売

二
種
二
千
枚
発
行
、
一
九
六
〇
枚
有
料
販
売

保
護
情
報
の
発
行

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
情
報
第
八
号
五
〇
〇
部

替
助
会
員
三
〇
〇
名
に
送
付

絵

ハ
ガ
キ
作
成
販
売

作
成
二
千
部
　
販
売

一
九
〇
〇
部

じ
ょ

。
か
て
い
鶴
水
墨
画
展

保
護
思
想
普
及
の
一
環
と
し
て
実
施
三
五
点

会
場

（公
民
館

。
観
察
セ
ン
タ
ー
）

サ
イ
ン
会
開
催

（～
２９
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー
）

賛
助
会
員
を
中
心
に
募
集
展
示
点
数
二

十
点
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
３０
日
）

【
阿
寒
】
道
立
タ
ン
チ
ョ
ウ

記
念
館
誘
致
促
進
期
成
会
の
設

立
総
会
が
こ
の
ほ
ノ
ヽ
役
場
て

開
か
れ
、
記
念
館
の
早
期
実
現

第
五
回
前
田

一
歩
園
賞
の
授
賞

式
が
十

一
日
午
前
十

一
時
か
ら
釧

路
支
庁
で
行
わ
れ
た
。
前
田

一
歩

園
賞
は
自
然
保
護
な
ど
に
功
績
の

あ

っ
た
団
体
と
個
人
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
こ
の
日
、
前
田

一
歩
園

財
団
か
ら
表
影
さ
れ
た
の
は
阿
寒

町
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（吉
田

勝
夫
会
長
）
＝
阿
寒
町
字
中
央
＝

と
苫
前
郡
羽
幌
町
人
字
天
売
字
富 に

向
け
積
極
的
な
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

道
立
タ
ン
チ

ョ
ウ
記
念
館

「
北
方
圏
鶴
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ン
チ
ョ
ウ
記
念
館
誘
致
へ
　
　

寒

タ
ー
」

（仮
称
）
構
想
は
阿
寒

町
が
昨
年
秋
、
町
タ
ン
チ
ョ
ウ

鶴
愛
護
会

（吉
田
勝
美
会
長
）

と
協
力
し
て
ま
と
め
た
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
絶
減
の
危
機
か
ら
救

っ
た
給
餌

（じ
）
活
動
発
祥
の

地
で
あ
る
阿
寒
に
、
北
方
圏
に

生
息
す
る
九
種
の
ツ
ル
を
集

め
、
保
護
増
殖
を
図
ろ
，
と
い

，つ
も
の
．　
　
　
　
　
′

道
立
と
し
た
の
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
は
三
十
九
年
に
道
鳥
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
道
が
進
め
る

北
方
圏
諸
国
と
の
交
流
に
も
意

義
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め

て
、
町
タ
ン
チ

ョ
ウ
観
察
セ
ン

タ
ー
周
辺
約
五
十
わ
の
牧
草
地

を
湿
原
に
変

ぺ́
．
世
界
の
ツ
ル

の
生
態
を
研
究
す
る
自
然
博
物

館
を
あ
３
，
，
。

尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

引
き
続
い
て
環
境
庁
阿
寒
国
立

公
園
管
理
事
務
所
の
八
重
樫
英
樹

所
長
、
釧
路
支
庁
の
新
党
雄
三
支

庁
長
が

「
今
後
も
自
然
保
護
普
及

の
た
め
に
協
力
し
て
下
さ
い
」
と

来
賓
あ
い
さ
つ
。
受
賞
者
の
青
塚

松
寿
さ
ん
が

「
立
派
な
賞
を
も
ら

い
感
激
し
て

い
る
。
今
後
も
オ

期
成
会
は
町
や
愛
議
会
の
は

一

か
議
会
、
商
工
会
、観
光
協
会
、

町
内
会
連
合
会
、
婦
人
団
体
な

ど
の
二
十
二
ハ
人
ン上
構
成
。
総
・会

で
は
会
長
に
佐
藤
八
夫
町
長
を

選
ん
だ
俊
、
六
十
三
年
度
事
業

と
し
て
道
や
関
係
機
関
へ
の
陳

情
を
行
う
ほ
か
、
資
料
収
集
に

当
た
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

几

ｒ

■

―

―

■

―

目

目

墨

彗

‥

二

臓
Ｐ

圏

圏

―

―

圏

圏

―

目

囲

熙

二

蕪̈

鶴

麗

■

受
賞
に
決
意
も
新
た

認
授．霜
喜
び
の
阿
寒
・愛
護
会

磯
四
五
の
漁
業
、
〓日
塚
松
寿
さ
ん

（二
九
）
の

一
団
体

一
個
人
。

授
賞
式
で
は
、
前
田

一
歩
園
財

団
の
前
田
三
郎
理
事
長
か
ら
表
彰

状
と
副
賞
の
二
十
万
円
が
贈
ら
れ

た
あ
と
、
前
田
理
事
長
が

「
前
田

一
歩
園
賞
は
財
団
が
発
足
し
た
五

十
八
年
に
設
け
、
自
然
保
護
に
貢

献
し
た
団
体
や
個
人
に
贈

っ
て
い

る
。
今
後
も
自
然
保
護
の
た
め
に

1″ | ・

ロ
ン
鳥
な
ど
の
保
護
に
努
力
し
た

い
」。
ま
た
阿
寒
町
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛
護
会
の
吉
田
勝
美
会
長
は

「
前

田

一
歩
園
財
団
の
趣
旨
に
沿
い
、

タ
ン
チ

ョ
ウ
ヅ
ル
の
保
護
の
た

め
、
会
だ
け
で
な
く
町
を
あ
げ
て

取
り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
新
た

に
し
た
。

釧
路
支
庁
で
行
わ
れ
た
前
田

一

歩
園
賞
の
授
賞
式
　
・

ヽ

37

蒻
亀



50年の歩み

つ
０

′
■
９
″

2  2

15 3

12 12 11

5 5

11 10    10

1  21     6

9

19

昭

和

六

十

三

年

度

姉
妹
都
市
交
流
事
業

（阿
蘇
町
に
お
い

て
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
パ
ネ
ル
展
二
十
点
）

（～
２０
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
環
境
調
査

（１５

。
１６
日
）

映
画
鑑
賞
会
「
つ
る
」
公
民
館
六
六
三
名

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
署
名
活

動

（観
察
セ
ン
タ
ー
）
　

一
〇
七
五
人

（～
３
月
３１
日
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
事
業

ア
メ
リ
カ
ー
Ｃ
Ｆ
調
査
と
協
力
要
請

（～
１９
日
）

一
斉
調
査
の
協
力

給
餌
活
動

飛
来
地
の
監
査
活
動

餌
募
金
活
動

（観
察
セ
ン
タ
ー
）

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
環
境
調
査

　

（～
５
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

（観
察
セ
ン
タ
ー
　
二
十
点
）

（～
３
月
３１
日
）

Ｉ
Ｃ
Ｆ
理
事
長
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
博
士
招
聘

（～
２５
日
）

□

□

【
例
寒
】

「お
待
ち

し
て
ま
す
。
ア
ー
チ
ポ

ル
ト
さ
ん
′
」
―
。
国

際
ツ
ル
財
団
（Ｉ
Ｃ
Ｆ
）

の
シ
ョ
ー
ジ

・
ア
ー
チ

ボ
ル
ト
理
事
長
（ロ
ニ）が

二
十
五
日
に
阿
寒
て
講

演
会
を
開
く
知
ら
せ

は
、
湿
原
と
ツ
ル
´
愛

す
る
釧
根
地
方
の
人
々

に
明
る
い
話
題
を
広
げ

て
い
る
。
特
に
タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護
関
係
者
に
と

っ
て
、
同
理
事
長
は
世

界
的
に

「
頼
れ
る
存

在
」
。
釧
路
市
に
は
再

会
を
心
待
ち
に
す
る
旧

知
の
女
性
も
い
る
。
さ

て
、
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
さ

ん
と
は
、
ど
ん
な
人
な

の
か
―
．

奇
水
さ
ん
の
優
雅
な
コ
投
を
阿
一会

（Ｖ
間
幸
代
世
話
人
）
が
十
日

冬
町
で
も
―
と
二
●

一
日
夜
阿
寒
一余
り
の
郵
ｍ
期
間
で
上
択
に
こ
ぎ

町
公
民
館
で
Ｍ
用
の
邦
綱

一
つ
る
一つ
け
た
も
の
で
、
姉
果
は
約
八
百

（口
）
」
が
自
■
上
嗽
さ
れ
た
。
　
一人
の
観
客
と
立
見
ま
で
出
る
バ
盛

阿
寒
町
、
町
教
委
、
商
工
青
年
一況
〓
映
画
で
こ
れ
ほ
ど
の
満
席
と

部
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
議
会
、
文

一な
る
と
は
、
新
装
の
公
民
館
が
完

化
協
会
ら
が
阿
寒
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
一

里

・
映
回

「
つ
る
」
を
鑑
資
す
る

孝ョ

`記
念館誘致に弾み

「つる(鶴 )」の上映に800人

タンチョウ解説書

道が初めて作製ヘ

小中学校の郷土学習に

世
界
的
に
頼
れ
る
人

υ印
期

国
際
知
レ誘
致
に
弾
み

米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に

本
部
が
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
、
世
界

の
ツ
ル
十
四
種
ケ
集
め
た
ツ
ル

の
保
護
活
動
の
メ
ッ
ヵ
。
十
七

年
前
に
こ
の
組
織
を
ゼ
ロ
か
ら

つ
く
っ
た
人
が
、
ア
ー
チ
ボ
ル

ト
さ
ん
だ
。
ツ
ル
研
究
て
博
士

号
を
持
つ
同
氏
は

「ぜ
び
北
海

道
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
ケ
見
た
い
」

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
が
設
立
さ
れ
た
昭

来
釧
の
日
が
心
待
ち
さ
れ
る

ア
ー
チ
ボ
ル
ト
理
事
長

和
四
十
七
年
に
釧
路
地
方
ケ
初

め
て
訪
れ
た
。

こ
の
時
、
若
い
理
事
長
ケ
励

ま
し
、
交
流
を
深
め
た
の
が
釧

路
市
内
の
開
業
医
、
札
木
照

一

朗
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
芳
枝
さ
ん

（ｆ
）だ
っ
た
。
札
木
医
師
は
、

６３
年
３
月
８
日

満
員
の
観
客
を
集
め
、
大
盛
況

の

「
つ
る

（鶴
）
」
自
主
上
映
会

一成
し
て
初
め
て
」
と
実
行
委
を
増

一し
か
ら
せ
一
ヽ

・

一　
上
い
に
先
立
っ
て
き
田
膀
災
タ

一ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
議
会
会
長
が

「意

一義
深
い
催
し
」
と
あ
い
さ
つ
。
実

一行
委
で
は

「こ
の
熱
気
で
道
立
タ

一ン
チ

ョ
ウ
記
念
館
誘
致
運
動
に
結

び
つ
け
た
い
。
次
一塁
一
↓尖
ん

木

天
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
」
と
い

一う
景
気
の
良
い
【
も
も
れ
て
い

一九

団
体
に
加
・ス
．
日
本
野
鳥
の
会

（本
部

ｏ
東
京
）
が
鶴
居
村
ｒ

釧
路
湿
原
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

指
定
地
域
に
な
っ
た
際
、
民
間

側
か
ら
強
力
な
運
動
を
進
め
た

功
労
者
だ
が
、
四
年
前
に
心
不

全
で
亡
く
な
っ
た
。

ア
ー
チ
ボ
ル
ト
理
事
長
は
同

夫
妻
を
「日
本
の
パ
パ
と
マ
マ
」

と
呼
び
、
今
回
の
来
日
も
芳
枝

夫
人
ら
と
の
再
会
が
大
き
な
目

的
だ
。
と
こ
ろ
て
、
ア
ー
チ
ボ
ル
ト

理
事
長
を
迎
え
る
阿
寒
町
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
日
本
支
部
に
な
る

「阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
」

（仮
称
）
を
通
立
７
轟
呻
奴
す
る

運
動
を
展
開
中
．
同
町
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
鶴
愛
硬
会
に
も
同
理
事

長
の
友
人
が
お
り
、

「地
元
て

理
事
長
自
身
の
日
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
構
想
を
支
援
し
て
ほ
し

い
」
と
の
本
音
も
あ
り
、

「ぜ

ひ
阿
寒
へ
」
と
働
き
か
け
た
。

同
理
事
長
は
二
十
四
日
に
来

釧
、
三
日
間
の
日
程
で
滞
在
し
、

講
演
は
二
十
五
日
午
後
二
時
力‐

、
′
、
で
，
、
′
、
′
、
で
ら
町
公
民
館

（無
料
）
で
行
わ

れ
る
。

霞
雅
な
舞
を
見
せ
る
タ
ン
チ

設
、
露
域
づ
く
り
を
め
ざ
Ｉ

′
ヽ
全
国
的
な
広
が
り
″
見
絆

て
い
る
。

一
方
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
，
■

九
年
に
道
局
に
指
定
さ
れ
て
【

る
が
、
生
忠
地
が
道
束
に
瞑
´

れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
＾

道
的
に
は
な
し
み
が
降
い
一

も
。
こ
の
た
め
道
は
、
小
、

学
技
な
ノ
で
も
郷
Ｌ
学
憎
に

十
〓
軍
度
、
菫
民
向
け
の
タ
ン

一用
で
き
る
分
か
り
や
す
い
解

チ
ョ
ウ
解
説
薔
ケ
初
め
て
作
製

一●
を
編
集
、
市
断
府
に
配
■

ら
一に
広
”ヤ
‘
ワ
ー
と
、
■
は
六

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
ｍ

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
綺
を
さ

絶
減
の
危
機
に
顕
し
て
い
た

国
の
特
別
天
然
記

晨^
初
タ
ン
チ

ョ
ウ
は
、
阿
冬
町
や
鶴
‘
村
，

ど
の
住
民
の
熱
意
て
少
し
ず
つ

川
加
．
昨
年
幕
れ
の

一
Ａ
諏
査

で
は
過
去
最
高
の
四
百
二
―
綱

羽
の
生
息
を
確
認
し
た
．
増
加

に
伴
い
、
保
護
‘
”
も
地

ん
の

38

て
、
こ
の
道
鳥
へ
の
理
解
タ

め
て
も
ら
う
こ
と
に
し
，
「

道
自
然
保
護
課
に
よ
る
″

文
献
責
Ｓ
の
収
集
ケ
ｘ
市
め
、

”
は
三
百
万
円
．
カ
ラ
ー
マ

を

本ヽ
ん
だ
ん
に
配
し
、
生
“

け
て
，ヽ
く
、
人
間
と
の
交
，

保
護
の
歩
み
の
紹
介
に
も
ヽ

ノ

ｒ
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募
金
活
動
　
観
察
セ
ン
タ
ー
赤
い
ベ
レ
ー

総
額

　
一
五
七
、　
一
九
四
円

販
売
事
業
　
絵

ハ
ガ
キ

ヽ
五
シ
リ
ー
ズ
五
五
〇
部

ヽ
六
シ
リ
ー
ズ

一
二
五
四
部

タ
イ
ピ
ン
七
宝
九
〇
個
、
液
晶
二
九
個

鶴
レ
タ
ー
セ
ッ
ト

一
〇
〇
セ
ッ
ト

図
書
　
　
　
　
　
　
十
七
部

給
餌
活
動
　
小
魚
　
二
〇
〇
ｋｇ

寄
贈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
四
五
Ｏ
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

一
五
二
俵

（道
教
委
）

小
魚
千
ｋｇ

給
餌
畑
二
〇
ア
ー
ル
　
町
教
委

（～
３
月
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

飛
来
地
の
羽
数
調
査

ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動

　

　

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

阿
寒
町
四
六
羽

（成
四

一
羽
幼
五
羽
）

全
体
三
五
六
羽
（成
三
三
〇
羽
幼
二
六
羽
）

補
足
調
査

阿
寒
町

一
二
三
羽
（成
一
一
〇
羽
幼
一
三
羽
）

全
体
四
四

一
羽
（成
四
〇

一
羽
幼
四
〇
羽
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
を
対
象
に
募
集

（観
察
セ
ン
タ
ー
　
一
一十
点
）

（～
３

・
３１
）

道
立
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
に

か
か
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
総
合
調
査

増
殖
な
ど
学
び
帰
国

細
隷
詢難
陳
情
案
の
作
成
に
活
用

【
阿
寒
】
仮
称

ｏ
道

〓

立
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン

〓

タ
ー
の
誘
致
を
目
指
し

一

て
い
る
阿
寒
町
の
佐
藤

〓

照
雄

ｏ
税
務
課
長
（四
九
）
一

が
、
米
国
の
国
際
ツ
ル

一

財
団
本
部
な
ど
を
視

一

察
、
こ
の
ほ
ど
帰
国
し

一

た
。
米
国
で
は
、
進
ん

だ
ツ
ル
の
増
殖
研
究
な

ど
知
識
を
深
め
、

「
町

が
誘
致
を
目
指
す
施
設

の
障
想
に
重
要
な
デ
ー

タ
が
そ
ろ
っ
た
」
と
し

て
い
る
。　
■

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
研
究
者
、
正

富
宏
之

・
専
修
大
道
短
大
教
授

と
釧
路
市
内
の
札
木
ゆ
り
あ
さ

ん
、
そ
し
て
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ

ウ
鶴
愛
護
会
事
務
局
長
で
も
あ

る
佐
藤
さ
ん
の
二
人
が
六
日
に

出
発
、
十
九
日
に
帰
国
し
た
。

国
際
ツ
ル
財
団

〈Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
は

世
界
に
生
息
す
る
十
四
種
の
ツ

ル
の
増
殖
研
究
な
ど
を
進
め
て

お
り
、
本
部
は
米
国
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
バ
ラ
ブ
ー
に
六
十
四

か
の
敷
地
と
飼
育
施
設
な
ど
を

持
つ
保
護
ｏ
研
究
機
関
。

一
行
は
こ
こ
で
、
自
然
の
パ

ラ
ン
ス
に
成
育
条
件
が
左
右
さ

れ
る
ソ
ル
の
保
護
状
況
、
ま
た

一
般
市
民
と
ツ
ル
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
を
し
っ
く
り
と
見
学
し

た
。
ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外

の
日
立
ツ
ル
増
殖
セ
ン
タ
ー
、

卍
テ
キ
サ
ス
州
の
白
／
ル
越
冬
地

』
も
回
り
、
施
設
概
要
な
ど
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
て
き
た
。

米
国
視
察
か
ら
帰
国
し
た
佐

藤

・
阿
寒
町
税
務
課
長
　
　
・

――――――――一―● 39 ← ―――――――――

ツ ユ重
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=五一ヒ Б可
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平

成
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年

度
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年
間

そ
の
他

販
売
事
業

絵

ハ
ガ
キ
　
一
四
〇
〇
部

タ
イ
ピ
ン
　
七
宝
　
一
一〇
個

液
晶
　
十

一
個

鶴
レ
タ
ー
セ
ツ
ト
　
六
七
セ
ツ
ト

図
書
　
　
　
　
　
　
五
五
部

写
真
集
　
　
　
　
一
四
五
部

（～
３
月
）

給
餌
活
動

（小
魚
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

飛
来
地
監
視
活
動
　
　
飛
来
地
の
羽
数

調
査

。
ね
ぐ
ら
の
監
視
活
動

一
斉
調
査
の
協
力
　
全
体
　
一二
四
五
羽

阿
寒
町
　
四
七
羽

道
陳
情

自
然
保
護
課

（吉
田
勝
美
会
長
）

補
足
調
査
　
　
　
　
全
体
　
四
九
九
羽

町
内

　
一
〇
二
羽

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展

（ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
展
　
十
五
点
）

（～
３

・
３１
）

学
術
研
究
の
資
料
の
収
集

自
然
保
護
に
関
す
る
学
術
研
究
資
料

二
十
点

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
か
か
る
調
査
事
業

中
国
ザ
ー
ロ
ン
自
然
保
護
、

北
京
動
物
園
　
佐
藤
昭
雄
事
務
局
長
視
察

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
に
か
か
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

ヘ
の
協
力

タンチョウー斉調査

子供らも満足げ

北海道新聞社 提供 撮影 岩松 健夫

日
本
野
鳥
の
会
の

「
鶴
Ｅ

・

，
事
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
」
に
は

午
前
八
時
二
十
分
の
事
前
調
査

に
合
わ
せ
て
鶴
居
小
、
鶴
居
中

，
　

の
児
童
生
徒
ら
二
十
人
が
集

合
．
先
生
の
合
図
に
合
わ
せ
て

声
を
出
し
て
数
え
始
め
た
。
昨

年
の
十

一
羽
と
い
う
確
認
数
を

知
っ
て
い
る
手
共
も
い
て

「結

構
い
て
員
か
っ
た
ね
」
と
い
う

声
も
，　
一
昨
年
の
九
十
羽
に
は

及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
二
十
六

羽
の
数
年
に
は
巌
足
げ
．

ま
た
米
国

・
ベ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
の
テ
レ
ビ
局
が

「
日
本
の

■
会
と
土
地
」
を
テ
ー
マ
に
取

材
に
来
て
お
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

屎
護
の
た
め
に
子
供
た
ち
が
努

力
し
た
歴
史
を
聞
い
て
、
熱
心

に
子
供
た
ち
を
取
材
し
て
い

た
．同
ナ
ン
ク
チ

ェ
ア
リ
の
伊
藤

員
孝
さ
ん
は
「
今
年
も
暖
冬
て
、

ま
だ
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
版
ら
は
ら

て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
日
は
風

も
な
か
っ
た
の
で
全
体
で
は
確

認
数
も
ま
す
ま
す
に
な
る
の
で

は
．
そ
れ
に
今
年
は
こ
こ
で
，

鳥
を
九
フ
確
認
し
て
い
る
．
繁

殖
率
も
い
い
と
思
う
」と
い
う
。

他
の
給
餌

（し
）
場
で
は
鶴

見
台
が
二
十
六
羽
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
が
十
八
羽
で

関
係
者
は

「
良
く
も
な
い
け
ど

思
く
も
な
い
」
と
み
て
い
る
．

外壁の装いも新たに

ワ

=雲

[`看二飛来は今月中旬頃

阿
寒
町
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
観
察
セ

ン
タ
ー
が

一
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

一昭
和
三
十
二
年
開
館
の
同
セ
ン
タ

一―
は
外
墜
の
白
い
藍
も
塗
り
変
え

一ら
れ
表
い
も
新
た

に
な

っ
た
。

一　

タ
ン
チ

ョ
ウ
も
人
も
待
ち
還
し

一　

い
山
嬌
督
理
人

一
　

一
田
情
証
彊
に
た
だ
Ｏ
κ
館
者

一が
あ

っ
た
が
、
Ｆ
心
の
タ
ン
チ

ョ

一ウ
の
姿
が
な
く
、
早
々
に
引
き
返

一し
て
い

っ
た
。
管
理
人
の
山
嬌
定

一作
さ

ん
に
よ
る
と

「
夕
方
に
な
る

一と
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
四
羽
ほ
ど
姿
を

．現
し
て
い
る
。
集
ま
り
だ
す
の
は

今
月
中
旬
ぐ
ら
い
」
で

一
番
多
い

時
で
百
三
十
羽
が
集
ま
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
昨
年
、
二
万

三
千
五
百
人
の
来
館
者
が
あ
り
、

・沖
蝸
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が
多

一く
な
っ
て
い
０

例
年
、
プ
ロ
、

一
ア
マ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
望
菫
レ
ン

一
ズ
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
姿
を

一
鍮
彰
で
に
ぎ
わ
う
の
は

一
面
真
自

一
な
雪
に
お
お
わ
れ
た

一
月
以
降
に

一
な
る
。
開
館
は
来
年
二
月
末
ま
で
。

′
　
・　
　
　
　
／

　
　
′
　
　
　
ノ
・
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50年 の歩み

平

成

六

年

度

11    8

1

7 6

1 15

11９

“

９

″

Ｆ
Э

1

25 ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｕ

定
期
総
会
　
記
念
碑
建
立
計
画
に
つ
い
て

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
記
念
碑

建
立
事
業

タ
ン
チ
ョ
ウ
人
工
給
餌
発
祥
の
碑

万
葉
歌
碑
の
建
立
計
画

第

一
回
役
員
会
　
記
念
碑
建
立
事
業
に
つ

い
て

給
餌
活
動
　
小
魚
　
　
　
二
〇
〇
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
九
五
袋
　
道
教
委

小
魚
千
ｋｇ
給
餌
畑
２０
ア
ー
ル

町
教
委
　
　
　
　
　
　
（～
３

。
３１
）

絵

ハ
ガ
キ
及
び
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成

愛
護
啓
発
用
に
作
成

絵

ハ
ガ
キ
シ
リ
ー
ズ

恥
五
　
一
五
〇
〇
セ
ッ
ト

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
環
境
保
全
の
た
め

の
基
本
調
査
事
業
並
び
に
保
護
監
視

監
視
員
　
山
崎
定
義

（上
阿
寒
）

調
査
員
　
胡
　
東
宇
（北
海
道
大
学
）

（～
３

・
３１
）

一
斉
調
査

へ
の
協
力

阿
寒
町
八
五
羽

（成
七
五

・
幼
十
）

全
体
四
五
八
羽

（成
三
九
〇

・
幼
四
三

不
明
二
五
）

第
二
回
調
査

阿
寒
町

一
七
二
羽
（成

一
五
六
・幼

一
六
）

全
体
　
六
〇
七
羽
（成
五
四
七
・幼
六
〇
）

販
売
事
業

絵

ハ
ガ
キ
　
一
〇
五
〇
セ
ッ
ト

鶴
レ
タ
ー
セ
ツ
ト
三

一
セ
ツ
ト

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
　
九
八
〇
枚

世
界
的
に
珍
し
い
オ
グ

ロ
ツ
ル
ー
中
国

・
北
京
動
物
園
て
佐
藤
照
雄
阿
寒
町
教
委
生
涯
教
育

課
長
畿
影

【
阿
寒
】
阿
寒
町
は
、
チ

ベ
ン
ト
付
近
の
高
原
地
帯
だ
け

に
生
息
す
る
世
界
的
に
珍
し

い
オ
グ

ロ
ゾ
ル
を

一
つ
が
い
、

米
国
の
国
際
ツ
ル
財
団
か
ら
購
入
し
、
来
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
同
町
の
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
す
る
。
オ

グ

ロ
ン
ル
を
飼
肩
す
る
の
は
日
本
で
は
初
め
て
。

．
オ
グ

ロ
ン
ル
は
顔
、
首
、
風

属
し
な
が
ら

も
、
異
な
る
生
息

切
り
羽
が
黒
く
、
頭
上
が
赤
い
　
環
境
を
持
つ
オ
ク

ロ
ン
ル
が
、

リ
ス
ト
に
基
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
は
、
来
館

鰤̈
ｒ
寒
ツ
ル
文
献
収
集
着
々

淵硼

本
にけ
向
児

阿
　

　

邸
藤
導
科ヽ
レ
論

文

か
ら
伝

説

ま

で

齢
れ
フイ「九

・短

ん
で
き
た
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
リ
ー
に
す
る

・会
事
務
局
長
の
佐
藤
“
一雄
町
教

り
、
執
竿
イ
に
手
紙
を
出
し
た

の
で
、
現
住
一所
を
突
き
止
め
る

た
め
、
お
手
持
ち
の
資
料
や
悩

一委
生
産
教
育
訳
長
は
札
幌
な
ど

り
、
田
内
研
究
者
の
つ
て
な
ど

の
が
大
変
」
と
話
し
な
が
ら
も

、　
報
を

提
供
し
て

い
た
だ
け
れ

一の
市
書
店
な
と
を
回
り

「
す
で

で
、
約
じ
十
締
を
集
め
た
．　

　

リ
ス
ト
作
成
や
収
■
に
力
を
入

ば
」
と
協
力
を
呼
び
”
け
て
い

一
に
九
制
方
が
集
ま

っ
た
」

と
い
　
　
う
賀
さ
ん
は
二
、外
国
の
研
究

れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

一
い
、
現
在
は
佐
藤
さ
ん
宅
で
保

者
は
研
究
施
設
を
次
々
と
し
る
　
　
町
教
委
は

「す

べ
て
の
文
献

代
ｍ
Ⅲリ

と
こ
つ
は
タ
ン

チ

ョ
ウ
に
似
て

い
る
が
、
体
が

ひ
と
面
〕り
小
さ

く
餞
火
色
で
、

尾
羽
の
黒
い
と

こ

ろ

が

異

な

る
。
中
国
の
青
・

海
省
か
ら
チ
ベ

ッ
ト

の

標

高

三
、
い
（
）
Ｏ
Ｍ

以
上
の
高
原
地

帯
だ
け
に
生
思

し
、
繁
殖
状
況

な
ど
生
態
は
未

解
明
の
部
分
が

多
い
。

ツ
ル
事
円
の

研
究
機
関
と
し

て
タ
ン
チ

ョ
ウ

の
飼
育

・
増
殖

に
取
り
組
む
国

際
ツ
ル
セ
ン
タ

ー
は
、
比
較
研

究
の
対
象
と
な

最
適
と
判
断
し
て
購

入
を
決
め
た
。
将
来

は
世
界
各
地
の
ツ
ル

を
集
め
て
飼
青
す
る

構
想
も
あ
る
。

ツ
ル
の
保
護

・
増

殖
活
動
で
有
名
な
米

国
の
国
際
ツ
ル
財
団

か
ら
三
歳
の
つ
が
い

を
年
末
か
来
年
初
め

ζ
う
に
購
入
、
来
年

四
月
に
セ
ン
タ
ー
内

の
ケ
ー
ジ
で

一
般
公

閉
す
る
。
町
は
新
年

度
、
オ
グ
ロ
ゾ
ル
購

入
も
含
め
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
費
二
億
七

千
三
百
万
円
を
計
上

し
た
．
同
町
教
委
の
さ
賀

公
也
研
究
員
は

「将

来
は
セ
ン
タ
ー
内
で

繁
殖
さ
せ
た
い
。
米

国
や
中
国
の
専
門
家

，ζ
も
こ
れ
を
き
っ
か

来年のオープンに合わせ購入

研究用、繁殖にも挑戦

る
別

種
の
ツ

ル
を

探
し

た
結

け
に
交
流
を
深
め
た
い
」
と
張

果
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
と
近
緑
種
に

り
切

っ
て
い
る
。

【
阿
零
】
阿
穴
・町
が
九
六
年
度
オ
ー
プ
ン
を
，
定

し
て
い
る
‐，，，
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
所
成
す
る
文

献
の
収
集
Ｆ
業
が
、
‐―――
タ
ン
チ

ョ
ウ
一塑

寄̈

Ｘ
＾
（占

―――
勝
大
会
尺
、
会
“
約
■
１
人
）
な
ど
の
協
力
で
お

々
と
進
ん
で
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ

の
生
態
を
吊

心
″
し

た
研
究
機
能
と
、
来
“
者
が
ツ

ル
類

へ
の
即
解
・を
深
め
る
教
青
機
能
を
併
せ
ル
つ
総

合
施
設
と
な
る
た
め
、
収
集
す
る
文
献
も
、
学
術
論

文
か
ら
ツ
ル
に
ま

つ
わ
る
伝
説
集
や

一
般
向
け
の
雑

誌
ま
で
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵
す
る
た
め
、
ツ
ル
類
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
集
め
て
い
る
佐
腋
熙
雄
さ
ん

館

昌
醸

ツ
ル
類
の
文
献
は
、
同
セ
ン

タ
ー
調
査
委
員
会

（代
表

・
正

田
宏
之
中
修
大
理
短
大
教
授
）

が
、
昨
年
度
ま
で
に
国
内
の
文

献
約
千
三
山
紳
一一の
リ
ス
ト
を

作

成
．
協
力
を
買

っ
て
出
た
‐―――
タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
■
縮
ス
パが
、

こ
の

情
し
て
い
る
。

一
方
、
ロ
セ
ン
タ
ー
で
研
究

に
排
わ
る
た
め
、
今
年
四
月
に

着
Ｆ
し
た
占
賀
公
也
学

芸
員

は
、
欧
米
の
研
究
者
に
よ
る
学

術
論
文
の
収
集
に
着
手
．
現
在

ま
で
に
三
百
鋼
の
リ
ス
ト
を
作

阿寒国際
ツルセンター
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・ 夕|1路市タンチョウ鶴愛護会

平

成

五

年

度

Ａ
）

・

′
０

11 11１２

・

４ｒ
０員

Ｊ
，
″

1 1

8

Ｆ

‥
日
刊

Ｆ

日
＝

年
間

1

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
事
業

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
三
十
名
参
加
（ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
わ
る
記
念

碑
建
立
事
業

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
環
境
保
全
の
た
め

基
本
調
査
事
及
び
保
護
環
視
の
巡
視
事
業

監
視
員
　
山
崎
定
義

調
査
員
　
百
瀬
邦
和
　
山
階
鳥
研

（～
３

・
３１
）

給
餌
活
動
　
小
魚
二
〇
〇
ｋｇ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
九
四
袋
　
道
教
委

小
魚
千
ｋｇ
　
給
餌
畑
二
〇
ア
ー
ル
　
町

教
委
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

阿
寒

一
五

一
羽
（成

一
三
七
・幼

一
四
）

全
体

四
七
九
羽

丹
頂
鶴
写
真
展

中
国
吉
林
省
対
外
文
化
交
流
協
会
主
催

に
よ
る
丹
頂
鶴
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー

半
切
版
五
十
点
）

写
真
家
　
文
俊
生
氏
が
来
町
（～
１４
日
）

後
援
事
業
　
第
十

一
回
丹
頂
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
第
二
回
調
査

町
内

一
八
九
羽
（成

一
六
九
・幼
二
〇
）

全
体

六
二
八
羽
（成
五
六
六
・幼
六
二
）

販
売
事
業

絵
ハ
ガ
キ
及
び
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売

愛
護
実
践
校
助
成

阿
寒
町
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
議
会
が
発
行
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
テ
レ
ホ
ン
カ
！
ド

Jたこ ラ」
=: 
夕葉

` 
業斤́ Fヨ (こアチ|サ

「易易易易易易易易易易易瘍易易瘍易易易場瘍易易易易易易蕩易易易易易易易易易易易易易タ

本
格
的
か0"
鶴
の
研
究
を

和井
な
総
事
業
費
は
８
億
８
千
万
円
阿 寒 町

【
回
寒
】
町
で
は
、
国
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を
、
同

町

二
十
二
線

（
通
称
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
里
）
に
建
設
す

る
こ
と
を
決
め
た
が
、
そ
の
計
回
概
要
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
教
育
展
示
セ
ン
タ
ー
や
研

究
セ
ン
タ

ー
な

ど
を
備
え
、
ツ
ル
の
生
態
学
的
研
究
や

自
然
保
護
に

関
す
る
研
究
調
査
を
行
う
。
総
事
業
資
は

八
億
八
千
五
百
万
円
で
オ
ー
プ
ン
は
平
成
八
年
度
の
予

定
。

同
町
は
、
ふ
る
さ

と
創
生
事

一さ
れ
て
い
た
。

業
と
し
て
五
つ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

一　

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

っ
た
基
本

卜
を
策
定
し
た
が
、
同
セ
ン
タ

一批
想
に
よ
れ
ば
、
特
別
ヽ
然
記

【
「
■
】
′―
■
―
一
ｒ
■

●
「
●

●
―
■
■
―
「
、
■

●

―
●
●

一　
　
一■
Ｌ
●
●

，
一
●
●
‥
　
一
●
■

，―‥
■
●

■

一
　
」■
‐
　

．
ｉ
、
■
、
「

・■
一
■
一
■
●
―
■
●
■
―

．

一●

１
‐
１
■
・
―
●
●

∵
一
■
一
■
●
　
●

ャ
‐
■
●
一
一
一
　
―
■
■
１
１

●
●

■

■

１

■
■

■
■

‥

●

ｔ

一
●

■

っヽ
●
●
■
●
●
●
一
一
，
■
●
´

一
一

‐‐
”
■

‘
●

．
，
“
“

，

■
●

１

・
〓
■
●

ス

●

　̈
¨

■

一
■

「

●
●
■

●
は

、　
ヽ

■
■

●

●
一
―

●

・
ン
ｒ
ｔ

●

〓

■

一
●
，

■
■

，

，

―

み
で
タ
ン
チ

ョ
ウ
に
対
す
る
認

一

識
を
深
め
る
方
針
だ
。
　

　

　

一

―
ド
を
作
製
、
五
日
か
ら
発

売
を
開
始
し
た
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
に
は
、

越
冬
地
で
求
愛
の
ダ
ン
ス
を

踊

る

二
羽

の

タ

ン
チ

ョ
ウ

と
、
そ
ば
で
た
た
ず

む

一
羽

を
写
し
た
写
真
に

「
鶴
の
さ

―
の
建

設
も
そ
の
ひ
と

つ
。　
一
一念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
に

関

す

る

一
ふ
化

室

や

育

雛

室

な

ど

が

あ

ヽ

昨
年
か
ら
は
、
通
や

専
円
家
な

一核
に
な
る
研
究
機
関
が
今
ま
で

一
り
、

マ
ジ

ッ
ク
ミ

ラ
ー
な
ど
を

一

ど
に
よ
る
調
査
委

員
会
も
設
け

一に
な
く
、
基
本
的
な
研
究
が
遅

一
使

う
こ

と

に

よ

り

見

学

が

可

一

ら
れ
、
ど
う
い
う
施
設
に
す
る

・れ
て
い
る
と
し
、
同
セ
ン
タ
ー

一
能
。
ま
た
、
野
外
震
示
場
は
三

一

か
を

ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
面
か
ら

．は
タ
ン
チ

ョ
ウ
は
も
と
よ
り
、　
一
カ
所
設
け
ら
れ
、
成
長
に
し
た

一

検
討
が
繰
り
返
さ
れ
、
ま
た
、　

一ツ
ル
類
を
対
象
と
し
た
研
究
調

一
が

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
観
察
で
き

一

同
町
で
も
月
舘
俊
松
町
長
を
会

一査
を
行
い
、
独
特
の
教
育
活
動

一
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

長
と
す
る
建
設
期
成
会
も
設
立

・を
実
施
し
た
い
と
し
て
い
る
。　
一　

ロ
セ
ン
タ
ー
の
外
観
は
、
ツ

一

―
‥
‥
―
‥
‥
―
‐
‥
‥
‥
　

一　

敷
地
面
積
は
約
十
万
平
方
“

一
ル
の
翼
に
覆
わ
れ
た

雰
囲
気
が

一

国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

の
完
成

．の
予
定
だ
が
、
今
回
は
約
六
万

一
出
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
さ
ら

一

予
想
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
千
平
方
着
で
、
将
来
的
に
は

一
に
、
て
き
る
だ
け
窓
を
少
な
く

一

り

‘̈
ん
こ
■
■
に
ヽ
さ
し
い

・

副
に
な

っ
て
い
る
。

町
で
は

一
人
作
り
」
に
主
眼

を
置
き
、
中
門
研
究
員
の
ほ
か
、

町
民
に
よ
る
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
カ

一

ィ
ド
も
考
え
て
お
り
、
町
ぐ
る

一

阿
寒
町
愛
護
会
が
作
製

収
益
金

は
国
際

ツ

ル

セ

ン
タ
ー

の
資
金

に

自
然
の
状
態
を
成
す
サ
ン
ク
チ

ェ
ア
リ
的
な
施
設
と
な

る
。
建

物
は
大
き
く

ツ
ル
教
育
震
示
セ

ン
タ
ー

（千

二
百
平
方
Ｈ
）
と

タ

ン
チ

ョ
ウ

研

究

セ

ン
タ

ー

（
二
百
七
十
平
方
】
）
に
分
か

れ
る
。

教
育
震
示
セ

ン
タ
ー
で
は
、

一は
じ
め
に
レ
ク
チ

ャ
ー
室
で
大

一ま
か
な
施
設
の
説
明
な
ど
を
行

い̈
、
そ
の
あ
と

に
展
示
窒
に

移

一り
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
誕
生
か
ら

像
や
は
く
製
を
使

っ
て
表
す
。

ラ
イ
プ
ラ
リ

ー
室

に
は
ツ
ル
の

文
献
資
料
や

Ａ
Ｖ

コ
ー
ナ

ー
が

あ
り
、
研
究
や
調
査
結
果
が
わ

か
る
。

研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
人
工
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50年 の歩み

年
‖1
12

5

年

間
12     11     11 11 10 9655

1 7 22
平

成

四

年

度

記
念
碑
設
計
調
査

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
事
業

阿
寒
町
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

タ
ン
チ
ョ
ウ
ポ
ス
タ
ー
募
集

小

。
中

・
高
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
広

く
募
集
し
愛
護
思
想
の
普
及
高
揚
に
役

立
て
る
　
　
　
　
　
　
　
（～
１１
月
）

絵

ハ
ガ
キ
印
刷

給
餌
活
動
　
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー
）

（～
３

・
３１
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
ポ
ス
タ
ー
を
公
民
館
観
察

セ
ン
タ
ー
に
展
示
す
る

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
調
査
事
業

資
料
販
売
事
業

文
献
、
写
真
等
学
術
研
究
資
料
の
収
集

目 轟

平成 4年 2月 13日

期
成
会
が
道
に
陳
情

国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
完
成

予
想
図

一中
で
ｔ
、
専
門
の
研
究
者
や
イ

施
設
の
基
本
計
画
書
を
提
示

阿
一郵
議
７
一晦
一『

【
阿
寒
】
タ
ン
チ

ョ
ウ
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
ツ
ル
十

五
種
を
飼
育
展
示
す
る
ほ
か
、
ツ
ル
を
中
心
に
幅
広
い

自
然
保
護
に
関
す
る
研
究
機
関
と
し
て
の
性
格
を
持
つ

（仮
称
）
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
実
現
に
向
け
て
、

同
セ
ン
タ
ー
の
計
回
を
策
定
し
た
期
成
会

（会
長

・
月

舘
俊
松
町
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
道
庁
を
訪
れ
て
、
陳
情

、を
行

っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
中
の

ツ
ル
を
飼
育
、
展
示
す
る
こ
と

で
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
独
自
性
を

知
り
生
息
環
境
維
持
を
考
え
る

拠
点
と
す
る
ほ
か
、
自
然
保
護

に
関
す
る
研
究
機
関
の
性
格
を

持
つ
教
育
活
動
に
力
点
を
置
い

た
施
設
。

基
本
計
画
で
は
、
同
セ
ン
タ

ー
を
現
在
の
丹
頂
観
察
セ
ン
タ

ー
の
あ
る
同
町

二
三
線
付
近

（約
六
万
九
千
平
方
肝
）
と
し
、

同
敷
地
内
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
、
人
ェ
ふ
化
場
、
生
態
野
外

教
育
展
示
場
な
ど
が
設
置
さ
れ

る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
人

工
ふ
化
場
は
、
内
部
に
保
護
の

歴
史
や
ツ
ル
の
種
類
な
ど
を
紹

介
す
る
展
示
室
、
百
五
十
人
収

容
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
、
ツ

ル
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

総
合
案
内
所
、
管
理
部
門
の
各

部
屋
が
設
け
ら
れ
、
人
工
ふ
化

場
は
ヒ
ナ
の
様
子
を
観
察
で
き

る
な
ど
の
部
屋
が
設
け
ら
れ

る
。
野
外
教
育
展
示
場
は
、
世

界
各
地
の
ツ
ル
十
五
種
を
収
容

す
る
六
角
ケ
ー
ジ

一
棟
、
人
工

柴
田
支
庁
長
に
要
望
者
を
手

渡
す
月
舘
町
長

（
右
）

ふ
化
や
ヶ
ガ
、
病
気
な
ど
の
ツ

ル
を
収
容
す
る
角
形
ケ
ー
ジ
三

棟
、
さ
ら
に
自
然
飼
育
場

一
カ

室
一
　
所
が
あ
る
。
′」れ
ら
の
施
設
の

る
新
た
な
財
団
法
人
を
設
立
し

管
理
運
営
に
当
た
る
と
し
て
い

る
。
総
事
業
資
は
概
算
で
約
十

五
年
度
着
工
を
目

同
期
成
会
で
は
、
同
セ
ン
タ

ー
の
基
本
計
画
が
ま
″
工
｝い
っ
た

」
と
を
受
け
て
、
今
月
七

日
に

中
島
守

一
、

を
訪
れ
、
若
狭
道
議
会
議
長
や

担
当
の
保
健
環
境
部
へ
初
の
映

情
を
行
い
、
早
期
実
現
へ
の
協

力
を
求
め
た
。
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・ 夕:1路市タンチョウ鶴愛議会

平

成
　
〓
一　
年

度

4Ｒ
υ

ｏ

（０

1110965

1  5  30  2  13

Ｅ
‐
日
到

左

日
＝

11

丹
頂
鶴
音
頭
普
及
事
業

音
頭
保
存
専
門
部
会
々
員
募
集

一
〇
九
名

普
及
活
動

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
録
音
テ
ー
プ
配
布

各
幼
稚
園
、
小
中
学
校
　
十
二
枚

講
習
会
布
伏
内
小
学
校
　
一二
十
五
名

ふ
る
さ
と
ま

つ
り
中
止

調
査
　
正
富
教
授

Ｉ
Ｃ
Ｆ
釧
路

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
調
査
事
業

悪
質
カ
メ
ラ
マ
ン
等
に
対
す
る
監
視
活

動
、
飛
来
地
や
ね
ぐ
ら
の
環
境
保
全

監
視
員
　
佐
久
間
三
男

調
査
員
　
百
瀬
邦
和

（山
科
鳥
研
）

（～
３

・
３１
）

学
術
研
究
資
料
の
収
集

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
誌
」

レ
ー
ザ
ー
デ
イ
ス
ク
鶴
の
日
記
　
他
二
六
点

給
餌
活
動
　
小
魚
二
〇
〇
ｋｇ

寄
贈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
六
〇
Ｏ
ｋｇ
美
唄
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

他
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
五
ヶ
所
二
九
四
袋

＠
三
〇
ｋｇ
道
教
委

小
魚
千
ｋｇ
　
給
餌
畑
二
十
ア
ー
ル
　
町
教
委

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

阿
寒
町
六
二
羽
（成
四
九
・幼
十
三
）

全
体
四
二

一
羽
（成
三
五
七
・幼
六
四
）

補
足
調
査

阿
寒
町

一
四

一
羽（成

一
一
八
・幼
二
三
）

全
体
　
五
五
七
羽（成
四
八
〇
。幼
七
七
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
調
査
事
業

陳
情
　
釧
路
支
庁

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
（観
察
セ
ン
タ
ー
）

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真

一
五
点

販
売
事
業
　
絵

ハ
ガ
キ
ヽ
六
　
一
三
三
〇
部

鶴
レ
タ
ー
セ
ツ
ト
　
　
　
五
十
セ
ッ
ト

写
真
集
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
部

（～
３

・
３１
）

道
庁

（吉
田
勝
美
会
長
）

12

5

つ
綱

・

″
イ

2  1

／
■
９
″1  30

‐
．̈
‥
　
　
．‐

・
ｌ
ｒ
■
１
１
〓
電
―

回

日

一

ら

昌

ゴ

李

奎
ｉ

Ｆ
百
人
の
節躍
市
民
に
身
痣

一を

定
則
；

ホ
テ
ル
２

出

一■

亀
型

〓^
量

，

樹
木

Ｆ
の
言
壺
に
勁
じ
こ

一た
罰
躇
市
の
ｉ
ｇ
層
層
さ
ん

ヽ
し
は
艦
」も
，
‘
考

「ま

一；

Ｃ
亀

首

に
ぶ

れ
る

一鼠

」
ｔ

い
う
メ

手
機

一
こ
一　
同
長
望
０
モ
建
大
な
冬
の
則

一略
漫

寛

ら
れ
た
嗅

日

一ｒ
へ
．
市
舅
お
の
０
■
に
は
一

下
Ｌ
ヽ
わ
た
っ
て
五
百
人
も
の
町

冨
薔

受

．
を

霞

て
の

一登

え

つ
た
・

一　
「■
の
町
　
口
冬
へ
あ
り
が

一ち

」
長

鷺

ｉ

ｔ

た

一町
ふ
る
こ
と
づ
く
つ
掟
ヽ
会
議

一の
き
口
守
人
会
長
「^こ
は
一町

一の
各
旬
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
量
の
シ

一ン
ボ
ル
．
そ
う
い
っ
た
息
味
を

一込
？

」
喜

す
Ｊ

ｉ

５

一嬌
フ
ミ
さ
ん
、^し
は
一本
当
に

〓
一
言
レ
ｔ
，

っ
ヽ
岳
一い

一手

ι

言

３

〓

い
ヽ

一
年
崚
１

，
李

さ
ｉ

訪

町民 温か く出迎え

暑大まタンチョウ観察ヘ

【鋼
お
、
口
〓
】
副
路
地
方
一れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
置
妥
セ
ン
タ

澄

奮

の
実

子
ま

筆

Ｔ
ａ

翠
０

山
電

作
さ
ん

二
日
午
電

別
路
市
）督
Ｃ
一ョ
一は
一年
崚
に
は
■

六
十
羽
に

０
を
薔^
に
な
者
な
町
入
り
一な
る
と
，
２

一尿
を
あ

・ま

し
た
が
、
お
■
で
は
大
勢
の
町
一ま
た
ん
の
う
し
て
も
ら
え
れ

襲

畷

く
量

婁

可

霧

に
追
わ
，

た

美しい電縮しぐらチョ
f観
察センター

会社員 大窪
 (忠 庭市・ 34サ1ヽ )
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平

成

七

年

度

第
二
回
役
員
会
　
記
念
碑
建
立
に
か
か
る

募
金
活
動
に
つ
い
て

給
餌
活
動

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
作
成
販
売
（～
３
月
）

飛
来
地
の
監
視
活
動

（～
３
月
）

一
斉
調
査
の
協
力

除
幕
式

。
人
工
給
餌
発
祥
の
碑

。
万
葉
の
碑

愛
護
会
活
動
三
十
周
年
を
記
念
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
愛
護
発
祥
の
地
に
碑
と
歌
碑
を
建
立

平
成
八
年
二
月
二
日

「
阿
寒
町
ツ
ル
愛
護
会
」
は
、

こ
の
四
月
五
日
に
発
足
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
そ
の
前
身
で
あ

る

「
阿
寒
町
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛

護
会
」
は
、
食
糧
難
の
戦
中
、

戦
後
を
通
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

阿
寒
町
内
の
人
々
に
よ
っ
て

一　
あ
る
愛
護
団
体
で
す
。
発
足
以

上
サ
の
確
保
に
努
力
し
て
き
た

九
六
五
年
に
結
成
さ
れ
た
伝
統

来
、
会
長
を
務
め
て
き
た
吉
田

阿
寒
町
ツ
ル
愛
護
会
　
（釧
路
管
内
阿
寒
町
）

勝
美
さ
ん
は
、
約
二
十
年
間
に

わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
給
餌
（き
ゅ
う
じ
）

や
監
視
活
動
を
中
心
に
、
町
内

の
タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護
の
活
動
を

支
え
て
い
ま
す
。

見守り、育てて30年

安全な環境確保に全力

同会の活動 30年を記念 して建てられたタンチ ョウ愛護発祥の地

の石碑と歌碑

四
月
二
十
六
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
阿
寒
国
際
ツ
ル

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

「
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
功

績
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
広
く
タ
ン
チ

ョ
ウ
保

護

へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ

し
い
」
と
同
会
の
活
動
三

十
年
を
記
念
し
、

「
タ
ン

チ

ョ
ウ
愛
護
発
祥
の
地
」

の
石
碑
と
歌
碑
を
二
月
に

建

て
ま
し
た
。
今
後
は
従

来
の
活
動
に
加
え
、　
一
般

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の

ガ
イ
ド
活
動
、
施
設
整
備

な
ど
も
行
い
ま
す
。

一
方
、
タ
ン
チ

ョ
ク
の

営
巣
地
で
あ
る
阿
寒
川
周

辺
で
の
土
地
開
発
の
悪
影

響
や
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
が
ツ
ル
を
脅
か
す
危

険
性
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
ツ
ル
が
安
住
で
き
る
環
境

確
保
が
今
年
の
大
き
な
課
題
。

ま
た
、
同
会
で
は
三
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
タ
ン
チ

ョ
ウ
に

関
す
る
出
版
物
を
発
行
す
る
予

定
で
、
内
容
の
検
討
と
編
集
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
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50年 の歩み

平

成

八

年

度
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（０ 25

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
開
館

愛
護
会
事
務
局
を
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
内
に
置
く

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
賛
助
会

員
の
募
集
を
開
始
す
る

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
売
店
設
置
、
ツ
ル

グ
ッ
ズ
等
の
販
売
を
開
始

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動

に
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
と

養
成
を
行
う

愛
護
会
会
報

（鶴
群
）
を
発
行
開
始

（第

一
号
～
四
号
）

阿
寒
町
ふ
る
さ
と
祭
り
に
於
て
、
町
内

会
婦
人
部
を
中
心
に
丹
頂
鶴
音
頭
が
踊

ら
れ
親
し
ま
れ
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
愛
護
会
管
理
に
お

け
る

「清
涼
飲
料
自
動
販
売
機
」
を
設

置
す
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
タ
ン
チ
ョ
ウ

「阿
寒
の
里
の
な
か
ま
た

ち
」
発
行

（道
新
野
生
生
物
基
金
よ
り

助
成
を
受
け
る
）

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
実
施

。

十
五
名
参
加

（展
示
施
設
見
学

・
タ
ン

チ
ョ
ウ
観
察
の
し
か
た
）

〈阿寒国際ツルセンター〉

塗聾塾重二重 .≦璽壁基≧

☆ 何菫詢タンチョウ饉愛議会0歴史

「阿寒町タンチョウ鶴愛議会」は 昭和40年に発足して以来長年にわたり保
護活動の歩みを続けてきました。これまでに タンチョウの給麟活動をはじめ栞
来地やねぐらの監視活動 丹頂苺音頭の普及.愛菫発祥の碑の目出し ツルに関す

る資料の発行などタンチョウの保護や保護離 の著発活動を颯広く行ってきまし

た。おかげで今ロ タンチョウの営舅麟じである涅地の環燿
"●
F々露財ヒする中で,

この口寒町には毎年 およそ300羽の群れが越冬する一大鶴の楽口となり.全
国から訪れる多くの人々に口確な舞を見せてくれています.

このように. タンチョウが飛び交う平和な郷土をこのまま次の世代に311奏ぎ.

人と鶴が共存できる環境を保全していく努力が今.私たちに求められています。

☆ n寒町タンチョウ鶴曖ヨ会は

従来から行ってきたタンチョウの保護活動を発展させながら.更にツルの調査

研究と教育活動を主な目的に設置された阿寒国際ツルセンターが行う事業活動に

協力して、ツルと共存する地域の発展に寄与することとしています。

① タンチョウ保護のために綸餌や藍援活動を行います。

② ツルに関する学習会.観察会.展覧会などを開催します。
③ 会報や解説書等の出版物を刊行し饉市します。
④ 国藤ツルセンター0事業活動に協力します。
⑤ 国際ツルセンター0活動を支援するボランティアを養成し窓口になります。
③ ツルの保護思想を普及するために.グ ッズを開発し販売します。
② その他 丹頂鶴音頭やタンテョウ愛菫発祥の記念碑を保存する活動を行い

ます。
‐

―

会員になると

★タンチョウ鶴愛議会が発行する会報やツルに関する責料のほか.国際
ツルセンターの言努彗案内など新ttヽ 1青報を惑次お送りします。

☆国際ツルセンターの売店で 5%31き (テ レカなど一部商品を除く)の

サービスが受けられます。

□
愛
護
会
事
務
局
を
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
内
に
平
成
八
年
四
月
二
十

六
日
、
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

の
開
館
に
伴
い
、
阿
寒
町
タ
ン

チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
事
務
局
を

セ
ン
タ
ー
内
に
置
き
、
阿
寒
国

際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業

活
動
に
協
力
す
る
と
共
に
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
通
し
て
地
域
の
発

展

へ
の
寄
与
を
目
指
す
。

□
鶴
群
の
発
行

愛
護
会
で
は
、

会
員
を
対
象
に
年

六
回
奇
数
月
に
発

行
す
る
。
ツ
ル
に

関
わ
る
情
報
の
提

供
を
内
容
に
又
、

会
員
か
ら
の
随
想

も
と
り
入
れ
会
員

相

互

の
交

流

も

図

っ
て
い
く
。

たづ む ら

爆禁回感動メ羽ばたく鶴の里目

あなたもタンチョウ鶴愛識の渤に参加しません力、
:1子会長1覆晏費

'■

会員は会の目的に賛同じ,事業活動に

参加.ま たは支援できる方ならだれても

力νヽ できます。

◇一般会長 年・―口  2.000円
◇漱人会員 年・―口 20. 000円
率会費は年度毎の会壺です。入金をもっ

て会長となります。

*会員になりますと会長証を発行します

「ヽ45;ト
ツル愛護ボランティアも募集″ゝ

'ミ

,

阿1詢タンチョウ鶴愛議会は阿寒国際ツルセンターとともに.ツル保褒活動の
発展をめざし.ポランティアを養成してサービス活動を行います。
日常観自嘲

来訪者の希望によリツルセンターの展示施設. 研究施れ 生体野外屁示
施設やツルの最新情報について解説tながら案内いたします。
口臓畿部門
ツルセンター内外のコ離竜整

“
=タ
ンチョウの飛来地やねぐらのコ出目じ嬌な

どに従事します。 (ボ ランティアの詳

“

についてはご相談いたします。)

←勢
ノ)
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・ 釧路市タンチョウ鶴愛護会

タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
組
織

の
見
直
し

。
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
伴
い
、
地

元
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
関
係
者
の
代
表
を
も

っ
て

組
織
さ
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
組

織
を
広
く
町
内
外
に
開
か
れ
た
も
の
に
し
た
。

・
具
体
的
に
は
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
と
連

携
し
な
が
ら
広
く
機
能
を
充
実

。
発
展
さ
せ
る

た
め
町
内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
参
加
と
支
援
を

求
め
る
必
要
か
ら
関
心
を
持

つ
協
力
者
の
自
主

的
な
会
員
制
度
に
よ
る
組
織
と
し
た
。

会
則
の
見
直
し

こ
れ
ら
組
織
化
の
見
直
し
に
伴
い
会
則
を
改
正

す
る阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
　
会
則

（名
称
及
び
事
務
所
）

第
１
条
　
こ
の
会
は
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛

護
会
と
称
し
事
務
所
を
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
内
に
置
く
。

（目
　
的
）

第
２
条
　
こ
の
会
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と

す
る
ツ
ル
類
の
保
護
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

（以
下

「
ツ
ル
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
が
行
う
事
業
活
動
に
協

力
し
、
ツ
ル
の
保
護
と
ツ
ル
と
共
存
す
る
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（事
　
業
）

第
３
条
　
こ
の
会
は
、
前
条
の
日
的
を
達
成
す
る

た
め
、
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な
連
携
の

も
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

０
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
、
監
視
な
ど
保
護
活

動
に
関
す
る
こ
と
。

②
　
ツ
ル
に
関
す
る
学
習
会
、
展
覧
会
そ
の
他

の
催
し
を
開
催
す
る
ほ
か
、
他
の
行
う
こ
れ

ら
の
催
し
に
協
力
す
る
こ
と
。

０
　
ツ
ル
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る
と
と
も

に
、
会
報
及
び
解
説
書
等
の
出
版
物
を
刊
行
、

頒
布
す
る
こ
と
。

四
　
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
。

同
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
用
に
関
す
る

こ

と

。

⑥
　
丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
お
よ
び
タ
ン
チ
ョ
ウ

愛
護
発
祥
記
念
碑
の
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

０
　
ツ
ル
の
保
護
思
想
を
普
及
す
る
た
め
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
及
び
販
売
活
動

を
行
う
こ
と
。

０
　
そ
の
他
、
こ
の
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業
。

（会
　
員
）

第
４
条
　
こ
の
会
の
会
員
は
、　
一
般
会
員
、
及
び

法
人
会
員
と
し
、
こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
、

そ
の
事
業
活
動
に
賛
同
し
、
そ
の
事
業
活
動

に
参
加
、
支
援
す
る
も
の
で
構
成
す
る
。

・　
口貝
）

・

こ
の
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

会
　
　
長
　
一　

名

副

会

長

二

名

理
　
　
事
　
若
干
名

常
務
理
事
　
一　

名

り
　
監
　
　
査
　
一
一　
名

０
　
会
　
　
計
　
一　

名

（役
員
の
選
出
）

第
６
条
　
会
長
、
副
会
長
、
理
事
及
び
監
査
は
総

会
に
於
て
選
出
し
、
事
務
局
長
及
び
会
計
は

会
長
が
委
嘱
す
る
。

（役
員
の
任
期
）

第
７
条
　
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し

再
任
は
妨
げ
な
い
。

２
　
補
欠
又
は
増
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
前
任
者
又
は
現
任
者
の
残
任
期
間

と
す
る
。

（役
員
の
職
務
）

第
８
条
　
会
長
は
、
こ
の
会
を
代
表
し
会
務
を
総

理
す
る
。

２
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
す
る
。

３
　
常
務
理
事
は
、
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

４
　
監
査
は
、
会
計
及
び
業
務
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
監
査
す
る
。

５
　
理
事
は
、
こ
の
会
の
運
営
及
び
事
業
等
を

推
進
す
る
。

６
　
事
務
局
長
は
、
こ
の
会
の
事
務
を
掌
る
。

７
　
会
計
は
、
こ
の
会
の
経
理
事
務
を
掌
る
。

（事
務
局
及
び
職
員
）

第
９
条
　
こ
の
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
事
務

局
を
設
け
、
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
職
員
は
会
長
が
委
嘱
し
、
庶
務
、
会
計
及

び
販
売
活
動
に
従
事
す
る
。

（顧
　
問
）

第
１０
条
　
こ
の
会
に
顧
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
(4)(3)(2)(1) 5 ⌒

条 役
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50年 の歩み

２
　
顧
間
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
役
員
会
に
は

か
り
会
長
が
決
定
す
る
。

（会
　
議
）

第
１１
条
　
こ
の
会
の
会
議
は
、
定
期
総
会
、
臨
時

総
会
、
役
員
会
と
す
る
。

２
　
定
期
総
会
は
、
年

一
回
会
長
が
招
集
し
、

事
業
計
画
、
事
業
報
告
、
予
算
、
決
算
、
役

員
の
選
任
、
会
費
の
額
の
決
定
、
会
則
の
変

更
、
そ
の
他
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
決
定

す
る
。

３
　
臨
時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と

き
、
又
は
会
員
の
三
分
の

一
以
上
の
要
求
が

あ

つ
た
と
き
に
会
長
が
招
集
す
る
。

４
　
総
会
は
、　
一
般
会
員
、
及
び
法
人
会
員
を

も

っ
て
構
成
す
る
。

５
　
役
員
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き

は
臨
時
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
会
議
は
、
出
席
会
員
に
よ
り
成
立
す
る
。

ま
た
議
事
は
出
席
会
員
の
過
半
数
を
も

っ
て

決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決
す
る
。

（会
　
費
）

第
１２
条
　
こ
の
会
の
年
度
会
費
は
次
の
と
お
り
と

す
る
。

０
　
一
般
会
員

　
一
口
　
　
二
〇
〇
〇
円

②
　
法
人
会
員

　
一
口
　
二
〇
〇
〇
〇
円

（役
員
及
び
職
員
の
報
酬
）

第
１３
条
　
こ
の
会
の
職
員
に
は
報
酬
は
支
給
し
な

い
。
た
だ
し
費
用
を
弁
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
常
勤
の
職
員
は
、
有
給
と
す
る
こ
と
が
で

き

る
。

３
　
職
員
の
賃
金
及
び
旅
費
等
の
支
給
は
別
に

定
め
る
。

（経
費
及
び
会
計
年
度
）

第
１４
条
　
こ
の
会
の
経
費
は
、
会
費
収
入
、
寄
付

金
、
補
助
金
事
業
収
入
そ
の
他
の
収
入
を
も

っ

て
充
て
る
。

２
　
こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月

一
日

に
始
ま
り
翌
年
三
月
二
十

一
日
、
終
わ
る
。

（委
　
任
）

第
１５
条
　
こ
の
会
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
会

の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
役
員
会
の
決
議

を
経
て
会
長
が
別
に
定
め
る
。

（付
　
則
）

０
　
こ
の
会
則
は
、
昭
和
４０
年
１１
月
３０
日
か
ら
施

行
す
る
。

②
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
３
年
４
月
２４
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

０
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
８
年
４
月
５
日
か
ら
仝

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

０
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
１０
年
４
月
２２
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

Ｄ
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
１１
年
４
月
２６
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

０
　
こ
の
会
則
は
、
平
成
１４
年
４
月
２４
日
か
ら

一

部
改
正
し
て
施
行
す
る
。

郷土読本「タンチョウ」
阿寒町ツル愛護会が作製

【
阿
寒
】
阿
寒
町
ツ
ル
愛
議
会

（古
田
勝
美
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
郷
土
読
本
「
タ
ン
チ

ョ
ウ
」

―
阿
寒
の
重

の
な

３

，
たち
―

を
製
作
。
同
町
の
小
中
学
校
な

ど
に
配
布
し
た
。

読
本
は
子
供
た
ち
に

一
年
を

通
し
た
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
活
を

理
解
し
、
自
然
保
護
の
大
切
さ

を
身
を
も

っ
て
知
っ
て
も
ら
お

ｐヽ
こ
い
う
も
の
。
製
作
さ
れ
た

の
は
二
千
部
．
児
一栞

オ
在
約

八
百
人
が
本
を

手
”ト
ン

ヽ

一
ョ
ウ
の
生
活
が
詳
し
く
理
解
で

一
き
る
。

一　

挿
し
絵
に
美
し
い

「ち
ぎ

り

一
絵
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

一
も
特
徴
の
ひ
と
つ
．
タ
ン
チ

ョ

一
ウ
ぶ

夕
焼
０暴

茅
兼

薔

お

功

一
づ
く
ろ
い
し
て
い
る
肇
な
， 魚

一
ち
ぎ
り
絵
は
同
読
本
に
彩
り
を

一
番

え
て
い
る
。

一　

本
を
製
作
し
た
間
愛
〓
会
の

一
小
林
靖
之
事
務
局
長
は

「
こ
の

一
本
で
ツ
ル
の
生
活
を
理
解
し
て

一
も
ら
え

る
と
と
て
も
う
れ

し

一
い
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
子
供

一
た
ち
に
も
、
自
然
保
護
の
心
が

一
芽
生
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

一
話
し
て
い
る
。

一　

日
読
本
は
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ

一
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
作
製
さ
れ
た
郷
土

読
本

「
タ
ン
チ

ョ
ウ
」

一

美

し

い

ち

ぎ

り

絵

が

彩

り

一
い
鰤

桑

”
謡

マ

一　
Ａ
５
版
の
小
冊
子
は
、
全
二

一
冬
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
活
な
ニ

ョ
ウ
と
の
か
か
わ
り
な
ど
も
細

一十
´
。
集
作
り
と
産
卵
の
春
か

一
ど
、
四
季
折
々
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
か
く
認
さ
れ
て
お
り
、
タ
ン
チ

一ら
ヒ
ナ
が
誕
生
す
る
夏
、
秋
と

一を
摘
き
た
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

冬の間、なぜ人里にやつてくるようになつたのでしよう。 .

阿寒民話―――ツル層vぶき

タンチヨウが人里にやってくるようになったのは、昭和25年 の

ある出来事から始まるのです。 1
それは、阿寒の民話ッルふぶぎの中で語られています。

《ツリレ、3、3ヽ き》

昭和25年の冬のこと、農業をしていた山崎定次郎は雪のなか

にくちばしを突つ込んだままじつとしているツルを見かけた。

(はておかしいな)と思い雪をこいでツルにちかついた。ツルを

だきかかえると、ふるえがつたわつてくる。体はおどろくほどや

せていた。

冊子・タンチョウ「阿寒の里のなかまたち」より

(A5版・30ページ)
阿寒町タンチョウ鶴愛護会

平成 9年 3月発行
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7     14     1
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1

平

成

九

年

度

会
員
の
募
集
に
努
め
る

会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（第
五
～
十
号
）

第

一
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
応
募
開
始

（毎
年

度
実
施
予
定
）

。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
思
想
の
普
及
と

阿
寒
の
Ｐ
Ｒ

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
鶴
を
町
教

育
委
員
会
と
共
催
で
開
催

（～
１５
日
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
開
催
（阿

寒
町
教
育
委
員
会
と
共
催
）

。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
観
察
と
冬
の

一
日
の

く
ら
し
に
つ
い
て
学
ぶ

ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

「数
あ
て
ク
イ
ズ
」
は
じ
ま
る

「阿
寒
丹
頂
の
里

・
鶴
ク
イ
ズ
」

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
で
は
、
来
年

一

月

一
日
に
阿
寒
丹
頂
の
里

（町
上
阿
寒
）
に
飛
来

す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
当
て
る

「第

一
回
鶴
ク

イ
ズ
」
を
実
施
、
回
答
を
待

っ
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

を
狙
い
と
し
て
い
る
。　
一
月

一
日
の
午
後

一
時
に

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
分
館
の
給
餌
場
に
い
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
当
て
る
。
正
解
者
に
は

（多

数
の
場
合
に
は
抽
選
）
「丹
頂
の
里

・
赤
い
ベ
レ
ー
」

の
宿
泊
券

（
二
人
分
）
や
、
同
町
の
特
産
品
三
万

円
分
な
ど
の
賞
品
が
贈
ら
れ
る
。

（第

一
回
目
の
賞
）

丹
　
賞

　
一
名

頂
　
賞
　
五
名

ラ
ッ
キ
ー
賞
　
三
〇
名

応
募
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を

作
成
し
来
館
者
に
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
報
道
機
関
を
通
し
て

Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

□
会
員
を
広
く
募
集

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
事
業
運
営
の

経
費
は
会
員
の
方
々
か
ら
の
会
費
（個
人

・
法
人
）
、

寄
付
金
、
補
助
金
事
業
収
入
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

会
員
は
、
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
会
の
事
業
活

動
に
参
加
又
は
支
援
で
き
る
方
な
ら
誰
で
も
入
会

で
き
ま
す
。

会
費
は
年
度
会
費
で
す
。
入
金
に
よ

つ
て
会
員

と
な
り
ま
す
。

会
員
に
な
り
ま
す
と
、
会
の
活
動
に
参
加
で
き

る
他
、
会
が
発
行
す
る
会
報
や
ツ
ル
に
関
す
る
資

料
の
ほ
か
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案
内
な
ど

の
情
報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
又
、
グ
ツ
ズ
購

入
の
時
５
％
を
割
引
き
販
売
い
た
し
ま
す
。

□
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
鶴

二
月
十
四

。
五
日
に
わ
た

つ
て
開
催
さ
れ
た
写

真
フ
ェ
ア
は
写
真
関
係
各
社
の
協
賛
と
多
く
の
報

道
機
関
及
び
タ
ン
チ
ョ
ウ
撮
影
関
係
の
方
々
の
協

力
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

目
的
、
毎
年
冬
期
に
は
丹
頂
撮
影
の
た
め
当
地

を
訪
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
が
他
に
例
を
見
な
い
程
多

数
に
の
ぼ
る
。
町
と
し
て
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援

す
る
こ
と
で
今
後
の
広
報
活
動
に
利
用
、
観
光
客

の
誘
致
に
つ
な
げ
る
。

両
日
の
内
容
、
カ
メ
ラ
無
料
診
断
の
実
施
、
機

器
説
明
会
、
講
演
会
の
実
施
、
写
真
展
を
行

っ
た
。

(タ ンチョウ保護監視事業

ねぐらへの立入禁止看板設置)
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50年の歩み

平

成

十

年

度

ｒ
Э

く
′

Ｑ
∪

・

∩
ё

988710 9

28

1012    12    12

20     1

2

13 25 29 13 7

会
報
（鶴
群
）
の
発
行
（第
十

一
～
十
六
号
）

。
阿
寒
町
ふ
る
さ
と
祭
り
に
協
力

・
町
内
盆
踊
り
大
会
に
協
力

・
よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

ｏ
協
賛

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
思
想
及
び
阿
寒
丹
頂

の
里
の
Ｐ
Ｒ
を
ね
ら
い
と
し
て
、
第
二

回
ツ
ル
ク
イ
ズ
を
開
始

第
二
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
応
募
開
始

愛
護
会
吉
田
勝
美
会
長
、
賀
茂
鶴
酒
造

株
式
会
社
を
表
敬
訪
問
さ
れ
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
事
業
を
町
か
ら
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
ガ
イ
ド
を
作
成
発
行

。
ど
ん
な
行
動
が
見
ら
れ
る
か
な
？

〈愛
護
会

・
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
編
集
〉

第
二
回
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
切

実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
１４
日
）

第
三
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

〈標
識
鳥
の
お
話

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
観
察
〉

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
に
つ
と
め
る

□
丹
頂
写
真
フ
ェ
ア
切
＝
カ
メ
ラ
診
断
や
講
演
も

「阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
鶴
」
は
二
月
十

三
～
十
四
日
の
両
日
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
開
催
。
今
年
は
は
じ
め
て
フ
オ
ト

コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
無
料
の
カ
メ
ラ
診
断
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
同
フ
ェ
ア
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護

に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
カ
メ
ラ
マ

ン
な
ど
の
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
町
タ
ン

チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
町
教
委
が
実
施
し
た
。

阿
寒
が
丹
頂
の
里
と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
こ
と
は
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
発
表
し
た

写
真
の
功
績
は
大
き
く
、
こ
の
功
績
を
評
価
す
る

た
め
に
も
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
作
品
発
表
の
場
と
し

て
新
た
に
フ
オ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
著
名
な
動
物
写
真
家

。
田
中

光
常
さ
ん
が
審
査
委
員
長
を
務
め
、
作
品
は
分
館

に
展
示
さ
れ
た
。
又
会
場
で
は
昨
年
に
引
き
続
き

協
賛
メ
ー
カ
ー
協
力
を
得
て
無
料
カ
メ
ラ
診
断
や

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
や
撮
影
技
術
を
学
ぶ

「丹
頂

セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
た
ほ
か
、

プ

ロ
写
真
家

の

和
田
正
宏
さ
ん

が

「湿
原
の
四

季
―
撮
影

の
ポ

イ
ン
ト
」を
テ
ー

マ
に
技
術
指
導

も
行
わ
れ
た
。

フ
オ
ト

コ
ン

テ
ス
ト
の
最
優

―~マ

秀
賞
に
は
滝
沢
芳
宣
さ
ん
が
、
優
秀
賞
に
は
竹
林

修
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。

□
第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会

（参
加
者
十
名
）

三
月
八
日
好
天

に
恵
ま
れ
絶
好
の

観
察
日
和
に
な
る
。

今
回
は
標
識
を

つ

け
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
テ
ー
マ
に
し
、

セ
ン
タ
ー
の
松
本

研
究
員
か
ら
ス
ラ

イ
ド
を
使

っ
て
お

話
を
聞
く
。

そ
の
あ
と
、
分

館
で
標
識
鳥
の
観

察
を
し
、
保
護
に

つ
い
て
の
理
解
を

深
め
た
。

む
銀
¨
臨

一

(審査委員長 田中光常さんからの講評)

轟廓扉

`

燿

(愛護会 。吉田勝美会長から受賞を受ける入賞者)

給餌場 (野生のタンチョウを観察する参加者 )
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司L50■′.′Lllniversary・ 夕ll路市タンチョウ鶴愛護会

平

成

十

一
年

度

４

～

Ｆ
Э

く
′

７
１

ｏ　
ワ
イ

10 10

1

10

25

3     2     12 12

111    12

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
館
長
に
正
富

宏
之
氏
就
任

会
報
（鶴
群
）
発
行（第
十
七
～
二
十
二
号
）

よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

ｏ
阿
寒
町
ふ

る
さ
と
祭
り
に
於
て
丹
頂
鶴
音
頭
を
披

露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
８
日
）

第
二
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
応
募
開
始

。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
思
想
と
阿
寒
町

の
Ｐ
Ｒ

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
作
製
配
布

。

五
〇
〇
〇
部

。
す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ
＝
生
き
る

ツ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
作
製
配
布

・
販
売

。
私
た
ち
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
自
然
を
守

り

ま

し

よ
う

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
二
〇
〇
〇

実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
（～
１３
日
）

第
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
開
催

ロ
タ
ン
チ
ヨ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
発
行

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
よ
り
わ
か
り
易
く
―
好
評

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（吉
田
勝
美
会

長
）
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
や
生
態
な
ど
を

コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を
製
作
し

た
。
Ａ
４
版
の
４
つ
折
り
で

「す
ば
ら
し
き
タ
ン

チ
ョ
ウ
～
生
き
る
」
を
製
作
し
来
館
者
に
配
布
し

タ
ン
チ
ョ
ウ

ヘ
の
認
識
を
新
た
に
し
て
も
ら
う
こ

と
を
強
調
し
た
。

又
「タ
ン
チ
ョ
ウ
と
湿
原
を
守
る
」
ス
テ
ッ
ヵ
ｌ

も
製
作
し
販
売
を
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
た
め

に
役
立
て
る
。

北
海
道
に
生
息
す
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
わ
か
り
易

く
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ツ

ト
と
ス
テ
ッ
カ
ー

□
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
ニ
○
○
○

阿
寒
町
教
育
委
員
会
、
阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

愛
護
会
、
古
き
よ
き
仲
間
た
ち
の
会

（丹
頂
撮
影

グ
ル
ー
プ
）
の
三
者
に
お
い
て
、
写
真
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
を
構
成
し
、
阿
寒
町
を
は
じ
め
多
く
の

後
援
と
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
協
賛
を
い
た
だ

き
二
日
間
に
わ
た
り
盛
大
に
実
施
で
き
た
。

①
丹
頂
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
応
募
者
二
九
名
　
応
募
数

一
一
五
点

。
審
査
委
員
長
　
田
中
光
常
氏
　
他
委
員
五
名

。
最
優
秀
賞
　
滝
沢
芳
宣
さ
ん

。
優
秀
賞
　
佐
藤
冨
喜
雄
さ
ん

他
人
選
五
点
、
佳
作
八
点
を
観
察
セ
ン
タ
ー

に
展
示

②
丹
頂
セ
ミ
ナ
ー

・
講
師
　
正
富
宏
之
氏
＝
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
と
未
来

名
誉
館
長
に
就
任
し

た
正
富
教
授

。
講
師
　
林
田
恒
夫
氏
＝
四
季
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
撮
る

③
丹
頂
撮
影
体
験

。
写
真
協
賛
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
材

。
フ
ィ
ル

ム
の
提
供

④
入
館
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス

。
二
日
間
に
わ
た
り
甘
酒
と
お
汁
粉
の
無
料
提
供

□
正
富
教
授
が
名
誉
館
長
に
就
任

国
の
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
を

調
査
研
究
し
保
護
に
役
立
て
る
た
め
、
三
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
名
誉

館
長
に
、
今
年
四
月
か
ら
専
修
大
学
北
海
道
短
期

大
学
の
正
富
宏
之
教
授
が
就
任
。

こ
の
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
を
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
自
然
、

人
間
の
関
わ
り
を
考
え
る
拠
点
に
し
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
語
る
。
　

（北
海
道
新
聞
記
事
よ
り
）

撮
影
体
験

コ
ー
ナ
ー

入
賞
者
表
彰

会
長
（右
）よ
り
滝
沢
氏
（左
）
ヘ
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50年の歩み

平

成

十

二

年

度

Ｆ
Э

‘
＞

７
１
く
，

10 9 9    81    12    12    122    2

25    2  125    18 21

会
報
（鶴
群
）
発
行

（第
二
十
三
～
二
十
八
号
）

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
募
集
、
受
け
入
れ
る

。
ヒ
ナ
の
誕
生
に
伴
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

飼
育
に
携
わ
る
。
多
く
の
学
生
が
参

加
す
る

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
作

製
販
売

よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
協
賛

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
丹
頂
鶴
音
頭
を
披
露

・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
姿
で
ヒ
ナ
の
誕
生
を
祝
う

第
四
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
応
募
開
始

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
、
観
察
ガ

イ
ド
を
増
刷

タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
に
よ
る
丹
頂
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
―

分
館
に
て

阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
二
〇
〇

一

実
施
　
　
　
　
（応
募
数
六
十

一
点
）

第
五
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
実
施

・
ゲ
ー
ム
、ク
イ
ズ
、
観
察
を
内
容
と
し
た

□
初
の
人
工
ふ
化
に
成
功

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
に
於
て
人
工
ふ
化
に

よ

っ
て
二
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
誕
生
す
る
。

一
羽
目
　
十
二
年
五
月
二
十

一
日

・

十
六
時
四
十
分
誕
生
０
　
カ
ン
タ

ニ
羽
目
　
十
二
年
六
月
二
十
三
日

・

十
六
時
三
十
五
分
誕
生
０
　
ク
ル
ル

命
名
は
広
く
募
集
し
た
中
か
ら
付
け
ら
れ
た
。

ロ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
披
露
＝
よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

「丹
頂
鶴
音
頭
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
踊
り
や
よ

さ
こ
い
を
通
し
て
鶴
の

愛
護
や
自
然
保
護
、
地

域
の
和
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
阿
寒
ほ
ろ
ろ

ん
祭
り
が
九
月

一
～
二

日
の
両
日
多
目
的
運
動

公
園
で
開
か
れ
た
。
五

回
目
と
な
る
今
年
は
ひ

な
の
誕
生
に
合
わ
せ
、

祭
り
の
原
点
と
な

っ
て
い
る
丹
頂
鶴
音
頭
に
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
た
職
員
が
披
露
し
た
。

□
阿
寒
丹
頂
の
里
写
真
フ
ェ
ア
ニ
○
〇

一

丹
頂
フ
オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
二
月
十

八
日
観
察
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

〈コスチューム飼育〉

コスチュームの親から、自然界の危

険をいろいろと教わる カンタ (左 )
とクルル (右 )

12.11.¬

｀14回 目・ツルを見習いずつと仲良く

道内外の 3組愛誓う
″

〈タンチョウフェスティバル実行委員会主催〉

2001.1.21 観察センターにて
一北海道新聞よリー

応 応
募 募
数 者
| |
61 28
点 名

最
優
秀
賞

菊
田
吉
紘
さ
ん

優
秀
賞
伊
藤
秀
雄
さ
ん

入
選
　
一二
名

佳
作
　
五
名

（写
真
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
の
よ
う
す
）

ヽ
¬
r‐

1

―――――――――――● 52 0
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oth
Anniversary● 夕:1路市タンチョウ鶴愛護会

平

成

十

三

年

度

にヽ
∪
ζ
＞

7（Ｘ
∪

ｒ
０

，
″

Ｑ
υ
く
，

2   1212   12 11 10

1124 1

会
報
（鶴
群
）
発
行
（第
二
十
九
～
三
十
四
号
）

阿
寒
ふ
る
さ
と
祭
り
に
於
て
丹
頂
鶴
音

頭
で
楽
し
む

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
於
て
丹
頂
鶴
音

頭
披
露

・
協
賛

。
今
年
度
か
ら
「阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」

と
改
め
る

第
六
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

（
二
十
三
名
参
加
）

・
ビ
オ
ト
ー
プ
に
於
て
湿
原
で
く
ら
す
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
を
模
擬
体
験
す
る

第
五
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

（応
募
数

一

一
一
〇
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

第
七
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

（
二
十
名
参
加
）

。
給
餌
場
で
見
ら
れ
る
ツ
ル
の
行
動
他

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
受
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査
協
力

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（～
３
月
）

第
八
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
を
開
催

（十
八
名
参
加
）

・
来
て
見
て
発
見
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ヒ

ミ

ツ

学
校
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て

の
学
習
活
動
に
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
連
携

の
も
と
支
援

□
第
六
回
親
子
自
然
観
祭
会
実
施

（
８
月
２６
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
を
学
ぶ
、
親
子
自
然
観
察

会
に
は
町
内
や
釧
路
市
か
ら
集
ま

っ
た
二
十
四
人

が
ビ
オ
ト
ー
プ
に
お
い
て
夏
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生

活
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
学
ん
だ
。

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
成
鳥
は
二
年
に

一
度
羽
が
生

え
か
わ
り
約
二
ヵ
月
間
は
飛
べ
な
く
な
る
」
と
紙

芝
居
で
説
明
。
ゲ
ー
ム
で
は
胴
長
を
は
い
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
役
と
靴
の
キ
ツ
ネ

・
カ
ラ
ス
役
に
分
か
れ

鬼
ご

っ
こ
。
池
に
入
れ
ば
飛
べ
な
く
て
も
外
敵
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
又
自
然
界
で
の

食
べ
も
の
に
つ
い
て
も
説
明
を
う
け
た
。

「ト
ン
ボ
食
べ
る
の
？
」

お
や
こ
自
然
観
察
会
に
２
人

□
阿
寒
の

コ
ス
チ

ュ
ー
ム
飼
育
国
内

一
号

・
カ
ン

タ
死
亡

昨
年
五
月
ニ
ト

一
日
生
ま
れ
た
雄

の
カ
ン
タ
。

七
月
七
ロ
ケ
ー
ジ
の
中
で
キ
ツ
ネ
に
襲
わ
れ
死
亡

し
て
い
る
の
を
確
認
さ
れ
た
。

カ
ン
タ
は
キ
ツ
ネ
の
警
戒
法
を
習

っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
と
か
…
残
念
な
こ
と
。
大
き
な
課
題
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。

□
初
の
タ
ン
チ
ヨ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
く
（１２
月
～
３
月
）

―
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
教
育
委
員
会
の
共
催

で
「阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
イ
ラ
ス
ト
展
」
を
開
催
。

阿
寒
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
観
察
し
、
愛
護
の
気
持
ち
を
持

っ

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
、
町
内
や
同
愛
護
会
の
会

員
、
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
人
々
か
ら
応
募
し
た
。

□
阿
寒
ふ
る
さ
と
祭
り
で

「丹
頂
鶴
音
頭
」
披
露

恒
例
の
阿
寒
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「ふ
る
さ

と
祭
り
」
の
会
場
に
於
て
、
来
場
し
た
多
く
の
人
々

が
愛
護
会
の
半
て
ん
を
着
て
楽
し
く
踊
リ
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
た
。

□
「
丹
頂
鶴
音
頭
」
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
、
踊
る

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
二
〇
〇

一
（８
月
２４
～
２５
日
）

昨
年
ま
で
の
「阿
寒
よ
さ
こ
い
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」

か
ら

「阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」
と
し
、
四

一
チ
ー

ム
二
千
人
が
集
ま
り
阿
寒
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
、
特
別
企
画
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に

「丹
頂
鶴
音
頭
」
が
位
置
づ
け
さ
れ
披
露
さ
れ
た
。

ゲームで学んだタツチョウの生態

遊びながら、

タンチョウの生態を学ぶ参加者

にぎわいをみせたふるさと祭り

丹頂鶴音頭を踊る参加者
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50年 の歩み

平

成

十

四

年

度

４

・

２

一
Э

く
，

７
１
‘
＞

10 8

31

Ｑ
υ
‘
＞

12    12    12 123

23 15 1

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
の
作
製
、

配
布
〈す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ
＝
育
て
る
〉

会
報
（鶴
群
）
発
行（第
三
十
五
～
四
十
号
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
そ
の
受
け
入
れ

。
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
を
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
実
施

（八
名
受
け
入
れ
）

第
九
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
開
催

。
湿
原
で
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育
て
と

そ
の
く
ら
し
紙
芝
居

第
六
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

（応
募
数

一

一
六
二
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
受
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数

一
斉
調
査
へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
う
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（～
３
月
）

第
十
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
開
催

（十
八
名
参
加
）

。
幼
鳥
の
給
餌
場
で
の
生
活
と
そ
の
観

察

・
紙
芝
居

第
十

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会

（
二
十
六
名
参
加
）

。
子
別
れ
の
お
話
と
自
立
し
た
幼
鳥
の

観
察
及
び
紙
芝
居

ロ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育

愛
護
会
で
は
ひ
な
の
誕
生
に
よ
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

（
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
）
を
八
名
受

け
入
れ

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
に
携
わ

っ
て
も
ら
う
。

□
体
験
文
　
愛
護
会
々
員
　
福
田
晋
治
さ
ん
（大
阪
府
）

私
は
今
夏

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
飼
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な
そ
し
て
楽
し

い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
と

の
出
会
い
は
学
生
時
代
に
旅
行
で
訪
れ
た
十
数
年

前
の
こ
と
。
釧
路
湿
原
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
い
て
い
た

時

一
羽
の
丹
頂
が
頭
の
上
を
飛
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

青
空
を
背
景
に
悠
々
と
飛
ん
で
い
た
つ
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
姿
が
印
象
的
で
、
以
来
毎
冬
ご
と
に
釧
路
を

訪
れ
、
写
真
の
対
象
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
そ
の
も
の
に

な
り
深
く
興
味
を
持
ち
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
愛
護
会
の
会
報
、
Ｔ
Ｖ
番
組
で
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

飼
育
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
こ
と

を
知
り
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
阪

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
す
る
私
に
と

つ
て
参
加

で
き
る
の
は
十
日
程
度
。
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
し
て
最
初
に
驚
い
た
の
は
ヒ
ナ
に
携

わ
る
仕
事
を
す
る
都
度
行
う
手
や
靴
の
消
毒
、

エ

サ
や
糞
の
計
量
、
そ
の
他
に
も
ヒ
ナ
を
人
に
慣
ら

さ
な
い
為
の
気
配
り
な
ど
、
こ
ま
ご
ま
し
た
作
業

が
多
い
こ
と
で
し
た
。
初
日
か
ら

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

を
着
て
ヒ
ナ
と

一
緒
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

事
も
驚
き
で
し
た
。
短
期
間
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

来
て
直
接
ヒ
ナ
と
関
わ
る
仕
事
は
嬉
し
い
反
面
、

緊
張
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
歩
く
自
分
の
後

ろ
を
ト
コ
ト

コ
と
つ
い
て
来
た
り
、
パ
ペ
ッ
ト
の

先
を
つ
つ
い
て
エ
サ
を
ね
だ
る
ヒ
ナ
の
姿
を
見
る

と
す
べ
て
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
し
た
。
や
が

て
ヒ
ナ
の
様
子
を
観
察
で
き
る
余
裕
を
も
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
二
羽
の
ヒ
ナ

の
個
性
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
愛
着
が
わ

く
と
同
時
に
ヒ
ナ
の
行
動
に
対
す
る
疑
問
や
、
自

分
の
動
作
に
つ
い
て
の
不
安
も
感
じ
ま
す
。
本
当

に
奥
の
深
い
、
難
し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

十
日
間
、
ス
タ
ツ
フ
の
方
々
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
た
ち
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
二
羽
の
ヒ
ナ

が
元
気
に
成
長
し
野
生
生
活
に
順
応
で
き
る
目
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
　

　

（八
月
十
八
日
）

□
見
て
、
聞
い
て
、
体
験
し
て

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育
て
を
知
る
＝
観
察
会

「ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子

育
て
を
知
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
そ
の
く
ら
し
に
関

心
を
持
た
せ
る
」

ム
　

を
目
的
に
八
月

一　

　

一
二
卜

一
ヨ

ヽ

Ｆ

ゲ

　

　

．
二

・　

．
―

　

二

る
る

ど
も
か
ら
大
人

狩
射
ま
で
十
八
名
の

一錦
鯵鋤け側が翻

ネヵ、
観
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

ツ
し

や
セ
ン
タ
ー
の

キ
楽
肝
野
の
指
導
の‐

も
と
元
気
に
活
動
す
る
。

〈内
容
〉
①
紙
芝
居
を
見
る
　
②

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

を
着
て
親
の
し
ぐ
さ
を
似
る
　
③
ヒ
ナ
の
成
長
（身

長
の
伸
び
、

エ
サ
の

一
日
の
量
等
）

④
ゲ
ー
ム

（キ
ツ
ネ
に
気
を
つ
け
ろ
）

⑤
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育

て
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
見
る
　
（八
月
二
十

一
日
）

ロ
タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
発
行

す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ

。
生
き
る
に
引
き
続

き
今
年
度
は
「育
て
る
」
を
発
行
し
た
。
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
飼
育
の
様
子
が
お
り
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。
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会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（第
四
十

一
～
四
十
六
号
）

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
於
て
、
丹
頂
鶴

音
頭
を
披
露

。
協
賛

。
今
年
も
町
内
会
婦
人
部
各
位
の
協
力

を
得
て
、
盛
大
に
踊
ら
れ
た（～
２３
日
）

第
七
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

（応
募
数

一
二
八
六
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
う
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
※
阿
寒
町
で
今
冬
最
大
三
百
羽
の
越
冬

数
を
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
交
流
展
開
催（～
３
月
）

。
そ
れ
ぞ
れ
が
撮
影
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
写
真
を
通
し
て
、
交
流
し
合
う
と

共
に
来
館
者

ヘ
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
を

鑑
賞
し
て
も
ら
う

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
う
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

第
三
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（～
３
月
）

〈応
募
数
九
十
四
点
〉

第
十
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
開
催

（三
十
三
名
参
加
）

。
給
餌
場

へ
集
ま
る
ま
で
の
旅
の
様
子

（疑
似
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
）

第
十
三
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
開
催

。
春
、
湿
原

へ
戻
る
頃
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
様
子
を
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
、
観
察

を
通
し
て
学
ぶ

□
　
給
餌
事
業
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
元
気
の
源
は
魚

阿
寒
丹
頂
の
里
で
越
冬
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数

は
年
々
増
加
中
で
、
現
在
最
大
三
百
羽
を
数
え
る

ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

越
冬
中
の
十
月
か
ら
三
月
ま
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（デ
ン
ト

コ
ー
ン
）

と
十
二
月
か
ら

二
月

ま
で
活
魚

（ウ
グ
イ
）

を
与
え
て
い
る
。

給
餌
人
は
現
在
も

「タ
ン
チ

ョ
ウ
が
可

愛
く
て
」
と

い
う
山

崎
定
作
さ
ん
が
毎
日

続
け
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛

来
す
る
前

の
早
朝
に

デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
、

午
後
二
時
に
は
ウ
グ

イ
を
与
え
て
い
る
。

魚
を
給
餌
し
て
い
る
の
は
阿
寒
の
給
餌
場
の
み

で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ウ
グ
イ
を
横
取
り
す
る

オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
時
に
は
オ
オ
ワ
シ
や
キ
ツ
ネ
も
や

っ

て
く
る
た
め
、
こ
の
時
刻
給
餌
場
の
光
景
を
求
め

て
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

ロ
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
親
子
観
察
会
（
１６
年
３
月
７
日
）

″
ツ
ル
の
ダ
ン
ス
を
見
て
大
喜
び
〃
参
加
者
１９
名

今
年
度
第
２
回
目
の
観
察
会
を
開
催
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、
「も
て
も
て
の
ツ
ル
は
ど
ん
な
ツ
ル
？
」

春
、
繁
殖
期
に
は
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
様
子
を
自

作
の
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
、
給
餌
場
で
の
実
際
の
観

察
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
時
期
、
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
ダ
ン
ス
を

盛
ん
に
披
露
し
観
察
し
た
参
加
者
を
喜
ば
せ
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
理
解
と
こ
れ
か
ら
の
保
護
に
む
け

て
更
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
観
察

会
で
あ
っ
た
。

□
　
阿
寒
町
な
ど
の
給
餌
場
に
飛
来
す
る
国
の
特

潮
喬
詠
韮
ヒ
ナ
が
死
ぬ
可
能
性

別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
約
三
割
が
、
寄

生
虫
の
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が

環
境
省
の
調
べ
で
わ
か
つ
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
卵
が
付
着
し
た
餌
を
食
べ
る
こ

と
で
感
染
し
、
弱

っ
た
成
鳥
や
ヒ
ナ
の
場
合
は
気

管
支
炎
な
ど
で
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
東
京
の
上
野

動
物
園
な
ど
飼
育
下
に
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
感
染

例
は
あ
る
が
、
野
生
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
の

は
全
国
で
初
め
て
。
人
間
に
は
感
染
し
な
い
。
昨

年
五
月
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
生
ま
れ
た
三

羽
の
ヒ
ナ
が
気
管
支
炎
を
発
症
。
同
セ
ン
タ
ー
の

獣
医
師
ら
が
調
べ
た
結
果
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
に
感
染

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ヒ
ナ
は
抗
生
物
質
な
ど

の
投
与
で
回
復
し
て
い
る
。
給
餌
場
は
過
密
化
し

て
お
り

一
羽
が
感
染
す
る
こ
と
で

一
気
に
拡
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
事
態
を
重
く
見
た
環
境
省
は

専
門
家
で
協
議
す
る
。

（北
海
道
新
聞

。
１５
年
３
月
報
道
よ
り
）

□
過
密
解
消

へ
分
散
地
必
要

生
息
域
拡
大
で
電
線
接
触
、
列
車
衝
突
が
多
発

釧
路
市
動
物
園
に
け
が
や
死
が
い
で
保
護
、
収

容
さ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
１０
月
２２
日
ま
で
に
２３
羽
、

昨
年
同
期
の
２
倍
近
く
に
。
電
線
接
触
、
列
車
や

自
動
車
に
衝
突
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数
は
、
人
工
給
餌
な
ど
で
年
々

増
加
、
一
月
の
調
査
で
は
過
去
最
多
の
九
〇
八
羽
、

●
こ
の
半
世
紀
で
約
２７
倍
に
急
増
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
生
息
地
が
過
密
に
な
り
、
国
道
な
ど
人
間
の

生
活
環
境
付
近
に
生
息
域
が
拡
大
。
事
故
に
遭
う

確
率
が
高
ま

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
動
物
園
で
は
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
数
が
増
え
人
里
に
生
息
域
が
拡
大
し

て
い
る
の
が
大
き
な
原
因
と
分
析
し
て
い
る
。

（北
海
道
新
聞

・
１５
年
１０
月
報
道
よ
り
）

活魚 (ウグイ)を与える山崎定作さん
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会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（第
四
十
七
～
五
十
二
号
）

第
八
回
阿
寒
丹
頂
の
里
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

。
応
募
総
数

一
〇
三
七
通
　
阿
寒
丹
頂

の
里
で
越
冬
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
Ｐ
Ｒ

と
保
護
思
想
を
ね
ら
い
と
し
て
行
う

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（給
餌
事

業
）
を
町
の
委
託
を
う
け
実
施（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
を
町
の
委

託
を
う
け
実
施
　
　
　
　
（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況

一
斉
調
査

へ
の

協
力
第
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

。
応
募
数

一
八
六
点

　

　

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
時

へ
の

「立
入
禁
止
」

看
板
の
設
置

（新
規

・
補
修
を
行
う
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
交
流
展

（作
品
点
数
二
十
五
）

観
察
セ
ン
タ
ー
に
於
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
愛
す
る
人
々
の
写
真
を
持
ち
寄
り
展

示
し
交
流
を
行
う
　
　
　
（～
３
月
）

第
十
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
の
実
施

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ル
タ
及
び
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
体
や
生
態
を

学
ぶ

華やかに阿寒ほろろん祭り郷土芸能
丹頂鶴音頭

合
併
記
念
で
３
首
長
も

融
丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
発
足

鑑
　
　
　
多
く
の
参
加
を
呼
び
掛
け

【釧
路
市
阿
寒
】
阿
寒
地
区
の
郷
土
芸
能
と
し
て
、
長
年
繊
踊
り
や
運
動
会
な
ど
で
親
し
ま
れ
て
き
た

「丹
頂

鶴
音
頭
」
の
保
存
会

「丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
」
が
こ
の
ほ
ど
発
足
し
た
。
合
併
効
果
を
ね
ら

っ
て
旧
釧
略
市
内
で
も

普
及
さ
せ
、
今
後
は
定
期
的
に
踊
り
の
け
い
こ
も
始
め
る
予
定
。
来
年
の
制
定
ω
周
年
を
前
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
同

様
、
愛
好
者
ら
が
郷
■
芸
能
の
本
格
的
な

「保
護
」
に
乗
り
出
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
川
路
子
）

丹
頂
鶴
音
頭
は
、
阿
寒
町

一を
表
現
し
て
い
る
。現
在
は
、
一地
域
が
ほ
と
ん
と
だ
が
、
丹

一も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
踊
り

タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
議
会

（現

一丹
頂
鶴
音
頭
を
現
代
風
に
ア
一頂
鶴
音
頭
に
は
保
存
会
が
な

一の
輸
を
広
げ
よ
う
と
愛
好
者

釧
略
市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

一レ
ン
ジ
し
た
音
楽
と
誦
り
の
一い
た
め
、
以
前
か
ら
各
種
イ

一ら
が
保
存
会
を
立
ち
上
げ

愛
議
会
）
が
１
９
６
７
年
に

一祭
興
「阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」
一ベ
ン
ト

ヘ
の
参
加
や
量
好
者

一た
。

制
定
。
誦
り
は
優
雅
に
舞
う

一が
行
わ
れ
て
お
り
、
中
高
生

一ら
を
練
習
で
集
め
る
こ
と
に

一　
現
在
の
会
員
は
、
阿
寒
地

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
を
イ
メ
ー

一を
は
じ
め
若
者
に
も
親
し
ま
一苦
慮
し
て
い
た
。
ま
た
合
併

一区
で
４０
人
ほ
と
。
丹
頂
鶴
音

ジ
し
た
も
の
で
、音
頭
は
「ホ

一れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
一に
よ
り
、
旧
劃
略
市
内
の
町

一

ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ

一　
郷
十
六
能
は
保
存
会
が
中

一内
会
か
ら

「丹
頂
鶴
音
頭
を

一

コ
ー
コ
」
と
ツ
ル
の
嶋
き
声

一心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る

一教
え
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

一

４０
年
の
歴
史
が
詰
ま

っ
た
丹
頂
鶴
音
頭
の
浴
衣
を
手
に
．
丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
へ
の

入
会
を
呼
び
掛
け
る
会
員

ス
テ
ー
ジ
に
は

５０
チ
ー
ム
参
加

一ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
、

一高
野
武
音
別
町
長
は

「合
併

一が
決
し
て
バ
ラ
色
で
は
な
い

一が
、
新
市
と
地
域
の
発
展
に

一と
も
に
汗
を
流
し
ま
し

ょ

一う
」
と
話
し
、
地
元
の
中
島

一守

一
町
長
は

「合
併
は
足
し

一算
で
は
な
く
か
け
算
。
良
い

一と
こ
ろ
を
掛
け
合
わ
せ
、
力

一を
合
わ
せ
て
発
展
し
て
い
こ

一う
」
と
１０
月
Ｈ
日
に
追

っ
た

阿
寒
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
２
０

０
５
（実
行
委
主
催
）が
２６
、

”
の
両
日
、
阿
寒
町
総
合
運

れ
た
。
１０
周
年
の
節
目
と
な

っ
た
今
年
は
、
３
市
町
合
併

記
念
の
冠
も
つ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
首
長
が
駆
け
つ
け
る

中
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

正
調
丹
頂
鶴
音
頭
を
披
露

す
る
地
元
女
性
た
ち

阿
寒
町
に
古
く
か
ら
伝
わ

一合
併
を
祈
念
し
て
い
た
。

る
丹
頂
鶴
音
頭
に
改
良
を
加

一　
１０
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

え
た
楽
曲
で

「ほ
ろ
ろ
ん
演

一実
行
委
員
会
の
早
坂
勝
則
委

舞
」
を
披
露
し
あ
う
、
恒
例

一員
長
は

「新
市
に
な

っ
て
も

の
祭
り
。
初
日
の
２７
日
は
、　
一さ
ら
に
祭
り
を
盛
り
上
け
て

台
風
Ｈ
号
の
影
響
で
あ
い
に

一行
き
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

く
の
霧
雨
模
様
と
な

っ
た

一て
い
た
。

が
、
音
と
光
が
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
に
は
２
日
間
で
約
５０

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

初
参
加
の
伊
東
良
孝
釧
路

市
長
は

「歴
史
と
伝
統
を
大

事
に
し
た
新
し
い
市
を
築
き

頭
に
約
”
年
間
携
わ
っ
て
き

た
鶴
田
真
智
子
さ
ん
（７１
）
は

「
こ
れ
か
ら
は
、
格
好
良
い
丹

頂
鶴
音
頭
を
目
指
し
ま
す
。

男
性
や
初
心
者
の
方
で
も
大

歓
迎
。
若
い
人
に
も
ど
ん
ど

ん
師
り
の
輸
に
加
わ

っ
て
ほ

し
い
」
と
参
加
を
呼
び
掛
け

一て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
１
次
募
集
の
締
め
切
り
は

一

一１２
月
３１
日
ま
で
。
申
し
込
み

一

一や
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
寒
国

一

一際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
内
の
釧
略

一

一市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
夢
護

一

一会
の
小
林
靖
之
事
務
局
長

一

一
（∞
１
４
０
１
１
）
か
、
同

一

一会
副
会
長
の
鶴
口
さ
ん

（∞

一

一１
３
１
６
Ｉ
）
へ
．

釧
路
市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

愛

護

会

と

し

て

再

出

発

新
会
長
に
吉
田
守
人
氏

【
釧
路
市
阿
寒
】
１
９
６

５
年
か
ら
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
保

護

・
啓
発
活
動
を
行

っ
て
き

た

「阿
寒
町
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛
護
会
」
が
、
２
０
０
６
年

度
か
ら
旧
釧
路
市
か
ら
も
役

員
を
選
出
し
て
、
「釧
路
市
阿

寒
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切

っ
た
。
新
会
長
に
は
吉

田

守
人
氏
、
名
誉
会
長
に
前
会

長
の
吉
田
勝
美
氏
を
選
任
し

た
。今
年
度
は
、
例
年
通
り
給

餌
や
タ
ン
チ

ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力
を
す
る
ほ
か
、
設
一

立
時
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
愛
護
一

精
神
普
及
の
た
め
に
作
ら
れ
一

た

「丹
頂
鶴
音
頭
」
を
、
く

し
ろ
港
ま
つ
り
で
初
披
露
す

る
。新

役
員
は
次
の
通
り
。

▽
名
誉
会
長
　
吉
田
勝
美

▽
顧
間
　
金
子
信
治
▽
会
長

吉
田
守
人
▽
副
会
長
　
鶴

田
具
智
子
、
早
坂
勝
則
、
高

橋
良
治

（古
川
路
子
）
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``Anniversary

・ 釧路市タンチョウ鶴愛護会

平

成

十

七

年

度

ＦЭ

く
，

10 8

1

5通 通 通 通

年 年 年 年

12 12    11

1

11 10
S

10

会
報
の
発
行

丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及

。
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り

阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
四

十
周
年
記
念
事
業
実
施

一
、
四
十
年
の
歩
み

「記
念
誌
の
発
行
」

二
、
四
十
周
年
記
念
式
典

。
祝
賀
会

（於

。
阿
寒
町
公
民
館
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
殖
事
業

（給
餌
）

（～
３
月
）

第
九
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
実
施

タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
会
及
び
イ
ラ
ス
ト

展
の
開
催
　
　
　
　
　
　
（～
３
月
）

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
交
流
展

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
事
業

（～
２
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
養
成

リ
ー
フ
レ
ツ
ト
作
成
配
布

学
校
教
育
活
動

へ
の
支
援

他
団
体
の
催
し

へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
調
査
保
護
連
盟
に
よ
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
生
息
調
査
の
結
果
を
発
表

〈
一
〇
〇
三
羽
確
認
〉

１

１７
年
１
月
調
査
か
ら

―

釧路新聞掲載

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う

製
動
野
議
舒
設
立
４０
周
年
を
祝
う

「阿
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

愛
護
会
」
（吉
田
勝
美
会
長
）

の
設
立
４０
周
年
記
念
式
典

・

祝
賀
会
が
１
日
、
同
町
公
民

館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
の

こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
、
今
後
の
発
展
を

期
し
た
。

式
典
に
は
中
島
守

一
同
町

長
を
は
じ
め
関
係
者
ら
約
１

０
０
人
が
出
席
し
、
吉
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
次
い
で
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
な

ど
に
尽
力
し
た
Ｈ
人
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
。

吉
田
会
長
は

「Ｈ
日
に
は

釧
路
市
と
合
併
す
る
が
、
愛

護
会
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
の

歴
史
と
伝
統
を
し
っ
か
り
引

き
継
ぎ
な
が
ら
大
き
な
観
光

都
市
と
し
て
羽
ば
た
け
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

決
意
も
新
た
に
し
て
い
た
。

（木
村
啓
司
）

調
【莉
一Ｗ
Ｏ
一匈
一ョ
費
は
次
の
通

り

（敬
称
略
）

石
井
泰
行
賀
茂
鶴
酒
造
会

長
、
金
村
敦
夫
同
副
会
長
、

河
本
清
同
元
専
務
、
自
髪
良

一
日
本
清
酒
社
長
、
加
藤
秋

霜

（書
道
家
）
、
岩
松
健
夫

（写
真
家
）
、
正
富
宏
之
専

修
大
名
誉
教
授
、

早
坂
勝
則
阿
寒
ほ

ろ
ろ
ん
祭
り
実
行

委
員
長
、
坂
本
淳

元
丹
頂
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員

長
、
吉
田
勝
美
阿

式
奥
の
後
、
祝
　
寒
町
タ
ン
チ
ョ
ウ

賀
会
で
旧
交
を
　
鶴
愛
護
会
会
長
、

温
め
た
　
　
　
　
金
子
信
治
同
副
会

長

‐苺場熟蛾

北海道新聞掲載

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護

「感
無
量
」
の
４０
年

愛
護
会
が
記
念
式
典

【
阿
寒
】
国
の
特
別
天
然

記
念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
保
護

活
動
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
る
釧
路
管
内
阿
寒

町
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（
吉
田
勝
美
会
長
）
の
設
立

四
十
周
年
記
念
式
典
が

一

日
、町
公
民
館
で
開
か
れ
た
。

愛
護
会
は
生
息
数
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
い
た

一
九
六
五

「
丹
頂
鶴
音
頭
」

も
披
露
さ
れ
た

記
念
祝
賀
会

年
、
有
志
で
結

成
し
た
。
給
餌

人
。

や
飛
来
地
の
監

視
の
ほ
か
、「凡
．

頂

鶴
音
頭
」

の
レ
コ
ー
ド
化

・

な
ど
タ
ン
チ

ョ
一

ウ
保
護
運
動
に

一

も
力
を
入
れ
て

一

い
る
。
会
員
は

．

現
在
約
百
五
十

一

式
典
に
は
約
百
人
が
参

加
。
吉
国
会
長
が

「
節
目
の

年
に
生
息
数
が
千
羽
を
超

え
、
感
無
量
。
今
ま
で
の
知

識
や
経
験
を
生
か
し
、
保
護

活
動
に
さ
ら
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
祝

賀
会
で
は
地
元
の
高
校
生
に

よ
る
ツ
ル
と
ヵ
メ
の
長
寿
を

祝
う
謡
曲
や
阿
寒
町
女
性
の

会
の
優
雅
な
「
丹
頂
鶴
音
頭
」

の
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
節
目

の
年
を
祝

っ
た
。
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50年 の歩み

平

成

十

八

年

度

5    512    11    11    11    11    10    10    8     8     8

9  5     1    20    19    19    11     1     1    26    11    6

９

″

つ
４

大 1_
面丁

数
月 12    12

初
代
会
長
音
田
勝
美
氏
退
任

新
会
長
に
吉
田
守
人
氏
就
任

会
の
名
称
変
更

阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
を
釧
路

市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
と
す
る

第

一
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会

（タ
ン
チ
ョ
ウ
の
食
べ
物
）

賀
茂
鶴
酒
造
い
表
敬
訪
問

（吉
田
守
人
会
長
）

阿
寒
ふ
る
さ
と
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
に
丹
頂

鶴
音
頭
披
露

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（委
託
）

給
餌
事
業
―
給
餌
人

・
山
崎
定
作
氏

第
十
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

応
募
総
数
八
〇
六
通

（～
１２
末
）

丹
頂
講
演
会

・
講
師
　
高
橋
良
治
氏

テ
ー
マ

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
育
て
」

第
二
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会

（タ
ン
チ
ョ
ウ
の
冬
の
く
ら
し
）

「丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
」
発
足

初
代
会
長

・
鶴
田
員
智
子
氏

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（展
示
１２

・
２６
～
２

・
２８
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業

（委
託
）

崎
他
巡
視
―
監
視
人

。
西
川
精
作
氏

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

初
代
会
長

・
音
田
勝
美
氏
逝
去

会
報

「鶴
群
」
の
発
行

（５９
～
６４
号
）

市
全
体
の
組
織
に

『
亀
前
ク“
再
ス
タ
ー
ト

「阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
好
会
」
は
こ
の
ほ
ど
、
新
た
に

″釧
路
市
″
の
冠
を
付

け
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
４０
年
に
わ
た

っ
て
阿
寒
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
を

け
ん
引
し
て
き
た
団
体
で
、
市
町
村
合
併
で
釧
路
市
と
な

っ
た
の
を
機
に
市
全
体
の

組
織
と
す
る
た
め
規
約
を
改
正
し
た
。
設
立
以
来
、
４０
年
間
、
会
の
先
頭
に
立

っ
て

き
た
吉
田
勝
美
会
長
は
名
誉
会
長
、
新
会
長
に
は
会
員
の
吉
田
守
人
さ
ん
が
就
任
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
繁
寿
）

長

　

同
会

は
１
９
６
５
年

Ｈ

一ウ
の
保
護
活
動
を
重
ね
、
昨

羅

一“
¨
団
】
権

つ の
ｕ
葬
摩
狽
』
一
一な
て
は
節
目
の
式
典
を
行

っ

鴎

来
４０
年
間
、

「全
町
民
挙
げ

一　
新
組
織
に
は
新
た
に
釧
路

吉

て
」
を
合
言
葉
に
タ
ン
チ

ョ
一市
か
ら
矢
野
忠
治
連
合
町
内

会長に吉田守人さん

会
長
、
平
間
育
子
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
長
、
大
西
英

一

武
佐
の
△
天
ム
長
、
同
会
が
普

及
に
努
め
て
い
る

「丹
頂
鶴

音
頭
」
の
振
り
付
け
指
導
者

で
も
あ
る
花
柳
寿
登
芳
師
ら

が
名
を
連
ね
て
い
る
。

絶
減
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
１
９
３
５

年
に
天
然
記
念
物
、
５２
年
に

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
阿
寒
の
里
に
姿

を
現
す
よ
う
に
な

っ
た
の
は

一た
と
こ
ろ
、
再
三
飛
来
す
る

４９
年
。
翌
年
、
町
民
の

一
人

一よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
タ
ン

が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
給
餌
し

一チ
ョ
ウ
保
護
の
第

一
歩
と
さ

れ
て
い
る
。

５７
年
に
は
阿
寒
中
学
校
も

保
護
活
動
に
加
わ
り
、
生
徒

た
ち
に
よ
る
観
察
日
記
や
給

餌
を
行

っ
て
き
た
。
こ
う
し

た
町
民
の
活
動
の
結
果
、
釧

路
地
域
で
確
認
さ
れ
る
タ
ン

チ

ョ
ウ
は
５７
年
の
６３
羽
が
、

５
年
後
に
は
倍

の
１
２
０

羽
、
そ
し
て
今
年
１
０
８
１

羽
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
。

新
会
長
で
市
議
会
議
員
で

も
あ
る
吉
田
さ
ん
は

「
こ
れ

新
組
織
と
な
り
４０
年
間
務

め
た
会
長
を
退
い
た
吉
田

勝
美
さ
ん

（右
か
ら
２
人

日
、
写
真
は
昨
年
の
お
ろ

ろ
ん
祭
り
）

ま
で
の
保
護
活
動
を
引
き
継

ぎ
、
ま
た
保
護
活
動
の
啓
豪

と
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る

『
丹
頂
鶴
音
頭
』
を
普
及
さ

せ
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て

い
る
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

▽
名
誉
会
長
　
士
口
田
勝
美

▽
顧
間
　
金
子
信
治
▽
会
長

吉
田
守
人
▽
副
会
長
　
鶴

田
県
智
子
、
早
坂
勝
則
（新
）、

高
橋
良
治

（新
）
▽
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
　
小
林
靖
之

▽
理
事
　
山
崎
定
作
、
安
藤

弘
子
、柴
田
雅
男
、
大
山
昇
、

橋
本
貴
子
、
水
野
晃
、
坂
本

淳

（
新
）
、
松
橋
主
幸

（新
）
、

網
野
〓爵

利
（新
）
、
曽
我
部

不
二
子

（新
）
、
竹
本
和
彦

（新
）
、
松
実
寛

（新
）
、

矢
野
忠
治

（新
）
、
平
間
育

子

（
新
）
、
大
西
英

一
（新
）
、

花
柳
寿
登
芳

（新
）
▽
監
査

小
林
正
昭
、
中
山
三
雄

狐
コ

戴

だ^いご）
議

口
ｏ
ｌ
２
碍
”“
”
研
輻̈
輌
”

58



oth
Anniversary● 釧路市タンチョウ鶴愛護会

平

成

十

九

年

度

10 9

1  29

9  7

22 21

11 11 11 101 10

12. 11 11 13 11

11

20ｎ
Ｕ

，
″

通
　
年

奇
数
月

第
三
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会

（親
子
）

阿
寒
川
環
境
調
査

（ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
川
下
り
）

親
と
子
の
学
習
会

・
丹
頂
ア
ー
ト
作
り

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（委
託
）

給
餌
事
業
開
始

（～
３
月
末
）

第
十

一
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

親
と
子
の
学
習
会
・ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

ツ
ル
笛
づ
く
り

ｏ
タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会

日
本
野
鳥
の
会
よ
り
感
謝
状
拝
受

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集
（～
１２
月
）

（応
募
点
数

一
二
七
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

展
示

（１２

・
２６
～
２
月
末
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業

（委
託
）

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

親
と
子
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会

「食
物
連
鎖
に
つ
い
て
」

阿
寒
川

。
舌
辛
川
の
環
境
浄
化
の
た
め

の
植
樹
計
画
研
修
会

講
師
。新
庄
久
志
氏
（湿
地
保
全
主
幹
）

「丹
頂
鶴
音
頭
」
の
普
及

丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
に
よ
る
普
及
と
保

存
を
日
的
と
し
た
積
極
的
活
動

会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（６５
～
７０
号
）

fり ll 患多 彙斤 燿銅
. 
平成 9年 (2007年)5月 22日 (火曜日 ) 籠 ,4

市タンチョウ鶴愛護会
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（吉
田
守
人
会
長
）
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て

き
た
餌
付
け
事
業
の
見
直
し
を
環
境
省
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
真
意
を
た
だ
す
た
め
同
省
と
の
意
見

交
換
の
場
を
求
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
発
祥
の
地
に
誕
生
し
た
同
会
は
、
い
わ
ば
給
餌
活
動
の

最
前
線
活
動
し
て
き
た
だ
け
に

「現
場
の
声
を
届
け
た
い
」
と
、
環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
と
の
意
見
交
換

会
を
新
年
度
事
業
に
据
え
た
。
２１
日
開
い
た
総
会
で
承
認
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
繁
寿
）

「
給

餌

活
動

の
声

を
届

け
た

い
」

餌
付

け
事

業

見
直

し

で

勤
年
鞭
意
見
交
換
会
を
据
え

同
会
が
環
境
省
と
の
意
見

交
換
を
新
規
事
業
に
位
置
付

け
た
の
は
、
今
年
３
月
に
釧

路
市
で
開
か
れ
た
環
境
省
タ

ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
分
科
会

（座
長

・
藤
巻
裕
蔵
帯
広
畜

財
政
難
か
ら
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
タ
ン
チ

ョ
ウ

の
給
餌

産
大
学
名
誉
教
授
）
で
、
同

省
側
が
給
餌
を
中
心
と
し
た

保
護
増
殖
事
業
の
見
直
し
を

示
唆
し
た
た
め
。

保
護
増
殖
事
業
が
功
を
奏

し
、
今
年
生
息
数
で
初
め
て

１
０
０
０
羽
の
大
台
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
、
国
の
財
政
難

か
ら
給
餌
を
続
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
の

ほ
っ
た
。
国
が
野
鳥
に
給
餌

を
し
て
い
る
の
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
だ
け
だ
。

吉
田
会
長
は

「環
境
省
の

分
科
会
に
は
わ
れ
わ
れ
が
参

加
で
き
て
い
な
い
。
現
場
の

声
を
届
け
る
場
が
な
い
こ
と

か
ら
、
意
見
交
換
の
場
を
求

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
」
と

話
す
。
同
会
で
は
猟
友
会
な

し
込
む
こ
と
に
し
て
お
り
、

現
場
と
行
政
の
立
場
か
ら
、

向
性
を
見
出
し
た
い
考
え

だ
。

足
。
タ
ン
チ
ョ

め
、
給
餌
や
監
視
活
動
、
保

護
増
殖
思
想
の
普
及
な
ど
を

っ
て
お
り
、
現
在
全
国
の

１０
法
人
、

１
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
５０
年
、
阿
寒
町
の
酪
農

家
が
人
工
給
餌
に
成
功
し
、

タ
ン
チ
ョ

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
タ
ン

吉 田会長

て
い
る
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50年 の歩み

平

成

二

十

年

度

Ａ
）

ｏ

Ｆ
Э

6

11

７
１

ｏ

（
υ

10 7  7

1 11 10

1 12    12    11    11    11    10

5     1    20    12    9     1

奇
数
月

通
　
年

河
川
浄
化
植
樹
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進

。
苗
圃
と
し
て
、
紀
の
丘
堀
氏
よ
り
三

十
ア
ー
ル
借
用

植
樹
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
設
立

委
員
長
　
小
野
寺
　
靖
氏

タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

石
ア
ー
ト
　
バ
タ
バ
タ
鶴
　
９
日

タ
ン
チ
ョ
ウ
ア
ー
ト

（石
粘
土
）
１０
日

タ
ン
チ
ョ
ウ
凧

。
紙
飛
行
機
　
　
１１
日

第
十
二
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

応
募
総
数

一
〇
四
八
通

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業

（委
託
）

給
餌

・
丸
キ
ビ
、
ウ
グ
イ

（～
３
月
）

苗
圃

へ
の
幼
木
の
移
植
作
業

ミ
ズ
ナ
ラ
等
二
〇
〇
本

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集

（応
募

　
一
〇
九
点
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

（応
募

　
一
六
〇
点
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業
（～
２
月
）

飛
来
地
及
び
時
の
巡
視

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ヘ
の

協
賛
会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（７１
～
７６
号
）

丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
に
よ
る

「丹
頂
鶴
音

頭
」
の
普
及

・
各
種
イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
参

「
″

阿

寒

の
鶴

愛
護
会
が
汗

釧
路
市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛

護
会

（吉
田
守
人
会
長
）は
９
日
、

阿
寒
町
上
阿
寒
で
ド
ン
グ
リ

（ミ

ズ
ナ
ラ
）
の
苗
畑
を
作
っ
た
。
苗

は
２
、
３
年
後
を
め
ど
に
阿
寒
川

周
辺
に
移
植
し
、
川
の
浄
化
を
図

る
。同

会
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
と

理
解
を
目
的
に
１
９
６
５
年
に
設

立
。
今
年
５
月
に
行
っ
た
総
会
で

は

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
河
川

浄
化
植
樹
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

（小

野
寺
靖
委
員
長
）
と
し
て
、
苗
作

り
や
植
樹
を
計
画
し
て
い
る
。
こ

の
日
は
会
員
ら
１０
人
が
１

３
年

ほ
ど
の
若
木
２
０
０
本
と
ド
ン
グ

リ
の
実
５
０
０
個
を
採
取
し
て
苗

畑
に
移
植
し
た
。
同
会
で
は
数
年

に
わ
た
り
蘭
を
育
て
た
後
、
川
周

辺
に
移
す
方
針
だ
。
吉
田
会
長
は

「苗
作
り
は
今
後
も
継
続
し
て
進

め
た
い
。植
樹
で
川
を
浄
化
し
、タ

ン
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

自
然
の
状
態
に
戻
し
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。
　

（河
辺
由
記
子
）

ツ
ル
を
縁
に
釧
路
市
と
友
好
都

市
提
携
を
結
ぶ
鹿
児
島
県
出
水
市

の
荘
中
学
校
と
高
尾
野
中
学
校
ツ

ル
ク
ラ
ブ
の
生
徒
１６
人
が
２２
日
、

来
釧
し
釧
路
市
立
阿
寒
中
学
校

（須
藤
厚
志
校
長

・
生
徒
数
１
２

１
人
）
生
徒
と
交
流
し
た
。

出
水
市
の
中
学
生
訪
間
は
１９
年

目
で
、
３
校
の
交
流
は
４
回
目
を

迎
え
た
。
阿
寒
中
は
１
９
５
７
年

に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
を
目
的
に

ツ
ル
ク
ラ
ブ
を
設
立
。
以
来
、
冬

期
間
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
餌
場

〃
ニ

採
取
し
た
苗
を
丁
寧
に
植
え
替
え
る
会
員
た
ち

（阿
寒
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
提
供
）

ツ
ル
が
取
り
持
つ
友
情

出
水
市
の
中
学
生
が
訪
間
阿寒中学校

オ
〃
を
作
っ
た
り
、
環
境
整
備
に

努
め
て
い
る
。
現
在
は
、
各
学
年

か
ら
４
人
ず

つ
選
ば
れ
る

鶴
特
別
委
員

を
中
心
に
活

動
を
続
け
て

い
る
。
出
水

市
の
２
校
は

ナ
ベ
ヅ
ル
と

ク
ロ
ヅ
ル
、

マ
ナ
ヅ
ル
が

飛
来
し
生
息

数
調
査
や
保

護
活
動
を
実

施
。
高
尾
野

中
は
日
本
鳥

類
保
護
連
盟
の
功
労
団
体
と
し

て
、
２
０
０
７
年
５
月
に
文
部
科

学
大
臣
奨
励
質
を
受
賞
し
た
。

阿
寒
・翌

日昼
窒

で
行
わ
れ
た
交

流
会
は
、
互
い
の
自
己
紹
介
に
続

き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ツ
ル
の
保
護
活

動
や
生
息
数
、特
徴
な
ど
を
解
説
。

生
徒
た
ち
は
ツ
ル
が
取
り
持
つ
友

情
を
深
め
合
っ
て
い
た
。

（河
辺
由
記
子
）

ライ ドを見ながら互いの活動を紹介
る生徒たち
ス
す

60



Anniversary● 釧路市タンチョウ鶴愛議会

平

成

二

十

一
年

度

5

13

11    11    11

1      1      1

10 10 7

17 1  7

12 12

26 5

12    12奇
数
月

通
　
年年

通

1      1

タンチョウの親子 姿見せる

総
会

・
講
演
会
（講
師
　
高
橋
良
治
氏
）

日
本
鳥
類
保
護
連
盟
総
裁
賞
受
賞
記

念
講
演

（６８
名
参
加
）

苗
圃
除
草
作
業

（植
樹
実
行
委
員
）

第
十
三
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
実
施

釧
路
市

。
岡
山
友
好
親
善
表
敬
訪
問
団

来
釧
。
交
流
会
に
吉
田
会
長
出
席

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（委
託
）

給
餌
開
始

（～
３
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト

・
愛
護
標
語
募

集
開
始

（～
１２
月
）

苗
圃
の
除
草
及
び
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
幼
木

の
植
樹
作
業

ミ
ズ
ナ
ラ

。
桜

（約
三
〇
〇
本
）

給
餌
場

へ
の
飛
来
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の

追
い
払
い
開
始

（紙
雷
管
の
音
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業

飛
来
地

・
時
の
巡
視

（～
２
月
）

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

第
四
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
学
習
会

テ
ー
マ
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
モ
ビ
ー
ル
作
り

会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（７７
～
８２
号
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
の
配
布

す
ば
ら
し
き
タ
ン
チ
ョ
ウ

（三
種
）

生
き
る

。
育
て
る

。
一
年
の
く
ら
し

「丹
頂
鶴
音
頭
の
普
及
」
計
画
的
練
習

と
イ
ベ
ン
ト
に
於
け
る
披
露

釧
路
支
庁
は
１３
日
、
１
月
２３
日

に
実
施
し
た
２
０
０
８
年
度
２
回

目
と
な
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
状

況

一
斉
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
、

成
鳥
と
幼
鳥
合
わ
せ
て
１
０
６
５

羽
を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況

一
斉

調
査
は
、
１
９
５
２
年
度
か
ら
毎

年
同
時
期
に
全
道
各
地
で

一
斉
に

実
施
さ
れ
、
８９
年
度
か
ら
は
１２
月

と
１
月
の
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
総
数
は
前
年
同
期
に
比
べ
２

６
６
羽
多
く
、
最
多
だ
っ
た
０５
年

の
１
０
８
１
羽
に
次
ぐ
過
去
２
番

目
の
記
録
と
な
っ
た
が
、
幼
鳥
の

割
合
は
８

・
６７
％
と
８９
年
に
開
始

し
た
１
月
の
調
査
で
は
過
去
最
低

だ
っ
た
。

釧路支庁

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
古

賀
公
也
氏
は

「昨
年
に
比
べ
天
候

は
不
順
だ
っ
た
が
、
主
要
給
餌
場

で
は
多
く
の
個
体
が
集
結
し
動
か

な
か
っ
た
と
い
う
良
好
な
条
件
だ

っ
た
」
と
増
加
の
原
因
を
分
析
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は

「近
年

と
比
較
し
て
も
幼
鳥
の
割
合
が
低

い
の
で
、
何
ら
か
の
要
因
で
繁
殖

状
況
が
悪
く
な

っ
て
い
る
の
で

は
」
と
説
明
し
た
。
　

（花
城
護
）

前後 を親に守 られ敷地内をゆ っくりと進む タンチ ョウの幼鳥 (郎日
午前 11時ころ )

タ
ヽ  ′
′
U″

´r
ブ
‐

ヨ

ウ

1015

羽
確
曇:が
口い

生
息
状
況

一
斉
調
査

総

数

増

、
幼

鳥

は

減

幼
鳥
す
く
す
く
成
長

「静
か
に
見
守
っ
て
」

阿
寒
・酪
農
家
の
敷
地
に

釧
路
市
阿
寒
町
の
酪
晨
家
の
敷

地
内
に
、
今
春
生
ま
れ
た
幼
鳥
を

連
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
親
子
が
姿

を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ほ

ほ
え
ま
し
い
光
景
が
ひ
そ
か
な
話

題
と
な

っ
て
い
る
。
出
現
場
所
の

近
く
に
は
民
家
が
点
在
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
場
所
で
の
子
育
て

は
あ
ま
り
例
が
な
く
、
こ
の
酪
震

家
の

一
家
は

「元
気
に
育

っ
て
ほ

し
い
」
と
願
い
な
が
ら
静
か
に
見

守

っ
て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
親
子
が
現
れ
た

の
は
、
町
内
で
酪
農
業
を
営
む
ｍ

一

代
男
性
宅
の
敷
地
内
。
こ
の
家
の

一

次
男
に
よ
る
と
、
最
初
に
目
撃
し

一

た
の
は
５
月
上
旬
く
ら
い
で
、
「体

一

長
∞
費
ン
く
ら
い
の
ひ
な
が
ヨ
チ
ヨ

一

チ
歩
き
、
親
が
び

っ
た
り
と
寄
り

一

添
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
の
後

一

親
子
は
毎
日
の
よ
う
に
現
れ
る
よ

一

う
に
な
り
、

「ト
ラ
ク
タ
ー
が
近

一

づ
い
て
も
あ
ま
り
よ
け
な
い
。
こ

一

ち
ら
が
近
づ
く
と
親
が
翼
を
広
げ

一

て
威
嚇
す
る
」

（次
男
）
と
、
人

一

慣
れ
は
し
て
い
る
も
の
の
、
危
険

一
を
察
知
す
る
と
体
を
呈
し
て
ひ
な

の
命
を
守
ろ
う
と
す
る
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
小
さ
か

っ
た
ひ
な

も
約

一
ヵ
月
半
た

っ
て
か
な
り
大

き
く
な
り
、
周
囲
を
警
戒
す
る
つ

が
い
を
尻
目
に
、
周
囲
を
元
気
に

歩
き
回

っ
て
い
る
。
家
人
に
よ
る

と
、
敷
地
の
す
ぐ
脇
に
は
森
に
囲

ま
れ
た
小
川
が
あ
り
、
巣
は
こ
の

一

近
辺
に
あ
る
ら
し
い
。

「デ
ン
ト

一

コ
ー
ン
の
畑
が
あ
る
の
で
餌
に
は

一

困
ら
な
い
。
人
も
い
る
し
、
か
え

っ
て
巣
を
作
る
に
は
都
合
が
良
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
。

阿
寒
町
の
片
隅
で
息
づ
く
野
生

の
命
。

一
家
は

「
こ
の
ま
ま
元
気

に
育

っ
て
親
離
れ
し
て
は
し
い
」

と
、
幼
鳥
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

願

っ
て
い
る
。
　

　

（高
田
薫
）

一
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50年 の歩み

平
成

二
十

二
年

度

Ｆ
Э

０
０
９
″

奇
数
月

通
　
年

通
　
年

12 12 12 11 10

1  1 24

10    10

1      1

10 8  7

1 19 11

11

256  5

河
川
浄
化
植
樹
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
二

十
二
年
度
事
業
計
画
会
議

苗
圃
の
除
草

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
の
碑
の
清
掃

・
除
草

第
十
四
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
の
実
施

（応
募
数
　
一
三

四

一
通
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業

（委
託
）

給
餌
（丸
キ
ビ

・
ウ
グ
イ
（１２
月
～
）
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集

（応
募
数
　
一
一四

一
点
）

草
刈
、
除
草
、
幼
木
の
移
植

丹
頂
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
監
視
事
業

（委
託
）

巡
視

・
気
象
観
測

（～
２
月
）

苗
圃
整
備
作
業
協
力
の
三
社

へ
感
謝
状

贈
呈・
Ｋ
・
Ｋ
．吉
岡
組
様
　
鳳
小
野
寺
組
様

タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

へ
の
協
力

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
と
し
て

空
砲
に
よ
る
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
追
い

（～
３
月
）
山
崎

一
彦
氏
に
依
頼

～
環
境
省
か
ら
の
助
成
～

会
報

（鶴
群
）
の
発
行

（８３
～
８８
号
）

「丹
頂
鶴
音
頭
」
の
普
及

・
保
存

・
丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
に
よ
る
活
動

リ
ー
フ
レ
ツ
ト
の
配
布

（三
種
）

。
来
館
者

へ
の
丹
頂
の
Ｐ
Ｒ

タ

ン
チ

ョ
ウ

ヘ
の
給
餌
６０
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
丹
頂
鶴
音
頭

給餌60周年
盛大に祝う
国の特別天然記念物タンチ ョウヘの給餌開始60周年を記

念したイベン ト「タンチ ョウ感謝祭」 (実行委主催)が 5
日、釧路市阿寒町の阿寒国際ツルセンターで開かれ、給餌

の歴史や保護活動の取 り組みを学んだ。  (谷 本雄也 )

う
と
企
画
。
阿
寒
ほ
ろ
ろ

１
９
７
３
年
か

給

餌

は

１

９

５
０
年

に

一

町
内

の
故

山

崎

定

次

郎

さ

ん
が

、
大

雪

で
食

べ
物

を

失

っ
た

タ

ン
チ

ョ
ウ

の

た

め

に
ト

ウ

モ

ロ

コ
シ
を
畑

に

ま

い
た

の

が
始

ま
り

と

さ

れ

、
節

目

の
年

を
祝

お

能

で

あ

る

を
披

露

、
来

場

者

を
交

え

て
踊

る

な
ど

会

場

を
盛

り

上

げ

た

。

定
次

郎

さ

ん

か

ら
引

き

ら

給
餌

を

続

け

る
長

男

の

定

作

さ

ん

（
８０

）
に

、
釧

路

市

か

ら

感
謝

状

が

贈

ら

れ

た

。
定

作

さ
ん

は

「
こ
れ

か

ら

も
体

が
動

く
限

り
続

け

て

い
き

た

い

一と
話

し

た

。

ト

ー

ク

シ

ョ
ー

で
は
釧

路

市

丹

頂
鶴

自

然

公

園

名

一誉

園

長

の
高
橋

良
治

さ

ん

一ら

が

定

次

郎

さ

ん

と

の
思

一
い
出

を

話

し
た

。
高

橋

さ

一
ん

は

「
人

が
食

べ

ら
れ

そ

一
う

な

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

で

も

、
惜

し

む

こ
と

な

く

餌

・と

し

て
与

え

る

な

ど
素

晴

一ら

し

い
人

だ

っ
た

」

と

振

一
り

返

っ
た

。

功労者山崎さんに感謝状

一　

実
行

委

員

長

で
阿

寒
町

一か

わ
り

を
強

め
な

が

ら

，

一タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛

護
会

の

一地

域

の

活
性

化

に
も

つ
女

一吉

田
守

人

会

長
は

「
今

後

一げ

て

い

き

た

い
」

と

話

し

一と

も

タ

ン
チ

ョ
ウ
と

の
か

一て

い
た

。

ね
ぐ
ら
の
整
備
と
　

・

ハ
ク
チ
ョ
ウ
対
策

　
一

阿
寒
タ
ン
チ
ョウ
一議
会
が
総
会
．

釧
路
市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛

護
会

（吉
田
守
人
会
長
）は
２３
日
、

市
阿
寒
町
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ

ー
で
２
０
１
０
年
度
定
期
総
会
を

開
き
、
今
年
度
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

ね
ぐ
ら
環
境
対
策
事
業
の

一
環

で
、
阿
寒
川
と
舌
辛
川
の
清
掃
を

行
う
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

同
会
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
関

心
と
理
解
を
深
め
よ
う
と
１
９
６

５
年
に
設
立
し
た
。
総
会
で
は
前

年
度
の
活
動
報
告
に
続
き
、
今

度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
。

タ
ン
チ

ョ
ウ
の

る
た
め
、
環
境
省
や
関
係
機
関
と

協
議
し
て
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ

た
い
と
の
方
針
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
ツ
ル
ク
イ
ズ
や
タ
ン

チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
、
標
語
募
集

と
い
っ
た
啓
発
事
業
や
郷
土
芸
能

「丹
頂
鶴
音
頭
」
の
保
存
、
普
及

に
努
め
る
。
吉
田
会
長
は
Ｌ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
対
策
や
ね
ぐ
ら
整
備
な

ど
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

保
護
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

（河
辺
由
記
子
）

タ
ン
チ

ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
浄
化
な

ど
今
年
度
の
事
業
計
画
を
説
明

し
た
吉
田
会
長

」
一

倒
木
や
、

重
点
的
に
行
う
ほ
か
、
河
川
周
辺

の
植
樹
用
の
苗
木
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、保
護
増
殖
活
動
と
し
て
、

冬
期
間
は
引
き
続
き
同
セ
ン
タ
ー

で
給
餌
を
実
施
す
る
ほ
か
、
生
息

地
の
安
全
確
保
の
た
め
巡
回
監
視

を
行
う
。
前
年
度
は
給
餌
場
に

一

日
１
５
０
羽
を
超
え
る
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
、
餌
を
食
べ
て

し
ま
う
被
害
が
増
大
。
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
な
ど
の
懸
念
も
あ
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1      1

25    24

1  12

1  20

12    12 12 12

20     5  1  1

11 7

171

平

成

二

十

三

年

度

河
川
浄
化
植
樹
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

除
草

・
苗
の
手
入
れ
　
会
員
１４
名

（三
輪
建
設
工
業
い
の
協
力
）

丸
キ
ビ
給
餌

（～
３

・
１９
）

国
立
公
園
等
民
間
活
用
特
定
自
然
環
境

保
全
活
動

（グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー
）
事

業

（～
３

・
２０
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
台
検
討
業
務

活
魚
給
餌

（～
２

・
２９
）

保
護
監
視

（～
２

・
２９
）

北
海
道
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

第

一
次
調
査

へ
の
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集

入
賞
作
品
決
定
、
展
示

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

ツ
ル
ク
イ
ズ
の
実
施

丹
頂
の
里
で
羽
数
確
認

（十
三
時
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
感
謝
祭

イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
協
力

（～
２９
日
）

北
海
道
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査

第
二
次
調
査

へ
の
協
力

高
橋
知
事
、
釧
路
入
り

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
視
察

エ
ゾ

シ
カ

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も

高
橋
は
る
み
知
事
が
１５
日
、
釧

路
市
の
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

と
エ
ゾ
シ
カ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
視

察
し
た
。
１４
日
に
根
室
市
で
開
か

れ
た
北
方
領
土
対
話
集
会
に
出
席

し
た
後
、
釧
路
入
り
し
て
い
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

阿
寒
町
に
あ
る
エ
ゾ
シ
カ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
視
察
す
る
高
橋
知

事

の
実
物
大
の
模
型
な
ど
が
屋
内
に

展
示
さ
れ
て
お
り
、
ツ
ル
の
習
性

や
生
態
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
施
設
で
、
釧
路
市
動
物
園
の
担

当
者
が
旧
阿
寒
町
と
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
歴
史
や
ツ
ル
の
分
布
地
域
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
高
橋
知
事
は
担

当
者
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

一
時
絶

滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
、
現
在
は
１

３
０
０
羽
程
度
ま
で
回
復
し
て
い

る
現
状
な
ど
を
聞
き
、
理
解
を
深

め
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
野
外
飼

育
場
で
は
、
オ
ジ
ロ
ヅ
ル
を
見
学

し
た
ほ
か
、
台
湾
に
無
償
貸
与
し

た
タ
ン
チ
ョ
ウ

「ビ
ッ
グ
」
の
妹

「ム
ッ
ク
」
と
対
面
し
た
。

道
が
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
削
減

を
促
す
た
め
に
、
ハ
ン
タ
ー
を
支

援
し
よ
う
と
設
置
し
た
シ
カ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
小
松
茂
道
議
ら

が
応
対
。
ハ
ン
タ
ー
向
け
に
、
エ

ゾ
シ
カ
の
出
没
情
報
や
林
道
の
除

雪
情
報
な
ど
を
集
約
し
た
り
、
捕

獲
個
体
の
搬
出
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
る
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
高
橋
知
事
は

「シ
カ
と
の
戦

い
は
知
恵
の
出
し
合
い
だ
が
、
ハ

ン
タ
ー
の
労
力
軽
減
を
図
り
、
捕

獲
数
の
増
加
に
つ
な
け
た
い
」と
、

改
め
て
エ
ゾ
シ
カ
対
策
の
必
要
性

を
述
べ
た
。

（
三
坂
郁
夫
）

阿寒町で丹頂の里千年祭
釧路 市阿寒町の新 しい冬のイベ ン ト、第

1回丹頂の里千年祭が盤 日、阿寒国際 ツル
セ ンターと道 の駅丹頂 の里の広場を中心 に

開催 された 。ご当地グル メの出店や、鶴の

名がつ く全国の銘酒を楽 しめる特産市な ど

で にぎわいを見せた。

同祭 はタンチ ョウに愛 されて千年続 きま

す よ うに一とい う思 いをのせて企画 され 、

昨年 3月 12、 13日に実施 され る予定 だ った
が 、開催予定 日の前 日に東 日本大震災が起

きたた めやむな く、イベ ン トを 中止 した。

約 10カ 月 ぶ りに実 施 に こぎ着 けた この 日
は 、こ当地 グル メのコ ンテス トで上位入賞
を続 けている北見塩焼 きそばも登場 。特産
の タマネギをた っぶ りと入れて特製 の塩 だ

れで仕上げる、天然ホ タテの風味い っばい

の焼 きそばが訪れた人たちの食欲を誘 って

いた 。

地元 、阿寒のそば粉 鶴`粉 、で作 った十

割 そ ば 、 シ カ

肉 の ソ ー セ ー

ジや 串 カ ツ、

ザ ンギ が 人 気

を 集 め て い

た 。鶴 の 名 の

つ い た 銘 酒 コ

ーナ ー で は被

災地 福 島 県 の

「奥 州 鶴 」 、

宮城 県 の 「萩

の鶴 」 、青 森

県 の 「八 鶴 」

を は じ め遠 く

は九 州 、 四国

か らの 日本 酒

f饗
類がそろ  ご当地グルメで人気のフ
あЪはタン  北見塩やきそばも登場
チ ョウ感 謝 祭 と して ご当地 グル メ と特 産 市

を は じ め 、午 前 10時∞ 分か ら釧 路 市 丹 頂 鶴
自然 公園 の 高橋 良治 名 誉 園 長 の タ ンチ ョウ

トー ク シ ョー 、午後 1時か らは タ ンチ ョウ
の写 真 家 、林 田恒 夫氏 の フ ォ トセ ッシ ョン

を行 う。         (伊 東 義 晃 )

ご当地グルメ楽しむ
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十
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年

度

7

8

3     2
・ S ・
9 17 16

1  1  12 12 12

21  1  20 20 5

12 12    11 11 11   11 11

3  1     1  11  1     10民
υ
∩
∠

河
川
浄
化
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
除
草
、

苗
木
の
手
入
れ

（白
崎

。
東
星
渡
部
経

常
建
設
共
同
体
６
名
、
会
員
１０
名
）

丸
キ
ビ
給
餌

（～
３

・
１５
）

国
立
公
園
等
民
間
活
用
特
定
自
然
環
境

保
全
活
動
事
業

（～
３

・
２０
）

ハ
ク
チ
ョ
ウ
追
い
払
い

（～
３

・
２０
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
天
然
記
念
物
指
定
６０

周
年
記
念
事
業

（会
長
、
顧
間
、
丹
頂

ほ
ろ
ろ
ん
会
参
加
）

丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
　
民
踊
指
導
者
研
究

会

へ
の
参
加

活
魚
給
餌

（～
２

・
２８
）
ウ
グ
イ

保
護
監
視

（～
２

・
２８
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
台
設
置

北
海
道
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査
協
力

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
募
集

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

第
十
六
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
羽
数
確
認

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ほ
ぐ
し
イ
ベ
ン
ト

（於

・
阿
寒
中
学
校
）

北
海
道
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査
協
力

（第
二
次
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
千
年
祭
　
感
謝
祭

小
中
学
校
に
よ
る
丹
頂
の
保
護
発
表
会

阿
寒
川

・
舌
辛
川
の
水
質
検
査

一■
阿
寒
で
ほ
場
整
備

阿
寒
タ
ン
チ
ョウ
艶憂
護
会
越
冬
環
境
浄
化

，

メ
　

´釧
路
市
阿
寒
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛
護
会

（吉
田
守
人
会
長
）
は
、

タ
ン
チ

ョ
ウ
が
越
冬
時
に
訪
れ

る
阿
寒
川
と
舌
辛
川
の
環
境
浄

化
植
樹
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
今
年

度
１
回
目
の
活
動
と
し
て
、
８

日
に
除
草
な
ど
を
行

っ
た
。

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
ね
ぐ

ら
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
２
河
川
の
良
好
な
自

然
環
境
を
保
全
し
よ
う
と
、
２

０
０
８
年
に
立
ち
上
げ
、
毎
年

夏
と
秋
に
作
業
し
て
い
る
。
今

回
は
同
会
と
阿
寒
地
区
で
草
地

除
草
な
ど
の
作
業
を
行
う
参
加
者

（阿
寒
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
提

供
）

整
備
を
行
っ
て
い
る
佐
々
木
・

白
崎
・東
星
渡
部
共
同
企
業
体
、

小
野
寺
組
、
阿
寒
町
商
工
会
青

年
部
か
ら
合
計
１６
人
が
参
加
し

た
。
好
天
と
な
っ
た
今
回
の
作

業
で
は
、
上
阿
寒
で
草
刈
り
や

ほ
場
整
備
な
ど
を
行
い
、
参
加

者
は
額
に
汗
し
な
が
ら
環
境
保

全
の
た
め
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

（堀
口
義
彦
）
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平
成

二
十

五
年

度

河
川
浄
化
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
除
草
、

苗
の
手
入
れ

（作
業
員
４
名
）

丸
キ
ビ
給
餌

（３
～
１６
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
育
成
講
座

（■

・
２３
、
２４
、
１２

・
７
）

丹
頂
ほ
ろ
ろ
ん
会
　
台
北
市
立
動
物
園

訪
問

（～
１２

・
３
）

活
魚
給
餌

（～
２

・
２７
）

保
護
監
視

（～
２

・
２８
）

北
海
道
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査
協
力

（第

一
次
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語

入
賞
作
品
決
定
、
展
示

タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

第
十
七
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
飛
来
数
確
認

（募
集
期
間
　
１０
～
１２
月
）

北
海
道
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調
査
協
力

（第
二
次
）

丹
頂
の
里
　
千
年
祭

感
謝
祭

。
結
婚
式

″タ
ンチ
ョウ
ガ
イ
ド
〃善一成
ヘ

阿寒寧護含講摩ス冬■卜||

観光振興に一役

釧
路

市
阿
寒

タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴

愛
護
会

（吉

田
守
人
会

長
）
は
、

タ

ン
チ

ョ
ウ

の
専

門
知
識

を
持

っ
た
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を

初

め

て
養

成

す

る

こ

と

と

な

り

、
即

日
か
ら

阿
寒

国
際

ツ
ル

セ
ン
タ

ー

（
同
市

阿
寒

町
）
で

養
成
講

座
を

ス
タ

ー
ト
し
た

。

釧
路
近
郊

か
ら

１５
人
が
受
講

し

計
３

回
の
座
学
を
実

施

。
現
場

研
修

を
経

て
同
会

の
認
定

ガ
イ

ド
と
な
り

、
同
セ

ン
タ
ー

で
今

冬

シ
ー
ズ

ン
か
ら
案
内
役
と
し

て
活
躍
す
る

予
定

。
国
内
外

の

観
光
客

を
温
か
く
も

て
な
す

こ

と

で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
な

ど

、
阿
寒
地
域

の
観

光
振
興
に

一
役
買
う

。
　

　

（高

田
薫

）

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
に
給

餌
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
分
館
の
来
場
者
が
冬
場
に
集

中
。
団
体
客
は
河
瀬
幸
主
任
解

説
員
ら
３
人
の
ス
タ

ッ
フ
で
対

応

で
き
る
が
、
個

人
客

へ
の
案

内
が
十
分

で
は
な

い
た
め
、
民

間
ガ
イ
ド
の
養
成
を
以
前
か
ら

検
討
し
て
い
た
。

受
講
し
た
の
は
同
会
会
員
の

ほ
か
、
地
元
阿
寒
を
含
む
釧
路

市
と
釧
路
町
に
在
住
す
る
”
代

か
ら
７０
代
ま
で
の

一
般
男
女
。

タ
ン
チ

ョ
ウ
に
特
化
し
た

一
般

の
ガ

イ
ド

は
こ
れ
ま

で
お
ら

ず
、
同
会
で
は
現
在
の
講
座
に

引
き
続
き
今
年
度
中
に
、
新
た

な
受
講
者
を
募
集
し
た
２
度
目

の
講
座
を
行

っ
て
さ
ら
に
人
数

初 日の講座で高橋氏の講演に熱心に聞き

入る受講生たち

一
を
増
や
す
方
針
。

一　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
に

一は
釧
路
湿
原
美
術
館
や
天
然
温

泉
宿
泊
施
設
サ
ー
ク

ル

ハ
ウ

ス

・
赤

い
ベ
レ
ー

、
道

の
駅
が
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
施
設
の
情
報

も
知

っ
て
も
ら

い
、
将
来

は
こ

の
地
域

（
通
称

・
丹
頂
の
里

）

全
体

の
案
内
を
担

っ
て
も
ら
う

こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
吉

田

会
長
は

「
一
度
来
た
方
が
再
び

阿
寒
に
訪
ね

て
も
ら
え
る
よ
う

な
温
か
い
お
も

て
な

し
に
な
れ

ば
」
と
語
る
。

こ
の
日
は
開
講
式
で
は
、
同

市
丹
頂
鶴
自
然
公
園
名
誉
園
長

の
高
橋
良
治
氏
が
講
演
し
、「冬

場

の
寝
ぐ
ら
に
な

る
川
が
凍
結

一

し
た
時
は
地
域
住
民
た
ち
が
重

一

機
を
使

っ
て
氷
割
り
を
し
て
守

一

っ
た
」
、

「
ひ
と
声

で
鳴

く
の

一

が
雄
、
ふ
た
声

で
返
す

の
が
雌

」
一

な
ど
の

エ
ピ

ソ
ー
ド
や
豆
知
識

一

を
披
露
。
自
ら
関
わ

っ
た
人

工

一

ふ
化

。
飼
育
事
業
に

つ
い

て
振

一

り
返
り
な
が
ら

、
タ

ン
チ

ョ
ウ

一

は

『

わ

る

心

構

え

を

伝

授

し

一

次
に
同
市
動
物
園
園
長
補
佐

一

の
松
本
文
雄
氏
は
タ
ン
チ

ョ
ウ

一

の
生
態
や
研
究
な
ど
に
つ
い
て

一
の
専
門
知
識
を
説
明
し
、
受
講

生
た
ち
は
真
剣
な
様

子

で
メ

モ

を
と
る
な
ど
、
　

″
タ

ン
チ

ョ
ウ

ガ
イ
ド
″

へ
の
道
を
歩
き
だ
し

た

。講
座
は
、
２

日
目
の
２４
日
は
、

同
会

の
吉

田
会
長
と
大
山
昇
事

務

局
長
が
タ

ン
チ

ョ
ウ
保
護
や

同
会
の
歴
史
を
説
明
。
最
終

日

の
１２
月
７
日
は
同
セ

ン
タ
ー
の

河
瀬
解
説
員
の
実
践
講
座

と
給

餌

の
見
学

。
阿
寒

ほ
ろ
ろ
ん
会

（鶴

田
員
智

子
会

長

）
に
よ

る

郷
土
芸
能

「
丹
頂
鶴
音
頭
」
を

学
ぶ
。

ｒ
０
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16 14 18 3 27 17 6 19 13

ほ
ろ
ろ
ん
会
阿
寒
小
学
校
普
及
指
導

平
成
二
十
六
年
度
総
会

ほ
ろ
ろ
ん
会
清
風
荘
慰
間

ほ
ろ
ろ
ん
会
町
内
会
婦
人
部
出
前
講
座

阿
寒
ふ
る
さ
と
祭
り
協
力
参
加

河
川
浄
化
植
樹
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
施

会
報

「鶴
群
」

一
〇
四
号
発
行

丹
頂
の
里
ま

つ
り
協
力
参
加

愛
護
会
設
立
五
十
周
年
事
業

へ
向
け
て

実
行
委
員
会
開
催

ほ
ろ
ろ
ん
会
郷
土
芸
能
芸
術
祭
参
加

丸
キ
ビ
の
給
餌
開
始

（～
二
月
中
旬
）

ほ
ろ
ろ
ん
会
阿
寒
町
総
合
文
化
祭
参
加

設
立
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
部
会
開
催

設
立
五
十
周
年
助
成
金
要
望
書
提
出

活
魚
の
給
餌
開
始

（～
二
月
末
日
）

時
の
巡
視
開
始

（～
二
月
末
日
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数

一
斉
調
査
協
力

会
報

「鶴
群
」

一
〇
五
号
発
行

第
十
二
同
タ
ン
チ
ョ
ウ
イ
ラ
ス
ト
展
開
催

第
十
八
回
ツ
ル
ク
イ
ズ
飛
来
数
確
認

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
標
語
展

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数
調
査

・
第
二
回

第
四
回
丹
頂
の
里
「千
年
祭
」
協
力
参
加

生
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
ひ
る
ブ
ラ
」
で
紹
介

会
報

「鶴
群
」

一
〇
六
号
発
行

平 成 27年 (2015年 )1月 7日 (水曜 日 )緑尋乗斤

来
年
度
５。
周
年
名
称
変
更
ヘ

「阿寒」抜き組織認知を

国
の
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ

ョ
ウ
を
保
護

す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
釧
路
市
阿
寒
タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会

（吉
田
守
人
会
長
）
が
、

２
０
１
５
年
度
に
創
立
５０
周
年
を
迎
え
る
。
記

念
式
典
や
記
念
誌
編
さ
ん
、
植
樹
な
ど
の
記
念

事
業
を
計
画
し
、
市
全
体
の
組
織
と
し
て
認
知

さ
れ
る
よ
う
、
名
称
か
ら

「阿
寒
」
の
文
字
を

抜
く
方
針
も
決
め
た
。半
世
紀
の
節
目
を
機
に
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
保
護
活
動
に
参
画
し
て
も

ら
う
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
　

　

（高
田
薫
）

る
な
ど
、
愛
護
思
想
の
高
揚
に

も
取
り
組
ん
だ

。
こ
れ
ら
が

認
め
ら
れ
、
８１
年
に
は
市
街
地

や
農
地
を
含
む
飛
来
地

一
帯

が
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
、

保
護
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ

た
。現

在
は
、
法
人

・
個
人
合
わ

せ
て
約

１
４
０
会
員
が
所

属

し
、
道
な
ど
か
ら
の
補
助
金
の

足
り
な
い
部
分
の
餌
代
に
充
て

る
ほ
か
、
生
息
環
境
保
全
の
た

め
の
植
樹
活
動
、
ツ
ル
ク
イ
ズ

や
イ
ラ
ス
ト

・
標
語
の
募
集
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に

も
着
手
し
て
い
る
。

同
会
で
は
昨
年
１０
月
、
５０
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
坂
本
淳
副
会
長
が
委

員
長
に
就
任
。
こ
れ
ま
で
に
数

回
の
会
合
を
重
ね
て
事
業
内
容

市
内
で
開
催
し
、
５０
年
の
歩
み

を
紹
介
し
た
記
念
誌
の
作
製
を

予
定
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
保

護
活
動
が
学
べ
る
環
境
を
整
え

て
人
材
育
成
を
図
る
ほ
か
、
観

察
セ
ン
タ
ー
に
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
な
ど
の

情
報
発
信
も
検
討
し
て
い
る
。

名
称
か
ら

「阿
寒
」
を
除
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
会

員
の
多
く
が
阿
寒
町
民
で
釧
路

市
民
が
少
な
い
こ
と
や
、
市
内

唯

一
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
組
織

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

た
。
名
称
変
更
や
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
１５
年
度
の
総
会
で

正
式
に
決
ま
る
見
通
し
。
吉
田

会
長
は

「ね
ぐ
ら
な
ど
の
生
息

環
境
保
全

・
浄
化
の
た
め
の
植

同
愛
護
会
の
誕
生
は
、
当
時

地
元
で
給
餌
や
観
察
な
ど
を
熱

心
に
行

っ
て
い
た
阿
寒
中
学
校

ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
が
テ

レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と

が
き

っ
か
け
。
冷
夏
の
た
め
餌

不
足
で
困

っ
て
い
る
こ
と
が
報

じ
ら
れ
る
と
、
全
国
各
地
か
ら

餌
や
寄
付
金
が
殺
到
。
同
校
の

み
で
の
受
け
入
れ
が
限
界
に
達

し
た
た
め
、
当
時
の
教
育
委
員

会
や
学
校
。Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
者
、

給
餌
人
ら
が
中
心
と
な
り
、
１

９
６
５
年
■
月
３０
日
に

「阿
寒

町
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
が

発
足
し
た
。

市
町
村
合
併
を
機
に
現
在
の

名
称
に
変
更
し
た
が
、
発
足
以

来
、
餌
や
寄
付
の
窓
□
の
ほ
か

給
餌
の
た
め
の
畑
を
整
備
し
た

り
、
冬
場
の
餌
の
確
保
の
た
め

ド
ジ

ョ
ウ
の
養
殖
池
を
作

っ
た

り
、
飛
来
状
況
を
調
査
。

「丹

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
記
一

頂
鶴
音
頭
」
を
作
っ
て
普
及
す
一念
式
典
は
２
０
１
６
年
３
月
に

樹
に
も
取
り
組
み
た
い
。
よ
り

多
く
の
方
に
愛
護
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
。
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名
称
変
更
で
会
員
増
強

ヘ

〈6月 13日>50周年記念植樹

―設立 50周年記念事業一

11月 7日釧路市民文化会館 小ホールにて

:"II   鵬諄   乗斤   晨蜀  平成27年 (2015年 )6月 5日 (金罐日)

「阿寒」削除、釧路市タンチョウ鶴愛護会

平
成
二
十
七
年
度
定
期
総
会

総
会
に
於
て

「釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ

鶴
愛
護
会
」
に
名
称
変
更

設
立
五
十
周
年
記
念
植
樹
祭

河
川
浄
化
植
樹
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

苗
畑
と
し
て
借
用
地
の
草
刈

会
報

「鶴
群
」

一
〇
七
号
発
行

丹
頂
の
里
ま

つ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

給
餌
量
調
整
連
絡
会
議

（環
境
省
）

高
橋
良
治
氏
講
演
会

（釧
路
市
民
文
化
会
館
）

広
島
賀
茂
鶴
酒
造
会
社
表
敬
訪
問

（会
長

・
事
務
局
長
）

東
京
明
治
神
宮
参
集
殿
に
て
日
本
善
行

会
日
本
善
行
賞
受
賞
表
彰
式
に
出
席

（会
長

。
事
務
局
長
）

日
本
善
行
会
受
賞
報
告
会

（市
長

・
教
育
長
）

釧
路
市
に
て
善
行
表
彰
受
賞
祝
賀
会

会
報

「鶴
群
」

一
〇
八
号
発
行

鶴
の
イ
ラ
ス
ト
展

（～
２
月
２８
日
）

つ
る
ク
イ
ズ

つ
る
標
語

コ
ン
テ
ス
ト

釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
設
立
五

十
周
年
記
念
式
典

国
の
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
取
り
組
む
釧
路
市
阿
寒
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
　
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
保

会

（吉
田
守
人
会
長
）
は
、
創
立
５０
周
年
に
当
た
る
今
年
度
、
式
典
を
は
じ
め
、
学
校
教
育
に
　
護
意
識
の
高
場
に
励
ん
で
い
る

も
活
用
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
生
息
環
境
保
全
の
た
め
の
植
樹
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
　
が
、
高
齢
化
な
ど
で
会
員
が
減

記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
名
称
か
ら

「阿
寒
」
を
削
除
し
釧
路
市
唯

一
の
保
護
団
体

と
し
て
会
員
の
増
強
に
励
む
こ
と
と
な
り
、
新
規
会
員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
用
意
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
田
薫
）

五
十
周
年
を
記
念
し
苗
木
六
十
本
植
樹

タ
ン
チ

ョ
ウ
の
保
護
に
取
り
組
む
タ
ン
チ

ョ
ウ

鶴
愛
護
会

（
吉
田
守
人
会
長
は
十
三
日
、
設
立
五

十
周
年
を
記
念
し
て
釧
路
市
阿
寒
町
飽
別
の
阿
寒

川
沿
い
の
原
野
に
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
樹
し
た
。

同
会
は
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
と
な

っ
て
い
る

河
川
の
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、
七
年
前
か
ら
植

樹
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
記
念
植
樹
も
そ
の

一
環
。

会
員
や
活
動
に
賛
同
す
る
釧
路
市
民
約
二
十
人

が
参
加
し
、

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と

ハ
ル
ニ
レ
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
の
苗
木
六
十
本
を
次
々
と
植
え
て
い
っ

た
。吉

田
会
長
は

「
川
が
き
れ
い
に
な
り
、
小
魚
も

増
え
て
く
れ
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
て
い
た
。

莉
［̈鄭
呻
一靡
摯
糠
一用鞣
藩
爛̈
一翻鉤
撓

た
な
名
称
は

「釧
路
市
タ
ン
チ
一　
Ｈ
月
に
は
、
丹
頂
鶴
自
然
公
．ン
チ
ョ
ウ
と
自
然
と
の
共
生
を

・“
ン
弓
局
¨
句
『
　
羽
可
一
一堪

ョ
ウ
鶴
愛
護
会
」
。　
　
　
　
　
一園
の
高
橋
良
治
名
誉
園
長
を
講

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル

た
　

ノヽ几
ｔ
ン
タ
ｌ
σ
オ
食
と

記
〈曇
霊
業
は
、
今
月
１３
日
に
一師
に
記
念
講
演
会
を
開
催
。
高
一デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し

観
察
セ
ン
タ
ー
の
入
館
が
無
料

阿
寒
町
内
の
阿
寒
川
上
流
で
実
一橋
氏
が
親
鳥
役
と
な
っ
て
ひ
な
一て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一に
な
っ
た
り
、
隣
接
す
る
温
浴

施
す
る
植
樹
活
動
が
最
初
と
な
一を
育
て
た
経
験
に
ち
な
み
、
参
一　
ま
た
、
学
校
の
授
業
で
も
活

一施
設
・
赤
い
ベ
レ
ー
の
レ
ス
ト

る
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
寝
ぐ
ら
と

加
対
象
を
親
子
に
し
た
い
考
一用
で
き
る
よ
う
に
保
護
の
歴
史

．ラ
ン
料
金
や
釧
路
湿
原
美
術
館

な
ど
を
資
料
に
ま
と
め
、
今
年

度

一
新
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。記
念
誌
の
発
刊
も
行
う
。

同
会
は
個
人
・
法
人
会
員
か

ら
の
会
費
を
収
入
源
に
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
飛
来
数
を
当
て
る
ク

イ
ズ
や
イ
ラ
ス
ト
展
、
河
川
浄

化
、
寝
ぐ
ら
観
察
ポ
イ
ン
ト
の

少
。
会
費
収
入
が
最
盛
期
の
７

割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
る
と

い
う
。

．の
入
館
料
が
そ
れ
ぞ
れ
１０
％
割

一引
に
な
る
特
典
が
付
く
。
吉
田

一会
長
は

「阿
寒
の
で
は
な
く
、

一釧
路
市
の
団
体
で
あ
る
と
い
う

一こ
と
を
も
っ
と
理
解
し
て
い
た

一だ
き
、
保
護
活
動
に
協
力
し
て

一い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

一き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

創
立
５０
周
年

多
彩
な
事
業

親子で聞ける講演会

「鶴になつたおじさん」
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平成 27年度 秋季日本善行賞更賞
―~‐・  ‐―・―平成27年11月 28日 東京明治神宮参集殿
fl:|■11r.:■「翠ド|ゃ|ギ |ド■ヽ

キヽ‐‐・ ‐・‐・・・
‐

隆鳳‐ 轟 筆
-1`r日 t'. 日 本

ヨ医
巧電 彰 式

50年 の歩み

自然と文化財愛護への貢献

釧路市タンチョウ鶴愛護会は昭和

40年に発足し、以来、タンチョウと

人とが共存する地域の発展に寄与す

ることを基本理念とし、給餌、飛来

地やねぐらの監視活動、資料の発行、

丹頂鶴音頭創作及び普及、園児・児

童に愛鳥啓発作品展、鶴クイズ、千

年祭などタンチョウの保護や保護思

想の啓発活動等を行ってきました。

今日、その保護活動の努力で、一

時は絶滅の危機に瀕したタンチョウ

が、阿寒町において、およそ200羽以

上の群れが越冬する状況に至ってお

ります。

50年の地道な活動は地域住民から

の信望も厚く、国内外においても高

く評価されており、今回の受賞とな

りました。

平 成 27年 (2015年 )12自 3日 (本田 日 )

暮 行

炒
く明治神宮参集殿前にて> <表彰状 >

渥蜀乗庁呂諄ヨJll

１
ゴ
璽

I

夫
彰
状

北
海
道
釧
路
市
タ
ン
チ
ョ
ウ
特
愛
護
会

殿

あ
な
た
方
は
来

年
に
わ
た
り
舛
上

の

自
然
を
恙

し
み
保
護
活
動
に
多
大
な

努
力
を
続

け
ら
れ
ま
し
た

よ
っ
て
そ
の
行
為
を
林
え
恙
行
幸

を

館
り
襄
彰

し
ま
す

平
成
二
十
七
年

十
一月

二
十
人
■

一鐘
社
団
法
人

日

本

薔

行

会

会
長
藤
口
替

壁

高橋さんらに善行賞
釧路2個人 1団体が市長報告

日本 善 行 会 の紹 介

昭和12年 5月 に発足、戦前戦後を通じて、青少年問題に取り組む一方、町をきれいにする運動、親切運動、

花いっぱい運動を実践するとともに、昭和26年からは善行の実践者として推薦された青少年及び国際貢献

活動・緊急時貢献者と外国人、一般人社会人を春と秋に表彰し善行精神の普及と高揚に努めています。

この善行表彰は、これまでにそれぞれ64回 にわたり実施し、受賞された方々は約 4万3000人 に達して

います。

また、機関紙「明るいニュース」を発行し、善行運動の推進と啓発、明るい住みよい社会環境づくり

に努めています。

動
し
て
い
る
高
橋
利

一
さ
ん

一

（７８
）
、
自
開
症
児
な
ど
障
害
児

一

へ
の
水
泳
教
室
の
支
援
と
釧
路

一

更
生
保
護
女
性
会
の
会
長
と
し

一

て
活
動
を
続
け
て
い
る
佐
藤
満

一

里
子
さ
ん
（７４
）
の
２
個
人
。
さ

一 受
け
た
。

小
西
支
部
長
は

「地
域
の
中

で
昼
夜
を
間
わ
ず
活
動
し
て
い

る
姿
は
住
民
の
範
と
す
る
と
こ

ろ
。
今
響
齢
瑠
暦
因
で
善
行

活
動
を
続
け
て
い
る
人
を
表
彰

す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

と
、
善
行
精
神
を
さ
ら
に
広
め

る
取
り
組
み
を
継
続
す
る
考
え

を
示
し
た
。
今
回
の
表
彰
で
釧

路
管
内
か
ら
は
鶴
居
村
で
交
通

指
導
員
と
し
て
児
童
生
徒
の
登

下
校
の
見
守
り
活
動
、
地
域
の

障
害
者
の
相
談
員
と
し
て
の
取

り
組
み
や
町
内
会
活
動
を
実
践

し
て
い
る
松
井
啓
市
さ
ん
（７９
）

も
表
彰
さ
れ
た
。
（伊
東
義
晃
）

日
本
善
行
会
の
秋
季
善
行
表

一
蝦
名
市
長
に
受
賞
報
告
を
す
る

彰
を
受
賞
し
た
釧
路
市
在
住
の

一
（左
か
ら
）
高
橋
さ
ん
、
佐
藤
さ

２
個
人
１
団
体
が
１
日
、
同
会

一
ん
、
吉
興

嚢

釧
根
支
部
の
小
西
功
圃
支
部
長

一　

‥
…
…
…
…
…
，
１
‥
―
…
…
…

は
じ
め
役
員
と
と
も
に
釧
路
市

一
ら
に
５０
年
間
に
わ
た
リ
タ
ン
チ

役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
蝦
名
大

一
ョ
ウ
と
人
が
共
存
す
る
地
域
の

也

市

長

に

受
賞

報

告

を

行

っ

一発
展
を
基
本
理
念
に
、
地
域
ぐ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
み
で
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
保
護
活

今
回
の
受
賞
者
は
、
長
年
に

一動
な
ど
を
実
践
し
て
い
る

「釧

わ
た
り
町
内
会
長

や
地
区

運
会

一
路
市
タ
ン
チ

ョ
ウ
鶴
碁
護

会
」

長
、
市
連
町
副
会
長
と
し
て
活

一　
全
国
田
守
人
会
長
）
が
表
彰
を
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鉛餌に尽 くした人

山
　
峙
　
定
次
郎

や
ま
ざ
き
　
さ
だ
じ
ろ
う

　

　

１
８
８
９
～
１
９
７
４
　
　
０

○

昭
和
初
期
釧
路
湿
原
に
生
息
す
る
丹
頂
は
三
十
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
多
く
の
方
々
の
協
力
の
お
陰

で
千
五
百
羽
を
超
え
る
数
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
初
期
丹
頂
は
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
救

っ
た
の
が
、
阿
寒
の

一
農
民
で
あ

っ
た
、
山
崎
定
次
郎
で
す
。
昭
和
二
十
五
年
、
彼
は
腹
を
す
か
せ
た
丹
頂
の

給
餌
に
成
功
し
、
そ
れ
を
き

つ
か
け
に
丹
頂
を
保
護
す
る
動
き
が
高
ま

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

「サ
ル
ル
ン

・
カ
ム
イ
」
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
は
こ
の
鳥
の
こ
と
を

「湿
原
の
神
様
」
と
呼
び
、
尊
ん
で
き
ま
し

た
。
明
治
以
前
、
北
海
道
の
大
地
に
は
手
付
か
ず
の
自
然
が
あ
り
、
各
地
に
広
大
な
湿
原
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
丹

頂
は
そ
こ
で
悠
々
自
適
に
暮
ら
し
繁
殖
を
繰
り
返
し
、
北
の
大
地
の
空
を
羽
ば
た
い
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
明
治

以
後
、
多
く
の
和
人
が
入
植
し
、
湿
原
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
姿
を
畑
や
水
田
に
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
住
み
か
を
追
わ

れ
た
丹
頂
は
、
次
第
に
北
の
大
地
か
ら
そ
の
優
雅
な
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ

一
箇
所
、
あ
ま
り
の
低
温
で
人
植
者
達
が
水
田
に
で
き
な
か
っ
た
釧
路
湿

原
だ
け
が
丹
頂
が
生
き
て
い
く
最
後
の
場
所
と
な

っ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
数
は
激
し
く
減
り
、
人
の
日
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

「絶
滅
し
た
か
も
し
れ
な
い
」

関
係
者
の
中
に
は
そ
う
つ
ぶ
や
く
人
も
で
て
き
ま
し
た
。
大
正
十
三
年
、
地
元
猟
師
が
釧
路
湿
原
の
奥
地
で
偶
然
に
も
丹
頂
の
姿
を
み
か
け
ま
す
。
北
海
道
が

調
査
に
乗
り
出
し
、
十
数
羽
の
生
息
数
を
確
認
し
ま
し
た
。

「丹
頂
が
生
き
て
い
た
！
」
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
道
内
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
保
護
の
た
め
、
昭
和
十
年
丹
頂
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
有
志
達
は
エ
サ
が
と
れ
な
い
厳
寒
期
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を
放
流
す
る
な
ど
地
道
な
努
力
を
続
け
ま
す
が
、
最
初
の
頃
は
人
間

へ
の
警
戒
心
が
強

い
丹
頂
は
そ
の
エ
サ
に
近
寄

っ
て
も
く
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
生
息
数
は

一
向
に
ふ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
釧
路
湿
原
の
丹
頂
は
、
昭
和
二
十
年
代
ま
で
、
厳
寒
期
の

食
糧
不
足
と
心
無
い
ハ
ン
タ
ー
の
手
に
よ

っ
て
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
救
う
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
が
阿
寒
町
に
住
む
山
崎
定
次
郎

で
し
た
。

昭
和
二
十
五
年

一
月
、
あ
る
雪
の
朝
、
定
次
郎
が
裏
の
畑
に
出
て
み
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ニ
オ
に
数
羽
の
鶴
が
近
寄

っ
て
き
て
、
枯
れ
た
茎
を
つ
い
ば
ん

で
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
し
ば
ら
く
果
然
と
見
と
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
寄
ろ
う
と
す
る
と
鶴
は
す
ぐ
飛
び
去

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「間
違
い
な
い
、
丹
頂
だ
―
。

そ
う
か
腹
が
減

っ
て
る
ん
だ
な
」

な
ん
と
か
丹
頂
に
エ
サ
を
与
え
て
あ
げ
た
い
。
そ
こ
で
朝
、
丹
頂
が
飛
ん
で
く
る
時
間
を
見
計
ら

つ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
抱
え
な
が
ら
畑
で
待

っ
て
い
ま
し

た
。
間
も
な
く
釧
路
湿
原
の
方
向
か
ら
数
羽
の
丹
頂
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
が
、
定
次
郎
に
警
戒
し
た
の
か
、
畑
に
撒
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は
見
向
き
も
し
ま
せ

ん
。
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「臆
病
な
鳥
だ
、
わ
し
が
怖
い
の
か
」

仕
方
な
く
家
に
戻
り
、
窓
か
ら
畑
の
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
丹
頂
は
恐
る
恐
る
雪
原
に
舞
い
降
り
、
定
次
郎
の
ま
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

つ
い
ば
み
は
じ
め
た
の
で
す
。

「や

っ
た
！
丹
頂
が
わ
し
の
エ
サ
を
食
べ
た
！
」

こ
れ
が
丹
頂
の
給
餌
に
成
功
し
た
瞬
間
で
し
た
。
こ
の
年
釧
路
地
方
は
寒
波
と
猛
吹
雪
で
丹
頂
の
餓
死
が
相
次
い
で
お
り
、
猛
吹
雪
を
や

つ
と
逃
れ
て
阿
寒
に

降
り
立

っ
た
七
～
八
羽
の
丹
頂
が
、
定
次
郎
の
給
餌
に
よ
つ
て
命
を
救
わ
れ
た
の
で
す
。
山
崎
定
次
郎
、
六
十
歳
の
冬
で
し
た
。

山
崎
定
次
郎
は
明
治
二
十
二
年
、
宮
山
県
で
農
家
を
営
む
小
作
人
の
末

っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
畑
を
必
死
に
耕
す
家
族
、
ど
ん

な
に

一
生
懸
命
働
い
て
も
決
し
て
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
畑
。
そ
し
て
末

っ
子
の
自
分
。
息
が
つ
ま
り
そ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
な
が
ら
、
定
次
郎
は
い
つ
も
広
々

と
し
た
大
地
で
の
生
活
に
憧
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

十
九
歳
に
な

っ
た
時
、
旭
川
に
住
む
親
戚
を
頼
り
に
、
定
次
郎
は
北
海
道
に
渡
る
決
意
を
し
ま
す
。

「
い
つ
か
絶
対
自
分
の
田
ん
ぼ
を
持

っ
て
米
作
り
を
し
よ
う
」

憧
れ
だ

っ
た
北
海
道
の
広
大
な
土
地
で
、
定
次
郎
は
米
作
り
を
手
伝
い
始
め
ま
し
た
。

寒
い
北
国
で
の
米
作
り
を
体
で
覚
え
た
頃
、
阿
寒
町
に
住
む
姉
か
ら

「自
分
で
田
ん
ぼ
を
持
ち
た
い
な
ら
阿
寒
に
来
な
さ
い
」
と
誘
わ
れ
ま
す
。
大
正
十
二
年
、

飛
び
つ
く
よ
う
に
阿
寒
に
や

つ
て
来
た
定
次
郎
は
二
十
五
歳
で
し
た
。
姉
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
の
畑
を
わ
け
て
も
ら
い
、
夢
が
実
現
し
た
彼
は
無
我
夢
中
で
米
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
米
作
り
な
ん
か
で
き
る
は
ず
が
な
い
」
周
囲
の
批
判
も
跳
ね
除
け
、
定
次
郎
は
米
作
り
に
挑
戦
、
そ
し
て
成
功
し
ま
す
。

「や
れ
ば
で
き
る
の
だ
ぁ
、
我
々
も
や

っ
て
み
る
べ
か
」
。
こ
の
頃
か
ら
阿
寒
の
農
家
達
は
定
次
郎
の
米
作
り
に
触
発
さ
れ
、
水
円
経
営
を
始
め
ま
す
。
そ
し
て

地
域
の
青
年
団
を
組
織
し
、
団
結
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
地
域
の
夏
の
低
温
は
、
水
田
の
稲
穂
に
と

つ
て
越
え
よ
う
も
な
い
壁
で
あ
り
、

そ
の
少
な
す
ぎ
る
収
穫
量
で
は
み
ん
な
食
べ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
こ
の
土
地
で
は
や
は
り
米
よ
り
も
畑
作
の
方
が
収
入
に
な
る
。
」
青
年
会
で
こ
う
結
論
が
で
る
と
、
定
次
郎
を
は
じ
め
住
民
は
、
馬
鈴
薯
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

中
心
に
畑
作
で
い
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
収
入
も
安
定
し
た
頃
、
定
次
郎
は
生
涯
の
伴
侶
を
得
、
子
供
も
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
ど

つ
し
り
と
腰
を
落

ち
着
け
た
の
で
す
。

「宮
山
か
ら
出
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
生
涯
こ
の
阿
寒
の
地
を
自
分
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
精

一
杯
が
ん
ば
ろ
う
。
」

昭
和
に
入
り
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
食
糧
難
で
家
庭
が
火
の
車
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
次
郎
は
戦
争
で
亡
く
な

っ
た
家
族
の
面
倒
を
見
た
り
、
畑
の
手
伝
い
を

し
た
り
、
子
供
達
の
教
育
問
題
に
も
相
談
に
乗
る
な
ど
し
て
、
辛
い
時
期
を
住
民
皆
で
乗
り
越
え
ま
し
た
。
定
次
郎
は
い
つ
も
物
腰
柔
か
く
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と

の
な
い
温
厚
な
人
柄
と
、
住
民

へ
の
思
い
や
り
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
定
次
郎
に
住
民
達
は
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
く
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た

の
で
す
。
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昭
和
二
十
五
年

一
月
、
丹
頂
の
給
餌
に
成
功
し
た
定
次
郎
は
、
翌
朝
、
ま
た
翌
朝
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ま
き
続
け
ま
し
た
。
ま
だ
食
糧
事
情
も
悪
く
人
間
が
食

糧
に
不
自
由
す
る
時
代
で
し
た
が
、
自
分
の
畑
に
エ
サ
を
求
め
て
や

っ
て
く
る
丹
頂
を
見
捨
て
て
は
お
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
他
の
住
人
た
ち
は

「丹
頂

な
ん
て
畑
の
も
の
を
食
い
荒
ら
す
だ
け
で
は
な
い
か
」
と
言
い
、
妻
も

「鶴
に
食
わ
せ
る
の
は
い
い
け
れ
ど
売
る
分
ま
で
な
く
な

っ
て
し
ま
う
」
と
こ
ぼ
し
ま
し

た
。
厳
し
い
農
業
の
暮
ら
し
の
中
で
エ
サ
代
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
が
、
定
次
郎
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「鶴
よ
お
、
お
ま
え
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に
き
れ
い
だ
な
ぁ
。
死
ん
だ
ら
だ
め
だ
ぞ
お
　
ほ
う
ら

一
杯
食
べ
ろ
よ
」

丹
頂
も
そ
ん
な
定
次
郎
の
愛
情
に
応
え
て
飛
ん
で
来
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
て
彼
の
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
は
、
丹
頂
た
ち
の
安
息
の
地
と
な
り
ま
し
た
。
近

所
の
人
々
も
そ
れ
を
真
似
て
エ
サ
ま
き
を
始
め
ま
し
た
が
、
根
気
の
い
る
こ
の
作
業
は
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の
ま
に
か

一
軒
ま
た

一
軒
と
数
は
減

り
、
結
局
は
定
次
郎

一
人
が
毎
日
欠
か
さ
ず
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
撒
き
続
け
た
の
で
す
。

こ
の
暖
か
い
招
き
に
、
丹
頂
た
ち
は

一
日

一
日
、
定
次
郎
と
の
距
離
を
縮
め
、
三
年
目
、　
つ
い
に
五
メ
ー
ト
ル
の
距
離
ま
で
近
寄

っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
す
。「鶴

は
賢
い
ん
じ
や
。
三
日
坊
主
の
給
餌
を
し
て
た
ん
で
は
、
も
う
そ
こ
に
は
降
り
て
こ
な
く
な
る
。
わ
し
は
毎
日
毎
日
欠
か
さ
ず

エ
サ
を
与
え
た
か
ら
、
わ

し
の
声
や
姿
、
そ
し
て
撒
き
方
や
し
ぐ
さ
ま
で
覚
え
た
ん
じ
や
。
そ
う
な

っ
た
ら
、
も
う
離
れ
な
い
も
ん
じ
や
」

ふ
る
さ
と
富
山
に
夢
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
四
十
年
前
そ
こ
を
捨
て
て
出
て
き
て
し
ま

っ
た
定
次
郎
に
と

つ
て
、
阿
寒
に
降
り
立

つ
丹
頂
鶴
に
エ
サ
を
や
り
続
け

る
作
業
は
、
自
分
の
心

へ
の
償
の
行
為
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

丹
頂
は
昭
和
二
十
七
年
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
定
次
郎
は
そ
の
時
ま
で
自
費
で
給
餌
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
雪
の
多
い
時
は
、
撒
い
た
エ

サ
が
埋
も
れ
て
拾
え
な
い
た
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
茎
ご
と
雪
の
上
に
差
し
た
り
、
木
箱
に
入
れ
て
や

っ
た
り
と
、
丹
頂
が
発
見
し
や
す
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

工
大
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
苦
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
町
の
人
々
は
定
次
郎
の
こ
と
を

「山
崎
の
鶴
じ
い
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
、
こ
の
名
は
道
内
外
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
の
う
ち
、
す

っ
か
り
慣
れ
て
き
た
丹
頂
は
、
定
次
郎
の
姿
を
見

つ
け
る
と
近
寄

っ
て
き
て
エ
サ
を
ね
だ

っ
た
り
、
朝
に
な
る
と

「ク
ヮ
ッ
、
ク
ヮ
ッ
」
と
声

を
あ
げ
て
定
次
郎
に
催
促
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
う
な

っ
た
ら
か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
。
ま
る
で
子
供
や
孫
の
よ
う
だ
」

昭
和
二
十
七
年
、
定
次
郎
は
丹
頂
に
エ
サ
を
与
え
る
給
餌
人
と
し
て
役
所
か
ら
正
式
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
三
十
三
年
と
北
海
道
は
全
道
的
な
冷
害
に
見
舞
わ
れ
、　
エ
サ
に
あ
り
つ
け
な
い
丹
頂
は
バ
タ
バ
タ
と
餓
死
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
冷
害
を

機
に

「鶴
を
救
お
う
」
と
、
阿
寒
町
内
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
呼
び
か
け
が
始
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
て
丹
頂
保
護
の
気
運
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
北
海
道
は
丹
頂
を

「北
海
道
の
鳥
」
に
指
定
、
保
護
体
制
を

一
段
と
強
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
開
発
に
よ

つ

て
生
息
地
が
狭
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら

「
こ
れ
で
は
今
に
丹
頂
が
全
滅
し
て
し
ま
う
。
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
」
と
町
が

一
丸
と
な

っ
て
丹
頂
を
保
護
す
る
こ

と
を
訴
え
、
定
次
郎
も
組
織
づ
く
り
に
奔
走
し
ま
し
た
。
彼
は
給
餌
事
業
や
生
息
観
察
な
ど
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の

「丹
頂
祭
り
」
や
、
郷
土
芸
能
と
し
て
の
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「丹
頂
鶴
音
頭
」
の
制
定
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
丹
頂
の
好
物
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
地
も
設
置
し
、
冬
の
エ
サ
不
足
を
補
い
ま
し
た
。

彼
の
努
力
の
甲
斐
も
あ

っ
て
、
昭
和
二
十
七
年
に
わ
ず
か
三
十
羽
足
ら
ず
だ

つ
た
丹
頂
の
生
息
数
も
昭
和
三
十
年
に
は

一
九
〇
羽
、
四
十
四
年
に
は
二
〇
〇
羽

を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

エ
サ
を
与
え
始
め
て
二
十
数
年
、
丹
頂
は
定
次
郎
に
と

つ
て
、
い
つ
し
か
家
族
の
よ
う
な
存
在
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

「鶴
が
百
羽
近
く
も
来
て
く
れ
る
わ
し
の
庭
は
世
界

一
素
晴
ら
し
い
」

定
次
郎
が
こ
う
豪
語
す
る
よ
う
に
、
彼
の
庭
に
は
丹
頂
見
た
さ
に
連
日
の
よ
う
に
見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
多
い
日
に
は

一
〇
〇
人
を
超
え
、
中
に
は
外
国
か

ら
来
る
者
も
お
り
、
冬
の
阿
寒
の
観
光
の
日
玉
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

昭
和
三
十
四
年
、
定
次
郎
は
北
海
道
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
正
式
に

「丹
頂
鶴
監
視
員
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
丹

頂
の
保
護
に
尽
し
た
功
労
者
と
し
て
、
北
海
道
で
た
だ

一
人

「農
林
大
臣
表
彰
」
を
受
け
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
に
は
勲
五
等
瑞
宝
章
を
拝
受
、
重
な
る
名
誉

が
、
定
次
郎
の
穏
や
か
な
顔
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「鶴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
自
然
の
ま
ま
の
姿
に
限
る
。
真

っ
白
な
雪
原
の
上
を
、
自
由
に
飛
び
、
自
由
に
遊
ぶ
、
そ
れ
が

一
番
美
し
い
。
丹
頂
が
舞
い
降
り
る

こ
の
風
景
は
阿
寒
の
里
の
宝
だ
、
決
し
て
な
く
し
て
は
い
け
な
い
ん
じ
や
。
」

昭
和
四
十
八
年
、
鶴
じ
い
八
十
三
歳
の
時
、
鶴
の
世
話
係
を
長
男
の
定
作
氏
に
譲
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
頑
丈
だ

っ
た
体
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、

そ
の
年
の
冬
、
と
う
と
う
人
院
し
ま
し
た
。
病
床
で
鶴
じ
い
は
毎
日

「鶴
は
大
文
夫
か
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
具
合
が
急
に
お
か
し
く
な

っ

た
そ
の
夜
、
今
ま
で
星
が
見
え
て
い
た
北
の
空
か
ら
雪
混
じ
り
の
風
が
急
に
吹
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
音
に
混
じ
っ
て
か
す
か
に

「ク
ル
ッ
、
ク
ル
ッ
」
と
鶴
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
時
、
鶴
じ
い
は
グ
ッ
と
頭
を
持
ち
上
げ

「鶴
だ
、
鶴
が
鳴
い
て
い
る
」
と
は
つ
き
り
し
た
声
で
言
い
ま
し
た
。
付

き
添

っ
て
い
た
家
族
は
皆
窓
の
外
を
見
ま
し
た
。
眼
に
映

っ
た
も
の
は
冷
た
い
雪
の
原

っ
ぱ
だ
け
で
し
た
。
皆
が
ベ
ツ
ト
を
振
り
返

っ
た
時
、
鶴
じ
い
は
し
ず
か

に
息
を
引
き
取

っ
て
い
ま
し
た
。

山
崎
定
次
郎
、
享
年
八
十
五
歳
。

現
在
息
子
の
定
作
氏
は
八
十
三
歳
に
な

っ
た
が
給
餌
の
方
は
三
代
目
の

一
彦
氏
に
譲
り

「丹
頂
と

マ
リ
モ
を
守
り
続
け
る
の
が
、
阿
寒
に
生
き
る
私
達
の
責
任
」

と
語
り
ま
す
。

一
時
は
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
丹
頂
。
し
か
し
明
治
時
代
か
ら
開
墾
を
厳
し
く
拒
ん
で
き
た
釧
路
湿
原
と
、
山
崎
定
次
郎
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
人
々

の
献
身
的
な
給
餌
活
動
が
、
世
界
に
も
ま
れ
な
例
と
し
て
丹
頂
の
生
息
数
を
復
活
さ
せ
た
の
で
す
。

昭
和
五
十
二
年
、
山
崎
定
次
郎
の
裏
庭
は
丹
頂
観
察
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た
に
設
立
、
そ
し
て
平
成
八
年
に
は
そ
の
横
に
阿
寒
国
際
鶴
セ
ン
タ
ー
と
丹
頂
愛
護

発
祥
の
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
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鶴

と

老

人

鹿

島

栄

一

（
元

阿
寒
中
学
校
教
諭
）

二
月
も
末
に
な
る
と
、
丹
頂
鶴
の
頭
は
紅
色
を
帯
び
て
く
る
。
鶴
に
と

つ

て
三
月
は
愛
の
シ
ー
ズ
ン
な
の
だ
。
「ク
ル
ル

・
ク
ル
ル

・
・
・
。
」
と
鳴
き

か
わ
し
な
が
ら
雄
と
雌
は
美
し
い
舞
を
す
る
。
そ
の
背
景
に
雄
阿
寒
岳
が
自

妙
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。

山
崎
老
人
は
、
阿
寒
岳
を
望
む
阿
寒
川
中
流
に
沿

っ
て
古
く
か
ら
農
業
を

や

っ
て
き
た
人
だ
。
老
人
は
冬
は
も

っ
ぱ
ら
鶴
た
ち
の
給
餌
に
余
生
を
楽
し

ん
で
い
る
。
老
人
に
は
双
生
児
の
孫
が
あ
る
。
彼
ら
も
老
人
と
い
つ
し
ょ
に

餌
を
ま
い
て
い
る
。
真

っ
白
い
頭
の
老
人
と
、
揃
い
の
紺
の
セ
ー
タ
ー
と
帽

子
の
双
生
児
の
子
供
を
、
こ
の
辺
で
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
。
「ホ
ー
、
ホ
ー
」

と
静
か
に
透
る
声
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ま
い
て
行
く
。
鶴
た
ち
も
「ク
ル
ル

・

ク
ル
ー
」
と
安
心
し
て
老
人
た
ち
の
側
に
来
て
餌
を
拾
う
。
老
人

一
家
以
外

の
人
で
は
鶴
は
逃
げ
て
し
ま
う
。

二
月
末
の
日
曜
日
に
私
が
行

っ
た
時
は
十
三
羽
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
多

い
時
は
六
十
羽
ほ
ど
も
い
る
。
老
人
の
部
屋
に
は
鶴
の
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
が

写
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
写
真
が
飾

っ
て
あ
る
。
表
彰
状
も
あ
る
。
老
人
は
訪

れ
る
人
々
に
目
を
細
め
て
静
か
に
鶴
の
話
を
す
る
。
そ
れ
は
自
分
の
子
供
の

話
を
す
る
よ
う
に
愛
情
が
こ
も

っ
て
い
る
。
「近
ご
ろ
は
、
車
や
人
が
多
く
く

る
の
で
お
び
え
て
ま
さ
あ
。
前
に
は
も

っ
と
家
の
近
く
ま
で
き
た
ん
だ
け
ど

ね
」鶴
を
可
愛
が
る
山
崎
さ
ん
は
葦
で
塀
を
つ
く
り
、
あ
ま
り
人
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
私
は
望
遠
鏡
で
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
た
。
十
三
羽
の

中
、
家
族
連
れ
が
二
組
あ
る
。
首
の
黄
色
い
ひ
な
鶴
を
中
に
三
羽
い
る
の
が

そ
う
で
あ
る
。
手
前
の
方
に
鳩
が
二
羽
、
今
ま
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
お
こ

ぼ
れ
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
あ
、
き
た
き
た
、
望
遠
鏡
で
は
大
き
く
見
え
す

ぎ
て
私
の
頭
を
こ
し
た
か
と
思

っ
た
ら
前
方
五
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
に

フ
ワ
ッ
と
舞
い
降
り
た
。
五
羽
だ
。
降
り
方
が
ま
た
、
大
変
優
雅
で
あ
る
。

か
ぐ
や
姫
昇
天
の
時
の
情
景
に
似
て
い
る
。
地
上
ニ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
フ

ワ
ッ
と
浮
い
て
花
び
ら
が
落
ち
る
よ
う
に
、
ほ
ん
と
う
に
そ
つ
と
降
り
る
の

で
あ
る
。

私
の
近
く
で
、
バ
ズ
ー
カ
砲
の
よ
う
な
長
い
望
遠
カ
メ
ラ
で
地
上
の
鶴
を

撮
影
し
て
い
た
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
あ
わ
を
く

っ
て
高
射
砲
の
よ
う
に
中
空
に

カ
メ
ラ
を
む
け
た
が
失
敗
し
た
ら
し
い
。

「鶴
か
ら
は
カ
メ
ラ
が
見
え
る
ん
で
す
か
」

「あ
あ
、
見
え
る
と
も
、
人
が
二
、
三
人
た

っ
て
い
て
も
用
心
し
て
い
る
よ
」

な
る
ほ
ど
武
器
の
な
い
鶴
は
敏
感
な
も
の
だ
。
ね
ぐ
ら
も
葦
の
茂
る
川
の

浅
瀬
で

一
本
足
で
ね
む
る
。
卵
を
抱
く
以
外
は
年
中
た

っ
て
い
る
わ
け
だ
。

本
当
に
山
崎
老
人
の
家
族
の
よ
う
な
も
の
だ
。
優
雅
で
神
経
質
な
鶴
た
ち
を
、

老
人
は
長
年
手
が
け
て
き
た
だ
け
に
、
鶴
を
声

一
つ
歩
き
方

一
つ
で
す
べ
て

が
わ
か
る
と
い
う
。

こ
の
鶴
た
ち
と
い
つ
し
よ
に
暮
ら
し
た
ら
老
人
も
き

っ
と
長
生
き
す
る
こ

と
だ
ろ
う
。
こ
の
近
辺
に
老
人
ホ
ー
ム
で
も
。
・
・
。
と
す
ぐ
俗
な
考
え
を
抱

く
私
だ
が
、
本
当
に
全
国
の
老
人
に
こ
の
群
れ
集
う
鶴
の
姿
を
み
せ
て
や
り

た
い
も
の
だ
と
思
う
。
「ク
ル
ル
・
ク
ル
ル
」
一
組
の
家
族
連
れ
は
川
辺
に
向

っ

て
鳴
い
て
い
る
。一

鶴
嗜
ご
ょ
二
額
４
・ヽ

鷲

一
の
象

え
つ
４

あ

砕
・

●
■
一
●
●
●
●
●

一
一
●
●

平成 9年 1月 1日 釧路新聞

新春文藝 短歌の部 天位 鹿島榮一

(釧路歌人会長 嵯峨美津江選 )
書は釧路短大講師 渋谷薫先生
(∞ ×75cm)
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タ
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三
代
目
●

山

崎

定

作

阿
寒
国
際
鶴
セ
ン
タ
ー
の
分
館

「タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
」
前
に
は
、
二
百
羽
以
上
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
飛
来
す
る
。
山
崎
さ
ん
は
こ
こ
で
昭
和
四
十
八
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
迄
初
代
定
次
郎
さ
ん
の
後

を
継
い
で
三
十
八
年
間
給
餌
を
行

っ
て
い
た
が
、
体
調
の
関
係
で
平
成
二
十
二
年
、
息
子
の

一
彦
さ
ん

に
そ
の
仕
事
を
引
き
継
が
せ
て
い
る
。

山
崎

一
家
の
給
餌
活
動
は
親
子
三
代
に
わ
た
る
も
の
で
、
初
代
の
定
次
郎
さ
ん
は
昭
和
二
十
五
年
に

エ
サ
を
与
え
始
め
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
は
給
餌
発
祥
の
記
念
碑
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
は
父
が
始
め
た
も
の
。
畑
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ま
く
よ
う
に
な
る
と
、
ツ
ル

が
集
ま
り
始
め
た
。
給
餌
の
成
果
で
数
が
増
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
く
ら
い
の
こ
と

だ

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

父
の
定
次
郎
さ
ん
に
つ
い
て
は
「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
は
父
に
と

つ
て
、
子
育
て
の
よ
う
な
も
の
だ

っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
る
。
親
子
二
代
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
愛
鳥
週

間
に
ち
な
ん
だ

「鳥
類
保
護
総
裁
賞
」
を
受
賞
し
た
。

ま
た
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
撮
影
を
行
う
カ
メ
ラ
マ
ン
が
数
多
く
訪
れ
た
。
「顔
な
じ
み
に

な

つ
た
人
と
毎
年
、
会
え
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
。
中
に
は
二
十
年
以
上
通
い
続
け
て
い
る
人
も

い
て
、
顔
を
合
わ
せ
る
と

″
元
気
だ
っ
た
か
″
な
ど
と
言
葉
を
交
わ
す
人
も
い
て
、
大
変
な
つ
か
し
い

思
い
が
す
る
。
」

給
餌
を
行

っ
て
い
る
こ
の
間
に
は
、
天
皇
陛
下
が
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
山
崎
さ

ん
に
と

つ
て
は

一
番
の
思
い
出
。
「昭
和
五
十
八
年
当
時
、
現
在
の
天
皇
陛
下
は
皇
太
子
だ

っ
た
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
と
て
も
緊
張
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」
。

三
代
に
わ
た

つ
て
行

っ
て
き
た
給
餌
は
も
う
六
十
年
近
い
。
現
在
は
息
子
の

一
彦
さ
ん
が
給
餌
を
行

っ

て
い
る
が
、
「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
持

つ
美
し
さ
は
、
何
物
に
も
か
え
が
た
い
。
山
崎
家
に
と

つ
て
タ
ン
チ
ョ

ウ
は
家
族
の

一
員
の
よ
う
な
存
在
に
な

っ
て
い
る
。
」
と
語

っ
て
い
る
。
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鉛餌に尽 くした人
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●
タ
ン
チ
ョ
ウ
給
餌
人
三
代
目
●

山
　
崎

　

一　

彦

春
か
ら
釧
路
湿
原
各
地
で
過
ご
し
て
き
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
今
年
も

「三
大
給
餌
場
」
に
集
ま

っ
て
き

た
。
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

（釧
路
市
阿
寒
町
）
隣
に
あ
る
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
宅
の
畑
も
そ
の

一

つ
。
三
十
八
年
間
給
餌
人
を
務
め
た
父
定
作

（八
十
六
）
の
腰
痛
が
悪
化
し
、
六
年
前
に
そ
の
後
を
継

い
だ
。

給
餌
は
環
境
省
の
委
託
を
受
け
て
行

っ
て
い
る
。
「
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
が
押
し
寄
せ
る
中
、
早
朝
に

デ
ン
ト
コ
ー
ン
、
午
後
は
生
き
た
ウ
グ
イ
を
ま
く
。
こ
の
ウ
グ
イ
は
塘
路
湖
の
も
の
で
、
毎
週
自
宅
の

い
け
す
に
届
け
て
く
れ
る
。
」
普
段
の
農
作
業
と
同
様
、
あ
ま
り
服
装
は
変
え
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
格

好
を
見
慣
れ
て
い
る
ツ
ル
を
驚
か
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
、
や
さ
し
い
彼
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
救
お
う
と
、
祖
父
の
故
定
次
郎
さ
ん
が
、
昭
和
二
十
五
年

に
給
餌
を
始
め
て
六
十
年
余
り
。
祖
父
と

一
緒
に
エ
サ
や
り
し
て
い
た
こ
ろ
は
三
十
羽
ぐ
ら
い
だ

っ
た

が
、
今
で
は
多
い
日
で
二
百
羽
を
超
え
る
。
親
子
三
代
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
付
き
合

っ
た
成
果
だ
。

夏
場
は
、
ツ
ル
が
集
ま

っ
て
い
る
畑
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
作
る
。
「給
餌
人
の
家
族
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
に
も
顔
な
じ
み
。
農
作
業
の
時
に
近
寄

っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
」
と
目
を
細
め
つ
つ

「鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
が
心
配
」
と
給
餌
場
で
群
れ
を
成
す
特
別
天
然
記
念
物
に
気
を
も
ん
で
い
る
。

釧
路
市
阿
寒
町
生
ま
れ
。
妻
、
息
子
、
定
作
夫
妻
と
五
人
暮
ら
し
。
趣
味
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
撮
影
だ
が
、

「給
餌
が
始
ま
る
と
撮
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
撮
る
機
会
が
少
な
く
な
る
」
と
苦
笑
い
。

親
、
子
、
孫
と
三
代
目
の
給
餌
人
と
し
て
、
「体
が
も

つ
限
リ
ツ
ル
の
た
め
に
給
餌
を
続
け
る
」
と
決

め
て
い
る
。

山
崎
さ
ん
の
給
餌
場
は
、
親
子
三
代
に
わ
た
る
給
餌
の
お
か
げ
で
、
数
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
自
然

の
姿
で
集
ま
る
場
所
と
し
て
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
の
生
物
と
人
間
が
、
長

い
問
好
ま
し
い
関
係
を
持
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
、
人
々
に
感
動
を
与
え
、
道
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

日
本
全
国
、
世
界
の
国
々
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
地
球
自
然
環
境
の
中
で
生
物
と
人
間
と
の
望
ま
し
い
姿
を
考
え
る
の
に

一
石
を
投
じ
て
い
る
。
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元
愛
護
会
副
会
長

金
　
子
　
信
　
治

上
阿
寒
が
丹
頂
の
里
と
い
わ
れ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

鶴
の
飛
来
地
と
し
て
、
毎
年
、
初
秋
に
こ
の
地
に

訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
厳
し
い
冬
季
に

餌
が
与
え
ら
れ
、
安
心
し
て
、
原
野
で
育

っ
た
子

鶴
と
共
に
生
き
ら
れ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

子
別
れ
の
時
期
ま
で
過
ご
す
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
、
上
阿
寒
の
畑
作
農
家
は
生

産
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
鶴
に
よ
る
食
害

の
被
害
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
で
あ

っ
た
。
で
も
特

別
天
然
記
念
物
で
も
あ
る
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
美
し

く
、
飛
来
し
て
く
る
鶴
と
の
愛
情
の
あ
る
交
流
が

あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
と
思
う
。

次
の
方
々
は
、
山
崎
定
次
郎
氏
と
共
に
飛
来
初

期
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守

っ
た
方
で
あ
る
。
す
で

に
故
人
と
な
ら
れ
た
が
そ
の
善
行
を
讃
え
た
い
。

原
　
　
博
様

山
崎
定
義
様

こ
の
上
阿
寒
に
最
初
に
入
植
さ
れ
た
方
々
は
、

明
治
三
十
二
年
に
菅
野
定
吉
氏
と
そ
の
ご
家
族
で
、

私
の
祖
父
金
子
亀
蔵
は
大
正
七
年
に
入
植
し
た
。

現
在
、
私
達
は
二
代
円
、
三
代
目
の
時
代
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
ま
で
は
水
田
を
開
き
米
作
も
し

て
、
雑
穀
、
野
菜
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
時
代

の
流
れ
と
共
に
昭
和
三
十
七
年
、
上
阿
寒
部
落
農

事
組
合
が
で
き
て
、
野
菜
の
早
出
し
作
付
に
ビ
ニ
ー

ル
利
用
等
を
し
て
、
市
場
に
安
定
供
給
が
で
き
る

よ
う
野
菜
組
合
の
設
立
に
よ
つ
て
、
部
落

一
丸
と

な

っ
て
野
菜
生
産
に
力
を
注
い
で
い
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
収
穫
も
多
い
し
、
市
場
価
格

も
よ
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
収
穫
時
期
に
な
る
頃

に
鶴
が
飛
来
し
て
、
よ
く
実
の
な

っ
た
も
の
を
餌

と
し
て
つ
い
ば
み
、
商
品
と
し
て
売
り
物
に
な
ら

な
い
こ
と
で
、
生
産
農
家
は
共
通
の
悩
み
を
抱
え

て
い
た
。

特
に
農
地
の
少
な
い
家
で
は
、
生
活
に
影
響
す

る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

原
　
博
氏
は
鶴
と
共
存
を
考
え
て
、
阿
寒
川
の

川
岸
近
く
に
ト
ウ
キ
ビ
畑
を
つ
く
り
、
収
穫
し
た

後
、
ま
だ
実
が
多
少
つ
い
て
い
る
も
の
を
残
し
て
、

鶴
の
餌
と
し
て
与
え
て
い
た
。

石
橋
門
盛
氏
は
か
な
り
の
被
害
が
あ

っ
た
よ
う

で
、
よ
く
奥
さ
ん
と
交
代
で
畑
に
飛
来
し
て
き
た

鶴
か
ら
生
産
物
を
守
る
た
め
に
追
い
た
て
も
し
た

が
、
や
が
て
、
鶴
も
ひ
も
じ
か
ろ
う
と
鶴

へ
の
愛

情
に
日
ざ
め
て
、
収
穫
を
早
Ｈ
に
し
て
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
与
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

川
田
二
良
氏
も
鶴
と
の
共
存
を
考
え
て
、
被
害

を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
よ
う
作
付
け
を
工
夫
し

て
い
た
。
不
幸
な
こ
と
に
三
女
の
京
子
さ
ん
が
阿

寒
高
校
に
入
学
し
て

一
ヶ
月
後
に
、
帰
宅
中
に
ま

り
も
国
道
で
交
通
事
故
に
逢
い
、
短
い
生
涯
を
閉

じ
た
。
私
は
そ
の
葬
儀
委
員
長
と
し
て
葬
儀
を
執

行
し
た
。
京
子
さ
ん
が
阿
寒
中
学
校
在
学
中
に
書

い
た
詩
を
こ
こ
に
伝
え
た
い
。

は
じ
め
に

一五接禰櫻躙趾川田二良様

咤
″豪綺

Ｌ
■
■

島

、

「

ヽ

石
橋
門
盛
様

坂
本
与
作
様

宮
坂
定
雄
様

■
日
「
な
」不

松
橋
弘
義
様

中
屋
繁
松
様

木
村
七
郎
様

高
橋
　
稔
様

ヽ

　

ヽ

上
阿
寒

の
人
々
と
鶴

―
こ
の
地
に
生
き
る
子
々
孫
々
ヘ
ー

77
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タ
ン
チ

ョ
ウ

阿
寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

京

子

雪
の
中
に
―

凍
り
つ
く
吹
雪
の
中
に

声
を
た
が
い
に
確
か
め
あ

っ
て

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
生
き
て
い
る

雪
の
中
に
―

キ
ラ
キ
ラ
光
る
雪
野
原
に

そ
の
姿
　
ほ
こ
ら
し
げ
に

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
踊
っ
て
い
る

雪
の
中
に
―

夕
や
け
に
そ
ま
る
地
平
線
に
　
明
日
の
希
望
に

声
を
あ
げ
て
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
歌

っ
て
い
る

春
は
ち
か
い
　
け
が
れ
な
い
雪
原
を
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

歌
う
　
踊
る
　
は
ね
る
　
鳴
く
　
走
る

今
日
と
い
う
日
を
生
き
て
…
…

明
日
と
い
う
日
を
喜
ん
で
…
…

生
命
あ
る
躍
動
を

歌
う
　
踊
る
　
は
ね
る
　
鳴
く
　
走
る

雪
の
中
に
―

こ
の
詩
は
、
阿
寒
高
校
入
学
の
希
望
に
燃
え
て

い
た
四
月
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
全
国
放
送
の

「明
日
は
君
達
の
も
の
」
の
第

一
回
目
の
放
送
で

あ

っ
た
。

阿
寒
中
学
校
と
山
口
県
八
代
中
学
校
、
鹿
児
島

県
野
田
中
学
校
の
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
の
交
流
を
描
い

た
放
送
で
朗
読
さ
れ
て
、
番
組
を
観
て
い
た
多
く

の
人
々
に
感
動
を
与
え
た
。
本
人
は
短
い
生
涯
で

あ

っ
た
が
、
こ
の
詩
に
よ
つ
て
川
田
京
子
さ
ん
は

忘
れ
ら
れ
な
い
。
又
、
上
阿
寒
に
飛
来
す
る
鶴
達

へ
の
未
来

へ
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
な

っ
た
。

こ
の
様
に
親
も
生
活
に
懸
命
に
生
き
な
が
ら
、

飛
来
す
る
鶴
達
に
愛
情
を
も

っ
て
接
し
て
き
た
。

親
の
姿
を
観
て
育

っ
た
子
ど
も
達
が
、
小
中
学

校
で
鶴
の
愛
護
を
教
育
を
通
し
て
学
び
、
実
践
し

て
き
た
こ
と
を
、
私
は
上
阿
寒
部
落
の
誇
り
に
思
っ

て
お
り
、
子
々
孫
々
ま
で
伝
え
、
い
つ
ま
で
も
鶴

を
守

っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
。

山
崎
定
次
郎
氏
や
定
作
氏
、　
一
彦
氏
と
親
子
三

代
に
わ
た

つ
て
鶴
の
愛
護
で
有
名
に
な

っ
た
方
も

あ
れ
ば
、
四
十
年
代
、
野
菜
出
荷
の
会
合
で
鶴
の

被
害
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
当
時
、
私
は
阿
寒
町

議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
の
で
生
産
者
の
立
場
か
ら
、

鶴
の
愛
護
と
上
阿
寒
の
農
家
の
生
活
の
安
定
に
つ

い
て
議
会
に
提
案
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
鶴
が
飛

来
す
る
こ
と
が
地
域
の
繁
栄
に
な
り
、
部
落
の
人
々

の
生
活
の
安
定
に
な
れ
ば
と
念
願
し
、
努
力
し
て

い
た
。

心
な
い
カ
メ
ラ
マ
ン
が
許
可
も
受
け
な
い
で
畑

に
入
り
、
鶴
を
追
い
か
け
撮
影
す
る
様
子
を
松
橋

弘
義
氏

「俺
の
と
こ
ろ
の
鶴
を
追
い
か
け
る
な
」

と
注
意
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
。

鶴
友
会
と
い
う
小
さ
な
会
を
つ
く
り
、
そ
の
頃

で
き
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「鶴
」
の
オ
ー
ナ
ー
池
田
久

治
氏
や
従
業
員
の
鐙
谷
氏
な
ど
が
、
た
び
た
び
鶴

の
た
め
に
使

っ
て
下
さ
い
と
寄
付
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ

っ
た
。

中
屋
繁
松
氏
は
野
鳥
の
会
で
表
彰
を
受
け
た
方

で
あ
る
が
、
本
当
に
農
民
と
し
て
も
真
面
目
な
人

柄
で
心
か
ら
鶴
を
愛
さ
れ
た
方
で
あ

っ
た
。

も

っ
と
個
々
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
た
い
の
だ

が
資
料
に
、
阿
寒
町
野
菜
組
合
設
立
二
十
周
年
記

念
誌
の
中
か
ら
阿
寒
町
野
菜
組
合
入
植
者

一
覧
を

掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
中
の
多
く
の
人
々

が
鶴
を
愛
し
て
、
鶴
の
飛
来
地
と
し
て
安
心
し
て

毎
年
、
飛
来
で
き
る
環
境
を
つ
く

っ
て
き
た
人
々

で
あ
る
。

現
在
、
丹
頂
の
里
と
し
て
、
赤
い
ベ
レ
ー
、
道

の
駅
、
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
で
き

て
、
鶴
に
と

つ
て
は
環
境
の
変
化
が
あ
る
が
、
か

わ
ら
ず
飛
来
し
て
き
て
い
る
。

釧
路
市
と
合
併
し
て
も
、
こ
の
上
阿
寒
に
住
む
、

私
達
の
子
や
孫
達
、
新
し
く
住
人
と
な
ら
れ
る
方
々

が
、
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
地
を
安
住
の
地
と
し
て
、

飛
来
す
る
鶴
達
に
変
わ
ら
ぬ
愛
情
を
そ
そ
ぎ
、
受

け
継
い
で
守

つ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
念
願
し
、

後
世
に
伝
え
る
言
葉
と
し
た
い
。

川
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加

地

政

富

（阿
寒
Ｉ

別
）

加
地
さ
ん
の
自
宅
は
、
阿
寒
町
の
仁
々
志
別
に
あ
る
。
給
餌
は
父
親
の
良
次
さ
ん
が
、
昭
和
四
十
年
に

始
め
た
も
の
で
、
親
子
二
代
に
わ
た
る
。
今
年
は
、　
一
組
二
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
飛
来
し
て
い
る
。

加
地
さ
ん
が
給
餌
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
昭
和
六
十

一
年
の
こ
と
だ

っ
た
。
「父
親
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
た

め
、
わ
ざ
わ
ぎ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
る
ほ
ど
熱
心
だ

っ
た
。
私
は
父
が
亡
く
な
る
少
し
前
か
ら
給
餌
を
行

っ

て
い
る
が
、
引
き
継
ぐ
と
い
う
強
い
気
持
は
な
か

っ
た
。
ツ
ル
の
話
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
な
か
っ
た
、
と
思
い
出
を
語
る
。

過
去
、
飛
来
し
て
い
た
の
は
、
二
組
の
六
羽
。
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
が
い
で
、
幼
鳥
を
連
れ
て
い
る
。
「な
わ

ば
り
意
識
が
と
て
も
強
い
の
で
、
力
の
強
い
方
が
弱
い
方
を
追

っ
払

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。　
一
緒
に

エ
サ
を

つ
い
ば
む
姿
を
見
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
。

ま
た
、
給
餌
を
行

っ
て
い
る
こ
の
間
に
は
、
ケ
ガ
を
し
て
し
ま

っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
い
た
。
今
か
ら
二

十
五
年
も
前
の
こ
と
。
「ケ
ガ
を
し
た
た
め
、
片
方
の
羽
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
た
ツ
ル
が
い
た
。
と
て
も
弱
っ

て
い
た
の
で
、
キ
ツ
ネ
が
後
を
付
け
食
べ
よ
う
と
狙

っ
て
い
た
。
支
庁
に
連
絡
す
る
と
動
物
園
の
職
員
が

訪
れ
、
保
護
し
て
く
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

こ
う
し
た
中
、
給
餌
場
と
な
る
牧
草
地
周
辺
の
環
境
も
変
わ

っ
た
。
「周
り
に
は
ヨ
シ
が
群
生
し
、
以
前

は
ヤ
チ
と
い
う
状
態
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
と

つ
て
い
い
こ
と
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
山
も
は

っ
き
り
見
え
る

よ
う
に
な

っ
た
。
」

給
餌
を
始
め
て
か
ら
三
十
年
以
上
に
な
る
が
、
飛
来
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
警
戒
心
が
強
く
、
あ
ま
り
近

く
に
寄
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
地
さ
ん
は
そ
れ
で
も
毎
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
待
ち
続
け
て
し
ま
う
と
い
う
。

「冬
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
特
に
美
し
く
感
じ
る
。
自
分
の
所
に
戻

っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
る
。
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鉛餌に尽 くした人

高

橋

愛

子

（阿
寒
―

）

阿
寒
町
の
市
街
地
か
ら
約
ニ
キ
ロ
離
れ
た
上
舌
辛
に
あ
る
牧
場
。
高
橋
さ
ん
は
こ
こ
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

給
餌
を
し
て
い
る
。
三
十
年
前
に
隣
の
農
家
か
ら
正
式
に
引
き
継
い
だ
が
、
以
前
か
ら
給
餌
を
行

っ
て
お

り
、
そ
の
期
間
は
五
十
年
を
超
え
る
。

高
橋
さ
ん
は
六
十
年
前
か
ら
、
こ
の
地
で
酪
農
を
営
ん
で
い
る
。
「は
じ
め
は
牛
の
エ
サ
で
も
あ
る
デ
ン

ト

コ
ー
ン
を
与
え
た
。
昔
は
十
羽
ほ
ど
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
来
た
が
、
今
年
は
つ
が
い
の
二
羽
だ
け
。
数
が

減

っ
て
と
て
も
寂
し
い
」
と
振
り
返
る
。

ま
た
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
は
家
族
の
楽
し
み
に
も
な

っ
て
お
り
、
「十

一
月
に
な
る
と
、
毎
年
待
ち
遠

し
い
気
持
に
な
る
。
家
族
も
ツ
ル
を
見
て
喜
ん
で
い
る
」
と
微
笑
ん
で
い
る
。

高
橋
さ
ん
が
給
餌
を
始
め
た
こ
ろ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
農
家
に
と

つ
て
害
鳥
と
も
い
え
る
存
在
だ

っ
た
。

し
か
し
、
生
息
数
が
減
少
し
、
給
餌
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
農
家
の
間
で
も
存
在
が
見
直
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。

当
時
を
振
り
返
り

「私
も
最
初
の
こ
ろ
は
ツ
ル
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
。

家
畜
の
飼
料
を
食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
害
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
給
餌
を
続
け
る
う

ち
に
、
段
々
愛
情
が
わ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
た
」
と
語
る
。

十
羽
以
上
飛
来
し
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、
現
在
は
つ
が
い
の
二
羽
だ
け
に
な

っ
た
。
周
囲
の
環
境
も

大
き
く
変
化
し
、
生
息
に
与
え
る
影
響
も
危
惧
し
て
い
る
。
「付
近
の
道
路
も
舗
装
さ
れ
、
こ
の
辺
り
も
す

っ

か
り
明
る
く
な

っ
た
。
舌
辛
川
も
水
位
が
下
が
る
な
ど
、
大
き
く
変
貌
し
た
。
環
境
の
変
化
が
飛
来
数
の

減
少
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
」

給
餌
場
の
牧
草
地
で
は
、
三
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
気
な
く

始
め
た
給
餌
も
、
五
十
年
を
超
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「給
餌
は
私
の
楽
し
み
に
な

っ
て
い
る
。
数
が
減

っ

て
い
る
の
は
と
て
も
残
念
だ
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
限
リ
エ
サ
を
与
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。
し
か
し
そ
の
高
橋
さ
ん
も
十
数
年
前
に
亡
く
な
り
、
現
在
は
奥
さ
ん
が
そ
の
後
を
継
い
で
給
餌
を

行

っ
て
い
る
。
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鈴

木

浪

夫

鈴
木
さ
ん
が
給
餌
を
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
十
四
年
前
。
昭
和
三
十
三
年
父
親
の
義
雄
さ
ん
が
エ
サ
を

与
え
て
い
た
が
、
高
齢
の
た
め
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。
現
在
は
三
羽
が
飛
来
し
て
お
り
、
下
徹
別
の

自
宅
の
窓
か
ら
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
美
し
い
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

親
子
二
代
に
わ
た
る
給
餌
活
動
は
五
十
七
年
間
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
「父
親
は
郵
便
局
に
勤
務
す
る
傍

ら
、
エ
サ
を
与
え
続
け
た
。
十
二
年
前
に
故
人
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
体
が
弱
く
な

っ
て
い
た
の
で
、

私
も
自
然
に
給
餌
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

飛
来
し
て
い
る
三
羽
は
、
自
宅
の
す
ぐ
側
で
エ
サ
を

つ
い
ば
ん
で
い
る
。
も

っ
と
身
近
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

と
接
し
た
い
と
思
い
、
段
々
と

エ
サ
を
家
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
初
め
は
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
と
こ
ろ
に
降
り
立

っ
て
い
た
が
、
今
で
は
玄
関
近
く
に
足
跡
も
見
ら
れ
る
。

「初
め
の
う
ち
は
自
宅
の
裏
側
で
エ
サ
を
食
べ
て
い
た
の
で
、
居
間
か
ら
そ
の
姿
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
現
在
で
は
家
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
毎

日
接
し
て
い
る
と
、
自
分
の
身
内
の
よ
う
に
も
感
じ
る
。

ま
た
、
毎
年
子
別
れ
の
季
節
に
な
る
と
親
が
子
供
を
つ
き
始
め
る
よ
う
に
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
い
え

る
も
の
だ
が
、
幼
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
と
て
も
悲
し
い
気
分
に
な
る
」
と
語
る
。

鈴
木
さ
ん
は
以
前
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
観
察
し
、
記
録
を
と

つ
て
い
る
。
今
で
は
カ
メ
ラ
を
手
に
、
写

真
撮
影
も
本
格
的
に
始
め
た
。
今
後
も
写
真
を
撮
り
続
け
、
ア
ル
バ
ム
な
ど
も
制
作
し
て
み
た
い
と
い
う
。

シ
カ
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

一
緒
に
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
写
真
も
撮

っ
た
。
居
間
か
ら
眺
め
て
い
る
と
珍
し
い

場
面
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
カ
メ
ラ
を
常
に
準
備
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
頃
は
シ
カ
も
増
え
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
エ
サ
を
横
取
り
す
る
よ
う
な
場
面
が
多
く
な

っ
て

き
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
策
に
頭
を
悩
め
て
い
る
。
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給餌に尽 くした人

及

川

シ
マ
子

（阿
寒
上
舌
辛
）

阿
寒
町
の
市
街
地
か
ら
約
五
キ
ロ
離
れ
た
上
舌
辛
の

一
角
に
、
及
川
さ
ん
の
自
宅
が
あ
る
。
飛
来
し
て

い
る
の
は
、
つ
が
い
の
二
羽
、
給
餌
人
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
の
こ
と
だ

っ
た
。
今
年
、
訪
れ
て

い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
特
に
警
戒
心
が
強
い
と
い
う
。

及
川
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
、
こ
の
地
に
移
住
し
た
。
同
四
十
年
か
ら
酪
農
を
営
む
よ
う
に
な
り
、
同
五

十
年
に
給
餌
を
始
め
た
。
「酪
農
を
始
め
た
こ
ろ
に
、
牛
の
エ
サ
で
も
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
タ
ン
チ
ョ
ウ

に
与
え
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
は
四
十
羽
以
上
が
飛
来
し
て
い
た
が
、
最
近
は

一
つ
が
い
だ
け
。
数
が
め
っ

き
り
減

っ
て
し
ま
い
、
と
て
も
寂
し
い
気
が
す
る
。
」

今
年
飛
来
し
て
い
る
の
は
、
例
年
訪
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
で
は
な
く
、
新
し
い
つ
が
い
。
こ
れ
ま
で

は
、
か
な
り
近
く
ま
で
寄
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
あ
る
程
度
の
距
離
に
な
る
と
飛
び
去

っ
て
し
ま
う
。
「今

年
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
と
て
も
警
戒
心
が
強
い
。
し
か
し
、
自
宅
の
窓
か
ら
は
優
雅
な
ダ
ン
ス
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
毎
日
楽
し
い
思
い
を
し
て
い
る
」
と
語
る
。

給
餌
を
行

っ
て
い
る
間
に
は
、
缶
ジ

ュ
ー
ス
の
プ
ル
ト
ッ
プ
に
く
ち
ば
し
を
突

っ
込
ん
だ
た
め
、　
エ
サ

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

つ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
い
た
。
「町
教
委
や
鶴
公
園
、
動
物
園
の
関

係
者
が
ワ
ナ
を
仕
掛
け
、
プ
ル
ト
ッ
プ
を
外
そ
う
と
し
た
が
、
警
戒
心
が
強
く
だ
め
だ

っ
た
。
十
日
ほ
ど

経
つ
と
自
然
に
外
れ
、
ほ
っ
と
し
た
こ
と
も
思
い
出
の
ひ
と

つ
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

十

一
月
中
旬
に
姿
を
現
す
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、
三
月
中
旬
に
な
る
と
飛
び
立

っ
て
い
く
。
親
と
子
が
別
れ

る
際
に
発
す
る
幼
鳥
の
鳴
き
声
は
、
悲
し
い
声
に
感
じ
ら
れ
る
時
も
あ
る
と
い
う
。
「タ
ン
チ
ョ
ウ
が
姿
を

見
せ
る
と

一
年
の
仕
事
が
終
わ
り
、
帰

っ
て
い
く
時
に
は
仕
事
が
始
ま
る
と
い
う
気
が
す
る
。
給
餌
は
日

常
生
活
の
リ
ズ
ム
と
言
え
る
も
の
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
る
。
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高

橋

洋

一
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）

高
橋
さ
ん
の
家
は
、
音
別
市
街
か
ら
北

へ
十
キ
ロ
、
周
囲
は
広
く
道
路
の
右
側
に
あ
り
、
反
対
側
に
は

青
別
川
が
流
れ
、
人
家
も
少
な
く
、
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
も
近
く
に
あ
る
よ
う
で
、
給
餌
場
と
し
て
は
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
る
。

最
初
の
頃
は
二
羽
で
、
そ
の
頃
は
酪
農
を
し
て
い
た
の
で
、
牛
の
え
さ
を
や

つ
た
り
し
た
が
、
人
の
姿

を
見
る
と
警
戒
し
て
逃
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
道
の
委

嘱
を
受
け
て
正
式
に
給
餌
人
と
な

っ
た
の
は
平
成
九
年
か
ら
で
、
早
い
も
の
で
十
八
年
経
過
し
た
こ
と
に

な
る
。

こ
の
頃
は
給
餌
に
飛
来
す
る
ツ
ル
の
数
も
増
え
て
、
多
い
と
き
で
百
羽
近
く
に
な
る
。
そ
れ
と
と
も
に

そ
の
ツ
ル
を
見
よ
う
と
す
る
人
々
や
カ
メ
ラ
マ
ン
の
数
も
増
え
て
お
り
、
余
リ
ツ
ル
を
驚
か
さ
な
い
よ
う
、

そ

っ
と
し
て
置
い
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
。

餌
を
ま
く
時
も
余
り
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
と
、
雪
の
降
る
前
に
は
ま
か
な
い
よ
う
に
し
て
、
雪
が
降

つ

て
か
ら
ま
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

餌
は
毎
日
与
え
て
お
り
、
朝
、
日
の
出
と
共
に
餌
を
や
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
現
在
行
政
セ
ン
タ
ー
か

ら
必
要
な
量
が
来
て
お
り
、
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
。

給
餌
が
は
じ
ま
リ
ツ
ル
が
集
ま

っ
て
来
る
と
ツ
ル
の
こ
と
が
心
配
に
な

っ
て
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
ツ
ル
の
群
れ
を
見
て
い
る
と
心
に
あ
ん
ど
を
感
じ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
今
迄
は
青
別
で
ツ
ル
の
孵
化
が
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
頃
は
何
組
か
孵
化
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
こ
の
給
餌
の
お
陰
だ
と
思
い
、
健
康
で
元
気
な
限
り
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
語

っ
て
い
た
。

83

「
‐マ =

眸
´
ｔ
■

７

多

〓

蕪
ヽ

イ

準` ノ1'(撫
′

t

氣

／
７
‥
仁

／

〓

一一■
』

′

ｌ

ｌ

‐

取
1 1｀、

|

‡ _



鉛餌に尽 くした人

●
タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
人
●

西

川

精

作
―

西
川
さ
ん
の
家
は
阿
寒
市
街
か
ら
ま
り
も
国
道
を
北
上
し
二
十
五
線
の
橋
を
渡

っ
て
か
ら
更
に
右
折
し

た
牧
草
畑
の
中
に
な
る
。
以
前
は
酪
農
を
し
て
い
た
が
後
継
者
の
問
題
で
酪
農
を
や
め
て
い
る
。

監
視
人
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
平
成
十
三
年
の
こ
ろ
で
、
も
う
十
四
年
程
経
過
し

た
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
頃
は
仕
事
の
こ
と
も
良
く
わ
か
ら
ず
に
、
自
分
な
り
に
考
え
て
、
ツ
ル
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、　
マ
ナ
ー
の
悪
い
カ
メ
ラ
マ
ン
に
注
意
し
た
り
、
特
に
ね
ぐ
ら
に
は
気
を
使
い

人
を
近
づ
け
な
い
よ
う
看
板
を
つ
け
た
り
も
し
た
。

こ
の
頃
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
記
録
も
整
備
さ
れ
て
、
監
視
場
所
や
時
間
等
も
記
録
し
や
す
く
な

っ
て
い

る
。
朝
は
早
い
時
は
六
時
四
十
分
頃
か
ら
ね
ぐ
ら
の
様
子
を
見
に
行

っ
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に

い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
に
は
注
意
の
し
よ
う
が
な
い
の
で
困

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

現
在
は
毎
日
日
報
に
記
録
し
て
い
る
が
、
平
均
す
る
と
午
前
は
十
ヶ
所
、
午
後
は
六
ヶ
所
ぐ
ら
い
ま
わ

っ

て
い
る
。

毎
日
仕
事
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、　
つ
ら
い
面
も
あ
る
が
、
ツ
ル
の
た
め
に
外
に
出
て
監
視
を
続
け

て
い
る
お
陰
で
、
七
十
歳
過
ぎ
て
も
健
康
で
い
ら
れ
る
と
感
謝
し
て
い
る
。

参
考
迄
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
監
視
記
録
用
紙
の

一
部
を
掲
載
し
て
お
く
。

― ―● 84← ――一一~~~

タンチョウ監視記録

年 月 日 曜 日 天候・晴 曇 雪

巡視時間 巡 視 地 点 幼鳥 成長

丹頂の里 最大飛来数
地 上

地上

28線ね ぐら 川・地上

25線ね ぐら 川・地上
23線ねぐら 川・地上
22線山下建材 川 。地上

線ねぐら 川・地上

舌辛川ねぐら (上 )

舌幸川ねぐら (下 )

高橋宅付近   地上
及川宅付近   地上

線 川・地上

25線ねぐら 川・地上
23線ねぐら 川・地上
舌辛川ね ぐら 〈上 )
舌辛川ねぐら (下 )

高橋宅付近   地上
及川宅付近   地上
宅付近
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市内愛島枝紹介

釧
路
市
立
回
寒
小
学
校

校

長

佐

藤

　

浩

阿
寒
小
学
校
は
、
明
治
三
十

四
年
に
設
置
さ
れ
た
舌
辛
簡
易

教
育
所
を
そ
の
始
ま
り
と
し
、

今
年
度
で
開
校
百
十
四
周
年
を

迎
え
た
。
そ
の
間
、
校
舎
も
幾

度
と
な
く
建
て
替
え
ら
れ
、
現

在
は
、
平
成
十
二
年
に
そ
れ
ま

で
の
校
舎
が
あ

っ
た
位
置
か
ら

国
道
を
挟
ん
で
反
対
側
に
建
築

さ
れ
た
も
の
を
使

っ
て
い
る
。

そ
の
前
庭
に
は
、
「タ
ン
チ
ョ

ウ
」
を
あ
し
ら

つ
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の

「カ
リ
オ
ン
の
鐘
」
が

あ
り
、
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
外

壁
に
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
大
空
に
舞
い
上
が
る
姿
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
親
子
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。

現
校
合
は
建
て
ら
れ
て
か
ら
十
五
年
と
い
う
年
月
が
経
ち
、
ア
リ
ー
ナ
外

壁
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
多
少
の
汚
れ
や
色
あ
せ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
き
て
は
い
る
が
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
カ
リ
オ
ン
か
ら
流
れ
る
鐘
の

音
と
子
供
た
ち
に
寄
せ
る
想
い
を
描
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
は
、
正
に
阿
寒

小
学
校
の
象
徴
で
あ
り
、
学
校
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
か
ら

一
様
に
感
嘆
の

声
が
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。

阿
寒
小
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
関
わ
り
を
持

っ

て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

そ
の
一
つ
と
し
て
、
「タ
ン
チ
ョ

ウ
の
里
」
の
学
校
で
も
あ
る
本
　
一

校
は
、
釧
路
市

（阿
寒
町
）
夕
　
一

ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
の
愛
護
活

動
協
力
校
と
し
て
、
十
二
月
に

行
わ
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

一
斉
調

査
に
長
く
関
わ
り
、
保
護
の
た

め
の

一
役
を
担

っ
た
り
、
一
一月

に
行
わ
れ
る

「丹
頂
の
里
千
年

祭
」
に
児
童
代
表
が
参
加
し
て
、

主
に
冬
季
の
給
餌
活
動
に
つ
い

て
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
　
′

動
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
た
ち
が
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
こ
と
を
調
べ
た
い
時
に
役
立

つ
よ
う
に
と
、
図
書
室
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
に

関
す
る
学
習
資
料
を

一
か
所
に
ま
と
め
た

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
い
つ
で
も

す
ぐ
に
学
習
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
取
り
巻
く
環
境
や
保
護
に
対
す

る
意
識
の
啓
発
を
図

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
昭
和
四
十
三
年
、
本
校

が

「北
海
道
愛
烏
モ
デ
ル
校
」
と
し
て
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、

校
庭
に
小
烏
の
村
を
作
り
、
巣
箱
掛
け
を
す
る
な
ど
、
野
鳥
の
保
護
活
動
に

も
力
を
注
い
で
き
た
。

こ
れ
ら

一
連
の
活
動
に
よ

つ
て
、
子
供
た
ち
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
野
鳥
な
ど

に
対
す
る
愛
烏
思
想
が
高
ま
り
、
普
及
啓
発
の
模
範
校
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歩
み
の
中
、
平
成
六
年
に
は

「
ツ
ル
」
が
取
り
持

つ
縁
で
、
ナ

ベ
ヅ
ル
の
越
冬
地
と
し
て
知
ら
れ
る
山
口
県
の
八
代
小
学
校
と
姉
妹
校
に
な

′

′
　
　
　
　
″
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り
、
お
互
い
に
ツ
ル
の
保
護
活
動
な
ど
の
情
報
交
換
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ

た
。そ

の
後
数
年
間
は
交
流
活
動
が
続
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
い
つ
の
間
に
か

八
代
小
学
校
か
ら
の
情
報
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、
現
在
交
流
活
動
は
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

さ
て
、
阿
寒
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
直
接
の
関
わ
り
は
、

阿
寒
中
学
校
と
違

っ
て
、
割
と
最
近
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
平
成
十
四
年
に

「生
活
科
」
や

「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
な

ど
を
使

っ
た
学
習
活
動
の

一
環
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、

「目
的
を
持

っ
て
自
然
体
験
や
社
会
体
験
、
生
産
体
験
な
ど
を
行
い
、
阿
寒

町
の
自
然
や
社
会
、
文
化
を
愛
す
る
心
情
を
育
て
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
す

る
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
取
り
上
げ
た
の

で
あ
る
。

子
供
た
ち
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
自
然
に
対
す
る
自
分
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
手
で

デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
育
て
る
活
動

を
春
か
ら
秋
に
か
け
て
取
り
組

む
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
冬
に
は

「に
お
」
を
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
作
り
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
と
共
に
生
活
を
し
よ
う
と
試

み
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
の
努

力
が
実
り
、
そ
れ
ほ
ど
数
は
多

く
な
い
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
子

供
た
ち
の
作

つ
た

「
に
お
」
に

舞
い
降
り
、
餌
を
啄
む
姿
が
毎

年
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。

特
に
、
平
成
十
五
年
、
阿
寒

小
学
校
で
文
部
科
学
省
の
地
域

指
定
に
よ
る

「児
童
生
徒
の
心

に
響
く
道
徳
教
育
」
の
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
時
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
舞
い
降
り
、

子
供
た
ち
の
歓
声
と
と
も
に
自

然
に
溶
け
込
む
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

姿
を
見
た
参
観
者
は
皆
感
動
し
、

「豊
か
な
心
を
育
む
」
道
徳
教

育
の
研
究
会
に
花
を
添
え
て
く

れ
た
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
の
学
研

『
二
年
の
学
習
』

一
月
号
で
は
、
え
さ
作
り

や

「に
お
」
作
り
な
ど
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
め
ぐ
る
子
供
た
ち
の
活
動
の
様
子

が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
使
わ
れ
た
中
学
校
の
英
語
の
教
科
書
に
は
、

本
校
の
子
供
た
ち
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。

現
在
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
え
さ
作
り
や

「
に
お
」
作
り
は
二
年
生
の
生
活
科

の
学
習
の

一
環
と
し
て
行

っ
て
お
り
、
冬
の
餌
や
り
も
二
年
生
が
行

っ
て
い

る
。
他
の
学
年
は
学
習
等
で
直
接
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
地
域
の
宝
と
し
て
、
そ
し
て
誇
り
と
し
て
大
切

に
見
守
り
、
我
々
人
間
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
阿
寒
の
自
然
と
の
共
生
を
図

っ
て

い
く
た
め
に
、
今
後
も
子
供
た
ち
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
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市内愛烏枝紹介

校

長
　
工
　
藤
　
　
　
泰

明
治
四
十
年
に
舌
辛
村
立
徹
別

教
育
所
と
し
て
開
校
し
て
今
年
で

百
九
年
を
迎
え
る
中
徹
別
小
学
校
。

本
校
は
、
入
植
当
時
の
厳
し
い
地

域
環
境
の
中
で
、
次
代
を
担
う
子

弟
の
教
育
を
何
よ
り
も
大
切
に
考

え
た
先
人
た
ち
の
献
身
的
な
努
力

に
よ
り
開
校
し
ま
し
た
。
以
来
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
激

動
す
る
社
会
に
あ

つ
て
地
域
と

一

体
と
な
り
、
教
育
活
動
が
推
進
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
を
も

っ

て
閉
校
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
八
年
度
か
ら
は
、
卒
業
す

る
三
名
は
阿
寒
中
学
校

へ
、
六
名

の
在
校
生
は
統
合
す
る
阿
寒
小
学

校
児
童
と
し
て
慣
れ
親
し
ん
だ
校

舎
を
後
に
、
新
た
な

一
歩
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
徹
別
で
学

ん
だ
様
々
な
事
を
胸
に
、
誇
り
と
自
信
を
持
ち
巣
立

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。今

年
は
徹
別
で
の
最
後
の

一
年
を
、
心
に
残
る
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
学
校

生
活
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

釧
路
市
立
中
徹
副
小
学
鮫

′
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中
徹
別
小
学
校
は
、
平
成
の
初
め
か
ら
始
ま
る
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
さ

ら
に
平
成
九
年
か
ら
、
当
年
設
立
の
徹
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
連
携

し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
酪
農
等

地
域
産
業
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
軸
と
す
る
体
験
活
動
を
特
色
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
丹
頂
や
白
鳥
が
押
し
寄
せ
る
雪
ど
け
の
春
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

総
会
を
皮
切
り
に
中
徹
別
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
奉
仕
作
業
、
地
域
全
戸
対
象
の
古
紙
空
瓶
回
収
活
動
、
徹
別

サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
五
月
は
地
域
の
方
々
に
触
れ
合
う
活
動
が
目
白
押
し
で
す
。

六
月
は
、
地
域
と
共
に
閉
校

記
念
徹
別
地
域
連
合
大
運
動
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
毎
年
、
地

域
に
飛
来
す
る
丹
頂
鶴
の
踊
り

「丹
頂
鶴
音
頭
」
か
ら
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
例
年
に

な
い
活
気
あ
ふ
れ
る
中
、
児
童

が
大
活
躍
す
る
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。
下
旬
に
は
東
京
か
ら

八
名
の
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
招
い
た

「閉
校
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
き
、
地
域
の
方
七
十
人
ほ
ど
が

集
ま
リ
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
方
に
田
ん
ぼ
を
作

っ
て
い
た
だ
き
田
植
え

。
稲
刈
り

ｏ
脱
穀

等
米
作
り
も
行
い
ま
す
。
（と
れ
た
餅

米
を
、
冬
の
ふ
れ
あ
い
活
動
で
餅

つ

き
を
し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
）
七

月
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ふ
れ
あ
い
活
動

と
し
て
、
飽
別
に
あ
る
阿
寒
シ
ェ
ル

鉱
業
で
化
石
発
掘
体
験
を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
五
百
万
年
前
の
ホ
タ

テ
貝
の
三
十
セ
ン
チ
も
あ
る
化
石
を
掘
り
大
喜
び
で
し
た
。

七
～
九
月
は
阿
寒
小
学
校
と
交
流

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
仲
良
く
勉
強

を
し
た
り
給
食
を
食
べ
た
り
と
交
流

を
深
め
る
中
、
阿
寒
小
学
校

マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
も
参
加
し
、
最
後
ま
で
走

り
抜
き
ト
ツ
プ
テ
ン
に
三
名
の
児
童

が
入
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
は
閉
校
記
念
学
芸
会
と
し
て
、
児
童
の
音
楽

・
劇

。
阿
寒
太
鼓
の
他

に
中
学
生
や
高
校
生

。
大
人
の
卒
業
生
も
参
加
し
て
器
楽
や
ゴ
ス
ペ
ル
を
演

奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。
百
名
近
く
の
地
域
や
同
窓
生
が
集
い
最
後
の
学
芸
会

を
大
変
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
月
末
に
は
最
後
の
古
紙
空
瓶
回
収
を
行
い
、
児
童
は
地
域
の
方
々
に
今

ま
で
の
お
礼
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
十

一
月
に
は
二
百
四
十
名
の
同
窓
生

が

一
堂
に
会
し
て
、
閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま

っ

た
同
窓
生
の
語
ら
い
の
中
に
、
児
童
の
演
奏
す
る
阿
寒
太
鼓
が
花
を
添
え
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
ま
も
な
く
牧
草
地
等
に
飛
来
す
る
丹
頂
鶴
の
分
布
調
査

を
行
い
冬
支
度
に
入
り
ま
す
。

中
徹
別
小
で
の
生
活
も
残
す
と
こ
ろ
四
か
月
と
な
り
、
名
残
を
情
し
み
な

が
ら
も
様
々
な
世
代
の
地
域
の
方
々
や
、
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
と
触
れ
合
う

中
で
今
日
も
、
頼
も
し
く
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。

人
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釧
路
市
立
仁
々
志
別
小
学
校

校

長

大

坪

勝

治

「緑
の
山
脈
つ
ら
な
り
て
清
き
小

川
の
　
せ
せ
ら
ぎ
は
　
平
和
の
象
徴

仁
々
志
別
…
」
と
、
全
校
児
童
十

名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
に
登
校

し
、
校
歌
を
熱
唱
し
て
く
れ
ま
す
。

校
歌
に
は
、
仁
々
志
別
の
自
然
の
豊

か
さ
、
先
人
の
開
拓
魂
が
受
け
継
が

れ
ん
こ
と

へ
の
強
い
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

仁
々
志
別
小
学
校
は
、
今
年
度
を

も

っ
て
閉
校
と
な
り
、
来
年
度
か
ら

は
、
阿
寒
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

慣
れ
親
し
ん
だ
学
会
を
去
る
子
ど
も

た
ち
に
は
、
ふ
る
さ
と
仁
々
志
別
で

学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
自
信

を
持

っ
て
巣
立

っ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
仁
々
志
別

の
こ
と
を
も

っ
と
も

っ
と
知

っ
て
、

最
高
の

一
年
に
し
て
欲
し
い
と
願

っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
は

「ふ

る
さ
と
発
見
　
仁
々
志
別
！
」
と
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

務
．

′
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阿
寒
中
学
校
の
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
話

は
聞
き
ま
す
が
、
阿
寒
町
地
域
の
小

中
学
校
は
ツ
ル
の
環
境
保
護
に
関
心

は
寄
せ
て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
連

合
大
運
動
会
で
は
、
皆
で

「丹
頂
鶴

音
頭
」
を
踊
り
ま
し
た
。
近
年
、
児

童
に
よ
る
活
動
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
毎
年
職
員
に
よ
る

「丹
頂
越
冬

分
布
調
査
」
が
行
わ
れ
、
自
然
豊
か

な
仁
々
志
別
で
は
、
丹
頂
鶴
は
よ
く

見
か
け
ま
す
。

今
年
は
、
「ふ
る
さ
と
発
見
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
各
学
年
で
仁
々
志

別
で
の
自
然
体
験
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
低
学
年
は
、
生
活
科
で
学
校

周
辺
を
歩
き
、
春

・
夏

・
秋
と
季
節
の
変
化
を
感
じ
取

っ
て
い
ま
す
。

中
学
年
に
な
る
と
、
活
動
の
幅
が

広
が
り
、
山
の
奥
ま
で
入
り
込
み
、

清
流
を
見
つ
け
て
は
、
季
節
の
動

植
物

へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
よ
る
ガ
イ
ド

で
自
分
で
採

っ
た
山
菜
を
天
ぷ
ら
に

し
て
舌
鼓
を
打

つ
な
ど
の
楽
し
い
活

動
も
あ
り
ま
し
た
。

高
学
年

（今
年
は
六
年
生
二
名
）

に
な
る
と
、
総
合
の
活
動
を
通
し
て

自
然
体
験
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
協
力
を
依
頼

し
て
、
年
間
の
活
動
計
画
を
立
て
て
、

探
検

。
制
作

・
飼
育
と
、
「ふ
る
さ
と

発
見
」
の
活
動
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

五
月
の
始
め
に
は
、
鳥
の
巣
箱
作
り

を
し
ま
し
た
。
何
回
か
の
練
習
を
経

て
完
成
し
た
ド
イ
ツ
式
の
巣
箱
は
校

舎
前
の
木
に
設
置
さ
れ
て
、
今
も
観

察
が
続
い
て
い
ま
す
。

五
月
終
わ
り
こ
ろ
に
は
、
魚
を
捕

る
し
か
け
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
か
ら
教
え
て
も

ら

つ
た
手
作
り
の
し
か
け
は
大
成
功
。

仁
々
志
別
の
清
流
で
捕

っ
た
魚
は
教

室
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

清
流
で
の
魚
釣
り
も
予
想
以
上
に
釣
れ
て
笑
顔
で
帰
校
し
ま
し
た
。
ま
た
、

探
索
の
中
で
は
、
通
常
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る

「丹
頂
鶴
の
ヒ
ナ
」
の
観
察
も
で
き
て
、

仁
々
志
別
の
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
ま

す
。春

か
ら
秋
に
か
け
、
全
校
児
童
が
学
年
に

応
じ
て
た
く
さ
ん

の
体
験
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
が
、

「ふ
る
さ
と
発
見
」

の
活
動
は
、
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
す
。
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出

中

学

校

校

長

中

嶋

治

代

山
花
小
中
学
校
は
明
治
三
十
四
年
、
オ
ン
ネ
ビ
ラ
簡
易
教
育
所
と
し
て
開

校
し
今
年
度
で
開
校
百
十
四
年
を
迎
え
ま
す
。
学
校
は
酪
農
地
帯
に
位
置
し
、

周
囲
に
は
釧
路
市
動
物
園
や
山
花
温
泉
リ
フ
レ
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
夏
場

に
は
家
族
連
れ
の
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
と
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
の

よ
さ
を
生
か
し
、
平
成
三
年
か
ら
学
区
外
通
学
が
認
め
ら
れ
た
特
認
校
と
な

り
ま
し
た
。

小
学
校
は
複
式
学
級
が
三
ク
ラ
ス
、
中
学
校
は
単
式
学
級
が
三
ク
ラ
ス
、

全
校
児
童
生
徒
数
は
二
十
四
名
で
す
。
そ
の
半
数
以
上
が
校
区
外
か
ら
保
護

者
の
送
迎
に
よ
つ
て
毎
日
通
学
し
て
い
ま
す
。

朝
、
車
で
走

っ
て
い
る
と
山
花
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
牧
草
地
に
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
優
雅
な
姿
で
歩
い
て
い
た
り
、
大
空
を
南
か
ら
北

へ
と
飛
翔
し
て
い
る

姿
を
見
か
け
ま
す
。
校
舎
周
辺
の
木
々
に
は
ア
カ
ゲ
ラ
な
ど
の
野
鳥
や
エ
ゾ

リ
ス
、
時
に
は
エ
ゾ
シ
カ
も
迷
い
込
ん
で
き
て
、

石
碑
の
あ
た
り
で
膝
を
折

っ
て
休
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
は
野
生
動
物
に
と

っ
て
も
癒
し
の
空
間
な

の
で
し
ょ
う
。

山
花
小
中
学
校
は
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
三

つ
あ
り
ま
す
。

①
小
中

一
貫
し
た
き
め
細
か
な
指
導

②
栽
培
活
動
や
動
物
飼
育
な
ど
の
様
々
な
体

験
活
動

③
夏
の
持
久
走
や
冬
の
歩
く
ス
キ
ー
等
の
体

力
づ
く
り
活
動

こ
の
特
色
は
特
認
校
に
な

っ
て
か
ら
二
十
四
年

経

っ
た
今
も
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

本
校
の
特
色
の
二
つ
め
に
、
作
物
を
育
て
、

収
穫
し
、
調
理
し
て
試
食
す
る
ま
で

一
連
の
栽

培
学
習
が
あ
り
ま
す
。

小
中
別
に
縦
割
り
班
を
作
り
、
収
穫
祭
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
作
物
を
育
て
ま
す
。

小
学
生
は
ま
だ
自
分
た
ち
で
畑
に
畝
を
作

っ
た

り
苗
を
植
え
る
の
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
地
域
の
方
や
保
護
者
の
方
が
畑
に
来
て
子

ど
も
達
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

地
域
の
お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
は

作
物
の
プ

ロ
で
す
か
ら
、

コ
ツ
を
伝
授
し
て
く

れ
ま
す
。
若
い
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
と

一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
で
作
物
の
こ
と
を
改
め
て
学
ん

だ
り
、
共
に
働
く
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
い
ま
し

た
。
中
学
生
と
も
な
る
と
育
て
る
作
物
の
栽
培

方
法
を
調
べ
る
こ
と
も
し
ま
す
が
、
地
域
の
方

の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

夏
の
暑
い
日
も
雑
草
取
り
や
水
や
り
の
世
話

を
継
続
す
る
こ
と
を
通
し
て
勤
労
や
責
任
を
学

び
、
収
穫
し
た
作
物
を
調
理
し
、
お
世
話
に
な

っ

た
地
域
や
保
護
者
に
振
る
舞
う
こ
と
を
通
し
て
、

感
謝
や
仲
間
と
の
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
だ
け
の
活
動
で
す
が
、
本
校

花
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は
動
物
園
の
協
力
の
も
と
に
、
動
物
飼
育
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
春
、

夏
、
冬
の
年
三
回
訪
問
し
ま
す
。
飼
育
員
の
指
導
の
も
と
、
飼
育
舎
の
中
に

人
っ
て
清
掃
し
た
り
、
果
物
や
魚
、
ひ
な
鳥
な
ど
の
餌
や
り
を
通
し
て
、
生

き
る
こ
と
は
命
を
い
た
だ
く
こ
と
を
小
さ
い
頃
か
ら
実
感
で
き
る
学
び
を
し

て
い
る
の
で
す
。

動
物
園
と
の
関
わ
り
と
し
て
、

四
月
に
な
り
ま
す
と
、
園
内
に
あ

る
花
壇
に
花
の
苗
を
植
え
に
行
き

ま
す
。
多
く
の
来
訪
者
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
願
い
な
が

ら
小
中
学
生
全
員
が
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
、
釧
路
市
動
物

園
は
台
北
動
物
園
と
の
交
流
の
た

め
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

「ビ
ッ
ク
」
と

「キ
カ
」
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
校
と
動
物
園
と
の

ご
縁
か
ら
、
そ
の
式
典
に
本
校
の

子
も
達
も
招
か
れ
、
「釧
路
市
と
台

北
と
の
架
け
橋
と
し
て
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
下
さ
い
」
と
、
タ

ン
チ
ョ
ウ

ヘ
の
呼
び
か
け
を
行
う

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
い
え
ば
、
本
校
も
毎
年
行
わ
れ
る
十
二
月
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

越
冬
分
布
調
査
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
調
査
場
所
は
、
山
花
神
社
前
と
ニ
カ

所
の
牧
場
付
近
で
す
。
小
学

一
年
生
も
先
生
と
共
に
数
を
数
え
よ
う
と
歩
い

て
い
き
ま
す
が
、
調
査
時
間
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
観
測
で
き
る
機
会
に
、
な
か

な
か
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
飛

来
さ
せ
た
い
と
考
え
た
校
長
先
生
が
お
り
、
平
成

二
十

一
年
か
ら
二
年
間
、
グ
ラ
ン
ド
に
に
お
を
作

り
ま
し
た
。
毎
ロ
デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
蒔
い
た
お
か

げ
で
三
羽
の
親
子
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
舞
い
降
り
た
そ

う
で
す
。

し
か
し
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
そ
の
校

長
先
生
の
退
職
に
よ
り
に
お
が
作
ら
れ
な
く
な

っ

て
い
き
ま
し
た
。

ヽ
　
　
ヽ

今
で
も
休
日
や
早
朝
な
ど
、
時
折

一
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
グ
ラ
ン
ド
に
下

り
て
、
南
の
草
原

へ
と
歩
い
て
行
く
姿
を
見
か
け
ま
す
。

多
く
の
野
生
動
物
た
ち
が
憩
う
山
花
の
地
に
あ
る
学
校
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
教

育
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

桜

。
ひ
ま
わ
り
の
花

に
れ
の
木

。
さ
え
ず
る
小
鳥

輝
く
光
を
受
け
て

す
く
す
く
の
び
て
い
く

優
し
く
育
て

き
ら
め
く
瞳

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
う
け
て

私
た
ち
生
き
て
い
る

＊
開
校
百
周
年
讃
歌

「
未
来

へ
」
よ
り

ヽ

ヽ
ヽ
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市内愛島枝紹介

回
寒

町
立
阿
寒

中
学
校

校

長

横
　
田
　
日日
　
美

◇
本
校
の
教
育
指
針

「鶴
翔
青
雲
」
と
は
、
昭
和
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
阿
寒
中
学
校
の
校
訓

で
あ
り
、
学
校
教
育
日
標
で
も
あ
り
ま
す
。
当
時
の
鎌
田
　
勉
校
長
は
、
学

校
教
育
日
標
を
、
地
域
に
密
着
す
る
鶴
の
姿
態
や
生
活
に
表
象
し
て
校
訓
を

設
定
、
こ
れ
の
具
体
化
を
目
標
と
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
教
室
に
、
こ
の
学
校
教
育
目
標
を
掲
示
し
、
大
空
を
天
高
く
、
そ

し
て
、
力
強
く
飛
ん
で
い
く

一
群
の
ツ
ル
の
よ
う
に
、
大
き
な
夢
と
希
望
と

志
を
も
ち
、
現
在

。
未
来

へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
い
く
生
徒
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

臓
階
臆
隆

。
青
雲
の
大
志
を
抱
こ
う

青
雲
に
向
か
っ
て
誇
り
高
く
翔

く

一
群
の
鶴
の
よ
う
に

。
不
屈
の
情
魂
を
燃
や
そ
う

厳
寒
の
夜
も
不
屈
の
情
魂
を
燃

や
し
て
、
仲
間
の
安
全
を
警
戒

す
る
鶴
の
よ
う
に

。
磨
か
れ
た
教
養
を
身
に
つ
け
よ
う

果
敢
な
活
動
を
う
ち
に
秘
め
、

し
か
も
容
姿
端
麗
、
挙
動
優
美

な
鶴
の
よ
う
に

。
た
＜
ま
し
い
体
を
つ
＜
ろ
う

広
原
を
疾
駆
し
冬
の
河
中
に
眠

り
、
飢
餓
に
耐
え
て
王
者
の
権

威
を
守
る
鶴
の
よ
う
に

ま
た
今
年
度
、
教
育
目
標
を
日
常
の
学
校
生
活
で
よ
り
生
か
し
て
い
こ
う

と
、
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
は
ば
た
こ
う
―
・

ツ
ル
の
よ
う
に

ひ
と
つ
に
な
ろ
う
―
・

マ
リ
モ
の
よ
う
に
」

鶴
翔
青
雲
に
あ
る
よ
う
に
、
阿
寒
の
象
徴
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
の
よ

う
に
、
大
空

へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
き
、
将
来

へ
の
可
能
性
を
追
求
し
よ
う
。

そ
し
て
、　
マ
リ
モ
の
よ
う
に
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、　
一
人

一

人
が
生
き
生
き
と
す
る
よ
う
な
集
団
を
目
指
し
阿
中
生
が
ひ
と
つ
に
な
ろ
う

と
、
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

◇
阿
寒
中
学
校
と
鶴
の
か
か
わ
り

昭
和
二
十
五
年
に
阿
寒
町
の
山
崎
定
次
郎
さ
ん
が
給
餌
を
は
じ
め
て
以
来
、

中
学
校
周
辺
に
も
ツ
ル
が
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
春
に
赴
任
し
て
き
た
大
井
健
次
校
長
は
、
市
街
地
を
飛
ぶ

ツ
ル
を
見
て
、
こ
の
美
し
い
鳥
を
何
と
か
生
徒
の
教
育
に
生
か
せ
な
い
も
の

か
と
考
え
、
早
速

「
ツ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

大
井
校
長
は

「教
育
は
空
想
や
理
想
で
は
な
く
、
じ
か
に
身
に
ふ
れ
る
も

の
と
取
り
組
ん
で
こ
そ
」
と
い
う
信
念
で
あ

っ
た
と
、
「教
師
の
ツ
ル
日
記
」

に
綴

っ
て
い
ま
す
。

ツ
ル
ク
ラ
ブ
は
そ
の
十
月
に
三
十
六
名
で
編
成
、
校
下
を
十
三
地
区
に
分

け
て
持
ち
寄
り
の
エ
サ
で
給
餌
を
開
始
し
、
同
時
に
観
察
結
果
を
ツ
ル
日
記

と
し
て
記
録
を
続
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
観
察
や
調
査
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
や
ド
ジ
ョ
ウ
池
ま
で
造

つ
て
ツ
ル
の
エ
サ
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
昭
和
三
十
五
年
の

「鶴
の
日
記
」
や
昭
和

三
十
九
年
の

「
日
本
の
鶴
」
に
ま
と
め
、
貴
重
な
資
料
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
善
意
の
協
力
者
に
も
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
績
は
北
海
道
知
事
表
彰
な
ど
の
多
く
の
賞
を
は
じ
め
、
昭
和
四
十

五
年
に
は
名
誉
あ
る
吉
川
英
治
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

_   磯薔■‐■■■E嚇 ■菫籠鬱機機鵞量
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市内愛鳥棋紹介

一
斉

調

査

栄
あ
る
吉
川
英
治
賞

（
Ｓ
４５

。
４
）

鶴
と
阿
寒
中
学
校
の
あ
ゆ
み

か
っ
て
は
我
が
国
に
も
多
数
見
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
古
来
霊
鳥
と
し
て
保
護
さ
れ
歌
に
う
た
わ
れ
絵
画
に

描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。

一
方
長
寿
の
瑞
鳥
と
し
て
江
戸
時
代
に
は
朝
廷
で
も
幕

府
で
も
年
始
の
嘉
例
と
し
て
そ
の
料
理
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
料
理
は

「鶴
の
庖
丁
」
と
し
て
秘
伝
に
さ
れ
た

も
の
と
し
て
年
中
行
事
大
成
に
載

っ
て
い
る
。
鶴
の
め
で

た
き
鳥
で
あ
る
こ
と
が
鎌
倉
時
代
の
歌
謡
に
最
も
歌
わ
れ

今
様
の
め
で
た
き
舞
に
祝
さ
れ
た
。

源
頼
朝
は
鶴
を
高
潔
な
る
仙
駿
と
し
て
天
下
の
た
め
に

ま
た
自
ら
の
た
め
に
千
羽
の
鶴
を
放

っ
て
祝
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
千
羽
鶴
の
は
じ
め
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

鶴

の

歴

史

第4回吉りll

釧
路
地
方
と
鶴

一
　
　
　
　

“
　

　

　

´
　
　
′
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
し
て
も
建
文
の
頃
に
は
我
が
国

に
も
多
く
の
鶴
が
棲
息
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「和
訓
栞
」
に

宝
永
の
主
上
東
山
天
皇
新
内
裏

へ
還
幸
な
ら
せ
た
ま
う
折

鳳
輩
の
上
は
る
か
に
鶴
の
舞
い
か
け
た
る
を
見
て
諸
臣
千

年
の
た
め
と
し
て
賀
し
物
し
奉

っ
た
と
い
う
記
事
が
見
え

る
。
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
相
当
数
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る

け
れ
ど
維
新
当
時
濫
獲
さ
れ
た
結
果
著
し
く
そ
の
数
を
減

じ
現
在
で
は
鹿
児
島
県
と
山
口
県
と
北
海
道
の
釧
路
地
方

の
み
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
る
。

北
海
道
に
も
往
時
は
た
く
さ
ん
の
鶴
が
住
ん
で
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
根
釧
原
野
に
も
住
ん
で
い
た
こ
と

が
ア
イ
ヌ
の
伝
説
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
丹
頂
鶴
を
湿
原
の
神
様
と
呼
ん
で

い
る
。
昔
手
負
い
の
熊
が
湿
原
に
逃
げ
こ
ん
で
ツ
ル
の
長

い
首
を
下
敷
き
に
し
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
ツ
ル
は
苦
し

さ
の
あ
ま
り
に
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
そ
れ
を
き
き

つ
け
て
集

り
熊
を
発
見
し
た
。
熊
の
居
場
所
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の

で
神
様
と
し
て
祭
り
あ
げ
た
と
い
う
。

ま
た
こ
の
ツ
ル
は
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

い
ま
の
遠
矢
駅
の
近
く
に
砦
が
あ

つ
て
こ
こ
に
釧
路
ア
イ

ヌ
の
始
祖
キ
ラ
ウ

コ
ロ
エ
カ
シ
が

一
対
の
ツ
ル
を
飼

っ
て

い
た
。
そ
し
て
そ
の
孫
の
カ
ネ
キ
ラ
ウ

コ
ロ
エ
カ
シ
の
頃

に
は
相
当
に
ふ
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
ク
ル
ン
セ
と
云
う

一
族
が
攻
め
て
来
て
国
後

根
室
を
お
と
し
い
れ
て
釧
路

へ
も
せ
ま

っ
て
来
た
の
で
厚

岸
北
見
十
勝
の
コ
タ
ン
か
ら
援
軍
を
求
め
て
迎
え
う

っ
た

が
味
方
の
な
か
に
裏
切
者
が
い
て
エ
カ
シ
が
部
下
の
大
部

´
　
　
　
　
　
″
・

96

贈塁式



oltll

Anniversary● 勤ll路市タンチョウ鶴愛護会

平
成
十

一
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
取
り
組
み
の
中
で
生
徒
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
鶴
を
呼
ん
で
み
た
い
と
い
う
発
想
か
ら
鶴
の
保
護
活
動
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
は
、
生
徒
会
の
委
員
会
活
動
と
し
て
行

わ
れ
、
「鶴
特
別
委
員
会
」
と
し
て
、
担
当
は
各
学
級
よ
り
選
出
さ
れ
た
十
二

名
の
生
徒
か
ら
構
成
さ
れ
、　
一
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

春
は
、
前
年
度
の

「
に
お
」
の
撤
去
作
業
、
保
護
者
の
方
の
協
力
で
ト
ラ

ク
タ
ー
で
畑
を
耕
し
て
い
た
だ
き
デ
ン
ト
コ
ー
ン

（ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
種

ま
き
、
夏
は
間
引
き
、
雑
草
取
り
と
追
肥
作
業
を
行
い
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
実
の
取
り
入
れ
、
殻
の
刈
り
取
り
、
「に
お
」
作
り
、

給
餌
活
動
を
行
い
ま
す
。
十

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
ツ
ル
の
家
族
が
飛
ん
で

き
て
い
ま
す
。

◇
鶴
の
阿
寒
中
学
校
と
し
て

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
人
里
近
く
に
舞
い
降
り
飛
び
立

つ
姿
を
頻
繁
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
阿
寒
の
山
々
を
背
景
に
し
た
そ
の
姿
は
、
ひ
と
き
わ
美
し
く
目
に

映
り
ま
す
。
こ
の
光
景
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
見
え
る
そ
の
こ
と
が
阿
寒

中
学
校
生
徒
を
は
じ
め
阿
寒
町
の
多
く
の
人
々
に
と

つ
て
喜
び
な
の
だ
と
感

タンチョウの一斉調査

ヽ
　
　
　
　
い
　
　
　
ヽ
　

ヽ
　

ヽ

じ
ま
す
。
今
、
社
会
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
の
よ
う
に
経
済
優
先
、
利
便
性

を
重
視
し
た
都
市
型
社
会
構
成
か

ら
、
地
球
環
境
の
大
切
さ
、
そ
し

て
、
す
べ
て
の
生
物
と
共
生
で
き

る
優
し
い
心
を
持

っ
た
生
き
方
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
取

り
と
も
い
え
る
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

給
餌
保
護
活
動
が
、
六
十
五
年
近

く
も
前
に
阿
寒
中
学
校
と
阿
寒
町

の
人
々
の
心
と
行
動
で
示
さ
れ
た

こ
と
が
、
今
日
の
阿
寒
中
学
校
の

教
育
の
大
き
な
礎
石
と
な

っ
て
い

ま
す
。

今
、
阿
寒
中
学
校
の
生
徒
は
落

ち
着
い
た
学
校
生
活
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に

「鶴
の
保
護
活
動
」
な

ど
を
通
し
て
育

っ
た
伝
統
あ
る
校

風
を
受
け
つ
ぎ
、
地
域
の
方
々
の

協
力
の
も
と
、
故
紙
空
瓶
回
収
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
広

い
視
野
の
中
で
自
ら
の

「生
き
方

を
」

つ
か
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
指
導
理
念
で
す
す
め
て

い
ま
す
。

ヽ
　
　
　
ヽ

950-――――

◇
停
滞
を
余
儀
な
く
し
た
保
護
活
動

し
か
し
、
盛
ん
だ

っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
保
護
活
動
も
、
昭
和
四
十
九
年
に
は

ト
ウ
キ
ビ
畑
が
宅
地
造
成
の
関
係
で
栽

培
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
や
、
送
電
線

に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
事
故
死
の
増
加

に
よ
り
給
餌
が
困
難
に
な

っ
た
り
、
昭

和
二
十
七
年
か
ら
続
い
て
い
る
十
二
月

の
恒
例
の
ツ
ル
の

一
斉
確
認
調
査

へ
の

協
力
以
外
は
活
動
が
停
滞
し
ま
し
た
。

◇
新
教
育
課
程
の
中
で

・声
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分
を
引
き

つ
れ
て
砦
を
は
な
れ
て
戦

っ
て
い
る
間
に
敵
の

手
に
砦
が
お
ち
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
時
地
上
に
そ
ん
な
変

事
あ
る
と
も
わ
か
ら
ず
遊
び
に
出
て
い
た
ツ
ル
の
群
れ
が

も
ど

っ
て
く
る
と
ク
ル
ン
セ
族
の
た
め
に
矢
を
い
ら
れ
て

殺
さ
れ
た
。

こ
の
時
釧
路
軍
は
引
き
か
え
し
砦
を
取
り
か
え
し
た
が

戦
い
が
長
び
い
た
た
め
ツ
ル
は
恐
れ
を
な
し
て
近
よ
ら
な

く
な
り
遂
い
に
は
野
生
に
も
ど

っ
て
し
ま

っ
た
と
云
う
。

◇
こ
う
し
た
伝
説
を
も
ち
な
が
ら
も
明
瞭
な
記
録
も
な
く

或
は
絶
滅
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
た
の
が
大

正
八
年
頃
の
三
月
、
堅
雪
の
上
で
十
羽
位
の
丹
頂
鶴
が
舞
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
人
が
あ
り
残
存
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
大
正
十
二
年
に
北
海
道
庁
の
狩

猟
取
締
官
だ

っ
た
斉
藤
春
治
さ
ん
が
実
際
に
調
査
さ
れ
丹

頂
鶴
の
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
再
び
丹
頂
鶴
は
世
人
の
注
日
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

◇
渡
り
鳥
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
が
釧
路
地
方
に
留
鳥
と

し
て
定
住
し
営
巣
し
て
い
る
こ
と
も
次
々
と
発
見
さ
れ
て

き
た
。
前
に
記
し
た
よ
う
に
日
本
の
鶴
の
在
所
は
全
国
で

三
カ
所
で
あ
る
が
鹿
児
島
県
と
山
口
県
の
場
合
は
完
全
な

渡
り
で
あ
る
。
従

っ
て
日
本
で
定
住
し
て
い
る
の
は
釧
路

を
中
心
と
し
た
地
帯
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
丹
頂

鶴
で
あ
る
点
か
ら
釧
路
地
方
の
丹
頂
鶴
は
日
本
の
鶴
と
称

し
て
過
言
で
は
な
い
。
や
が
て
昭
和
十
年
八
月
二
十
七
日

に
天
然
記
念
物
の
指
定
を
う
け
人
々
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
が
満
洲
事
変
を
契
機
と
し
て
日
本
が
戦
時
に

移
行
し
て
か
ら
は
、
か
え
り
み
ら
れ
ず
次
第
に
そ
の
数
が

減
少
し
山
野
に
ひ
そ
ん
で
し
ま
い
人
の
目
か
ら
遠
ざ
か

っ

ヽ

．　
　
　
ヽ

阿

寒

の

鶴

て
い
っ
た
。
そ
れ
が
終
戦
と
共
に
又
里
の
方

へ
姿
を
み
せ

る
よ
う
に
な
り
人
々
の
関
心
を
集
め
昭
和
二
十
七
年
三
月

二
十
九
日
に
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
保
護
の

手
も
次
第
に
密
度
を
高
め
て
い
っ
た
。

◇
雌
阿
寒
岳
や
雄
阿
寒
岳
の
頂
き
が
う

っ
す
ら
と
白
く

な
る
頃
、
真
白
な
鶴
の
姿
が
青
空
に
浮
い
て
見
え
る
よ
う

に
な
る
。

こ
の
鶴
の
飛
ぶ
姿
を
み
て
は
あ
あ
今
年
も
冬
の
訪
れ
が

や

っ
て
く
る
の
か
と
独
り
言
が
出
る
。
ど
こ
か
ら
か
今
日

は
二
羽
あ
す
は
三
羽
と
ふ
え
て
い
く
。
あ
の
三
羽
の
う
ち

一
羽
は
幼
鳥
な
の
だ
ろ
う
。
ど
こ
で
生
れ
た
の
か
父
な
る

鶴
、
母
な
る
鶴
に
と
も
な
わ
れ
て
阿
寒
の
里

へ
や

っ
て
き

た
の
だ
な
あ
と
、　
つ
く
づ
く
空
を
仰
い
で
み
る
。

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
鶴
が
私
た
ち
の
友
達
に
な

る
の
で
す
。
た
く
さ
ん
集
る
と
こ
ろ
と
何
羽
か
や

っ
て
く

る
と
こ
ろ
と
あ
り
、
た
く
さ
ん
集
る
と
こ
ろ
は
四
、
五
十

羽
も
や

っ
て
く
る
。
親
子
だ
け
で
や

っ
て
く
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
毎
日
同
じ
よ
う
に
や

つ
て
く
る
。

日
中
は
ど
こ
か

へ
飛
ん
で
い
っ
て
た
り
、
又
途
中
で
戻
っ

て
来
た
り
し
て
夕
方
に
な
る
と

一
斉
に
林
の
方

へ
飛
ん
で

い
く
。
川
辺
や
浅
瀬
の
水
の
中
に
長
い
脚
を
立
て
て
ね
む

っ

て
い
る
。
朝
に
な
る
と
ま
た
と
ん
で
く
る
。

こ
う
し
て
冬
の
間
を
す
ご
し
た
鶴
は
川
の
水
も
ぬ
く
も

り
を
持
ち
雪
も
消
え
て
い
く
三
月
か
ら
四
月
の
始
め
に
か

け
て
阿
寒
の
里
を
去

っ
て
い
く
。
行
く
手
は
根
釧
原
野
の

大
湿
原
地
帯
で
あ
る
。
容
易
に
人
も
獣
も
近
づ
く
こ
と
の

出
来
な
い
湿
原
の
な
か
で
水
に
つ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

へ
葦
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の
茎
な
ど
を

（主
と
し
て
葦
で
あ
る
）
折

っ
て
巣
を
作
り

そ
こ
へ
産
卵
す
る
。
卵
は
普
通
二
箇
の
由
。
や
が
て
雛
が

生
れ
親
子
の
生
活
が
始
ま
る
。
水
草
や
小
魚
や
湿
地
の
小

動
物
を
食
べ
て
生
活
し
、
や
が
て
木
の
葉
が
散
り
湿
原
の

水
が
氷
に
閉
ざ
さ
れ
出
す
と
阿
寒
の
人
里
近
く
に
飛
ん
で

く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
活
を
く
り
か
え
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

即
ち
、
根
釧
原
野
を
中
心
に
そ
の
周
辺
の
地
域
が
生
活

圏
な
の
で
あ
る
。
や
は
り
冬

一
番
飛
ん
で
く
る
の
が
阿
寒

町
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
達
は
鶴
は
阿
寒
の
里
の
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

◇
阿
寒
町
丹
頂
鶴
愛
護
会
に
つ
い
て

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
又
道
鳥
に
指
定
さ
れ
た

丹
頂
鶴
の
大
多
数
が
生
息
す
る
阿
寒
町
と
し
て
、
あ
く
ま
で

も
鶴
は
私
共
の
も
の
と
云
う
心
の
発
露
か
ら
生
徒
に
の
み

そ
の
保
護
を
ま
か
せ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
、
町
民
の

一

人

一
人
が
保
護
し
維
持
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
こ

こ
に
阿
寒
町
丹
頂
鶴
愛
護
会
が
発
足
し
て
活
動
し
て
い
る
。

◇
阿
寒
の
鶴
の

一
日
　
―
生
徒
の
記
録
か
ら
―

０
　
朝「タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
は
宵

っ
ぱ
り
の
朝
寝
坊
だ
。
だ
か

ら
僕
た
ち
が
野
ウ
サ
ギ
を
捕
え
る
た
め
に
か
け
た
ワ
ナ
を

朝
早
く
見
ま
わ
り
に
出
か
け
る
頃
に
ツ
ル
は
ま
だ
寝

っ
て

い
る
。
首
は
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
羽
の
下

に
入
れ
て
い
る
が
、
必
ず
見
張
り
の
鶴
が
何
羽
か
い
る
。
」

と
先
輩
の
記
録
し
た
ツ
ル
の
日
記
に
書
い
て
あ
る
が
ツ
ル

の
ね
ぐ
ら
は
川
の
中
州
を
中
心
に
凍
ら
な
い
場
所
に
片
方

の
脚
を
お
り
ま
げ
て
胴
に
つ
け

一
本
脚
で
浅
い
流
れ
に
立
っ

Ｆ

　

　

戸
　
　
′
　

′
　
″

て
寝
て
お
り
日
の
出
と
と
も
に
家
族
単
位
で
移
動
を
始
め

る
。
時
に
は
午
前
六
時
す
ぎ
ま
で
い
る
こ
と
も
あ
る
。
「起

き
ろ
―
」
と
い
う
合
図
の
よ
う
に
朝
の
か
ん
高
い
声
が
市

街
地
ま
で
も
聞
え
る
。

ね
ぐ
ら
を
飛
び
立

っ
た
二
羽
な
い
し
三
羽
、
時
に
は
四

羽
の
親
子
づ
れ
が
自
分
た
ち
の
な
わ
張
り
に
し
て
い
る
土

地

へ
い
く
の
も
あ
る
が
多
く
は
上
阿
寒
の
山
崎
定
次
郎
さ

ん
の
裏
畑
の
給
餌
場

へ
集

っ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は

多
い
時
に
は
五
十
羽
以
上
の
ツ
ル
の
群
れ
を
見
る
こ
と
も

あ
る
。

こ
う
し
て
七
時
頃
か
ら
九
時
頃
ま
で
給
餌
場
の
ト
ウ
キ

ビ
を

つ
い
ば
ん
で

（ド
ジ
ョ
ウ
を
貰
う
こ
と
も
あ
る
）
腹

ご
し
ら
え
を
し
て
自
分
た
ち
の
な
わ
張
リ

ヘ
と
ん
で
い
く
。

０
　
昼
阿
寒
町
で
は
十
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
日
中
に
見
る

ツ
ル
の
群
れ
で
時
に
二
家
族
三
家
族
と
よ
り
合

っ
て
い
る

群
れ
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
そ
の
な
わ
張
り
の
土
地

ヘ

家
族
以
外
の
は
ぐ
れ
た

一
羽
ツ
ル
な
ど
飛
び
こ
ん
で
こ
よ

う
も
の
な
ら
、
た
ち
ま
ち
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

親
子
三
羽
で
い
る
時
に
は
子
ヅ
ル
を
中
心
に
畑
に
落
ち

て
い
る
餌
を
ひ
ろ
つ
て
食
べ
て
い
る
が
、
い
つ
も
警
戒
心

の
強
い
の
は
雄
の
よ
う
で
警
戒
し
は
じ
め
る
と
ま
ず
雄
が

首
を
す

っ
と
立
て
て
あ
た
り
を
見
渡
し
、
次
に
雌
が
首
を

あ
げ
て
人
が
近
づ
く
と
反
対
の
方
向

へ
子
ヅ
ル
を
う
な
が

し
て
遠
の
い
て
い
く
。
そ
し
て
何
か
の
拍
子
に
危
険
を
感

ず
る
と
二
、
三
歩
大
ま
た
に
歩
き
出
す
よ
う
に
し
て
飛
び

上
る
。
よ
ほ
ど
驚
く
と
そ
の
場
か
ら
飛
び
上
る
が
な
に
し

ろ
四
キ
ロ
も
あ
る
体
重
で
あ
る
か
ら
普
通
は
走

っ
て
か
ら

´
　

　

　

´
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飛
び
上
る
。
あ
わ
て
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
い
ま
ま
飛
び

上
る
時
、
急
に
傾
い
て
た
り
し
て
お
か
し
な
飛
び
方
を
す

る
と
き
も
あ
る
。

夕
方
に
な
る
と
家
族
そ
ろ
っ
て
給
餌
場

へ
も
ど
り
腹
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
。
こ
の
給
餌
場
で
み
ら
れ
る
風
景
で
は
ボ

ス
ツ
ル
に
気
が
ね
し
て
た
べ
て
い
る
も
の
や
、
満
腹
で
胃

の
運
動
を
た
す
け
る
の
か
、
ひ
く
く
は
ね
上
り
、
首
の
上

下
運
動
を
さ
か
ん
に
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
を
見
て
ツ
ル
が
感
謝
の
た
め
に
お
礼
に
舞

っ
て
い

る
の
だ
な
ど
と
い
う
人
も
い
る
。

内
　
夜
午
後
四
時
す
ぎ
頃
、
早
い
冬
の
夕
暮
れ
が
た
ち
こ
め
る

と
ツ
ル
達
は
阿
寒
川
と
舌
辛
川
の
ね
ぐ
ら

へ
移
動
を
は
じ

め
る
が
、
そ
の
移
動
時
刻
は
天
候
や
、
そ
の
日
の
食
物
の

量
な
ど
に
よ
つ
て
か
な
り
お
そ
く
な
る
時
も
あ
り
暗
く
な
っ

て
か
ら
飛
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
ツ
ル

は
烏
目
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ね
ぐ
ら

へ
た
ど
り
つ
い
た
ツ
ル
は
、
し
ば
ら
く
カ
ン
高

く
な
き
か
わ
し
、
や
が
て
静
か
に
な
る
頃
ね
む
り
に
つ
く

よ
う
だ
が
、
こ
の
時
は
も
と
の
渡
り
鳥
で
あ

っ
た
頃
の
習

性
に
も
ど
る
よ
う
だ
。
何
羽
か
の
ツ
ル
が
見
張
り
に
つ
い

て
、
あ
と
は
た
た
ん
だ
翼
の
間
に
首
を
つ
っ
こ
ん
で
片
脚

で
浅
瀬
に
立
ち
川
の
流
れ
に
静
か
に
ほ
ん
の
り
と
白
さ
を

夜
目
に
浮
き
あ
が
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
月
明
か
り
で
く
っ

き
り
と
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
本
当
に
神

秘
的
で
あ
る
。

こ
う
し
て
外
敵
か
ら
身
を
守
る
最
適
の
場
所
に
、
し
か

も
お
た
が
い
に
助
け
合

っ
て
い
る
。

私

た

ち

と

鶴
と
の
あ
ゆ
み

０
昭
和
三
十
二
年
　
―
大
井
校
長
―

◇
　
大
井
校
長
が
青
空
を
飛
ぶ
鶴
の
姿
を
見
上
げ
て
、
い

ま
に
し
て
愛
護
の
手
を
さ
し
の
べ
ね
ば
と
思
い
ツ
ル
ク

ラ
ブ
を
作
る
。
ク
ラ
ブ
員
は
給
餌
と
観
察
を
始
め
る
。

◇
　
十
月
か
ら
校
下
を
十
三
区
に
わ
け
て
観
察
日
誌
を

つ

け
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
六
十
三
羽
を
み
と
め
る
。

②
昭
和
三
十
三
年
二
月
大
正
以
来
の
大
雪
の
た
め
餌
に
困
っ

て
た
お
れ
る
鶴
が
で
て
き
た
の
で
ク
ラ
ブ
員
は
ス
キ
ー

に
よ
る
給
餌
に
追
わ
れ
た
。

◇
　
四
月
こ
れ
ま
で
の
観
察
記
録
を
も
と
に
丹
頂
鶴
の
作

文
を
か
く
。

◇
　
五
月
丹
頂
鶴
の
愛
護
校
と
し
て
道
知
事
の
表
彰
を
受

け
る
。

◇
　
十
月
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
長
大
会
に

大
井
校
長
が
出
席
、
ツ
ル
の
日
記
を
発
表
す
る
。

◇
　
十

一
月
ッ
ル
の
日
記
が
野
鳥
観
察
記
録
と
し
て
入
賞

す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
七
十
羽
。

０
昭
和
三
十
四
年
　
―

一
戸
校
長
―

◇
　
四
月

一
戸
校
長
着
任
し
て
仕
事
を
引
継
ぐ
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
九
羽
。

四
昭
和
三
十
五
年

一
月
鶴
の
習
性
研
究
の
結
果
、
給
餌
場

所
を
三
ヵ
所
に
す
る
。

◇
　
一
一月

「
ッ
ル
の
日
記
」
の
出
版
に
と
り
か
か
る
。

◇
　
一二
月
鹿
児
島
県
野
田
中
学
校
と
ツ
ル
の
研
究
姉
妹
校

と
な
る
。

◇
　
五
月

「
ッ
ル
の
日
記
」
を
発
刊
す
る
。

99
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◇
　
十
月
標
本
に
よ
る
ツ
ル
の
研
究
、
給
餌
場
所
造
り
観

察
場
所
つ
く
り
を
行
う
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
百

一
羽
。

同
昭
和
三
十
六
年
二
月
野
田
中
学
校
と
資
料
の
交
換
並
び

に
特
産
物
の
交
換
を
行
う
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
校
下
確
認
八
十
二
羽
。

０
昭
和
三
十
七
年
二
月
ス
ゥ

ェ
ー
デ
ン
の
探
検
家
ベ
ル
ク

マ
ン
氏
来
校
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ヤ
の
風
俗
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
と
懇
談
す
る
。

◇
　
二
月
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
の
原
作
者
早
船
ち
よ
さ

ん
来
校
、
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
と
話
合
う
。

◇
　
五
月
ベ
ル
ク
マ
ン
氏
に
ツ
ル
の
生
活
画
を
送
る
。

◇
　
十
月
自
然
公
園
の
餌
不
足
を
知
り
、
小
魚
を
と

っ
て

お
く
り
、
管
理
人
の
高
橋
さ
ん
と
共
同
研
究
す
る
。

◇
　
十
月
山
口
県
八
代
中
学
校

（現
在
熊
毛
中
学
校
）
と

姉
妹
校
と
な
る
。

◇
　
十
二
月
野
田
中
学
校
、
熊
毛
中
学
校

ヘ
ツ
ル
の
資
料

を
送
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
百
二
十
羽
。

０
昭
和
三
十
八
年
十
月
給
餌
場
所
を
町
の
給
餌
場
所
に
限

定
し
観
察
に
重
点
を
お
く
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
七
十
四
羽
。

◇
　
十
二
月
札
幌
医
大
に
入
院
中
の
大
井
先
生
を
ツ
ル
ク

ラ
ブ
員
が
見
舞
い
ツ
ル
便
り
を
送
る
。

０
昭
和
三
十
九
年

一
月
ッ
ル
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ

ち
ら
ワ
ン
パ
ク
テ
レ
ビ
局
の
電
波
に
の
っ
て
全
国
に
放

送
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

つ
て
ツ
ル
の
餌
が
続
々
と
届
き
、

給
餌
活
動
が
活
発
と
な
る
。

″
，
　
　
′

◇
　
一
一月
礼
状
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
の
里
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ツ
ト
を
送
る
。

◇
　
三
月
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
の
校
内
展
を
開
く
。

０
昭
和
三
十
九
年
四
月
　
―
鎌
田
校
長
―

◇
　
四
月
鎌
田
校
長
着
任
、
引
継
ぐ
。

◇
　
五
月
ッ
ル
基
金
を
基
に
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
池
を
作
り

ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
が
ド
ジ
ョ
ウ
を
放
流
す
る
。

◇
　
八
月
標
茶
町
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
で
ツ
ル
の
生
息
調
査
を

行
う
。

◇
　
十
月
ド
ジ
ョ
ゥ
養
殖
池
付
近
に
給
餌
場
所
を
つ
く
り

給
餌
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
六
十
七
羽
。

◇
　
十
二
月

「
日
本
の
鶴
」
を
発
刊
、
お
礼
に
全
国
に
く

ば
る
。

⑩
昭
和
四
十
年

一
月
ッ
ル
給
餌
校
交
流
会
が
下
雪
裡
小
学

校
で
行
わ
れ
参
加
す
る
。

◇
　
四
月
校
訓
と
し
て

「鶴
翔
青
雲
」
を
設
定
す
る
。

◇
　
五
月
愛
鳥
週
間
に
さ
き
が
け
て
学
校
の
裏
林
に
二
十

箇
の
巣
箱
を

つ
け
る
。

◇
　
八
月
ッ
ル
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修
を
釧
路
市
立
郷
土
博
物

館
で
行
い
、
正
富
館
長
の
指
導
を
う
け
る
。

◇
　
十
月
給
餌
活
動
を
校
下
九
ヵ
所
に
分
け
て
行
う
。

◇
　
十
月
ァ
メ
リ
カ
の
鳥
類
研
究
家
ウ
オ
ー
キ
ン
シ
ョ
ワ

夫
妻
来
校
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
二
羽
。

ｍ
昭
和
四
十

一
年

一
月
第

一
回
丹
頂
祭
を
開
く
、
併
せ
て

給
餌
校
の
交
流
会
を
阿
寒
で
開
く
。

ｍ
昭
和
四
十

一
年
四
月
　
―
三
原
校
長
―
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◇
　
四
月
三
原
校
長
着
任
引
継
ぐ
。

◇
　
四
月
愛
鳥
週
間
に
ち
な
ん
で
野
鳥
研
究
家
永
田
洋
平

氏
を
招
い
て
講
演
を
き
く
。

午
後
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
と
懇
談
す
る
。

◇
　
六
月
ッ
ル
公
園
を
訪
れ
管
理
人
の
高
橋
さ
ん
か
ら
ツ

ル
の
話
を
き
く
。

◇
　
十
月
阿
寒
町
開
基
八
十
年
式
典
で
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
表

彰
を
受
け
る
。

◇
　
十

一
月
愛
知
県
の
片
山
さ
ん
か
ら
ド
ジ
ョ
ウ
六
十
キ

ロ
が
送
ら
れ
て
来
た
。

◇
　
十

一
月

一
斉
調
査
十
五
周
年
記
念
式
典
で
ツ
ル
ク
ラ

ブ
表
彰
さ
れ
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
羽
。

側
昭
和
四
十
二
年
二
月
第
二
回
丹
頂
祭
に
茨
城
県
小
松
小

学
校
、
山
口
県
熊
毛
中
学
校
を
招
待
し
両
校
と
交
流
会

を
行
う
。

◇
　
四
月
生
徒
全
員
が

一
人

一
人
愛
護
の
意
識
を
も

っ
て

集
団
と
し
て
の
愛
護
活
動
を
行
う
た
め
在
来
の
ツ
ル
ク

ラ
ブ
を
解
消
し
て
各
学
級
に
ツ
ル
委
員
を
お
き
、
生
徒

会
に
ツ
ル
委
員
会
を
設
置
す
る
。

◇
　
五
月
餌
の
外
部
依
存
を
排
除
し
て
自
ら
の
手
で
餌
を

作
り
汗
の
に
じ
む
も
の
を
給
餌
す
る
た
め
に
十
ア
ー
ル

の
荒
地
を
拓
い
て
ト
ウ
キ
ビ
畑
と
し
全
校
生
徒
の
手
で

播
種
す
る
。

◇
　
七
月
野
鳥
の
習
性
と
観
察
の
要
領
に
つ
い
て
講
演
を

き

く

。

◇
　
十

一
月
ッ
ル
愛
護
活
動
十
周
年
を
記
念
し
て
行
事
を

行
う
。

◇
　
十
二
月
町
内
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
を
守
る
子
ど
も
の
集

い
に
代
表
四
十
名
参
加
す
る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
九
十
八
羽
。

回
昭
和
四
十
三
年
四
月
ッ
ル
委
員
第

一
回
の
会
合
を
行

っ

て
本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
計
画
す
る
。

◇
　
五
月
委
員
代
表
で
ツ
ル
公
園
を
訪
ね
管
理
人
の
高
橋

さ
ん
か
ら
公
園
の
ツ
ル
に
つ
い
て
説
明
を
き
く
。

◇
　
六
月
全
校
生
徒
で
給
餌
畑
に
ト
ウ
キ
ビ
を
播
種
す
る
。

◇
　
六
月
ド
ジ
ョ
ゥ
池
の
整
備
を
す
る
。

◇
　
六
月
ド
ジ
ョ
ゥ
や
小
魚
を
と

っ
て
ツ
ル
公
園
に
と
ど

け
る
。

◇
　
十
月
ッ
ル
委
員
で
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
を
行
う
。

◇
　
十
月
小
松
小
学
校
か
ら
ト
ウ
キ
ビ
が
と
ど
く
。

◇
　
十

一
月
片
山
さ
ん
か
ら
ド
ジ
ョ
ウ
が
と
ど
く
。

◇
　
十
二
月
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
社
ア
ジ
ア
局
長

来
校
、
ツ
ル
の
記
事
取
材
す
る
。

（
一
月
号
に
登
載
さ
れ
る
）

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
七
十
二
羽
。

０
昭
和
四
十
四
年
四
月
中
学
校
で
使
用
の
教
育
出
版
社
版

国
語
教
科
書
に
「
ツ
ル
の
日
記
」
か
ら
選
出
登
載
さ
れ
る
。

◇
　
六
月
給
餌
畑
の
播
種
を
行
う
。
本
年
度
活
動
計
画
を

た
て
る
。

◇
　
八
月
ッ
ル
ク
ラ
ブ
生
み
の
親
大
井
校
長
死
去
す
る
。

◇
　
九
月
ド
ジ
ョ
ウ
池
を
整
備
す
る

（周
囲
の
立
木
伐
採

の
た
め
ひ
ど
く
あ
ら
さ
れ
て
い
た
）

◇
　
十
月
小
松
小
学
校
か
ら
ト
ウ
キ
ビ
百
キ
ロ
送
ら
れ
て

く

る
。

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
百
二
十

一
羽

（調
査
開

1()1
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始
以
来
最
多
数
を
か
ぞ
え
る
）

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
全
国
放
送
さ
れ
る
）

ｍ
昭
和
四
十
五
年
三
月
第
四
回
吉
川
英
治
賞
授
賞
校
に
選

出
さ
れ
た
旨
の
通
知
あ
り
。

◇
　
四
月
吉
川
英
治
賞
授
賞
式

へ
出
席
の
た
め
学
校
長
生

徒
代
表
男

一
女

一
を
引
卒
し
て
上
京
す
る
。
四
月
十

一

日
受
賞
す
る
。

◇
　
四
月
学
校
長
か
ら
受
賞
に
つ
い
て
の
状
況
報
告
が
な

さ
れ
る
。

◇
　
四
月
十
五
日
北
海
道
放
送
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

◇
　
五
月
吉
川
英
治
賞
受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催
。
講
師

と
し
て
ツ
ル
公
園
管
理
人
高
橋
さ
ん
に
来
校
し
て
も
ら

う
。
ツ
ル
の
記
録

（卵
か
ら
雛

へ
雛
か
ら
幼
烏
ま
で
の
）

を
映
写
し
な
が
ら
説
明
を
き
く
。
席
上
代
表
生
徒
か
ら

受
賞
報
告
あ
り
。

◇
　
五
月
吉
川
英
治
展
札
幌
で
開
催
さ
れ
招
待
を
う
け
る
。

田
中
教
諭
ツ
ル
委
員
長
若
林
良
恵
を
つ
れ
て
出
席
す
る
。

◇
　
六
月
給
餌
畑
の
播
種
作
業
を
全
校
生
徒
で
行
う
。
Ｈ

Ｂ
Ｃ
で
撮
影
す
る

（
ツ
ル
と
共
に
）

◇
　
八
月
Ｈ
Ｂ
Ｃ
で
放
送

「
ツ
ル
と
共
に
」
を

◇
　
八
月
ド
ジ
ョ
ゥ
池
の
整
備
を
行
う
。

◇
　
九
月
末
に
給
餌
畑
の
ト
ウ
キ
ビ
を
収
穫
す
る
。

◇
　
十
月
新
校
舎
落
成
開
校
二
十
三
周
年
記
念
行
事
の
際

「
ツ
ル
の
資
料
展
」
を
開
催
す
る
。

―
ツ
ル
委
員
の
手
で
整
理
し
て
―

◇
　
十

一
月
ト
ゥ
キ
ビ
を
ツ
ル
委
員
の
手
に
よ

つ
て
飛
来

箇
所
に
運
び
散
布
す
る
。

◇
　
十

一
月
観
察
記
録
を
開
始
す
る
。

ｒ
・
　

　

″

◇
　
十
二
月
の

一
斉
調
査
で
確
認
八
十
四
羽
。

ｍ
昭
和
四
十
六
年

一
月
在
来
発
刊
さ
れ
た

「鶴
の
日
記
」

と

「
日
本
の
鶴
」
を
補
完
す
る
た
め
と
資
料
集
成
の
た

め
発
刊
を
企
画
着
手
す
る
。

◇
　
四
月
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
作
成
。

◇
　
給
餌
畑
の
播
種
作
業
を
全
校
生
徒
で
行
う
。

◇
　
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
の
た
め
の
観
祭
開
始
。

◇
　
舌
辛
川
か
ら
ウ
グ
イ
を
と
り
養
殖
の
た
め
の
観
察
開
始
。

◇
　
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル
愛
護
週
間

（ポ
ス
タ
ー
、
詩
、
作

文
、
標
語
募
集
）

◇
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
。

◇
　
小
松
小
学
校
よ
リ
ト
ウ
キ
ビ
が
送
ら
れ
て
く
る
。

◇
　
十
月
タ
ン
チ
ョ
ウ
ツ
ル

「給
餌
畑
」
に
来
て
え
さ
を

つ
い
ば
む
。

◇
　
十
月
文
化
祭

「
ツ
ル
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
標
語
、
ポ
ス

タ
ー
、
資
料
展
。

◇
　
十

一
月
舌
辛
川
か
ら
ウ
グ
イ
を
と
り
山
崎
さ
ん
の
池

に
放
流
。

◇
　
十

一
月
ウ
グ
イ
の
給
餌
の
実
験
を
行
な
う

（Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｔ
Ｖ
放
送
）

◇
　
十

一
月
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
日
本
テ
レ
ビ
「阿
寒
の
里
」
を

撮
影
―
ツ
ル
委
員
会
の
活
動
を
中
心
に
―

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
五
十

一
羽
。

側
昭
和
四
十
七
年
四
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
作
成

◇
　
五
月
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
の
播
種

（
一
、
二
年
）
観
察
記

録
の
開
始
。

◇
　
六
月
ッ
ル
資
料
の
整
理
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
は
く
せ
い
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一
羽
。

◇
　
九
月
全
校
生
の
、
ツ
ル
の
愛
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

展
を
開
く
。

愛
護
普
及
運
動
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド
に
全
校
生
参

加
　
―
各
学
級
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
、
プ
ラ
カ
ー

ド
、
旗
、
な
ど
製
作
―

タ
ン
チ
ョ
ウ
愛
護
思
想
普
及
の
た
め
、
「滅
び
ゆ
く
野

生
の
詩
」
の
映
画
鑑
賞

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

◇
　
十
月
舌
辛
川
か
ら
ウ
グ
イ
を
と
り
、
山
崎
さ
ん
の
池

に
放
流
。

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
六
十
羽
。

ｍ
昭
和
四
十
八
年
四
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
作
成

◇
　
五
月
給
餌
畑
播
種

（
一
、
二
年
）

◇
　
六
月
ッ
ル
資
料
整
理

◇
　
八
月
東
神
楽
中
学
校
三
年
修
学
旅
行
の
途
中
、
ツ
ル

に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
に
来
校
。

◇
　
九
月
愛
護
普
及
運
動
タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド
に
全
校

生
参
加
。

◇
　
十

一
月
全
校
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
く
。

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
七
十
九
羽
。

⑩
昭
和
四
十
九
年
五
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
案
作
成

◇
　
五
月
公
営
住
宅
地
造
営
工
事
の
た
め
、
給
餌
畑
の
作

付
不
可
能
と
な
る
。

◇
　
八
月
愛
護
普
及
運
動
タ
ン
チ
ョ
ウ
パ
レ
ー
ド
全
校
生

参
加

◇
　
十
二
月

一
斉
調
査
、
校
下
確
認
数
六
十
七
羽
。

ヽ

、
　
ヽ

給
餌
と
愛
護
、
開
始
以
来
主
と
し
て
手
が
け
て
来
た
先

生
方△
沢
出
喜
代
志
先
生
　
△
畠
山
軍
司
先
生

△
塩
梅
祥
次
先
生
　
　
△
伊
藤
博
通
先
生

△
佐
々
木
勉
先
生
　
　
△
大
山
　
昇
先
生

△
田
中
博
昭
先
生
　
　
△
松
川
利
雄
先
生

現
在
の
活
動
体
制
と
仕
事

学
校
長

―

分
掌
教
師

―

指
導
教
師

―

担
任
教
師

↑　
　
　
　
　
　
　
↑　
　
　
　
　
　
　
↑

生

徒

会

＝

鶴
委
員
会

＝

学
級
鶴
委
員

一

（学
校
と
し

て
の
活
動

審
議
）

一

（企
画

・
学

習

。
中
間

審
議

。
実

施
）

ヽ
一

（学
級
と
し

て
の
意
見

を

。
日
常

実
動
）

ヽ
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阿
寒
中
学
校
活
動
記
事

た
。
そ
し
く

こ
と
し
は
“
蕪
町
の
々

ン
４

ク
ノ
芸

要
Ｏ
ｔ

え

，

轟

，
■

晨

。
い

行
ι

争

●
こ
ち
そ
３

‘

究

′

と
７

一イ

ク
ル
を
ぞ

り
、
観
多
の
軽

わ

一ら
璧
〆
堡
あ
，
重

し
の
べ
て
か

一ら
阜

年
誉

な
０
、
年

一

一月
む

驚

の
四
月
ま
Ｘ

笙

人
一

一各

ツ
ル
の
生
撃

を

３

づ
ア

一麟

・
ツ
ル
ｎ
澪

３

一一
競

タ

一ヽ

だ

な
．
て
，

Ｉ

え

て
い
―

一ナ
．
こ
う
し
た
ソ
″
を
か
わ
い
が
る
子

一ム
た
ち
の
つ
と
い
が
昨
年
に
餞
い
て
こ

例
昭
和
五
十
年
～
平
成
十
六
年

◇
　
五
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
案
作
成

◇
　
六
月
～
　
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培

◇
　
十
月
　
　
丹
頂
の
里
千
年
祭

（活
動
発
表
）

◇
　
十
二
月
　
一
斉
調
査
　
ニ
オ
づ
く
り

な
ど
の
う

が
あ
ｅ

、
そ
ｔ

も
よ

し
て
や
Ｏ

Ｓ

え
で

を

表

た

干
七
年
一月
、
鍬

地
方

う
に
な
り
、
そ
し
て
こ
れ
が
伸
側
の
ツ

れは、ツ″嬌
発
〓
な～
る
Ｔ
三年■
背
凝
０
よ
る
だ

ぢ
ユ
ー製
本書
筆
、ｔ
瓦
ら
れう
ち
搾
人
を
は

て隣３
１
の小
、寛
■
■
募
百
分たちの
食
べも
のに
ヽ
こふ

摯
て
う
螢
在
しめし
た
。
了
とヽて喜
しみし
た
・ト
ウモ

お
、ま
へ７
も
にヽ
そ
ニ
ヨ
ンの出さ
と
、ふ
え，
ル

１５
年
前
か
ら
仲
よ
し

二
羽
と
贄

セ

レ
、
全

に
氏
メ

一勁
、
３
岩
村
幌
呂
ハ
の
子
供
た
ち
が
冬

一さ
玉

る
え
な
が
ら
エ
サ
を
豪

，

一ン
ー

ク
ツ
″
の
一瑳

力
つ
け
た
と

一慕

ら
手

．
晟

た
予

毬
に
お
お

一わ
れ
ム

の
畑
，

ウ
キ
募

，

と

ァ
ル
え
を

は
じ
お

う
冷

優

そ

Ｔ
に
，
ヽ
ら
，‘
め
て
い
一３
け
だ

一
。
あ

が
、
し
笞

～

る
と
や
せ
細

一
．ふ

宅

を
９

す
る
彗

じ

て

一近
っ
き
『ク
フ
′
、
ク
フ
フ
」
と
の
と

ル
が
い
た
か
」
「Ｌ
こ
か
ら
、
と
こ
へ

禿

て
い
。
よ

」
な
ど
“

べ
↓

『
ツ
″
”
人
口
に
さ
れ
る
と
か
な
ら

三三ま重
==華三≡ヨ■●E=圭

菫≡【菫雪層三≡

ヨ褒夢

ク
ラ
プ
を
作
っ
て
観
察
、保
護

昭
和
四
十
二
年
十

一
月
二
十
九
日
付
　
北
海
道
新
聞
掲
載

う

た
。
～

し
て
タ
ン
毛

ウ
ツ
″
一し
た
。
こ
３

彗

テ
ス
，
灘

や

峰

を

ん
Ｉ

た
ち
書

の
ス
た
三

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
監

し
て
吉

に
詭

に
ら
い
て
い
。あ
手
．
ｔ
■
鳥
〓
さ
。ａ
証
か
ら
た
く
さ

い
■
番
あ
晏
を
を
奎
千
ほ

万
の
ェサ
■
青
を
も
し
た
．
ロ

ｉ
ヌ
て
、
美
し
い
ジ
ル
の
ケ

一あ
子
供
た
夕
ら
・ド
ツ
・あ
お

ス́
をを
そ
れ手
．羽根をい
ァ
完
・とじ
武
ている工梨

。い

広
げ
、
首
３

Ｅ

黎

上

一常

の
缶

，
Ｈ

え

３

と

囲
平
成
十
七
年
～
二
十
五
年

◇
　
五
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
案
作
成

◇
　
六
月
～
　
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培

◇
　
八
月
　
鹿
児
島
県
出
水
市
立
荘
中
学
校
、
同
高
尾
野

中
学
校
と
の
鶴
交
流

◇
　
十
月
　
　
丹
頂
の
里
千
年
祭

（活
動
発
表
）

◇
　
十
二
月
　
一
斉
調
査
　
ニ
オ
づ
く
り

の
平
成
二
十
六
年

◇
　
五
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
案
作
成

◇
　
六
月
～
　
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培

◇
　
八
月
　
鹿
児
島
県
出
水
市
立
荘
中
学
校
、
同
高
尾
野

中
学
校
と
の
鶴
交
流

◇
　
十
二
月
　
一
斉
調
査
　
ニ
オ
づ
く
り

◇
　
一
一月
　
　
丹
頂
の
里
千
年
祭

（活
動
発
表
）

例
平
成
二
十
七
年

◇
　
五
月
　
ッ
ル
委
員
会
活
動
計
画
案
作
成

◇
　
八
月
　
鹿
児
島
県
出
水
市
立
荘
中
学
校
、
同
高
尾
野

中
学
校
と
の
鶴
交
流
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鹿
児
島
県
出
水

市
立

荘
・高
尾

野
中
学
校
と
鶴

の
交
流
会

平
成
１
十
六
年
八
月

一十
＾
Ｈ

阿
寒
中
学
校
、
鶴
特
別
委
員
会
委
員
長
の
梶
谷
龍
平
で

す
。僕

た
ち
、
阿
寒
中
学
校
鶴
特
別
委
員
十
二
名
は
、

一
年

間
を
通
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
か
れ
か
ら
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
と
、
鶴
特

別
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
は
、
新
し
い
ス
ラ
イ
ド
と
古
い
ス
ラ
イ
ド
が

混
じ

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

僕
た
ち
の
住
ん
で
い
る
釧
路
市
阿
寒
町
に
は
世
界
的
に

も
貴
重
な
二
つ
の
特
別
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は

「
マ
リ
モ
」
と

「タ
ン
チ
ョ
ウ
」
で
す
。
二
つ
と
も
昭

和
二
十
七
年
に
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
大
正
時
代
に
は
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
、
明
治
時
代
の
近
代
化

に
よ
り
、
繁
殖
地
で
あ
る
湿
原
が
失
わ
れ
た
こ
と
と
、
乱

獲
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
正
十
三

年
、
釧
路
湿
原
の
奥
地
で
十
数
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
奇
跡

的
に
発
見
さ
れ
、
絶
滅
は
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
、

北
海
道
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
数
の
推
移
で
す
。

昭
和
初
期
は
、
数
十
羽
の
ま
ま
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
五
年
に
阿
寒
町
に
住
む
山
崎
さ
ん
が
、
日
本
で

初
め
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
を
成
功
さ
せ
て
以
来
、
徐
々

に
個
体
数
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
に
は
八

百
羽
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
も
う
繁
殖
地
が
満
員
な
よ
う
で
、
個
体
数
の
増
加
は

頭
打
ち
状
態
で
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
渡
り
鳥
と
は
違
い
、　
一
年
中
北
海
道
内

で
過
ご
し
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
子
育
て
の
た

め
、
釧
路
湿
原
な
ど
の
湿
原
の
中
で
過
ご
し
、　
エ
サ
の
少

な
く
な
る
冬
は
、
阿
寒
や
鶴
居
の
給
餌
場
で
越
冬
し
ま
す
。

し
か
し
開
発
な
ど
の
影
響
で
、
繁
殖
の
た
め
の
湿
原
が
減

少
し
て
し
ま

っ
た
た
め
、
い
ま
だ
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
絶
滅

の
危
険
が
あ
り
、
特
に
冬
な
ど
は
人
間
の
手
で
給
餌
を
し

な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
状
況
で
す
。

冬
の
間
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
給
餌
場
に
や

つ
て
き
ま
す
が
、

一
日
中
給
餌
場
に
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
間
は

給
餌
場
に
い
ま
す
が
、
夜
に
な
る
と
、
暖
か
く
、
外
敵
に

襲
わ
れ
に
く
い
、
川
の
浅
瀬
な
ど
に
移
動
し
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
雑
食
性
な
の
で
何
で
も
食
べ
ま
す
が
、

お
も
に
昆
虫
や
ザ
リ
ガ

ニ
、
タ

ニ
シ
、
カ
エ
ル
、
ミ
ミ
ズ
、

小
魚
、
木
の
芽
、
ド
ン
グ
リ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
食

べ
ま
す
。
冬
の
給
餌
場
で
は
、
ウ
グ
イ
な
ど
の
小
魚
や
、

デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
ま
い
て
い
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
「に
お
」
を
目
印
に
や

つ
て
き
ま
す
。
「に

お
」
と
は
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
く
き
を
円
す
い
状
に
積
み

上
げ
た
も
の
で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

「に
お
」
の
ま
わ
り
に

エ
サ
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
で
す
。

阿
寒
中
学
校
で
も
冬
の
間
、
給
餌
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
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ド
に

「
に
お
」
を
つ
く
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
、
え
さ
と
な

る
デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
ま
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
僕
た
ち
の
阿
寒
中
学
校
で
の
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
給
餌
活
動
の
歴
史
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
に
、
阿
寒
町
の
山
崎
さ
ん
が
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
給
餌
を
は
じ
め
て
以
来
、
中
学
校
周
辺
に
も
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
阿

寒
中
学
校
植
林
地
で
の
給
餌
と
観
察
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
ま
い
て
い
た
の
で
す
が
、

や
が
て
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
も
養
殖
し
て
あ
た
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
学
校
で
は

「
ツ
ル
ク
ラ
ブ
」
も
創
設
さ
れ
、

観
察
活
動
や
保
護
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
分
布
や
個
体
数
の
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
は

「鶴
の
日
記
」
「
日
本
の
鶴
」
な
ど
の

本
に
ま
と
め
ら
れ
、
全
国
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和

四
十
五
年
に
は
そ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ

「第
四
回
吉

川
英
治
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

盛
ん
だ

つ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
も
、
昭
和
四
十

九
年
に
は
住
宅
地
の
造
成
や
、
送
電
線
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
事
故
死
の
増
加
に
よ
り
、
給
餌
が
困
難
に
な
り
、
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
十

一
年
、
私
た

ち
の
先
輩
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
餌
付
け
を
二
十
五
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
餌
付
け
は
委
員
会
活
動
と

し
て
行
わ
れ
、
「鶴
特
別
委
員
会
」
と
し
て

一
年
間
通
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
僕
た
ち
、
鶴
特
別
委
員
会

の

一
年
間
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
四
月
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雪
が
解
け
る
と
と
も
に
、

前
年
度
の

「に
お
」
を
撤
去
し
ま
す
。

五
月
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
え
さ
や

「に
お
」
を
つ
く
る

た
め
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
種
ま
き
を
し
ま
す
。
デ
ン
ト
コ
ー

ン
は
地
域
の
方
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
端

の
畑
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、芽
の
出
て
き
た
デ
ン
ト
コ
ー

ン
を
、
よ
り
大
き
く
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
成
長
の
悪
い

芽
の
間
引
き
を
し
ま
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
雑
草
も
生
え
て
来
る
の
で
、
雑
草
を

手
で
抜
い
て
、
よ
り
大
き
く
実
ら
せ
る
た
め
に
肥
料
を
追

加
し
ま
す
。

十
月
は
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
収
穫
の
時
期
で
す
。
デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
刈
り
取

つ
て

「
に
お
」
を

つ
く
り
ま
す
。

実

（み
）
は
千
し
て
、
十
分
に
乾
燥
し
た
ら
手
で
は
ぐ

し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
餌
に
し
ま
す
。

十

一
月
い
っ
ぱ
い
は
、
ま
だ
グ
ラ
ン
ド
を
使

っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ま
で
は
乾
燥
し
て
保
存
し
、
十
二
月
に
な

っ

た
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
支
柱
を
立
て
、
そ
の
ま
わ
り
に
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
茎
を
円
す
い
状
に
積
み
上
げ
、
「
に
お
」
を

作
り
ま
す
。

し
か
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
え
さ
は
こ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
の
で
、
地
域
の
農
家
の
方
に
も
、
牛
の
え
さ
用
の
デ

ン
ト

コ
ー
ン
を
寄
付
し
て
も
ら

つ
て
い
ま
す
。
今
年
は
学

校
の
畑
で
の
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
発
育
が
悪
く
残
念
な
が
ら

′
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ほ
と
ん
ど
実
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

初
雪
が
降
る
頃
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
や

つ

て
き
ま
す
。
冬
に
な
り
、
湿
原
に
は
エ
サ
が
な
く
な

っ
て

く
る
た
め
、
雪
が
降
る
頃
、
給
餌
場
所
に
来
る
の
で
す
。

こ
の
こ
ろ
は
ま
だ

エ
サ
を
ま
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
は

「に
お
」
に
つ
い
て
い
る
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
実

を

つ
い
ば
ん
で
い
ま
す
。

十
二
月
初
め
に
は
、
丹
頂

一
斉
調
査
が
あ
り
ま
す
。
一
、

二
年
生
生
徒
が
バ
ス
や
徒
歩
で
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た

場
所
に
行
き
、
午
前
九
時
き

っ
か
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

に
い
る
丹
頂
鶴
の
数
を
確
認
し
ま
す
。

釧
路
根
室
管
内
で
だ
い
た
い
千
羽
の
鶴
が
観
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

寒
い
し
、
雪
な
ど
が
降
る
と
視
界
も
利
か
な
く
な
る
の

で
大
変
な
作
業
で
す
が
、
何
十
年
も
前
か
ら
ず

つ
と
続
け

ら
れ
て
い
る
調
査
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

一
面
雪
で
お
お

わ
れ
る
と
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
毎
日
や

つ
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

エ
サ
ま
き
を
始
め
ま
す
。

エ
サ
ま
き
は
毎
日
、
交
代
で
お
こ
な
い
ま
す
。
「に
お
」

の
ま
わ
り
に
、
バ
ケ
ツ
の
半
分
く
ら
い
の
量
の
デ
ン
ト
コ
ー

ン
を
ま
き
ま
す
。
休
み
の
日
な
ど
は
先
生
方
に
も
手
伝

っ

て
も
ら
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、
鶴
特
別
委
員
会
の
み

ん
な
で
分
担
し
て
、
春
に
雪
が
と
け
る
ま
で
、
毎
ロ
エ
サ

を
ま
き
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
非
常
に
縄
張
り
意
識
が
強
く
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は

一
つ
の
家
族
し
か
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
ほ
か
の

家
族
が
来
て
も
追
い
払

っ
て
し
ま
い
ま
す
。　
一
家
族
三
～

四
匹
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
る
数
は
少
な
い
で
す
が
、
大

き
な
翼
を
羽
ば
た
か
せ
、
い
つ
も
優
美
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、　
エ
サ
ま
き
は
三
月
ま
で
続
け
ら
れ
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
は
湿
原

へ
と
帰

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
僕
た
ち

鶴
特
別
委
員
会
の

一
年
間
の
活
動
も
終
わ
り
ま
す
。

僕
た
ち
は
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
美
し

さ
や
地
域
の
人
々
の
暖
か
さ
、
そ
し
て
自
然
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
、
さ
ら
に
は
こ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
阿

寒
に
誇
り
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
苦

労
は
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
阿
寒
中
学
校
の

伝
統
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
後
輩
た
ち
に
も
引
き
継
ぎ
、

ず

っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
と
僕
た
ち
鶴
特
別
委
員

会
の

一
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
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市内愛島枝紹介

ツルの保護活動

(デントコーンの栽培から給餌まで)
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《
現
在
の
活
動
体
制
と
仕
事
》

学
校
長
―
生
徒
指
導
部
―
生
徒
会
一

鶴
特
別
委
員
会

仕
事
～
エ
サ
づ
く
り
、
ニ
オ
設
置
、
エ
サ
や
り
、
出
水
市
と
の

交
流
、　
一
斉
調
査
の
協
力
、
阿
寒
町
千
年
祭
で
の
活
動
発
表

※
エ
サ
づ
＜
り
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
の
不
作
が
続
い
て
い

る
の
で
体
止
中
で
す
。

71を

隆
二 3

～爾
=,夕
校の|

タン,ョ ウ檬懇 鶴～

レ

hh
阿寒町千年祭 (活動発表)

ツル交流 (発表・交流)

ツル交流 (平成26年 8月 22日 )

(鹿児島県出水市立荘中学校・高尾野中学校)
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市内愛島校紹介

釧
路
市
立
音
別
中
学
校

校

長

福

原

　

聡

音
別
中
学
校
は
、
釧
路
市
の
西
、
旧
音
別
町
の

中
心
に
あ
る
学
校
で
す
。
平
成
二
十
七
年
四
月
現

在
、
生
徒
数
は
三
十
五
人
と
少
な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
教
育
に
熱
心
な
地
域
に
も
支
え
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
ま
す
。

音
別
中
と
鶴
と
の
関
わ
り
で
す
が
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
、
こ
の
記
念
誌

へ
の
寄
稿
の
話
を
い
た
だ

い
た
と
き
に
初
め
て
、
「音
別
に
も
鶴
が
い
る
」
と

言
う
こ
と
を
知

っ
た
と
い
う
状
態
で
し
た
。

話
を
聞
い
た
後
、
す
ぐ
に
車
を
走
ら
せ
て
中
音

別
方
面
に
向
か
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
、
ほ
ん
と

う
に
す
ぐ
そ
こ
の
牧
草
地
に
、
鶴
が
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
し
か
も
、
ひ
と
つ
が
い
だ
け
で
は

な
く
、
た
く
さ
ん
―
　
も
う
、
び

っ
く
り
で
す
。

そ
の
日
以
来
、
鶴
の
存
在
が
気
に
な
る
よ
う
に

な

っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
朝
に
は
、
ほ
ん
と
う
に

校
舎
の
上
を
飛
ん
で
い
く
鶴
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
し
、
そ
の
声
も
、
校
長
室
に
い
て
は

っ

き
り
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
身
近
に
鶴
の
姿
を
発
見
で
き
る
し
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
実
は
学
校
の
中
に
も

鶴
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
物
は
な
く
、
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
記
述
を
し
て
い
る
冊
子
も
、
学

校
中
探
し
て
み
た
け
れ
ど
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
は

そ
ん
な
に

「音
別
に
鶴
」
の
存
在
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
あ
ま
り
に
当
た
り
前
に
居
す
ぎ
て
、
あ
え
て
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
か
っ

た
と
言
う
こ
と
な
の
か
ｉ
。

※
　
今
回
、　
一
年
生
が
鶴
の
話
題
を
壁
新
聞
で
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
実
は

そ
れ
く
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
も

「音
別
の
鶴
」
の
存
在
は
大
き
か
つ

た
よ
う
で
す
。

※
　
あ
る
日
ふ
と
目
に
し
た
（平
成

一
六
年
発
行
）
「第
三
次
音
別
町
総
合
計

画
」
の
中
に
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に
丹
頂
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
、
ま
た
、
環
境
保
全
に
向
け
た
施
策
の
中
に

「自
然
環
境
の
保

護
」
と
し
て
、
丹
頂

（を
合
め
た
希
少
動
物
）
の
保
護
と
い
う
の
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
び

っ
く
り
で
す
。

現
在
私
た
ち
の
暮
ら
す
社
会
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の

一
途
を
た
ど

つ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私
た
ち
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
、
日
本
や
世
界

に
対
し
て
発
信
で
き
る
力
が
必
要
で
す
。
（ど
こ
に
あ
る
か
、
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
特
徴
を
自
信
を
持

っ
て
紹
介
で
き
る
力
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
）

私
た
ち
が

「音
別
」
に
つ
い
て
何

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
考
え
た
と
き
に
、

こ
れ
だ
け
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在

し
て
い
る
丹
頂
の
こ
と
を
抜
き
に
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
先
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
を
知
る
学
習
の

一

つ
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
丹
頂
に

つ
い
て
学
び
、
関
わ

っ
て
い
く
教
育

課
程
づ
く
り
は
で
き
な
い
も
の
か
、

そ
う
い
う
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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~

車を走らせるとすぐに、
このような風景が
見られます !

置
さ
ん
は
、
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？
直
内
に
は
、
鶴

が
１
５
縦
数
い
る
こ
と
を
。

そ
の
中
の
１
覆
糠
が
、
日
本
、

ロ
シ
ア
南
東
、
中
錮
、
載
鐵

ｒ
い
る
ル
森
鶴
だ
。
月
頭
毬

の
特
長
は
全
農
１
２
５
，
１

５
２

ｃ
ｍ
で
翼
を
広
げ
る
こ

２
４
０

ｏ
ｍ
に
も
な
る
。
一額

猥

に
は
駒
毛
が
な

く
、

蕃

い
皮
膚
が
採
職

し
て

い
る
。
そ

も
そ
も
丹
積

と
は
丹

（
な

い
）
頂

（
類

頂
部

）
か
ら
き
て

い
る
。
帰
頂
鶴
の
生
急

菫
は
、
湿
懸

、
瑚
奪
、

輝

―――
な
ど
だ
。
鋼
路
に
は
、

ハ
頂
鶴
の
９
０
％
以
上
が
生

息

し
て
絆
る
と
な
え

ら
れ

る
。

丹
頂
鶴

は
、
冬
に
な

る
と
餌

奮
求
め
て
総
餌

人
の
所

へ
、

や

っ
て
く
る
。
総
鋼

へ
こ
は
、

鶴

に
無

を
あ
げ
る

人
の
こ
と

だ
。

こ
の
毬

の
事

に

つ
い
て
、

行
取
セ

ン
タ

ー
の
十
河

さ
ん

に
お
話
を
伺

っ
た
。
鶴
が
居

る
場
所
と
言
え
ば
、

鶴
居
お

、

阿
寒
町
が
患
い
浮
か
ポ

だ
ろ
う
が
、　
実
は
昨
年

の
統
計
で
い
え
ば
、
音

駒
町
が
そ
れ
に
次
ぐ
３

位
の
地
哲
で
あ
る
。
な

ぜ
、
機
居
村

・
阿
寒
町

に
た
く
さ
ん
鶴
が
い
る

か
と
い
う
と
、
元
々
の
生
息

地
で
あ

っ
た
り
．
輸
餌
人
が

た
く
さ
ん
い
る
か
ら
だ
そ
ぅ

だ
。
私
た
ら
の
務
、
通
雛
釘

に
も
お
憫

人
が
ｉ
名
い
る
。

そ
の
■
色

の
う
ち

．．

一
名
ず

高
精
さ
ん
と
い
う
．
高
橋
総

鋼
場
で
は
、
標
識
個
体
の
根

察
か
ら
十
勝
方
磯
か
ら
の
鶴

の
乗
る
数
が
多
い
こ
と
が
わ

か

っ
て
い
る
。
北
海
道
と
理

携
し
綸
餌
場

へ
の
移
動
機
間

（
九
～
■

一
月
）
嗜
餌
を
あ

げ
て
い
る
。
き
割
で
は
音

駒

加
河
口
付
近

の
混
地
で
党

ら

れ
る
。
丹
頂
鶴
は
狩
猟
に
よ
る
乱

獲
や
生
患
地
で
あ
る
寝
逸

の

饉
発
な
ど
に
よ
り
江
戸
時
代

後
半
か
ら
明
治
時
式
に
か
け

て
漱
減
し
、　
一
時
は
絶
滅

し

た
も
の
と
思
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
そ
こ
で
特
定
天
然
記

念
物
Ｃ
指
定
さ
れ

た
昭
和
２

７
年

か
ら
毎
年
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
越
冬
分
布
調
査
と

い
う
も

の
を
行

っ
て
い
る
。
こ

の
調

査
は
、
餌
を
　
・
‥‐
一
　

一ス

求
め
て
来
た
　

「
押
一”

一
一

鶴
の
羽
数
を
　
　
　
す
・
　

」彎

数
え
た
も
の

，・
　

一　
・■
一

で
あ
る
。
噌
』
』
一
一　
″
・

和
２
７
年
の
「「
一
一
・
ィ
ハｔ

第
一
回
調
査
一可
¨
一
”
一
■
Ｊ

で
は
３
３
羽
し
か
い
な
か

っ

た
が
、
平
成
２
６
年

の
第

一

回
崎
査
で
は
、
１
１
８
７
羽

に
ま
で
増
え
た
。
地
域
住
民

の
保
護
活
動
や
総
露

人
の
方

た
ち
の
努
力
も
あ
り
丹
頂
鶴

の
数
が
回
復
し
て
き
た
と
言

え
る
。
音
別
中
学
校
の
校
合
の
よ

の
空
を
飛
ん
で
い
る
姿
や
河

□
付
通
に
居
る
こ
こ
ろ
を
見

か
け
る
。　
そ
の
姿
は
美
し
＜

普
段
何
気
な
く
見
か
け
る
風

景
で
あ
る
が
私
た
ち
は
思
議

れ
た
環
一境
で
あ
こ
の
だ‐
こ
悪

う
。
乱
は
、
鶴
が
も

つ
と
住

み
や
す
い
環
境
に

し
て
い
き

た
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
■
に

と

っ
て
ヽ

私
た
う
に
と

っ
て

も
過
ご
し
や
す
い
音
摯
Ｃ
レ

て
い
き
た
い
。

中音別にて

(H27,9,16)

朝夕、ふと見上げると、校舎の上を鶴が飛んでい<。「そういえば、音別にも丹頂
がいるのに、学校ではほとんど話を聞いたことがない。どういうことだ ?」 と思つ

たのが、今回の記事を書こうと思つたきつかけです。(壁新間編集長)

平成27年度 1学年の壁新間が丹頂を取り上げました。
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市内愛島枝認介

〈鶴のおはなし〉

11月 に入り、給餌場での給餌も始まりまし

た。

今年はツルセンター前のビオ トープで餌まき

を始めました (12月 前には、通常の観察セン

ターに餌をまく予定です )。 ただし、なかなか

タンチョウが集まりません。今の所、 5, 6

羽程度のツルが時折、飛来しますが、ずっと

居つくことはありません。

今年は、例年よりも暖かく、繁殖地からの

移動が、遅くなっていることと、秋の暴風雨

の影響で、飼料用の トウモロコシ (道東は酪

農が主体で、牛用の トウモロコシを栽培して

います)の茎が倒れて、収穫できないまま放

置されたところも多く、そこがツルにとって

良い餌場になっていることなどによると思い

ます。雪もようやく降り始めましたので、こ

れから徐々に数も増えてくると思います。北

海道のタンチョウは1500羽を超えるほどまで

に数が増えてきており、生息域も少しずつ広

がってはいますが、未だに道東地域 (釧路・

根室・十勝)に集中しています。

越冬地も鶴居の二つの給餌場 (鶴居伊藤タ

釧路市動物園 園長補佐  松  本  文  雄

ンチョウサンクチュアリ、鶴見台)に約600羽、

阿寒の給餌場に約270羽 と、半数以上が阿寒・

鶴居にいます。

タンチョウの安定した生息を考えていく上

で、生息地の分散化ということが、以前から

考えられてきました。環境省では 2年前に「タ

ンチョウ生息地分散

行動計画」を策定し

て、タンチョウ生息

地を、北海道一円に、

さらには本州まで広

げていくことを提案

しています。

まず、その取り掛かりとして、環境省が管

理している給餌場 (阿寒と鶴居の 2か所)で

給餌量を減らして、タンチョウが、他の生息

地に広がっていくかどうかを調べていこうと

しています。今年から5年計画で、 1割ずつ

減らしていく予定です。今後、タンチョウが

どのように動いていくのか、注意して見守っ

ていきたいと思います。

摯
尋
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■

一
九
二
四
年
⌒大
正
十
一乙
年
）
の
奇
蹄

い
ま
か
ら

一
五
〇
年

ほ
ど
前
ま

で
は
、
タ

ン
チ

ョ

ウ
は
北
海
道

の
青

い
空
を
自
由

に
飛
び
交

い
、

こ

の
北

の
大
地

で
悠
々
と
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。

で

も
、
明
治
時
代

に
な
る
と
本
州
か
ら
ど
ん
ど
ん
入

植
者
が
増
え
、
農
地
を
開
墾

し
た
り
、

田
ん
ぼ
を

切
り
開
き
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
は
、
段

々
と
住
む
場
所

を
狭
め
ら
れ

て
い
き
ま

し
た
。
や
が
て
、
殆
ど
そ

の
優
雅
な
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、

「絶
滅
し
た
―
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
と

こ
ろ
が
大

正
十

三
年

に
北
海
道

の
狩
猟
取
締
専
任
官
吏
が
タ

ン
チ

ョ
ウ
を
確
認
し
ま
す
。

人
間
が
足
を
踏

み
入
れ
る

こ
と
が

で
き
な
か

っ

た
釧
路
湿
原
が
タ

ン
チ

ョ
ウ
を
絶
滅

か
ら
守

っ
た

の
で
す
。

こ
の
奇
跡

が

「
タ

ン
チ

ョ
ウ
物
語
」
始
ま
り

で

す
。

昭
和
十
年
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
は
天
然
記
念
物

に

指
定
、
保
護
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
当
時
十
数
羽

と
言
わ
れ
た
生
息
数

は
、
タ

ン
チ

ョ
ウ

の
警
戒

心

が
強

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
な
か
な
か
増
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

■
物
語
は

一
九
二
九
年
（昭
わ
二
十
二
年
）、

第
二
章

ヘ

一
九
五
〇
年
厳
寒

の

一
月
、
物
語
は
ド
ラ

マ
チ

ッ

ク
な
展
開
を
見
せ
ま
す
。
阿
寒

町
で
農
業
を
営

ん

で
い
た
山
崎
定
次
郎
さ

ん
が
、
餓

死
寸
前

の
タ

ン

チ

ョ
ウ
鶴
数

羽
に
、
見
る
に
見
か
ね

て
ト
ウ

モ

ロ

コ
シ
を
与
え
た

の
で
す
。
何

日
も
、
何

日
も

…
。

そ
し
て
あ
る
日
、
鶴
た
ち
は

つ
い
に
雪

の
上

の
ト

ウ

モ
ロ
コ
シ
を

つ
い
ば

ん
だ

の
で
す
。
世
界

で
初

め
て
鶴

の
給
餌

が
成
功
し
た
瞬
間

で
し
た
。

そ

の
後
、
冬
期
間

の
給
餌
を
通
じ
て
小
学
生
や
、

中
学
生

の
参
加
な
ど
、
町
ぐ
る
み

の
保
護
活
動

が

大
き
く
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を

通
じ
て
全
国
的
な
関
心
も
高
ま
り
、
タ

ン
チ

ョ
ウ

の
生
息
数
は
急
カ
ー
ブ
を
描

い
て
上
昇
し
ま
す
。

阿
寒

町
タ

ン
チ

ョ
ウ
鶴
愛
護
会

が
発
足
し
た

一

九
六
六
年

に
は

一
七
〇
羽
。

四
十
周
年

の
二
〇
〇

五
年

（平
成
十
七
年
）

に
は
、　
一
〇
〇
〇
羽
を
超

え

る
タ

ン
チ

ョ
ウ
が
観
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
〇

一
五
年

の
観
察

で
は
当
初

の
約

一
二
〇
倍
、

一
五
五
〇
羽
を
数
え
る
に
至

っ
て
い
ま
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
①

「
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
夏
は
子
育
て
の
夏
」

二
月
半
ば
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
湿
原
や
最
近
で
は
民
家
に
近
い

湿
地
帯
で
も
、
ヨ
シ
を
使

っ
て
巣
づ
く
り
し
ま
す
。
そ
こ
で
生

ん
だ

一
～
二
個
の
卵
を
親
が
交
代
で
抱
き
続
け
、
約

＾
か
月
で

ヒ
ナ
が
誕
生
。
＾
０
０
日
で
親
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
に
成

長
し
、
飛
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
②

「
吉

川
英

治
賞

を
受
賞
、

阿
寒
中
学
保
護
活
動
」

一
九
七
〇
年

（昭
和
四
卜
五
年
）
阿
寒
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

は
代
々
の
教
師
と
生
徒
が

一
致
協
力
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
活

動
を
続
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
文
化
の
向
Ｌ
に
寄
与
し
た

と
し
て
文
学
作
家

「吉
川
英
治
氏
」
の
偉
業
を
記
念
し
て
設
け

ら
れ
た

「占
川
英
治
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

価
　

　

加
　

　

鰤

酬
　

叫
　

叫

タンチョウ生息数

越
え
て
、
約

二
〇
倍
に

釧 路 湿 原
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■
新
天
地
を
ボ
め
て
、
調
ば
た
き
を

二
〇

一
五
年
、
タ

ン
チ

ョ
ウ

の
生
息
数

は

つ
い

に

一
五
五
〇
羽
を
数
え
た

こ
と
が
生
息
数
調
査

（タ

ン
チ

ョ
ウ
保
護
研
究
グ

ル
ー
プ
）
で
分
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
急
激
な

ス
ピ
ー
ド

で
回
復

し
て
き
た
生

息
数
が
今
度
は
別

の
問
題
を
引
き
起

こ
し

て
い
ま

す
。
タ

ン
チ

ョ
ウ

の

″
住
宅
難
″
で
す
。
タ

ン
チ

ョ

ウ
は
縄
張
り
意
識

の
強

い
鳥

で
、

ｌ
ｋｍ
四
方

の
縄

張
り
を
持

つ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

一
羽

の
縄
張
り
が
そ

こ
ま

で
広

い
と
、
広

い
釧

路
湿
原
で
も
、
流
石
に
手
狭

に
な

っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
は
、
北
海
道

の
快
適
な
住

ま

い
を
求
め
て
別

の
地
域

へ
移
住
し
始
め
ま
し
た
。

心
配
事
が
も
う

ひ
と

つ
あ
り
ま
す
。
鳥

か
ら
鳥

へ
と
感
染
す
る
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
す
。　
一
箇

所
に
集
中
し
て
い
る
と
、
再
び
絶
滅

の
危
機

に
見

舞
わ
れ
る

こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ

こ
で
、

環
境
省

で
は

「
タ

ン
チ

ョ
ウ
生
息
地
分
散
行
動
計

画
」
を
策
定

し
、
分
散
事
業

に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。

■
剣
路
市
者
別
、
十
勝
川

新
し

い
生
息
地
は
釧
路
湿
原
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域

に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
釧
路
湿
原
か

ら
３０
ｋｍ
ほ
ど

の
音
別
に
は
す

で
に

一
〇
〇
羽
ぐ
ら

い
が
越
冬

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て

い
ま
す
。
ま

た
、
根
室
地
方
、
霧
多
布
湿
原
、
知
床
半
島

に
近

い
オ
ホ
ー

ツ
ク
地
方
や
道
北

で
も
、
日
撃
さ
れ

て

い
ま
す
。

こ
と

に
、
十
勝
地
方

で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
厳
冬
期

で

も
結
氷
し
な

い
水
域

に
新
設
し
た
餌
場

で
、

二
〇

〇
九
年

（平
成

二
十

一
年
）
か
ら
給
餌
を
始

め
ま

し
た
。
そ

の
結
果
、
餌
を
食

べ
て
い
る
様
子
が
確

認
さ
れ
、
市
街
地

で
観
察

で
き

る
環
境
は
国
内

で

も
非
常
に
珍

し
い
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ウ
イ

ル
ス
な
ど

の
大
量
死
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
も

で
き
、
ま
た
そ

の
美
し

い
姿
が
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
あ

っ
て
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は

「
活
動

の
趣
旨
を
理
解
し
近
づ
か
ず
に
見
守

っ
て
ほ
し

い
」

と
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
今
後

の
保
護
活
動

の
ひ

と

つ
の
道
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
③

「
北
海
道
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
渡
り
を
し
な
い
」

ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
な
ど
に
住
ん
で
い
る
タ
ン

チ
ョ
ウ
は
、
冬
と
夏
の
生
活
場
所
を
変
え
る
渡
り
鳥
で
す
が
、

北
海
道
に
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

「渡
り
」
を
し
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
、
北
海
道
に
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
先
祖
は

「渡
り
を
し

な
い
」
群
れ
で
あ

っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
Ｃ

「
千
円
札
に
な

っ
た
タ
ン
チ

ョ
ウ
」

九
八
　
年

（昭
和
圧
卜
六
年
）
新
千
円
札
の
裏
面
に
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
登
場
し
ま
し
た
。
原
画
に
は

「
ツ
ル
の
鳴
き
合

い
」

を
幻
想
的
に
捉
え
た
林
田
恒
夫
氏
の
写
真
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
大
勢
の
日
本
人
に
国
民
に
毎
日
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
見
ら
れ
る
鳥
と
し
て
飛
び
立

つ
た
の
で
す
。

■
■
■

ョ
ウ
は
釧
路
湿
原
か
ら

0
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給
餌
発
祥

の
地

に
建

つ
タ

ン
チ

∃
ウ

の
総

合

学

習

セ

ン
タ

ー

」

「
間

＜

」

「
知

る
」

…
タ

ン
チ

∃
ウ

の
全

て
が

体

感

で
き

る

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

［グ
ル
ス
］

セ
ン
タ
ー
正
面

住所 :〒 085-0245北 海道釧路市阿寒町上阿寒23線40番地
電話番号 :0154-66-401l FAX:0154-66-4022

URL:http″ aicc.webcrow.ip

■

こ
こ
は

タ

ン
チ

ョ
ウ
学

の
聖
地

一
九
五
〇
年

（昭
和
二
十
五
年
）

一
月
、
こ
の

地
で
ド
ラ
マ
が
起
こ
り
ま
し
た
。
餓
死
寸
前
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
た
ち
が
山
崎
定
次
郎
さ
ん
の
私
有
地
で

与
え
た
餌
を
口
に
し
た
の
で
す
。
日
本
初
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
人
工
給
餌
が
始
ま

っ
た
瞬
間
で
し
た
。

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

［グ
ル
ス
］
は
、
そ

の
発
祥
の
地
に

一
九
九
六
年

（平
成
八
年
）
開
館

し
ま
し
た
。
展
示
棟
は
１
２
０
０
２ｍ
も
あ
り
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
や
習
性
、
体
の
し
く
み
を
紹
介

す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
四
季
の
姿
、

そ
の
生
活
を
体
感
で
き
る
映
像

コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ

シ
ア
タ
ー
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
文
献
や
模
型
、
さ
ら
に

は
超
望
遠
レ
ン
ズ
に
よ
る
観
察
装
置
な
ど
大
が
か

り
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
を
観
察
で
き
ま
す
。

ま
た
、
野
外
施
設
で
は
自
然
に
近
い
状
態
で
飼

育
さ
れ
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
観
察
が
で
き
る
ほ

か
、
ビ
オ
ト
ー
プ

（生
物
の
生
息
空
間
）
を
散
歩

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
は
ま
さ
に
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
学
の
聖
地
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

■
さ
ま
ざ

ま

な

イ

ベ

ン
ト
や
体

験

が

見
事
な
展
示
、
装
置
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ツ

ル
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
長
は
ソ
フ
ト
面
の
充
実

と
言

っ
て
も
い
い
で
し
よ
う
。

な
か
で
も
冬
の
人
工
給
餌
は
、
魅
力
の
中
心
で

す
。
毎
年
、
十

一
月
も
末
に
な
る
と
餌
を
求
め
て

沢
山
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
観
察
し
よ
う
と
国
の
内
外
か
ら
沢
山

の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
も
や

っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
か
ら
三
か
月
間
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
文
字

通
り
国
際
色
豊
か
に
賑
わ
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
は
催
し
物
で
も
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
、
ツ
ル
の
飛
来
数

を
当
て
る

「数
当
て
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
ま
た
、
「タ

ン
チ
ョ
ウ
検
定
」
や
講
演
会
、
学
習
会
な
ど
も
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は

「タ
ン
チ
ョ
ウ
結
婚

式
」
や

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
多
角
的
に

活
動
し
て
い
る
施
設
は
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――‐ 116←―――――――一―――――――一――一――――――――――――――――一――――
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※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
⑤

［グ
ル
ス
］
っ
て
？

よ
く
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー

［グ
ル
ス
］
と
は
何
か
？
と

質
問
を
受
け
ま
す
。
［グ
ル
ス
］
と
は
、
ツ
ル
属
の
学
名
ゴ
フ
テ

ン
語
で
ツ
ル
の
こ
と
で
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
Ｏ
Ｅ
∽
す
Ｏ
ｏ
●
８
∽
】∽

（グ
ル
ス

・
ヤ
ポ
ネ
ン
シ
ス
）
と
言
い
ま
す
。
「
日
本
産
の
ツ
ル
」

と
言
う
意
味
で
す
。
そ
の
学
名
を
と

つ
て
命
名
し
ま
し
た
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
Ｃ

「
天
然
記
念
物
∨
Ｓ
特
別
天
然
記
念
物
」

阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
冬
の
間
、
毎
日
魚
の
生
餌
を

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
給
餌
し
て
い
ま
す
。
こ
の
生
餌
を
狙

つ
て
天
然

記
念
物
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ
オ
ワ
シ
が
飛
ん
で
き
て
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
と
餌
取
り
を
繰
り
広
げ
る
壮
絶
な
バ
ト
ル
は

一
人
シ
ョ
ー
で

す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
⑦

「
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
飼
育

」

鳥
族
に
は
最
初
に
見
た
も
の
を
親
と
思
う
習
性
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る

「刷
り
込
み
」
で
す
。

ツ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
人
工
飼
育
で
人
間
に
懐
き
す
ぎ
な
い
よ

う
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
親
に
似
せ
た
着
ぐ

る
み
を
着
る

「
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
飼
育
」
を
行

っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

映
像
展
示

映
像
と
音
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
身
近
に

・
・

広 くて明るいエントランスロビー

ミニシアター
生き生きとしたタンチョウの姿が映像に

iイ
:`_,●

湿
原
再
現

湿
原
の
営
巣
状
況
を
体
験

野
外
ケ
ー
ジ

外

へ
出
れ
ば
広
い
ビ
オ
ト
ー
プ
が

ビ
オ
ト
ー
プ
側
か
ら
の
セ
ン
タ
ー
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一
ォ

一

一奇
一

特別課外授業③』『愛護会50周年

■
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の

「
タ
ン
チ

∃
ウ
自
然
公
園
」

保
護
さ
れ
た
タ
ン
チ
∃
ウ
や
幼
鳥
と
間
近
に
会
え
る
！

―
―
―
―
―
釧
路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園

正
　

面

■
ほ
と
ん
ど
自
然

の
状
態
で

絶
滅
の
危
機
に
あ
つ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
し
、

増
殖
す
る
た
め
に

一
九
五
八
年
（昭
和
三
十
三
年
）

に
世
界
で
初
め
て
つ
く
ら
れ
た
施
設
、
そ
れ
が
「釧

路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園
」
で
す
。
「た
ん
ち
ょ
う
釧

路
空
港
」
に
ほ
ど
近
い
、
釧
路
市
鶴
丘
に
五
羽
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
放
さ
れ
、
開
園
し
ま
し
た
。　
一
九

七
〇
年

（昭
和
四
十
五
年
）
、
初
め
て
人
工
ふ
化
に

成
功
。
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
手
厚
い
保

護
を
受
け
て
、
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ふ
化
を
手

掛
け
て
き
ま
し
た
。
人
工
ふ
化
聖
地
と
言

っ
て
も

言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
の
特
徴
は
何

と
言
っ
て
も
幾
つ
も
の
大
き
な
ケ
ー
ジ
で
す
。
ケ
ー

ジ
に
は
い
ず
れ
も
屋
根
が
な
く
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

自
由
に
出
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
ト
ビ
や
カ
ラ
ス
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
餌
を

狙

っ
て
ケ
ー
ジ
の
中
に
ま
で
侵
入
し
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
な
状
態
で
生
態
を
観
察
で
き
る

場
所
は
、
こ
の
公
園
だ
け
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
よ

う
。
た
だ
、
以
前
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
自
由
に
出
入

り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
を
避
け
る
た
め
、
羽
を
切

っ
て
い

ま
す
。

■
人
工
ふ
化

に
苦
閾
―
た
資
料
も
晟
子

最
近
は
、　
一
年
を
通
し
て
二
十
羽
前
後
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
放
さ
れ
て
い
て
間
近
に
観
察
が
で
き
ま

す
。
公
園
の
中
央
に
は
展
望
台
も
あ
り
、
ケ
ー
ジ

を

一
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
五
～
六
月
頃
に

は
、
繁
殖
が
成
功
し
て
ふ
化
し
た
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き

の
愛
く
る
し
い
ヒ
ナ
の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。　
一
年
を
通
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
訪
れ
る

人
気
ス
ポ
ツ
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
間
近
で
見
ら

れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
自
然
観
察
の
場
と
し
て
も
絶

好
で
す
。
管
理
棟
に
あ
る
展
示
室
や
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム
で
は
、
手
探
り
で
人
工
ふ
化
を
始
め
た
こ

ろ
の
資
料
や
、
プ

ロ
セ
ス
な
ど
を
記
録
し
た
貴
重

な
資
料
、
そ
し
て
、
人
工
ふ
化
に
よ
つ
て
生
ま
れ

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
家
系
図
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い

て
、
保
護
活
動
の
熱
気
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
タ

住所 :〒 084-0926北 海道釧路市鶴丘112
電話番号 :0154-56-2219 FAX:0154-56-2216
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型
「

ン
チ
ョ
ウ
の
骨
格
な
ど
の
標
本
も
あ
り
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
家
族
み

ん
な
で
気
軽
に
楽
し
め
る
公
園
で
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
③

初
め
て
の
人
工
飼
育
の
名
前
は

人
工
育
雛
に
成
功
し
た
厳
初
の
ヒ
ナ
は
三
羽
。
「ク
ン
」
「
シ

ン
」
「
ロ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
六
八
年

（昭
和
四

卜
二
年
）
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
成
烏
と
し
て
つ
が
い
に

な

っ
て
子
孫
を
残
し
、
そ
の
家
系
図
が
パ
ネ
ル
に
な

っ
て
い
ま

す
。
ま
る
で
人
間
の
家
系
図
の
よ
う
で
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
⑨

雄
と
雌
の
見
分
け
方
は
？

雄
雌
は
外
見
か
ら
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
確
実
な
方
法
は
雄
と

雌
が
声
を
合
わ
せ
て
鳴
く
「鳴
き
合

い
」
で
す
。
片
方
が
「
コ
～
」

と
鳴
く
と
、片
方
が
甲
高
く
「カ
ッ
、
カ
ッ
」
と
答
え
ま
す
。
「
コ
～
」

が
雄
で

「カ
ッ
、
カ
ッ
」
が
雌
。
こ
の
時
、
普
通
雄
は
雌
よ
り

翼
を
高
く
持
ち
上
げ
ま
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
⑩

幼
鳥
が
オ
ト
ナ
に
な
る
の
は
？

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
年
齢
は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
生
ま
れ
て

一

年
が
満

．
歳
で
す
。
１
歳
く
ら
い
で
オ
ト
ナ
と
同
じ
姿
に
な
り

ま
す
が
、
野
外
で
の
子
育
て
は
四
～
五
歳
な
の
で
、
そ
の
頃
が

オ
ト
ナ
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
野
生
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
寿
命
は
二
十
歳
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
①

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
卵
の
大
き
さ
は
？

長
さ
は
大
体
１０

ｃｍ
　
幅
は
６

ｃｍ
ぐ
ら
い
で
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の

卵
よ
り
１
回
り
ほ
ど
大
き
く
、
重
さ
は
約
四
倍
ほ
ど
で
す
。
タ

ン
チ
ョ
ウ
は
、
ふ
つ
う
春
先
の
三
～
四
月
に
二
個
の
卵
を
産
み

大
切
に
育
て
ま
す
。
つ
が
い

（夫
婦
）
は
生
涯
、
寄
り
添

っ
て

生
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

職員手作りの看板

展示室

タンチョウの家系図もある

ケージ

金網は側面のみ、天丼はない

丹頂クイズ

子どもたちがタンチョウ博士になれますように

丹頂親子 幼鳥と親鳥

カメラ窓

生態を金網越しにではなく

撮影できるよう窓が開けてある
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料奇

一

「
タ
ン
チ
∃
ウ
は
ど
ん
な
自
然
環
境
で
暮
ら
し
てヽ
１
．

る
の
だ
ろ
う
か
？
」

『愛護会50周年特別課外授業④』

〒085-0201北 海道釧路市阿寒町下仁々志別11番
電話番号 :0154-56-21 21 FAX:0154-56-2140
URL:http:″ www.city.kushiro.lg.ip/z00/

北海道ゾーンヘようこそ  北海道ゾーンヘタンチョウが誘う

飼育されているタンチョウ

レ
し

〒

住所

タンチョウに見える
電線に通 した保護カ

、F
″′

―
ン
で
タ
ン
チ
∃
ウ
の
暮
ら
し
ご
り
を
体
験
！

創
川

路
市
動
物
園

動
物
園
正
面

■
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
息
環
境
を
立
体
的

に

釧
路
市
動
物
園
は
、
日
本
で

一
番
束
の
端
に
あ
る

動
物
園
で
す
。　
一
九
七
〇
年
に
開
園
。
総
敷
地
面
積

４７
・
８
ｈａ
。
開
園
当
時
は
国
内
最
大
の
面
積
を
誇
り
ま

し
た
。　
一
九
七
五
年

（昭
和
五
十
年
）
に
は
園
内
に

「タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
孵
化
、
増
殖
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
毎
年
傷
つ
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
し

て
野
生
に
戻
す
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

広
い
敷
地
の
中
に
は
北
海
道
の
自
然
を
再
現
し
た

「北
海
道
ゾ
ー
ン
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
は
じ
め
、
世
界
で
初
め
て
飼
育
下
で
繁
殖
に
成
功

し
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
じ
め
、　
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
、　
エ

ゾ
リ
ス
、
ヒ
グ

マ
な
ど
と
対
面
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

ゾ
ー
ン
を
ぐ
る
り
と
巡
る
木
道
脇
に
は
、
北
海
道
な

ら
で
は
の
樹
木
や
草
花
も
茂

っ
て
い
て
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
ど
ん
な
自
然
環
境
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か
も
、

体
験
で
き
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
環
境
を
立
体

的
に
体
感
で
き
る
ゾ
ー
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

ｒ
Ｖ

も
つヽ

一

よ

バ

動 物 園 正 門

飼育場のケージにはツルの像
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■
絵
本

ら
写
真
集
ま
で
…

夕II路市タンチョウ鶴愛議会

■気軽に手にしてみたいあんな本、こんな本

『愛護会50周年特別課外授業⑤』

■
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
知
り
た
く
な
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
魅
カ

「
ツ
ル
の
恩
返
し
」
と
言
う
民
話
が
語
り
継
が

れ
て
き
た
よ
う
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
昔
か
ら
人
間

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
語
り
掛
け
て
く
れ
て
き
ま

し
た
。
確
か
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
も

っ
と
も

っ
と
深
く
知
り
た
く
な
る
神
秘
的

多
い
タ
ン
チ
∃
ウ

ロ
ｏ
ｏ
万
∽

な
鳥
で
す
。
ア
イ
ヌ
人
た
ち

は
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
サ
ル
ル
ン
・

カ
ム
イ

（神
の
鳥
）
と
し
て

崇
め
て
い
ま
し
た
。

近
代
、
「タ
ン
チ
ョ
ウ
の
魅

力
を
も
っ
と
も
っ
と
深
く
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
タ

ン
チ
ョ
ウ
大
好
き
研
究
者
や

カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
沢

山
の
本
や
写
真
集
が
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。

豪
華
な
写
真
集
や
絵
本
、

物
語
、
研
究
成
果

・
・
。
さ

い
わ
い
そ
れ
ら
の
出
版
物
は
、

市
内
の
図
書
館
や
国
際
ツ
ル

セ
ン
タ
ー

［グ
ル
ス
］
な
ど

に
沢
山
置
か
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
地
の
人
が
注
目
す
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
こ
と
を
深
く

知
る
こ
と
は
今
住
ん
で
い
る

郷
土
を
誇
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
さ
あ
、
貴
重
な

一

冊
を
手
に
し
て
み
よ
う
。

書名 著 者 出 版 社 発行年月日 定価 ISBN ページ数

タンチョウーいとこちたき さまなれど 正富 宏之 北海道新聞社 20104110月 2()52 489453567X 147 単行本

北海道の動物たち 人と野生の距離 千嶋  淳 ホーム社 20144110月 1944 4834253023 208 単行本

タンチョウの里 井口万喜男 吉備人出版 2003年 10月 1944 4860690303 222 単行本

知里幸恵の神謡 ケソラプの神・丹頂鶴の神 北道 邦彦 北海道出版企画センター 2005イ112月 2592 4832805029 202 単行本
ツルになったおばあちゃん―ツルとトメさんが教えてくれたこと伊藤 重行 中西出版 2007年 5月 1028 4891151633 64 単行本

釧路叢書 (第17巻 )タ ンチョウの釧路 釧路市 釧路市 1976415月 338 単行本

図鑑・写真集

タンチヨウのきずな|「日本の鶴」の一年(小学館の図鑑NEOの科学絵本) 久保 敬親 小学館 2015年 7月 1404 4097265865 40 大型本

世界ツル大鑑 15の鳥の物語Wo rld's CraneS 林田 ′恒夫 山と渓谷社 2015年 1月 8532 4635596230 304 大型本

北の大地タンチョウ 和田 ll:宏 芸夕||1堂 1991イ111月 4104 4753801810 83 大型本

タンチョウ 四季の彩 和田 正宏 芸ウ|1堂 2000114月 4104 4753801373 95 大型本

湿原の神。タンチヨウ 中地  茂 竹林館 2003Fli 2月 2484 486000315 72 大型本

タンチョウー釧路湿原と人里に
′
Lき る 卜1本 側i夫 北海道撮影社 2000イ111月 4752 4938446200 135 大型本

タンチョウー湿原に生きる 笹森 繁明 偕成社 1985416月 2376 4039660404 56 大型本

いっしょがいいね 間[|1 公雅 文藝春秋 2009年 1月 1337 4163709703 単行本

丹頂(ペーパモデルズ・プロフエツシヨナル野鳥シリーズ) 穴沢 郁雄 集文社 2004年 6月 3024 4785102616 31 大型本

絵本

どうぶつさいばん タンチヨウは悪代官か?
竹田 津実

弘士
偕成社 2006414月 1512 4033313702 32 大型本

たんちょうづるのそら(手島圭三郎版画絵本一極寒に生きる生きものたち) 千島圭二郎 リブリオ出版 19984112月 1836 4897847079 31 大型木
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『愛護会50周年特別課外授業⑥』

■
歌

っ
て
、
踊

っ
て
、
タ
ン
チ

∃
ウ
の
舞
い

―
●

　

　

・●

　

　

●

　
　
　
●
　

　

―
　

　

　

　

　

　

　

・

雪
原
の
中
で
優
雅
な
ダ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
る

タ
ン
チ
ョ
ウ
た
ち
は
、
ま
る
で
バ
レ
リ
ー
ナ
の
よ

う
に
幻
想
的
な
風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
釧
路

地
方
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

の
美
し
い
舞
を
、
踊
り
で
表
現
し
て
み
た
い
。

「丹
頂
音
頭
」
は
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て

一

九
六
六
年

（昭
和
四
十

一
年
）
二
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。

作
詞
者
の
藤
田
久
さ
ん
は

「人
間
と
鳥
と

の
交
歓
、
無
言
の
愛
情
、
自
然
と
の
調
和
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
子
の
美
し
さ
、
こ
の
や
さ
し

さ
を
な
ん
と
か
世
の
中
と
分
か
ち
合
い
た
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
強
い
思
い
を

受
け
て

「新
民
謡
と
し
て
全
国
的
に
愛
唱
さ

れ
る
曲
、
先
住
ア
イ
ヌ
民
族
の
調
べ
を
取
り

入
れ
た
会
心
作
」
が
、
飯
田
三
郎
さ
ん
に
よ

つ

て
作
曲
さ
れ
た
の
で
す
。

現
在
で
は
、
「盆
踊
り
」
や

「ふ
る
さ
と
祭

り
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
踊
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
小
中
学
校
な
ど
で

も
講
習
会
も
行
わ
れ
、
郷
上
の
誇
り
と
な

っ

て
い
る
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

※
ミ
ニ
ミ
ニ
資
料
館
⑫

［新
バ
ー
ジ

ョ
ン
音
頭
］

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い
る
「丹
頂
音
頭
」
は
、　
一
九
八
五
年

（昭
和
六
十
年
）
に
当
初
の
振
り
付

け
を
改
良
し
た
、
よ
り
踊
り
や
す
く
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。
「丹
頂
音
頭
保
存
会
」
の
講
習
を
受
け
た
子
供
た
ち
は
現
在
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
踊

っ
て
い
ま
す
。
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藤
田
久
・作
詩
／
飯
田
二
郎
・作
曲
／
瓦
吹

哲
・編
曲
　
　
　
旧
＾
　

蔵
膝
‐―‐
円

平
延

・
じ
几
を
ス
占
田
羊
今
十

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン

一
、
Ａ
ア
…
ア
ー

丹
頂
鶴
は
日
の
本

た
く
さ
ん
幸
福
わ
せ

（ソ
レ
）

た
く
さ
ん
幸
福
わ
せ

イ
ヤ
コ
ー
コ

イ
ヤ
コ
ー
コ

祝
い
の
瑞
烏

呼
ん
で
く
る

呼
ん
で
く
る

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ニ
、
ハ
ァ
ー
ア
ー

愛
に
こ
た
え
て
　
丹
頂
鶴
の
群

こ
こ
に
阿
寒
に
　
棲
み
つ
い
た

（ソ
レ
）

こ
こ
に
阿
寒
に
　
棲
み
つ
い
た

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

イ
ヤ
コ
ー
コ
　
ソ
ラ
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

三
、ハ
ァ
ー
ア
ー

朝
日
照
る
照
る
　
雪
の
一原

目
出
た
い
羽
衣
　
舞
い
お
り
る

（ソ
レ
）

目
出
た
い
羽
衣
　
舞
い
お
り
る

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

四
、
Ａ
ァ
ー
ア
ー

静
か
に
集
う
　
丹
頂
鶴

雪
よ
り
自
く
　
清
ら
か
に

（ソ
レ
）

雪
よ
り
自
く
　
清
ら
か
に

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
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ヤ
コ
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コ
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コ
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ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

五
、
八
ア
ー
ア
ー

湖
近
く
　
里
ち
か
く

す
が
た
美
く
し
　
鶴
の
舞

〈ソ
レ
）

す
が
た
美
く
し
　
鶴
の
舞

ホ
ロ
ロ
ン
　
ホ
ロ
ロ
ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

ホ
ロ
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ン
　
ホ
ロ
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ン
　
イ
ヤ
コ
ー
コ

イ
ヤ
コ
ー
コ
　
ソ
ラ
　
ィ
ャ
コ
ー
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◆
隊
　
　
形

◆
進
行
方
向

◆
踊
り
始
め

◆
踊
り
方

輪
お
ど
り

反
時
計
ま
わ
り

進
行
方
向
を
向
き
前
奏
８

呼
間
聞
い
て
踊
り
始
め
る
。

①
二

つ
の

二
つ

進
行
方
向
を
向
き
タ
チ
ョ

チ
ョ
ン
が
チ
ョ
ン
ク
と
手
拍

子
を
行
う
ｃ

（写
真
ｌ
）

②
二
つ
の

有
足
を
出
し
、
両
手
は
伏

せ
て
胸
の
前
か
ら
斜
め
上

に
あ
け
開
く

（
鶴
が
さ
っ

と
羽
根
を
広
げ
た
感
じ
）
。

（写
真
２
）

③
四
つ
左
足
を
出
し
、
両
手
を
体

前
肩
の
高
さ
か
ら
や
や
下

に
右
手
が
上
に
な
る
よ
う

に
指
先
を
重
ね
前
に
仲
ば

す

（鶴
の
く
ち
ば
し
の
感

じ
）。

（写
真
３
）

①
五
つ
の
六
つ

左
足
を
有
足
に
引
き
揃

え

″
チ
ョ
チ
ョ
ン
が
チ
Ｆ
／

と
手
拍
ｒ
を
行
う
。

（写
真
４
）

り
七
つ
～
十

■

ヽ
，ｉｔ
を
も
う
一度
行
う
。

０
十

一

有
足
を
出
し
、
両
手
を
伏

せ
て
肩
の
高
さ
で
右
横
に

振
る
。

（写
真
５
）

⑦
十
二
左
足
を
出
し
、
両
手
を
伏

せ
て
肩
の
高
さ
で
左
横
に

振
る
。

（写
真
６
）

③
十
三
・十
四

１
●
を
も
う
一度
行
う
。

Ｏ
十
五
右
足
を
出
し
、左
手
を
頭

Ｌ
に
あ
け
か
ざ
し
、
有
手

は
右
ド
に
伏
せ
流
す
。

（写
真
７
）

⑩
十
六
左
足
を
出
し
、
右
手
を
強

上
に
あ
け
か
ざ
し
、
左
手

は
左
下
に
伏
せ
流
す
。

（写
真
８
）

ｍ
十
七
・十
八

０
・⑩
を
も
う
一度
く
り

返
す
。

⑫
十
九
二
十

右
足
か
ら
右
斜
め
前
に
３

歩
進
み
４
歩
日
の
左
足

を
添
え
あ
げ
る
。
そ
の
時
、

両
手
を
伏
せ
手
で
、
左
か

ら
小
さ
く
か
ぶ
せ
る
よ
う

に
右
に
振
り
、
も
う
一度
左

か
ら
小
さ
く
か
ぶ
せ
る
よ

う
に
行
い
右
下
に
伏
せ
伸

ば
す
。

（写
真
９
、
１〇
一

⑬
二
十
Ｔ
二
十
二

⑫
の
反
対
動
作
を
左
足

か
ら
行
う
。

〇
二
十
三

右
足
を
出
し
、
両
手
を
顔

の
横
に
掌
内
向
き
に
立
て

る
。
（写
真
Ｈ
）

⑮
二
十
四

左
足
を
出
し
、
両
手
山
開

き
を
行
う
。

（写
真
１２
）

⑮
二
十
五
二
十
六

左
足
を
右
足
に
引
き
揃

え
ぅ
チ
ョ
チ
ョ
ン
が
チ
Ｆ
／

と
手
拍
子
を
行
う
。

（写
真
１３
）

以
Ｌ
を
②
か
ら
く
り
か

え
す
。
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資   料

『
０
項
０
５
５
ん
含
』

こ
の
会
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
愛
護
会
制
定
の
「丹

頂
鶴
音
頭
」
の
保
存
と
普
及
、
そ
の
他
郷
土
芸
能

の
振
興
に
努
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
愛
護
会
の

呼
び
か
け
に
賛
同
し
た
有
志
が
集
い
、
平
成
十
九

年
五
月
に
発
足
し
、
今
年
で
八
年
目
を
む
か
え
ま

す
。「ふ

る
さ
と

。
ほ
ろ
ろ
ん
祭
り
」
や

「盆
踊
り
」

「敬
老
の
集
い
」
「総
合
文
化
祭
」
等
々
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
は
勿
論
の
こ
と
、
町
内
会
や
小
学
校

へ
の
出
前
講
習
会
に
も
積
極
的
に
出
向
い
て
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
に
は
熱
海
市
で
開
催
さ
れ
た
日

本
民
踊
指
導
者
研
究
大
会
で
約
九
百
名
の
受
講
者

を
前
に
披
露
し
、
指
導
、
翌
平
成
二
十
五
年
に
は

釧
路
市
か
ら
観
光
大
使
と
し
て
旅
立
っ
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
の

「ビ
ツ
グ
」
と

「キ
カ
」
に
会

つ
て
見
送

っ

た
時
と
同
様
に
踊
っ
て
み
て
も
ら
お
う
と
台
北
市

立
動
物
園
ま
で
出
か
け
て
台
湾
の
人
達
と
友
好
を

深
め
る
な
ど
町
内
の
み
な
ら
ず
広
範
囲
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
が
悩
み
は

一
つ
、
後
継
者
の
育

成
で
す
。
年
々
高
齢
化
し
て
い
く
会
員
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
若
手
の
会
員
の
人
会
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
。

（荒
木
千
枝
子

記
）

‐_|   . 
‐・.  ・
 ・|‐ _  ‐‐ ||

台北動物園特設ステージで交流する会員と台北市民

踊りに合わせて「生花」を披露
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資   料

Ｌ
琴

ソ`′じ1こ

間する学習会、

保護の

ポランテイア

活動

観察会、 |■|
′
′

｀ ‐″
‐
.′

昭和

“

年に発足した「タンチヨウ鶴愛議会」は、越冬するタンチ

ョウ保護のために綸餌をはじめ監視活動等を続けています。これか

らも人と鶴が共存できる環境保全と保護を目指していきます。

また機に関する学習会や観察会の開催、会報や解説書等の出版な

どを継続していきます。

会は会員によつて組織だてられ運営しています。会費 (年度会費 )

を納入することによつて誰でも、いつでも加入できます。

入会をお待ちしております。 |

タンチヨウは秋も深まると人里に現れ、やがて湿地 く湿

原)が氷と雪になわれるころになると総餌場に集まり越冬

生活が始まります。

丹頂の里の給餌場では11月から3月 まで毎日総餌活動を

行っており、給餌場に隣接するタンチヨウ観察センターや

阿寒国際ツルセンターからは毎日100羽以上のタンチヨウ

を間近に見ることが出来ます。

鋼をついばんだり、体んだり、踊つたり、鴫き合いした

りする行動、また給餞場とねぐうを行き来するタンチヨウ

の飛翔する美しい姿は、来訪者を感動させてくれます。

●

1月 1日嬌クイス

会員は会の目的に費同し、事業活動に参力D

ら誰でも加入できます。

又は支援できる方な

一般
法人
会 員 /年 1□
会 員 /年 10

00円
00円

●郵使振薔の場合

●直接持参の場合  . 
・ ‐   

・ '`1~

お問い合わせ

釧 路 市 タ ン チ ヨ ウ 鶴 愛 議 会

T085-(245麟路市胃寒町■月■神 0番 爾寒口際リレセンター内

電話 (0154)66-401l  FAX(0154)66-4022
8-r、,aill mall(0'946tanchou― algOkai oorn
VV E(3 1 http`/946tanchou― algOkai com`

ねぐらの整備活動

彗麟活動

子どもたちによるイラスト晨

PRWEttloN籟‐

鋼路市タンチヨウ鶴愛菫会

釧路市タンチヨウ鶴菫議会

囲睡説吻檄
KuSHIROSHl
tANCHOu

‘躍
■猥
芦

阿寒国際

力`じセンターの

事業活動の

その他、

丹頂機書類の

保存、善及

角
」

覆

協力
レ
″

会報や

暉 口 Ц 口事 :審ヽ

特別天然記念物タンチョウが舞う

■剛醒塑幽颯劉」

‘
ヽ
■

，

解説書などの

出版物の

１
１

■
管
Ｉ
ｌ

■
■刊行

椰Ц

=
募  集
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